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　洋上に一隻せきの船が漂ただよっていた。比ひ較かく的大型のフェリーで、船体には〝NN-LINE〟というロゴが刻まれている。沖おき縄なわ県那な覇は市と宗教都市鳴なる神かみ市の間を往来するそのフェリーは、週に一度の航路の途と上じようにあった。

　しかしその様子はどこかおかしい。ふつうであれば白い飛沫しぶきをあげて海面をかきわけ、進んでいくはずの船は、その場にとどまったまま。周辺にたちこめた深い霧きりの中で、そこだけが時の流れから置き去りにされているようだ。

　船内にはほとんど人の気配がなく、しんと静まり返っている。そこに、はあふうと、いまにも絶えそうなほどの呼気の音がもれ聞こえていた。

　場所は海を一望できる操そう舵だ室。ＧＰＳやレーダーなどの計器が設置され、壁かべには港内速力表や海図が貼はられている。数枚の呪じゆ符ふもある。風や水などに干かん渉しようできる日に本ほん神しん道とうの精せい霊れいを呼び出すための霊枢核コアだろう。おそらく安全な航行のために祓ふつ魔ま技術が応用されているのだ。

　だが──いま、この場所にそれらの設備を扱あつかえる人間は誰だれもいない。乗組員の男たちが数人、床ゆかに倒たおれ伏ふしている。誰もが腐くさった果実のような赤黒い顔をして、うなされている。

　死し屍し累るい々るいの光景の中、一人の少女が片手で顔を覆おおいつつ、天てん井じようを仰あおいでいた。女め豹ひようのごとく均整のとれた肢し体たい、豊かな胸が強調された、布面積の少ない服を着ている。

「扱い方がまるでわからんな。全ぜん滅めつさせてしまったのは失敗だったか」

　少女──ノエリア・マーズは、女性にしてはやや低い、落ち着いた声で言った。

　短く切りそろえた黒くろ髪かみもあいまって、どこか男性的なスタイリッシュさを感じさせる。背も高い。性的な起き伏ふくに富んだ体つきをしているのは皮肉か冗じよう談だんのようでさえあったが、彼女には胸や脚あしの露ろ出しゆつを恥はじらうようなそぶりはまるでない。

　そのとき、からりと音がした。ノエリアの背後から近づいてきた車くるま椅い子すの車輪が回る音だ。

「ノエリアは……手加減が、へた」

　ささやくほどに小さな声である。

　ノエリアとは正反対にひどく小こ柄がらな少女が車椅子に楚そ々そとして腰こしかけていた。長い髪を貝のかんざしで留めている。薄うすいパレオとひざかけに隠かくれているのが、魚の尾おひれではないかと思わせるほどの──おとぎ話の人魚を彷ほう彿ふつとさせる清楚な少女だった。

　彼女の名前はオリヴィア・ドゥ・シレーヌという。

「操舵、できるひと……ひとりくらい、のこしておけば……よかったのに」

　オリヴィアはかすれぎみの声でとぎれとぎれに言った。

　ノエリアは困ったように頬ほおをかく。

「しかたないだろう。私のわざは、制せい御ぎよが難しいんだ。しかし、まいったな」

「これは……遭そう難なん？」

「言うな。言こと霊だまという言葉があるだろう。そういうことは、口にした瞬しゆん間かんに真実になるものだ。認めさえしなければ、必ずや鳴なる神かみ市へ向かう方法はある」

「フェリーをジャックして……その後、遭難……とても、まぬけ」

「う……」

　オリヴィアの容よう赦しやのない物言いに、ノエリアは頬をひきつらせた。しかしすぐに気を取り直して、ごほごほと咳せき払ばらいをする。

「私たちは指導者フアーザーの求めに応じて宗教都市へ向かわねばならないのだ。こんなところで足あし踏ぶみしているわけにはいかない」

「飛行機とか……電車とか……使えばよかったのに」

「空路を使うと聖せい職しよく者しや協きよう会かいの検問にひっかかる。沖おき縄なわから本土に渡わたるには海路を使うしかなかった。鳴神港でも聖水噴ふん射しやと祓ふつ魔ま師しの触しよく診しんによるチェックが行われるというから、素す直なおに行くわけにもいかない。白しろ十じゆう字じ教きよう徒とあたりに味方がいれば、うまいこと潜せん入にゆうを手引きしてくれるだろうが……聖職者協会の祓魔師は優ゆう秀しゆうだからな。それでもすぐに足はついてしまうだろう」

「そっか……だから、海から、こっそり……でも、それなら荷物に隠かくれて密航すれば……」

「荷物検査でひっかかる。準備が整う前に、鳴神市本土に常じよう駐ちゆうしているであろう祓魔師たちとぶつかるわけにはいかない」

「ああ……なるほど」

「私たちの戦い方は準備に時間がかかる。奴やつらとなるべく正面から戦わずに、じわじわと追い詰つめていかなければならない。いわばチェスだ。手順を踏み、相手を詰ませる」

「ちぇす……うん。ちぇす」

「オリヴィア、ヴェパールを動かせるか？」

「ん……いちおう、可能。〝隔かく絶ぜつの霧きり〟を保ったまま、だと……すこし、遅おそくなる……けど」

　オリヴィアの視線は窓の外へと向けられていた。操そう舵だ室からは甲かん板ぱんの様子がうかがえる。打ち寄せた波に濡ぬれて、てらてらと輝かがやく甲板の上に異様な存在が直立していた。

　怪かい魚ぎよ、としか呼びようのない、異い形ぎようの怪物だ。全身が外骨格に覆おおわれ、頭が兜かぶとのような形の魚。胴どう体たいは異様に長く、無数の鱗うろこがついた魚の尾おが、蛇へびのようにとぐろを巻いている。

　全身のいたるところに、ぽつぽつと空いた穴から、白い気体が噴ふき出していた。ここら一帯を覆おおう霧の中に混ざり、濃のう霧むはよりいっそう深くなっていく。

「大だい悪あく魔まヴェパールの自然干かん渉しよう──霧の力は、いつ見ても見事だな。中にいる者の視覚を殺し、電波や音波を遮しや断だんするためにあらゆる通信も封ふうじられる」

　ノエリアが感かん嘆たんの吐と息いきをもらす。

「指導者フアーザーが今回の任務を私たちに託たくしたのもうなずける」

　その声には陶とう酔すいめいた色が含ふくまれていた。

　そんなノエリアを横目に、オリヴィアはわずかに眉まゆをひそめる。

「でも……いのちは……だいじに」

「なにを言う。私たちの命は指導者が与あたえてくれたものだ。いまこそ恩義に報むくいないでどうするのだ。たとえこの身が朽くち果てようとも、指導者のためならば本ほん望もうだ」

　控ひかえめな忠告は、意志の強いノエリアには届いていないようだった。彼女の瞳ひとみはひたすらに使命に燃えている。

　オリヴィアは押し黙だまった。

　こういうときのノエリアにはなにを言っても無む駄だだと、彼女は知っていた。

「とはいえ、私もばかじゃない。慢まん心しんはしないさ。なにせ、あの街には──」

　数秒の間を空けて、続ける。

「神かみ喰くらいの神〝聖霊ミスラ〟と契けい約やくした、世界最強の祓ふつ魔ま師しがいるのだからな」

　オリヴィアもうなずく。

「それと……もうひとり」

「無宗教主義の祓魔師。ヴィオレッタの叡えい智ちを授さずかった男──逢あい沢ざわ拓たく真まか」

「殺し、ちゃう？」

　オリヴィアは童女のように首をかしげる。

　ノエリアは、いや、と首をふった。が、

「それは私たちの仕事じゃない。だが──」

　その口元には好戦的な笑えみが浮かんでいる。

「出会ってしまったら、仕方ないだろうな」

「う、ふふ……ノエリアの、そういうところ、好き」

「それは何よりだ。なにせ私たちは助け合わなければ生きていけないのだから」

　車くるま椅い子すに手をかけてノエリアはおだやかに微ほほ笑えんだ。

　恋する乙おと女めのように頬ほおを朱しゆに染めながら、オリヴィアも静かに笑う。

　そして、彼女は冷れい淡たんな声でささやいた。

「ヴェパール」

　怪かい魚ぎよの悪魔は声もあげずに五メートルほども跳はねあがると、ざぶん、と海面に落ちる。するとフェリーがゆれて、窓から見える洋上の景色がゆっくりと滑すべりはじめた。

　海中の悪魔が船体を物理的に押しているのだ。

　原始的かつ間ま抜ぬけな方法。しかし、確実な方法だ。

　二人の悪魔契約者をのせた船はゆっくりと進んでいく。その舳へ先さきの遥はるか前方に薄うすく霞かすむのは、切り立った岬みさきに建てられた一軒けんの教会。




　あらゆる宗教の教区が集まる、世界で最も危険な街、鳴なる神かみ市。

　そこに、あらたな脅きよう威いが迫せまりつつあるのだった。
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　鳴神市中立区画の朝。祓ふつ魔ま学園無宗教者寮りようである古ぼけた洋館の庭先で、少女の、やあ、という気の抜ぬけた一声とともにのろのろとした太た刀ち筋すじが逢あい沢ざわ拓たく真まを襲おそった。

　気合いは十じゆう分ぶん。だが拓真の目にその軌き跡せきはあまりにも遅おそく、軽く身を引くだけで鼻先ぎりぎりをあえてかすめさせるほどの余よ裕ゆうがある。短刀の一いち撃げきを空ぶった相手は手首を返して、斜ななめ上うえに斬きりあげる。持つ手の方向に体を滑すべりこませて、拓真は自分の手にした木刀を軽く相手のかかとにあて、せい、という声とともに足をはらった。

「ふわっ！　ひゃんっ」

　かわいらしい悲鳴をあげて、少女がしりもちをついた。

　彼女の手を離はなれた木製の短刀が宙を舞まい、こつんと頭に直ちよく撃げき。腰こしと頭をおさえて涙なみだ目めになる。

「だめだな。まるでなってない」

　木刀を肩かたにかついで、拓真は冷然と少女を見おろした。

　少女──ミトラルカ・シルヴェスタはぺたんと地面に座ったまま、うう、とうなる。綺き麗れいなはずの銀ぎん髪ぱつはくすみ、制服も土でよごれていた。マイトレヤ教を信しん仰こうし、神かみ喰くらいの神である〝聖霊ミスラ〟をしたがえる世界最強の祓ふつ魔ま師し。そして邪じや教きようの教祖。そんな肩かた書がきにふさわしい威い厳げんなどまるで感じさせない。

「体たい捌さばきのときに型が崩くずれている。それと、目を瞑つぶるな。俺に当てるまでしっかり目を開けておけ」

「スイカには目で見すぎるな、と言っていました」

「あほ。あいつとおまえじゃ段階が違ちがう。翠花の場合は馬ば鹿か正直に狙ねらう箇か所しよをガン見みするから、観察力のある敵に通用しないって話だ。ミトラはそもそも基き礎そができてない」

「うう……」

　拓たく真まが容よう赦しやなく指し摘てきすると、ミトラはしょんぼりと肩を落とした。

「悪いが鍛たん錬れんとなれば俺は常に本気だぞ。その覚かく悟ごはできてたんだろ？」

「……はい。自分から言い出したことですから」

　そう。この早朝の修練を提案したのはミトラのほうだった。

　ミトラは世界最強の祓魔師でありながら、聖せい職しよく者しや協きよう会かいから〝聖霊〟の神喰らいを禁じられている。聖職者協会はあらゆる宗教の教団が属する互ご助じよ会かい的な組織であり、すべての祓魔師にとってさからうことの許されない絶対の法でもある。

　制約のせいで、一週間前にルナ・フェルマーとメンゲル・ヘルツォークが起こした事件にまきこまれたとき、ミトラはほとんどなにもできなかった。拓真に護まもられっぱなしで、迷めい惑わくをかけてしまった。だから〝聖霊〟に頼たよらずとも強くなりたいのだと、彼女は言った。

　その意見には拓真も賛成だった。二人は、魔を滅めつする祓魔師を養成する学まなび舎や、祓魔学園に入学した新入生だ。今日から本格的に授業が始まるに際して、なにかひとつ、力を身につけておくべきだと考えていた。

「でもこんな短い刀でいいのでしょうか。大きいほうが強そうです」

　ミトラは太陽みたいにきらきらした瞳ひとみで拓真の木刀を見つめている。

　あきれたように肩かたをすくめて、拓真はその木刀を放ほうり投げた。

「振ふってみろ」

　わたわたとまごつきながらも両手で受け取り、ミトラはぎゅっと柄つかを握にぎりしめた。きりっと真しん剣けんな顔になって、大きく振りかぶる。
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「てえい！　──って、わ、や、ふっ!?」

　ぶうん。と盛大に斬きりおろした勢いのままに体勢を崩くずして、ミトラはぐるんと一回転し、

「ふにゅっ」

　ころんだ。

「うう。これでは剣を振ってるんじゃなくて、振り回されてしまっています」

　涙なみだ目めになっているミトラに、拓真は軽い苦笑を向けた。

「本物の日本刀や長ちよう剣けんはもっと重いんだ。まずは軽い短刀を使いこなせるようになれ」

「はいです……ところで拓たく真ま、ずっと気になっているのですが」

「ん？」

「どうして学園の制服で訓練するのですか？　せっかく新しい制服なのに、もうぼろぼろです……それに激しい運動をすると、その……いろいろと……」

　ミトラはスカートの裾すそをひっぱり、もじもじとももをすりあわせた。顔は紅葉もみじのように鮮あざやかな朱しゆ色いろに染まっている。

　ミトラが落とした木刀を拾うと、拓真は真顔のまま、いつもと変わらぬ口調で断言した。

「当然だ。武道やスポーツじゃなくて実戦での立ち回りを覚えなくちゃ意味がない。ふだんどおりの服でやらなくてどうするんだ？」

「うう、それは、そうなのですが」

「こーらー、ばか拓真。ミトラちゃんがかわいそうでしょ」

　そのとき、玄げん関かんのドアが開いて、洋館の中からべつの少女が出てきた。咎とがめるような声とともに現れた少女、比ひ良ら坂さか翠すい花かは、快活そうな目をきつく細めて拓真を睨にらみつけている。

　拓真は木刀の切っ先を翠花に向けて口元にかすかに笑えみを浮かべた。

「誰だれがばかだ居い候そうろうかつ使用人。朝食はできたのか？」

「し、使用人!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげた翠すい花かの顔が一いつ瞬しゆんのうちに激げき怒どで赤く染まっていく。彼女は祓ふつ魔ま学園の制服の上にエプロンをつけていて、片手にはおたま。完全に主婦か使用人そのものだ。

「いい格好だな、翠花。これからも俺たちのために汗あせ水みずたらして働いてくれよ」

　拓たく真まは茶化すように言った。幼なじみ同士という気安さからくる言葉で、悪気も敵意もない。

　しかし翠花のほうは眉まゆ尻じりをつりあげて、わりと本気で声をふるわせた。

「ぐぬ……あんたねぇ。あんまり調子にのってると、盛るわよ。料理に。毒的ななにかを！」

「俺に毒は効かないぞ。〝解析アナライズ〟があるからな」

　拓真はいっさい顔色を変えずに、左腕うでをかかげてみせた。制服の袖そでがまくれて、その腕を覆おおい尽つくす紋もん様ようがあらわになった。

　拓真の腕には〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ヴィオレッタから授さずかった力が宿っている。左手で触ふれた人や物の持つ魂の情報──パーソナルデータを読み取ることができるのだ。さらにその情報を得た状態で右手で触れて意識すると〝分解ブレイク〟が発動し、対象を粉こな々ごなに破は壊かいしてしまう。

　それは、拓真の持つ異能の力であり、抗あらがいがたい知識欲の暴走とともに体を蝕むしばむ呪のろいである。ふだんは蓮れん教きようの術が施ほどこされた紫むらさき色の数珠じゆずを右手首に巻くことで呪のろいの進行を抑おさえているのだ。

　というわけで、食事や飲み物などを口に入れる前に〝解析〟で調べることは、すでに拓真の習慣になっている。翠花の毒作戦はやる前から敗北が決まっているようなものだった。

「ぐぬぬ……」

　翠花は言い返せずに歯を噛かんだままぷるぷると拳こぶしをふるわせた。

　いまにも噴ふん火かしそうな姿を見て、ミトラがあわてて間に入る。

「ふ、ふたりとも喧けん嘩かはよくないのです。スイカはわたしが朝訓練する時間を取れるようにって、自分から家事手伝いを申し出てくれたのですし、拓真ももうすこし優やさしく──」

「話を美化するな。こいつが『なんでもするからここに住ませて』って土下座してきたんだ。家事全ぜん般ぱんを担当するのは当然だろ」

「で、でもそれは先日のルナの事件で日に本ほん神しん道とう女子寮りようが焼かれてしまったからで」

「他ほかの生徒は神道区画のいくつかの神社にわかれて住ませてもらってる。そっちを選ばなかったのは翠花のわがままだろ」

　拓真が指し摘てきすると、翠花の赤面の質がほんのすこしだけ変わった。

「だって……」

　唇くちびるをとがらせ、言いにくそうに口ごもってから、やがて言い訳のようにまくしたてる。

「仕方ないでしょっ、一日中、巫み女こ服でいろっていうんだもん。嫌いやよ。あんな窮きゆう屈くつな格好は、大事なときだけでじゅうぶん！」

「由ゆい緒しよ正しい血筋の巫女とは思えないセリフだな」

「うっさいわね。ひらひらしてごわごわしてるし、いろいろと不便なのよ」

「なるほど。だから制服なのですね」

　ミトラが翠すい花かの格好を上から下まで眺ながめて納なつ得とくしたようにうなずいた。

　あらゆる宗教の信徒が通う祓ふつ魔ま学園では広く〝宗教上の都合〟を認める風潮がある。ゆえに指定制服は存在するものの、着用は義務づけられておらず、むしろ着用率は低いという。拓たく真まやミトラは公こう認にん宗教のいずれにも属さない無宗教者扱あつかいであるため制服を着ているが、翠花には巫み女こ服を着るという選せん択たく肢しもあるはずだった。

「あいかわらず、巫女らしくない奴やつ……そういえば、朝食はなんだ？」

「ハンバーグよ」

「朝からかよ……おまえ本当は巫女でも日本人でもないだろ」

「ふっふふーん。巫女イコール和食なんて固定観念もいいところね。スーパー巫女たるこのあたしに和洋のくくりなんて関係ないのよっ」

　拓真が思わずつっこみをいれると、翠花は偉えらぶったように胸を張った。威い張ばるところじゃないだろ、と、拓真は心の中でつぶやく。

　だが、ミトラのほうはぱああっと表情を輝かがやかせて、

「すごいです。野菜だけでなく肉料理も完かん璧ぺきなんて。わたしはまだ肉料理には慣れていないので……尊敬しますっ」

　などと言っている。あまりにも素す直なおすぎて悪い新興宗教に騙だまされるのではないかと心配になるほどだ。本人は邪じや教きようの教祖だというのに。もちろんそれは、邪教という扱いそのものが聖せい職しよく者しや協きよう会かいが定めただけの話であり、ミトラ自身に悪あしき心など微み塵じんもないからなのだが。

　そんなミトラをぎゅうっと抱だきしめて、翠花は銀色の髪かみに顔をうずめる。

「うーーん。やっぱりミトラちゃんは素直でかわいい！　ハンバーグにはちゃんとミトラちゃんの好物のレタスも添そえておいたからね」

「ちょっ……くすぐったいです」

　腕うでの中で身み悶もだえするミトラに翠花はしみじみと言う。

「こんなにぼろぼろになるまでがんばって……お湯の準備はしといたわよ」

「わあっ、ありがとうございます。それでは、拓真。わたしは先にお風ふ呂ろをいただきますね」

「ああ。部屋にいるから、あがったら声をかけてくれ」

「はいっ」

　元気にうなずいて、ミトラはぱたぱたと館内に駆かけていった。

　その背中を笑え顔がおで見送っていた翠花はミトラの姿が見えなくなると、笑顔のままで思いきり拓真の足を踏ふもうとした。しかし読み切っていた拓真はひょいと足をどけると、仕返しとばかりに木刀を軽く翠花の頭に触ふれさせた。

「いたっ……なんで避さけるのよっ」

「なんでいきなり踏まれなきゃならないんだよ」

「胸に手をあててよく考えなさいよ。人のことぞんざいに扱うからでしょっ」

「ふざけるな。丁重に扱あつかったら、おまえ、調子にのるだろ」

「えっなにそれなにその理り屈くつ!?　あんたみたいな奴やつは素す直なおに踏ふまれてればいいのよっ」

「断る。おまえ、容よう赦しやないし」

「一番容赦のないあんたが言う!?」

「ああ、そういえば。頼たのんでおいた例のブツはどうなってる？」

「……あんたどんだけマイペースなの」

　拓たく真まがいきなり話題を変えると、翠すい花かはげんなりしたように肩かたを落とした。すぐに気を取り直したように顔をあげる。

　そして、にいっと、得意げに笑ってみせた。

「もちろん、ちゃんと用意したわ。しかも超特別製よ」

　そう言うと翠花はおもむろにスカートの中に手をいれた。真っ白なふとももがのぞく。付け根までがあらわになり、そこにまきつけられたベルトが目に入る。ベルトに付属したケースから一枚の呪じゆ符ふを抜ぬき、翠花は「お出いでませ──風ふう神じん」とつぶやいた。

　妖あやしい光が呪符を覆おおう。呪符という心臓を得て、この場に異界の怪かい物ぶつたる霊れい体たいが顕けん現げんしようとしているのだ。光はやがて影かげを結び、一匹ぴきの白毛の狛こま犬いぬの形をとる。

　それは、具ぐ象しよう魔ま術じゆつと呼ばれる超ちよう常じようの力。祓ふつ魔ま師しは己おのれの信しん仰こうする宗教に縁ゆかりのある異界の霊体と契けい約やくし、霊枢核コアという仮の心臓を与あたえてこの世界に具現化することができた。ここで毛をさかだててぶるりとふるえているのは、日に本ほん神しん道とうにまつわる自然界の神、風神である。

　風神はさーっと館内に駆かけていく。ふたたび戻もどってきたときには、その口には長短ひと振ふりずつの刀を咥くわえていた。

　片方は紋もん入いりの日本刀。もう片方は三十センチに満たない短刀だ。

　いずれも漆うるし塗ぬりのさやにおさまっているにもかかわらず、不思議な威い圧あつ感を放っている。ふたつの刀を手にすると拓真は軽く振って具合をたしかめつつ、

「助かった。手間をかけたな、翠花」

　と、素直に礼を言った。

　翠花は照れくさそうに頬ほおを赤らめて、ふいと顔をそらした。

「べつにいいわよ。無宗教者用の学生寮りように住ませてもらえるよう影かげ縫ぬい理事長やサヴァちゃんにかけあってくれたし」

「サヴァトリィの奴は即そく断だん即そつ決けつでＯＫしてたけどな」

　面おも白しろいおもちゃを見つけた子どものような非常勤講師の顔を思い出し、拓真は顔をしかめた。翠花のひっこしに一番乗り気だったのはサヴァトリィだったような気がする。理由はわからないが、「しゅっ、らっ、ば♪　しゅっ、らっ、ばっ♪」と声を弾はずませていた。

「日本刀のほうは名刀〝雪ゆき風かぜ〟。神道の中でも権けん威いある恐おそれ山ざんの一族に伝わる、氷ひよう塊かいを断つ妖しの宝刀よ。短いほうは〝雷らい切きり〟。比ひ良ら坂さか家の秘蔵の品ね」

「ん？　なにか呪じゆ言ごんが刻まれてるな」

　さやから抜ぬいて、日の光に透すかし見ると、鈍にぶく光る刀身にみみずが這はうような文字が書かれていた。〝解析アナライズ〟で刀の情報を読み取る。甘いしびれとともに脳にいくつかの単語が流れこむ。

　拓たく真まは驚おどろいたように翠すい花かの顔を見た。

「風ふう神じんと雷らい神じんの加護？」

「ふっふーん。そのとおり」

　翠花は嬉うれしそうに鼻をふくらませた。

「拓真の使う〝雪ゆき風かぜ〟にはすこし離はなれた敵もまっぷたつにできる風神の力を。ミトラちゃんの使う〝雷らい切きり〟には刀身を当てて魔ま力りよくを注ぐだけでスタンガンみたいに電気が流れる雷神の力を。それぞれこめておいたわ。ただの由ゆい緒しよ正しい武器よりも、ずっと使えるでしょ？」

「へえ。そいつは助かる。気が利きくな」

「ふふん。どんどん感謝しなさい」

　得意げな翠花に、拓真は笑ってこう言った。

「ああ。さすが、優ゆう秀しゆうな使用人だ」

「……もう！」
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　聖水の水みず堀ぼり、幾いく重えもの魔ま法ほう陣じんが刻まれた外がい壁へき、袈け裟さをまとい経を唱える武装坊ぼう主ずや剣けんを帯び聖書を小こ脇わきにかかえた聖せい騎き士し然とした神父、自由奔ほん放ぽうな知的精せい霊れいとたわむれるターバンをまいた異国風の者。さまざまな宗教と文化の入り乱れた光景。

　しかし眼前にそびえるのは、聖なる雰ふん囲い気きをまるで感じさせない文明的なビルだった。

　陽光を反射して鏡面ガラスがわずかに光る。東京の企業か大学かという見た目だが、この建物こそが若き祓ふつ魔ま師しの学まなび舎や、祓魔学園の校舎である。

　その校舎を見上げていたミトラは両手にぐっと力をこめた。

「一週間のおりえんてーしょんが終わりました。いよいよ今日から授業なのですね」

「だな。気を抜くなよ。ここは、おまえにとって、敵の本ほん拠きよ地でもあるんだ」

　拓真は周囲を見渡わたしながら声をひそめる。

　そこらを歩くユニークな格好をした生徒たちの、嘲あざけりと怖おそれの視線がミトラに集まっていた。正確には、ミトラと、その背中に背負った祭さい壇だんに。

「あれがうわさの」「邪じや教きようの教祖だ」「無害な女の子のふりをしてるぜ」「なんて禍まが々まがしい姿だ」「護衛してるのは無宗教者だとよ」「なんだよそれ、霊れい体たいも使えない雑ざ魚こか」

　などと、隠かくそうともしないナマの悪意が、拓たく真まとミトラに向けられる。

　ミトラが首をすくめると、拓真の隣となりを歩いていた翠すい花かがそれに気づいて、周囲の生徒をきつく睨にらみつけた。いっせいに目をそらす生徒たちを一いち瞥べつして、翠花はぷくりと頬ほおをふくらます。

「まったくあいかわらず卑ひ怯きような連中ね」

「いまに始まったことじゃない。好きにさせておけばいいんだ……俺たちの目的を考えれば、こんなのはささいな話だよ」

　ひどく冷然とした拓真の言葉に、ミトラもこくりとうなずいた。

「はい……こんなところで落ちこんでいる暇ひまはありません」

　ミトラは、マイトレヤ教の邪じや教きよう指定を解いてふたたび世界に認めさせるために、聖せい職しよく者しや協きよう会かいのトップ──七しち聖せい人じん入りを目指している。これには祓ふつ魔ま学園を卒業し、祓魔師の公こう認にん資格を取らなければならなかった。

　しかしミトラの行動を快く思わない聖職者は多い。その脅きよう威いから彼女を護まもるために、拓真はマイトレヤ擁よう護ご派の者から、護衛の仕事を依い頼らいされていた。

　もっとも、一週間前の事件を境に、拓真は自分の意思でミトラを護ろうと考えるようになっていたのだが。

「あ」

　昇しよう降こう口に差しかかったところで拓真はふと声をあげて立ち止まった。

「そういえば、理事長室に呼び出されてたんだった。悪い、翠花。先に教室行っててくれ」

「オーケー拓真。気をつけるのよ」

　翠花の声が低くなる。

　その反応を疑問に感じて拓真は軽く首をかしげた。

「ん。そりゃあ、いつでも気を張ってるが。あらたまって、どうしたんだ？」

「影かげ縫ぬい理事長は、知識の探求者で生きつ粋すいの学問マニアなんだってさ。油断してると、希少価値の高い拓真たちはばらばらに解かい剖ぼうされちゃうかもよ」

　翠花は両手をわきわきさせておどろおどろしい口調でおどかした。

　ミトラは顔面蒼そう白はくでぶるりと体をふるわせて、

「お、怖おそろしいです……っ」

　と怯おびえていたが、拓真は平然としたまま、

「へえ」

　と返すだけだった。

　翠花はひどくつまらなそうな顔をする。

「精神攻こう撃げきも効かないのね……あんた、サイボーグかなにか？」

「くだらないこと言ってないで早く行けよ。ほら、呼ばれてるぞ」

「ぐぬぬ。いつかぎゃふんと言わせてやるんだからっ──あっ、いま行くっ。待って！」

　小悪党のような捨すて台詞ぜりふを残して翠すい花かは、すこしはなれたところで手を振ふっている巫み女こ服の女子数名のもとへ走っていった。翠花は、無宗教者の拓たく真まや邪じや教きようのミトラと違ちがって、れっきとした日に本ほん神しん道とうの巫女。それも首席学生だ。拓真たち以外にも同級生の巫女と交流がある。

　翠花本人はミトラや拓真とずっと一いつ緒しよにいたいらしいが、比ひ良ら坂さか神社の立場もあるため、同じ神道の仲間をないがしろにするわけにもいかない。

　翠花の背中を見送って、ミトラの顔にすこしだけ切なげな色が浮かんだ。

「スイカは、べつの教団の信徒なのですよね。それなのに、いろいろしてくれて……本当に、感謝の言葉しかないです」

　そう言って、ミトラは腰こしのあたりに手をのばした。腰にまかれたベルトにさやにおさまった短刀がくくりつけられている。今朝、翠花から受け取った名刀〝雷らい切きり〟である。拓真も制服のベルトに日本刀〝雪ゆき風かぜ〟を帯びていた。

「ま、基本的にイイヤツだからな、あいつは」

「拓真も、スイカにもっと優やさしくしてあげてください」

「いいんだよ、俺は。あれくらいで。ずっとそうだったんだからさ」

「そういうものですか」

「そういうものだ」

　話しながら歩いていた拓真とミトラは、エレベーターホールに着いた。六つあるエレベーターのうちのひとつにのって、最上階のボタンを押す。

　静かな稼か働どう音。中はシースルーエレベーターになっていて、外の様子がうかがえる。

　景色はどんどん眼下に遠のいていき、鳴なる神かみ市の街並みが、小さな模型のように見えた。教会の集まる区画、寺院しかない区画、神社がひしめく区画。いつ見てもどこかいびつな印象を与あたえる街並みだった。

　緋ひ色いろの瞳ひとみでじっとその景色を見つめていたミトラが、ふいにぽつりとこぼす。

「あの中にマイトレヤ教区を……自然に囲われた、石造りの神しん殿でんが、たくさんある景色を、加えることはできるのでしょうか」

「そのためにがんばるんだろ？」

　銀色の髪かみにぽんと手を置いて、拓真は問いかけた。

「そうでした。弱気になってはいけませんね」

　ミトラも、自分に言い聞かせるようにそう言った。

「心配するな。すくなくとも学園にいる間は、俺がいる」

「はい。頼たよりにしています。でも……わたしも、足をひっぱらないように強くなりたいです。いえ。なります」

「それは立派な心がけだ……ん？」

　ふと拓真は目を細めた。眉み間けんにしわを寄せて外の景色をじっと見つめる。

　そんな拓たく真まの様子にミトラはこてんと首をかしげて不思議そうに瞬まばたきした。

「どうかしましたか？」

「いや……あそこ。なんかおかしくないか」

「おかしい、ですか？　いえ、わたしにはなにも見えませんが」

　拓真が低く訊たずねると、ミトラは静かに首をふった。

　拓真の指さした先は遥はるか南の方角。

　北を深山、南を海。自然の要よう塞さいに囲われた鳴なる神かみ市の最南なん端たん、海岸沿いのある部分に真っ白なもやがかかっているのが拓真の目には見えていた。

　だがミトラの目に見えないのはしかたない。長年の修しゆ行ぎようのすえに超ちよう人じん的な身体能力を獲かく得とくした拓真の、その視力は、常人を遥かに超ちよう越えつしているのだから。

「気のせいかもしれないし、ただの自然現象かもしれないが……妙みような胸むな騒さわぎがする」

「悪あく魔ま契けい約やく者しや、ですか」

「さあな。だが、気を引き締しめておいたほうがいいかもしれん」

「はい……」

　拓真の雰ふん囲い気きが伝わったのか、ミトラも神妙な面おも持もちでうなずいた。
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「やあやあ呼び出してすまなかったね、拓真くん。ミトラくん」

　理事長室に足を踏み入れた拓真たちを迎むかえたのは、妖あやしげな男性の、飄ひよう々ひようとした声だった。浅葱あさぎ色の着流しに身をつつみ、顔には目元を覆おおい隠かくすように仮面をつけていた。

　祓ふつ魔ま学園理事長の影かげ縫ぬいである。

　影縫は窓際ぎわに立ったまま、手の中で天てん正しようかるたの束をもてあそびながら、口を開いた。

「我が校のオリエンテーションはどうだったかね」

　入学式の日から昨日までは本授業ではなかった。主に校内の案内、各宗教の禁きん忌き事じ項こうの確かく認にん、授業の流れや科目、単位取得方法の説明など。さまざまな宗教の信徒が通う学園ということで、共同生活を送る上でのルール確認はかなり慎しん重ちように行なわれていた。

「例年どおりだとオリエンテーションの時点で反発や対立でトラブルが続出するって聞いてたんだが。意外とおとなしいもんだったな」

　拓真が皮肉っぽく言う。

　影縫はふっと口元をゆがませた。

「学園側がわとしては平和でなによりだった。が、我々にとっては歯がゆい話でもある」

　仮面の隙すき間まからわずかに覗のぞいた目がミトラを向く。

「教団間の紛ふん争そうが起きなかったのはおそらく、聖せい職しよく者しや協きよう会かい共通の敵がいたからこそ……まったく、反マイトレヤ派の態度はすがすがしいほど一いつ貫かんしているね」

　ミトラは黙だまって影かげ縫ぬいの言葉を聞いていた。

　影縫の口から、深いため息がひとつ。

「ミトラくんには残念な報しらせがひとつある」

「残念な報せ……ですか」

　ミトラの表情に緊きん張ちようが走った。

　拓たく真まもわずかに顔をしかめる。

　二人の表情を交こう互ごに見てから影縫はかるたをもてあそぶ手を止め、机の上の資料をめくった。

「聖職者協会から新たな通達がきていてね。ミトラルカ・シルヴェスタの禁止行こう為いに〝空間制せい御ぎよの能力の使用〟が追加された。聖約書テスタメント・ロールもここにある」

　影縫は顔の前に一枚の紙切れをかかげてみせた。七しち聖せい人じんのうち四名のサインが書かれている。

「聖約書？」

　拓真が眉まゆをひそめて訊きいた。

　影縫はうなずき、

「聖職者協会は多文化多宗教の共同体だからね。七聖人が決定したルールは〝具体的〟に定められ、直じき筆ひつのサインつきの書面に記される──絶対にね」

「逆に言えば、聖約書にならないルールはないってことか」

「そうなるね」

「七人分の名前がないみたいだが、それは？」

　拓真は聖約書を指さして問う。

　影縫はもっともな疑問だ、と言ってひらひらと紙を振ふりつつ答える。

「名前をのせていないのはマイトレヤ擁よう護ご派だね。ミトラくんの師し匠しようの名前ももちろんない」

「全会一いつ致ちじゃなくていいのか」

「邪じや教きよう指定や異い端たん審しん問もん、具ぐ象しよう魔ま術じゆつ禁止や信しん仰こうの制限までいくと全会一致が条件になるけどね。邪教への新たな制約の追加は、七聖人のうち、過半数の賛成があれば実行できる」

　拓真は口元に手をやって、わずかにうなった。

「ミトラの完全な無力化、か……これはくさいな」

「拓真くんも、そう思うかね」

「ああ」

　拓真はうなずく。

「メンゲルの件でミトラの空間移動が危険視される決定的な出来事はなかった。〝聖霊ミスラ〟の脅きよう威いそのものを再認にん識しきしただけかもしれんが……直感が、〝違ちがう〟と言ってる」

「空間移動の術を使われると困るような〝何か〟を起こそうとしているのでは、と？」

「断言はできないけどな。それを言いだしたのはどこの誰だれか、わかっているのか？」

　ひとくちに反マイトレヤ派といっても、ひとつの集団とは限らない。

　白しろ十じゆう字じ教きよう、蓮れん教きよう、太たい陽よう教きようといった三大宗教の中には内部でさまざまな主義主張、派は閥ばつがひしめき合い、混こん沌とんとしているのだ。

　影かげ縫ぬいは首をふった。

「いや、まだだね。じつに巧こう妙みようでね、あたかもどこからかポッと出た話のように扱あつかわれているよ──とにかくミトラくんは今後、〝聖霊ミスラ〟の空間制せい御ぎよも控ひかえるように。いいかい？」

「はい……残念ですが、したがいます。聖せい職しよく者しや協きよう会かいの決定ですから」

　面おもてを伏ふせたまましぼりだすようにミトラは言う。その唇くちびるがきつく噛かみしめられているのを見て、拓たく真まは叫さけびだしたいような気持ちになった。

　聖約書テスタメント・ロールへの抗こう議ぎの声をあげようと顔を持ちあげると、それよりも早くに影縫が口をひらいた。

「それから、拓真くんにも話がある」

「俺に？」

　出で鼻ばなをくじかれて拓真はやや不ふ機き嫌げんそうに問い返した。

「うむ。詳くわしくは彼女からきいてくれ」

「……っ」

　影縫の視線を追いかけて、拓真は勢いよく振ふり返る。古こ今こん東とう西ざいの妖あやしげな呪じゆ具ぐの積み重なった、雑然とした部屋の片かた隅すみに、ゆっくりと浮かびあがるように一人の女が姿を現した。

　燃えたつような赤毛。豊満な体を包む蓮れん教きようの法ほう衣い。首からさげた大おお粒つぶの数珠じゆず。

　いつからそこにいたのか、彼女はいたずらっぽい笑みを口元にたたえて立ち尽つくしていた。

「サヴァトリィ」

「言われるまでボクの存在に気づかないなんて。キミにしては珍めずらしいねぇ」

　B.バンデラL.ラハマサヴァトリィは、ころころと鈴すずの鳴るような声で笑いながら拓真の腕うでにしなだれる。大きな胸を腕に押しつけて耳元へと淫いん靡びにささやきかける。

「ここがマイトレヤ擁よう護ご派の本ほん拠きよ地だからって、気を抜ぬいちゃってたでしょ。だめだよぅ」

　首筋に冷たい何かが触ふれて拓真はごくりとつばをのんだ。サヴァトリィのだぶついた袖そでから細長い針がのびている。人知れず対象を殺害する暗殺者の仕込み武器──暗器の一種だ。

　くすりと笑えみをこぼし、サヴァトリィはすぐに体を離はなした。

「ボクが刺し客かくだったら死んでたよ？　敵はいつ、どこにいるかわからない。たとえ善人の顔をしていても信用ならないかもしれない。この理事長室だって、例外じゃないからねー」

「あんたも恩義がなかったら死んでる。次はないからな」

　拓真が厳しい声で断言する。

「抜こうと思えば、抜けた」

　その右手が左腰こしに帯びた日本刀の柄つかにかかっているのを見て、サヴァトリィは目を見開いた。

「あはっ。さっすが拓たく真まくん。それに、うん。その刀。なかなかいい心がけだねぇ」

　驚きよう愕がくの表情をすぐにひっこめて、サヴァトリィはもとの楽天家の笑え顔がおを取り戻もどす。

「実はボクからの話にも関係があるんだけど……刀を用意してるところを見ると、自分でもうすうす感づいてるのかな？」

　サヴァトリィが小首をかしげる。

　隣となりで事情がわからずに目を瞬しばたたかせているミトラを一いち瞥べつし、拓真は小さくうなずいた。制服の右の袖そでをまくり、呪のろわれた証あかしである紋もん様ようを目の高さにかかげてみせる。

「服に隠かくれてるが、鏡で見たら、この呪い、肩かたのところまで這はいあがっていた。知識欲の暴走も破は壊かいの欲求もないが、あまり〝分解ブレイク〟を使いすぎないほうがいい気がしている」

「うん。その直感は正解。正直、一週間前のメンゲルの件で封ふう印いんを解いたのは迂う闊かつだったよね。より強い封印を施ほどこしたけど、こんなの絆ばん創そう膏こうや包帯くらいの意味しかない」

　あまりらしくないほどに深刻そうな顔でサヴァトリィは告げた。

「呪いを加速させるトリガーは〝分解〟にあるからね。とうぶんは禁止だよ」

「……そうか。それならそれで、べつに構わない」

　拓真は静かにうなずく。

　悪あく魔まを屠ほふるための術をひとつ失うことになるが、それはそれでしかたない。呪いに身も心も蝕むしばまれて、すべてが終わってしまったら意味がない。

「ま、拓真くんなら体術だけで渡わたり合えると思うけどね」

　と言ってから、サヴァトリィは指を一本たてて「それから」と付け加えた。

「〝叡えい智ちの悪魔〟の情報についても、ひとつ、伝えておきたくて」

「なにかわかったのか!?」

　拓真は気け色しきばんでサヴァトリィの肩を強くつかんでいた。

〝叡智の悪魔〟ヴィオレッタは、拓真に呪いをかけた張本人だ。

　呪いを解くためには自分を見つけてみせろと、捕つかまえてみせろと、彼女は言った。

　そもそも祓ふつ魔ま学園に通おうと決めたのも、聖せい職しよく者しや協きよう会かいの中でも限られた者しか立ち入れない書庫の中に、ヴィオレッタを顕けん現げんさせられる唯ゆい一いつの霊枢核コア──『叡智の書』があるといううわさを聞きつけたからだ。

「この件にはホント食いつきがいいよねぇ」

　サヴァトリィはあきれたように笑いつつ、軽く肩をすくめた。

「期待させといて申し訳ないけど、こっちはちょっと眉まゆ唾つばなんだよねぇ」

「それでもいい。どんな情報だ？」

「目もく撃げき情報があったのさ」

「本当か」

「んーと、正確には、それっぽい見た目ってだけなんだけどね。最近になって、すみれ色の髪かみの幼い少女が鳴なる神かみ市のあちこちで目もく撃げきされてるのさ」

「あちこちで？」

「うん。学園の生徒や職員の中にも話しかけられた人がいるっぽいんだけど、みんな同じように『あなたのことを教えて？』って訊きかれたんだってさ」

「……その情報だけだとなんとも言えないな」

　すこしだけ考えてから拓たく真まはそうつぶやいた。親しげに問いかけるあたりは、八年前に拓真を呪のろったときの状じよう況きようと似ているが、なにか違い和わ感がある。

　これまでにまったくしっぽを見せなかった〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟が、こうも迂う闊かつに目撃情報など残すものだろうか。

　すみれ色の髪というのも、珍めずらしいが、まったくありえない髪色というわけでもない。

「それについては、とりあえず保留だな。また新しい情報が入ったら教えてくれると助かる」

「はいはーい。もちろんだよー」

　サヴァトリィはお気楽な調子で言うと、ひらひらと手をふった。

「じゃあ、俺たちはこれで……」

　話が終わり、拓真がミトラを連れて部屋を出ようとすると、

「待ちたまえ」

　ふいに影かげ縫ぬいに呼び止められた。

「どうした？」

「私も行く」

「は？」

「えっと……？」

　突とつ然ぜんの申し出に拓真の目は点となり、ミトラも不思議そうに瞬まばたきした。サヴァトリィだけがいたずらを成功させた子どもみたいにくっくっと肩かたをふるわせて笑っている。

　目元の仮面を指で押しあげながら影縫は口元におどけるような笑みを浮かべた。

「オリエンテーションが終わるとクラスごとに正式に担任が割り振ふられる」

「それがどうしたんだ？」

　いまだに話がのみこめない拓真が怪け訝げんそうに訊きくと、影縫は茶目っけたっぷりに自分の顔を指さした。

「どうしたもこうしたも──拓真くんたちのクラス担任は、この私だ」
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　一年Ａ組の教室は本格的な授業開始一日目にして、すでに凄すさまじい緊きん張ちようの中にあった。

　それもそのはず。教室のすみ、追いやられたような場所に座っているのは、邪じや教きようの教祖といわれているミトラ。その隣となりには鋭するどい目つきで無愛想に頬ほお杖づえをつく拓たく真まがいるし、入学式の日に彼らと一いつ緒しよに歩いているところが目もく撃げきされた翠すい花かや暁あきらの姿もある。

　憧しよう憬けいや畏い怖ふや侮ぶ蔑べつの感情が、生徒たちの視線の中に、ごちゃごちゃと混ざり合っていた。

　だが教室を支配する緊きん張ちよう感の一番の原因はそこではない。生徒たちの視線は、教室前方──教きよう壇だんに立ち、自己紹しよう介かいをしている祓ふつ魔ま学園の最高権力者へ向けられていた。

「──というわけで今日から一年Ａ組の担任になる理事長の影かげ縫ぬいだ。よろしく頼たのむよ」

　平然とそう言い放ち、影縫はにこりと微ほほ笑えんだ。

「まあ担任といっても、このクラスの責任者というだけだ。週に一度の悪魔学は担当するが、その他ほかの科目はべつの先生が受け持つ。そう構えないでくれたまえ」

　そうしてひととおりの説明を終えると、影縫は教室をざっと見渡わたして、

「なにか質問は？」

　と訊きいた。

「はい」

　よく通る高い声があがった。拓真がそちらを見ると、金色の髪かみにヴェールをかぶった修道服姿の女子が挙手をしながら立っている。すっと糸を引くような切れ長の目がきつい印象を与あたえていた。

　入学試験のおりに、ミトラにしつこくからんできた白しろ十じゆう字じ教きよう徒とである。

「どうして理事長がじきじきに担任になるのですか」

「ええと、きみは？」

「美み倉くら竜りゆう子こ。所属は白十字教です。先せん輩ぱいの神父や修道女シスターにきいてもこのような前例はなかったはず。どういうご判断か確かく認にんさせていただけますか」

「いいだろう。今回の件は私にとっても前ぜん代だい未み聞もんの重大事。やむにやまれぬ事情があってしかたなく、といったところでね」

「つまり……」

「気まぐれだ」

「は？」

　修道女、美倉竜子は虚きよをつかれてぽかんとする。

　影縫は茶化すようにくすくすと笑ってみせた。

「気まぐれで、担任したくなった。これでは足りないかな？」

「足りませんっ」

　からかわれたと思ったのか、竜子は怒りに顔を真っ赤にして反論した。くるりと振ふり返り、教室のすみ、ミトラのほうへと指を突つきつける。

「あの子がいるからではないのですか？　うわさによれば、理事長は聖職者でありながら邪じや教きようの教祖ミトラルカ・シルヴェスタや無宗教者逢あい沢ざわ拓たく真まと親しくしているとのこと。なにかしら、特別なはからいがあるのでは？」

　竜りゆう子この問いに教室もざわめいた。おそらく、同じ疑いをいだいた生徒は多いのだろう。ざわざわという声に含ふくまれるのは、竜子への同調。目上の理事長への非難の色も、ある。

「ふむ。それで、なにか問題があるのかね」

「悪を滅めつするのが祓ふつ魔ま師しの使命のはず。ならば、聖なるつとめを果たす者として、悪と定めた汚けがらわしい者と懇こん意いにするのはいかがなものかと……」

「ちょっと！　その言い方はないでしょ！」

　竜子の言葉をさえぎって、声を荒あららげたのは翠すい花かだった。立ち上がり、眉をきりりとつりあげて竜子へと食ってかかる。

「わたくしは理事長に話しているのよ。片かた田舎いなかの地味巫女じみこごときが口をはさまないでくれるかしら」

「地味巫女!?　西洋かぶれのインチキ修道女シスターに言われたくないんだけどっ」

「なんですって！」

「なによ！」

　翠花と竜子はヒートアップしていき、いまやひたいを突つき合わせて睨にらみあっている。

　凄すさまじい剣けん幕まくで言いあう女子二人に、クラスメイトは誰だれもが緊きん張ちようし、硬こう直ちよくした。

　このままではまずいか、と、拓真が翠花をなだめようとした瞬しゆん間かん、

「黙だまれクズども」

　鋭するどい一いつ声せいが教室をつらぬいた。騒そう然ぜんとしていた室内が、一瞬で、しんと静まり返る。

　声の主である金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少年──玖く珂が暁あきらは竜子を睨みあげると、低く訊たずねた。

「実技の授業と有ゆう事じの際の班行動で、オレはこの逢沢と銀髪、ついでにそこの黒くろ髪かみと組むつもりでいる。先の台詞せりふは、オレを否定する言葉……と認にん識しきさせてもらうが？」

　暁がそう言うと、竜子は露ろ骨こつにうろたえた。

「い、いえ、そういうことでは……ただ……」

「言葉を濁にごすな。その言い分に正義があると信じているなら、堂々と述べてみろ」

「うっ……」

　藍あい色いろの眼光に射すくめられ竜子は口をつぐんだ。

　それも当然のことだろう。玖珂暁が着ているのは白しろ十じゆう字じ教きようの祭さい服ふく……つまり、彼は竜子と同じ白十字教徒なのだ。それもただの一信徒などではない。教皇の血に連なる者だ。

　竜子は冷ひや汗あせをかきながらもしぼりだすような声で言う。

「しかし、暁さま。それは教団全体からすればむしろ少数派。教皇も、マイトレヤ教は排はいすべし……と」

「伯お父じの意思など知らん。オレに逆らうのか、否いなか。それを訊きいている」

　いっさいの言い訳を許さぬといったように暁あきらが厳しく問いを重ねる。

　やがて納なつ得とくがいかない雰ふん囲い気きながらも竜りゆう子こは唇くちびるを噛かんで頭をさげた。

「大変失礼しました。暁さまの意思をどうこう言うつもりはありませんわ」

「ならば、黙っていろ。くだらんせめぎあいで時間を浪ろう費ひするな」

　暁が言うと竜子はおとなしく席についた。

　はしごをはずされた形になった翠すい花かも、ふん、とひとつ鼻を鳴らして自分の席につく。

　その一部始終を飄ひよう々ひようとした態度で眺ながめていた影かげ縫ぬいは、ぱちんと指を鳴らした。すると教室中の注目が、ふたたび影縫に集まる。

「──とまあ、実際に見てもらったほうが早いと思ったのであえて彼女を煽あおらせてもらった。すまないね、美み倉くらくん」

　そう言って竜子へと苦笑を向けて、影縫はつづける。

「このように、我が一年Ａ組は統とう率そつすることが非常に難しいクラスだ。諸君も知っているだろうが、祓ふつ魔ま学園に通う祓魔師見習いはプロの手が足りない場合の穴あな埋うめ要員でもある。有事の際には担任を指揮官として作戦行動を取ることになる──だから、私が担任なのだよ。きみたちを平等に、冷静に、管理できる教師は私しかいない」

　作戦行動。実戦。その言葉の持つ重みに誰ともなく音をたててつばをのんだ。

　影縫は竜子を見返して、

「納なつ得とくしていただけたかな？　美み倉くらくん」

「…………はい」

「よろしい。では諸君、学問と宗教が織りなす、すばらしき一日を楽しんでくれたまえ」

　着き流ながしの裾すそを華か麗れいに翻ひるがえして影縫は教室を出て行った。

　緊きん張ちようの糸が解けた教室に音が戻もどる。ただ一人、恥はじをかかされた形になった修道女シスター、美倉竜子は顔を真っ赤にして、仇かたきを見るような目をミトラへ向けると、すぐに憤ふん然ぜんとそっぽを向いた。

　素知らぬ顔で一時限目の準備をしている暁に、拓たく真まは渋しぶい顔でささやきかける。

「また貸しを作ったつもりかよ」

　すると暁は眉まゆをひそめて、

「すでに大きく貸している。貴様に選せん択たく権はない」

　と言って、顔をそむけた。それからふと思い出したように付け加える。

「オレは忙いそがしい。教室で不必要に馴なれあうつもりはない」

「こっちこそおことわりだよ。おまえみたいな生きつ粋すいの聖職者を見てると寒さむ気けがする」

「……ふん」

　軽く鼻を鳴らすと、それっきり暁はなにも言わなくなった。

（なにか、おかしい）

　暁あきらの横顔を眺ながめて、拓たく真まはふと思った。

　表情はいつもと変わらない。他者を寄せつけない排はい他た的な無表情。しかし教科書を取り出したり、文具を手の中でもてあそぶ動作の、ひとつひとつが粗あらい。神経質そうな暁のその挙動には、なにかしらの苛いら立だちの感情が読み取れた。

（隠かくしごとをしているな。やっぱり、こいつを信用できるかどうかの判断は保留だ）

　と、拓真は人知れずうなずき……隣となりで大おお真ま面じ目めな顔で教科書を読みこんでいるミトラの姿が目に入り、肩かたの力が一気に抜ぬける。

　まあ、それでいい。と拓真は思った。

　ミトラは聖せい職しよく者しや協きよう会かいのトップ、七しち聖せい人じんを目指しているのだから。学園での成績は良いに越こしたことはない。

　卒業までの間、平和な学園生活を送れるように気を揉もむのは、自分だけでいい──。




　　　　＋　＋　＋




　祓ふつ魔ま学園は単位制の高等教育機関だ。

　一いつ般ぱん教養科目の他ほかに白しろ十じゆう字じ教、蓮れん教きよう、太たい陽よう教きようをはじめとし、世界各国のさまざまな民族宗教の科目が揃そろっている。主にその文化や歴史、考え方などを教科書で学ぶ〝座学〟と、その宗教独特の儀ぎ式しきや行動を実習したり、その分野に特化した戦せん闘とう技術を学ぶ〝実技〟にわかれている。

　基本的には自分の信しん仰こうする宗教にまつわる科目の単位を取っていくことになるが、必ず、三つ以上は異教の科目を取らなければ卒業できない。

　祓魔師は異教徒と連れん携けいし、悪魔契けい約やく者しやに対処する存在。プロになれば必ず異教徒と協力しあわなければならないときがくる。その日のために他の宗教への理解を深めておくことも、祓魔学園の学生に求められる態度だった。

　とはいえやはり儀式や戦闘実習などのディープな異教科目を履り修しゆうする者は少ない。ほとんどが座学で教科書の内容をさらっと勉強するにとどめているという。

　もっとも、無宗教者扱あつかいである拓真とミトラは自分の宗教科目が存在しないため、ほぼ強制的にさまざまな異教科目を履修しなければならない──

（地じ獄ごくだ……）

　と、拓真はげんなりした顔で机に突つっ伏ぷした。

（にしても、遅おそいな）

　今日、これから、そんな祓魔学園での最初の授業が始まろうとしているのだが、開始の時刻になっても担当の教師は現れなかった。

　教室がまたざわめき、困こん惑わくの声が飛び交かう。

　そのとき、左斜ななめ前に座っていた生徒がいきなり拓真のほうを振ふり向いた。

「なあ、知ってる？　逢あい沢ざわクン」

　妙みようになれなれしい軟なん派ぱな声だった。見ると、いかにも不良のような見た目の男子生徒が厳いかつい顔立ちに似合わぬ、やたらと人ひと懐なつこい笑えみを浮かべていた。

　ツンツンと立った赤毛。耳に大量のピアス。すべての指にごつい指輪。首からさげているのはネックレスではなく数珠じゆずだ。蓮れん教きよう徒との法ほう衣いではなく、学園指定の制服。だらしなく着き崩くずしているにもかかわらず、様になっているのは第一印象のせいだろうか。

　もごもごと動かしている口からぷくりとフーセンガムがふくらんだ。

「誰だれだあんた……あー……佐さ伯えき、虎こ太た郎ろう……だったか？」

　とっさに誰何すいかしかけて、頭のすみにひっかかっていた名前を口にする。拓たく真まは、興味のない他人の名前を憶おぼえるのが苦手だ。かろうじて名前が出てきたのは、ミトラや翠すい花かや暁あきらを除けばこの男子生徒が最も〝デキそうな奴やつ〟だと思っていたからだ。

　入学後に学生が祓ふつ魔ま術じゆつを披ひ露ろうしたことはないが、日々のしぐさにも実力は表れる。とはいえ、うろおぼえだったのは、「それでもなお力不足」とも判断していたからだ。

　祓魔学園一年Ａ組に怖おそれる必要のある祓魔師はいない。

　あえて要注意人物をあげるとするならば、腹に一いち物もつありそうな暁くらいか。

「おーっ、おれの名前憶えてたん？　光栄だわぁ」

　拓真の思考など知らず佐伯虎太郎は陽気に笑って右手を差しだした。

　その手を拓真は左手でつかんで、すこしいびつな握あく手しゆをした。虎太郎が妙みような握手の仕方に首をかしげているのをよそに、拓真は心の中でつぶやく。

（〝解析アナライズ〟）

　制服の袖そでの中で左腕うでがすみれ色に輝かがやき、すこしの間を置いて、頭の中に甘いしびれが生じる。情報の奔ほん流りゆうをかきわけて必要な部分だけを取り出すと、

（佐伯虎太郎。宗教は蓮教。契けい約やく霊れい体たいは毘び盧る遮しや那な仏ぶつ──解かい呪じゆができる程度の能力、か。ただ、祓魔師の練度によって、霊体の能力は変わってくる……今後、成長して厄やつ介かいなわざを身につけないとも限らない。とりあえず、保留……かな）

「逢沢クン？」

「ん。ああ、ぼーっとしてた。で、どうしていきなり話しかけてきたんだ？」

　難しい顔をしていた拓真はさらりと表情を取り繕つくろった。

「なんかつれないなぁ」

　と、虎太郎は苦々しげに笑ってみせると、

「逢沢クンも暁サマーとやらもメッチャ怖こわい顔してるからさー。そんなんじゃ友達できないぜ。席も近いことだし、おれとしては仲良くしてえんだけど」

「他ほかをあたってくれ。俺は聖職者と仲良くなるなんて御ご免めんだ」

「あっ、それ。そういうとこ気ぃあうと思うんだわー。いやおれもね？　実家が寺でさ、代々祓ふつ魔ま師しやってきたからってことでむりやり跡あとを継つげっていわれててさー。正直、こういうかたっくるしいの嫌きらいなんだよな」

「そうか。あんたの事情はわかった」

「おおっ！　それじゃあ仲良くしてくれるん？」

「だが消えろ。騒さわがしい奴やつも好きじゃないんだよ」

「うっわー。冷たい。冷たいわー」

　顔を手で覆おおって天てん井じようを仰あおぐ。そしていきなりぐいと身を寄せると、

「──じゃあ、おしゃべり。祓魔学園の教師や学生の情報について……ってのはどうだ？」

　声をひそめてそう言った。

　しばらく考えてから、拓たく真まは無言でうなずいた。虎こ太た郎ろうがなにを企たくらんでいるのかはわからないが情報を聞くだけなら問題ないだろう。真しん偽ぎは自分で判断すればいい。

「実はさっき、知ってる？　って訊きいたのは、このことなんだけどさー。一時限目の精せい霊れい学がくの担当の先生って誰だれだか知ってるか？」

「さあ」

　と拓真は首をひねった。時間割に書かれていたような気もするが、まともに宗教関連の授業を受けるつもりのない拓真は、完全にスルーしていた。

　拍ひよう子し抜ぬけしたように瞬まばたいていた虎太郎だったが、すぐににやりとしてささやいた。

「どうやら、あの滝たき鳳ほう仙せんらしいんだよ」

「あの？　っていわれても、どこの誰だれだ、そいつは」

　すると虎太郎は今度こそ面食らったようにうめいた。

「まじかよ！　日に本ほん神しん道とう系の科目全ぜん般ぱんを受け持つカリスマ美人教師だぜ。チェックしてない男なんかいるのかよ……ありえねぇ」

「美人かどうかで祓魔師の素質は左右されないだろ」

「いやそういうところがありえねえっていうか……枯かれてるっていうか……健全な男子高校生なら、もっとこう、美少女やっほい！　とか、おっぱいキタァ！　とか、なんかあるだろ」

「……あんたはあんたでかなり屈くつ折せつしてないか？」

　ハイテンションな虎太郎に、拓真はじと目になった。

「ま、今後その美人にお目にかかるのは無理だろうけどな。残念無念こんばんは」

「無理？」

　拓真が怪け訝げんそうに訊たずねると虎太郎は「食いついたね」と犬けん歯しを覗のぞかせてにやりと笑った。

　周囲をちらちらと確かく認にんして、いっそう声を小さくする。

「実はさ。先週、日本神道女子寮りようが悪魔契けい約やく者しやの襲しゆう撃げきを受けたらしいんだ」

「…………ん。あれは事故じゃないのか。神楽かぐら舞まいに使っていたかがり火が燃え移ったと聞いてるんだが」

　拓たく真まは建たて前まえの台詞せりふを口にした。

「世間的にはそうらしいな。箝かん口こう令れいが敷しかれてるんだが、まあ、人の口に戸は立てられねぇ。神しん道とう系の同級生と仲良くおしゃべりしてたらあっさり真実がもれてきやがった」

「あー……そうか。悪あく魔ま契けい約やく者しやの犯行だったのか。なるほどなぁ」

　拓真はしらじらしく、たったいま知ったようなそぶりを見せる。

　そんな拓真の不自然な反応に気づかず虎こ太た郎ろうはつづけた。

「大悪魔フェネクスを操あやつるすっげぇ悪魔契約者だったらしいぜ。剣けんでぶった斬ぎっても死なない不死身の幼女で、自由自在に炎ほのおを操っていたとか」

　もちろん知っている。というよりも、拓真はまさにその事件の当事者だった。日本神道女子寮りようを襲しゆう撃げきし、ミトラを利用しようとした悪魔契約者ルナ・フェルマー。彼女の起こした一連の事件は拓真やミトラによって解決されたのだ。

　だが、それはわざわざ他ほかの学生に話すことじゃない。

「滝たき先生は日本神道女子寮の寮りよう監かんだったんだけど、その悪魔契約者と戦って怪け我がしたんだって。顔を焼かれちまったんだとよ……せっかく美人なのになぁ」

「そんなことがあったのか」

　こちらの話題にかんしては拓真は心の底からそう言った。ルナに襲おそわれたのは翠すい花かだけだと思っていたので滝鳳ほう仙せんとやらの話は初はつ耳みみだった。

「じゃあ、授業に遅おくれてるのも、そのせいか？」

　拓真が訊きくと、虎太郎はううむとうなる。

「わっかんねーなー。滝先生には八歳くらいのお子さんがいるってうわさだし、子どもが熱をだしたとか、保育園に送りに行ってるとか、そういう理由かもしんねーな」

「子ども、か。けっこう歳としいってるんだな」

「それが二十八なんだよな。二十歳ならじゅうぶん産めるだろうけど、おれはなーんかひっかかってるよ。っていうか美人に相手がいるなんて信じたくねえ」

「ふうん」

「ホント淡たん白ぱくな奴やつだな」

　虎太郎があきれ返ったように言う。

　それに対して、拓真は「そっちこそなに言ってんだ」という気持ちをこめて無言で返した。

　そのとき──

　からり、と小さな音を立てて、教室の戸があいた。渦うずまいていた雑談の声がぴたりとやむ。それからごくりと息を呑のむ音や「ひっ」という小さな悲鳴。巫み女こ服の女子たちや翠すい花かなどは、痛ましそうに悔くやしそうに唇くちびるを噛かみうつむいている。

　拓真もまた言葉を失って茫ぼう然ぜんとしてしまった。

「遅おそくなりました。大変申し訳ありません」

　と、教室に入ってきたその人物の声はくぐもっていた。

　それもそのはず、顔にのっぺりとした能のう面めんをつけているのだ。巫み女こ服をまとった能面の女。凄すさまじく異様な存在感である。

　能面の女は黒板に流りゆう麗れいな字で名前を書いた。

　滝たき鳳ほう仙せん──話題の日に本ほん神しん道とう女子寮りようの寮りよう監かんだ。

「このお面が気になりますか」

　鳳仙はしとやかな口調で問いかけた。

　教室は無言。どう答えたものかと誰だれもが迷っている。

「やはり気になるようですね……無理もありません。異質なところのある存在を受け入れるのはとても大変なこと。しかしそういった寛かん容ようさは精せい霊れい学がくにおいては最も大切なことです」

　どうやら授業は始まっていたらしい。生徒たちはあわてて教科書とノートをひらく。

　拓たく真まは、もちろんひらかない。宗教関連の授業をそこまでまともに受けるつもりはないし、教科書の内容は〝解析アナライズ〟で十秒あれば理解できるからだ。

「精霊や八百万やおよろずの神が持つ自然界への干かん渉しよう能力は、ある種の寛容さがもたらす恩おん恵けいといわれています。現界と異界は本来まったくべつの原理で成り立っているわけですが、自然干渉が可能な霊体は、つまり異なる原理を受け入れ、また、受け入れさせることに長たけているのです」

　教師らしく難しい言葉をならべてから、鳳仙は細長い指を組んで、軽く首をかしげた。

「なので、わたくしの授業では所属宗教による差別はいたしません。逆にひいきもいたしません。先生方の中には、自身の教団の生徒をひいきする人もいらっしゃいますが……この精霊学では絶対にありえませんので、日本神道の生徒さん方は期待しないでくださいな」

　茶目っけのある冗じよう談だんめいた口調には顔を火傷やけどした悲ひ愴そう感はない。さりげなく翠すい花かのほうを見ると、ホッとしたようにすこし笑っていた。

　ミトラのほうは、真しん剣けんな表情でノートをとっている。

（たぶん、気づいてないんだろうな。いや、気づかないでいてくれたほうがいいか）

　と、拓真は思った。

　鳳仙を火傷させたのはルナ・フェルマー。その事実は、ミトラを悩なやませる可能性がある。

　ルナ・フェルマーはマイトレヤ教への入信を検けん討とうしている信者候補なのだから。




　　　　＋　＋　＋




　三時限目の授業が終わると拓真はミトラのことを翠花に任せて男子トイレへ向かった。

　清潔感のある広い空間だ。他ほかには誰もいない。拓真は深く息を吐はき出して洗面台に手をつき、そして頭からかぶるぐらいの勢いで顔を洗った。水の流れる音と顔をひたす冷たい感覚に頭の奥でくすぶる熱の塊かたまりが解かれていく。

（聖せい職しよく者しや協きよう会かいに属する聖職者たちにまざって、宗教にまつわる授業を受ける……想像以上に、疲つかれるもんだな）

　と、心の中でぼやいたとき、

「おにーさんでも気が滅め入いることってあるんだ。へー、ちょっと意外」

　まるで心の声を聞いたかのようなタイミングで背後から声をかけられた。顔をあげると鏡には目ま深ぶかにフードをかぶった不ふ審しん人物の姿。

　不審人物がフードをとると、二本の髪かみの房ふさがばさりと外に押し出される。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの幼い少女だった。見た目は十二歳前後だというのにどこか艶あでやかな雰ふん囲い気きをまとっている。臙えん脂じ色のワンピース姿は、まるで魔ま女じよのよう。その腕うでにかかえられた、まるっこいからすのぬいぐるみの不細工な目がじっとこちらを見つめている。

「ここ男子トイレだぞ」

　拓たく真まが冷静につっこむと、悪魔契けい約やく者しやルナ・フェルマーは可お笑かしそうに肩かたをゆらした。

「あはっ。用務員のアルバイトだもん。トイレ清せい掃そうもお仕事の一いつ環かんってね」

「中学のときにも用務員のばーさんがトイレに入ってくることはあったが……さすがにあんたのその見た目で、ってのはどうなんだろうな。まあ、実じつ年ねん齢れいはばーさんかもしれないが」

「は!?　いやいやいや私、実年齢でもまだ二十だからっ。あんまり風評被ひ害がいを招くようなこと言ってると燃やしちゃうよ!?」

　ルナはツインテールを跳はねさせながら悲鳴のように言った。

　そう、ルナ・フェルマーは見た目こそ幼いがその正体はまぎれもなく大人。不死鳥の大悪魔フェネクスと契約し、不老不死の権能を与あたえられているため十二歳から成長が止まっている。どんな致ち命めい傷しようや病も彼女を殺せないのだ。

　もちろん、理ことわりの根本からすべての事象を解いてしまう拓真の〝分解ブレイク〟や、神仏精せい霊れい天使悪魔などあらゆる霊体を喰くらってしまえるミトラの〝聖霊ミスラ〟は例外らしいが。

「新生活はどうだ？」

　洗面台に背中をあずけて拓真は訊きいた。

　ルナは指の上でくるくるとからすのぬいぐるみを回転させながら唇くちびるをとがらせる。

「白しろ十じゆう字じ教きようの寮りようで暮らすっていうのは釈しやく然ぜんとしないけどね。でもまあ、あの生なま意い気きなアキラも私の私生活に入ってくるわけじゃないしラクなもんかな。部屋のレイアウトも、自分好みに改造しちゃったし……建物全体に漂ただよってる聖性がちょっとうっとうしいけど」

「玖く珂が以外の白十字教徒はまさか寮内に悪魔契約者がいるなんて思ってないだろうな」

「バレたらゲームオーバーだからね。スリル満点でぞくぞくしちゃう」

「言っとくが、殺すなよ？　あんたがなにかしでかしたら……」

「ミトラおねーさんの立場が悪くなる……って？」

　拓真の言葉をルナは軽い調子で引き継ついだ。拓真は静かにうなずく。

「メンゲルの派は閥ばつが悪いとはいえ、鳴なる神かみ市で暴れたことに変わりはないからな。さすがにこれ以上問題を起こせば影かげ縫ぬいも擁よう護ごしないだろうし……それにミトラもあんたが悪くないと思ったから許したんだ。あいつの信しん頼らいを裏切るような真ま似ねはしないでくれ」

「どーだろね。約束はできないなぁ」

　ルナはおどけた口調ではぐらかした。

「おい……」

　拓たく真まが咎とがめるような目を向けると、

「うふふっ。ちょっと甘いんじゃないの、おにーさん。たしかに仇かたきのメンゲルを倒たおした以上、私に暴れる理由はないけどさ。前科のある悪あく魔ま契けい約やく者しやだよ？」

「裏切る可能性もあるってことか？」

「信じすぎるな、ってこと」

　ルナが肩かたをすくめ、拓真は顔をしかめた。

「おまえ、性格悪いな」

「悪魔契約者だからね」

「で、用事は？　わざわざこんな場所で話しかけてきたのは、世間話のためじゃないだろ」

「定期報告。おにーさんに頼たのまれてるやつ」

「ああ……それか」

　そう。ルナの言うとおり、拓真はルナにある依い頼らいをしている。

　──玖く珂が暁あきらの動きに目を光らせてくれ……と。

　拓真は正直なところ、まだ玖珂暁を信用していない。だから、影縫の命令で暁に保護観察されることになったルナに、探さぐりをいれてもらうことにしたのだ。

　もちろんルナを完全に信用しているわけでもない。しかし〝解析アナライズ〟によって、組織にはいっさい属していないことだけはわかっている。反マイトレヤ派の組織と組んでいる気配がなければ、とりあえずは、信用してもいいだろう。

「なにか不ふ審しんな動向があったのか？」

「最近、アキラはすっごくイライラしてる」

「あいつが？　……いや、そうだな。たしかにそんな雰ふん囲い気きはあったな」

　拓真は教室での暁のしぐさを思い出しながらつぶやいた。

　ルナもうなずいて、

「メンゲルの逮たい捕ほの後、アキラは、白しろ十じゆう字じ教きようの反教皇派を特定していくつかの教会を襲しゆう撃げき、制圧したみたい。で、祓ふつ魔ま術じゆつと科学技術を融ゆう合ごうさせる技術や、〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟の研究、悪あく魔まを利用した実験の数々……白十字教の教義に背そむいていた証しよう拠こを押さえられるはずだったんだけど」

「だけど？　うまくいっていないのか」

　こくりとルナは首しゆ肯こうする。

「ほとんどの教会はただ反教皇派に協賛しているだけで実験施し設せつなんかは持っていなかった。迷めい宮きゆう結けつ界かいみたいな大規模な施設を擁ようしていたのは一ヵ所──最さい南なん端たんの教会だけ」

「最南端……ああ、海に近いな。人材や資材をひそかにやりとりするには都合が良さそうだ」

「うん。実際、教会には地下室があるみたいで白しろ十じゆう字じ教きようの調査員が調べてるんだってさ。でも、その調査がとんでもなく難航してるみたい」

「強力な結界が張られてたとか、セキュリティが厳重とかか」

「んーん。違ちがう。調査員がつぎつぎと原因不明の奇き病びようにかかっちゃうんだって」

「原因不明の……奇病」

「熱にうんうんうなされて病院に搬はん送そうされてるんだけど、診しん察さつ結果は風か邪ぜでも熱病でもない。レントゲン検査でようやく体内でなにかが動いてることまではわかったんだけど、麻ま酔すいを打とうとしたり、手術しようとすると激しく暴れて吐と血けつしちゃうみたい。なにもしないぶんには、高熱だけで他ほかの症しよう状じようは出ないんだって……だから医者もどうすればいいかわかんないみたい。おそらく呪のろいの一種だと思うってことで、蓮れん教きようのプロ祓ふつ魔ま師しに解かい呪じゆを依い頼らいしてるって」

　話を聞いているうちに拓たく真まはどんどん表情を険しくしていく。その顔をうかがいながら、ルナはさらにつづけた。

「しーかーもー。それだけじゃないんだ」

「他ほかにもあるのかよ」

「うん。奇病の発生と同時期ぐらいに現場近辺で濃のう霧むが発生してるの。霧きりは教会内にも入ってきていて、もうほとんど調査なんてできる状態じゃないっぽいね。しかもただの霧じゃない。自然干かん渉しよう能力持ちの霊れい体たいによる水分操作をいっさい受けつけないらしいよ」

　ぬいぐるみの手羽先をくいと動かして、拓真へと向ける。

「おにーさんは、どう見る？」

「白しろ十じゆう字じ教きよう反教皇派の後ろにもう一枚、べつの組織が噛かんでる」

　拓真は間かん髪はついれずに答えた。ルナは悪女のごとく妖あやしい笑えみを口元に貼はりつける。

「同意。アキラもたぶんそれを疑ってる。しかも相手は他の霊体の水分操作よりも強い支配力を持つ霊体……そんな手て練だれを送りこんだってことは」

「異能と科学の融ゆう合ごう技術の流出を怖おそれたか、あるいはその組織につながる手がかりが教会に残されていたのか。いずれにせよ、聖せい職しよく者しや協きよう会かいに証しよう拠こを押さえられないように動いてる奴やつがいる。ああ、あの白いもやは、それだったのか」

　拓真は先刻、エレベーターの中で見かけた光景を思い出す。嫌いやな予感は的中していたのだ。

「でも、妙みようだな」

「なにが？」

「玖く珂がが、その程度のことで苛いら立だつとは思えない」

　いけすかない無表情を思い浮かべて拓真は苦い顔をする。

「あははっ。たしかにね。おにーさんもかなりドライだけど、アキラも相当だもんね」

　するとルナの碧へき眼がんに宿る感情の色がかすかに変わった。

「でも、一週間も同居してるとなんとなく見えてくるよ。おにーさんがミトラおねーさんにはめちゃくちゃ甘かったり、意外と優やさしいところがあるみたいに。アキラにも弱点があるね」

「へえ。そいつは後こう学がくのために聞いておきたいな」

「臆おく病びよう者なんだよね、あいつ。ああ見えて」

「臆病？」

　想像もしていなかった言葉に拓たく真まは思わず驚おどろきの声で返していた。

「アキラって、想定外のことが起こると弱いタイプだと思う。ミトラおねーさんが生きているパターンが初めてで、今回、さっそく想定外の事件が起きたって、何度もひとりごとをもらしてたよ」

「……それはまずいな」

　拓真の顔色が変わった。暁あきらの性格の話ではない。いまの話が本当だとすれば……

「ミトラが生きているからこそ起きた事件ってことは、暗あん躍やくしてる何者かの狙ねらいはミトラってことになる。どうして奇き病びようと濃のう霧むなのかはわからないが、本格的に警けい戒かいしないとな」

　ルナも真顔のままこくりとうなずいた。

　拓真はふと思い出したような顔になる。

「……ああ、ミトラといえば」

「ん？」

「時間があるときにミトラにも会ってやってくれ。マイトレヤ教に正式に入信するためには、入信の儀ぎ式しきをやらなくちゃいけないみたいでさ。あいつ張り切って準備してたぜ」

　ちょこまかと動き回るミトラを思い出しつつ、拓真は含ふくみ笑わらいをした。

　するとルナの全身がぴくりとふるえ、ぎこちない表情が浮かぶ。

「あはは……その件については、ちょっと……保留で」

「ミトラの信者になる気がなくなったか？」

「うーん、まあちょっと……ね」

　ルナは曖あい昧まいな笑えみを浮かべて言葉を濁にごした。ぬいぐるみが強く抱だかれてぐにゃりとへこむ。

　拓真は軽く頬ほおを掻かいて、

「そうか」

　とだけ口にした。よけいなことは言うべきではないと思った。これはルナの心の問題であり、最後にはミトラとルナが二人で決める問題だ。自分の出る幕ではない。すくなくとも、助けろ、とか、意見をくれ、とか、言われない限りにおいては。

　ルナは昏くらい瞳ひとみのままぽつりとつぶやく。

「なにかを信じるのって、難しいね」

　楕だ円えん状にゆがんだからすのぬいぐるみの目がどこか哀かなしそうな形をしているような気がした。
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　鳴なる神かみ市の湾岸は弓をしぼったような形状をしており、握にぎりの部分にあたる位置に大きな港がひとつある。寺院、教会、神社、神しん殿でんなどの密集する土地には旅客機が発着するにじゅうぶんな面積がなく、陸路もごく細い峠とうげ道みちと登山列車しかない。物資の運うん搬ぱん手段として船が重要な役割を果たすことになったのは当然の流れだった。

　ゆえに鳴神港には多額の予算が注ぎこまれ、日本国内でも最さい高こう峰ほうの設備が整えられている。海上防衛も陸路以上に充じゆう実じつしており、自然干かん渉しよう能力に秀ひいでた精せい霊れいによって不ふ審しんな漂ひよう着ちやく物ぶつを寄せつけないフィルタリングが働き、祓ふつ魔ま師し部隊の海上防衛に特化したチームが交代で警けい戒かいにあたっていた。要よう塞さいめいた都市、という評判に恥はじない徹てつ底ていした体制である。

　しかしいま、その鳴神港は混乱の最さ中なかにあった。港内交通管制室は機器の異常な誤作動に見舞まわれ、信号灯とうは沈ちん黙もくし、灯とう台だいは暗く、医務室には病人のうめき声がこだましている。

　早朝、B.バンデラL.ラハマサヴァトリィは鳴神港の医務室に到とう着ちやくするや、即そく座ざに異常を察して顔をしかめた。しゃら、しゃら、と数珠じゆずを二度鳴らして、体のまわりに呪のろいを遮しや断だんする結界を張り巡めぐらす。

「港っていつから病院になったんだっけ」

　あきれ半分、冗じよう談だん半分といった口調でサヴァトリィ。

「例の霧きりの現場から最も近い大きな施し設せつだからでしょ。もっとも、どこに寝ねかせても同じこと。病院に運んだところで治ち療りようの手立てがないのだから」

　眉まゆひとつ動かさずにそう言ったのは、理知的な顔立ちの女性だった。髪かみを味気ないボブカットにしていて目にはシャープな眼鏡をかけている。その身にまとうは修道服。敬けい虔けんな白しろ十じゆう字じ教きよう徒と、あるいは知識以外に興味のない学者といった様子だ。

　事実、彼女──モニカ・クレメンティは聖職者であり学者でもあった。祓ふつ魔ま学園の教師だ。

　サヴァトリィとモニカは聖せい職しよく者しや協きよう会かいからの依い頼らいを受けて、鳴なる神かみ湾沿いで起こっている異常事態の調査に駆かり出されたのだ。未知の事態に対応するのも学園に勤める教師の仕事である。

　うなされる女性の手首に触ふれて、サヴァトリィは魔力を注ぎこむ。すこしずつ、すこしずつ。強い刺し激げきを与あたえないように。返ってくる魔力の性質をこっそりと探さぐっていく。

「あちゃあ……これかなりヤバイんじゃないかなぁ」

　しばらくしてサヴァトリィは苦い顔で手を離はなした。口調はいつもと変わらぬ楽天的なものだったが、こめかみからは冷ひや汗あせが流れる。

「どう？　あなたほどの蓮れん教きよう徒となら、どうにかなりそう？」

　モニカは矢や継つぎ早ばやに訊きいた。熱病に冒おかされているのは白十字教の調査員。同どう胞ほうの苦しむ姿を前に彼女の顔は青ざめている。

「うーん。触しよく診しんしてみた感じだと、魔力の流れ方に異常をきたしているから呪のろいの一種……しかも魔力を食われる類たぐいの呪いってことはわかるんだけどねぇ」

「なに煮にえ切らないことを言っているの！　そこまでわかるなら解かい呪じゆもできるでしょう！」

「ちょっとちょっと。落ち着いてよぅモニカ。これはただの呪いじゃないんだってば」

「ただではないなら、なんだというの」

「生きてるっぽいのさ、呪いが」

　サヴァトリィが真しん剣けんな声で言うと、モニカは絶句した。

「呪いの構造を読み解くのが解呪だからねぇ。呪いが自分の意思を持っている場合、対処されることを察知して抵てい抗こうしてくるんだよね。解かい剖ぼうや薬やく剤ざい投とう与よを予感すると容態が悪化するのも、たぶんそのせい。こういう手合いは解呪しようとしても、構造を読み解かれる前に自ら構造を書き換かえてくる」

「打つ手なし、ということ？」

　モニカがうめくような声で訊きいた。

「呪いの書き換え速度を上回る速さと精度で解呪すればいいんだけど……ボクの見立てでは、呪いの主はかなり高位の霊れい体たい。あるいは大悪魔クラスの悪魔のはず。蓮教の大だい僧そう正じようなら対処できるかどうかってところだねぇ」

「そんな……大だい僧そう正じようといえば七しち聖せい人じんの一人。連れてくるなんて不可能よ」

「霊れい害がいレベルがもうちっと上がらないことにはねぇ。現実的な解決策は、犯人を捕つかまえて呪のろいを解除させるか、いっそ殺してしまうか。いずれにせよ骨が折れるね」

　サヴァトリィにとって、これほどまでに強固な呪いを目まの当あたりにしたのは久しぶりだった。直ちよつ近きんは拓たく真まにかけられた〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪いだ。あれは大僧正でも解かい呪じゆできないレベルの、とびきり厄やつ介かいな〝生きた呪い〟だったが、今回の件もなかなか侮あなどれない。

　あごを撫なでつつ、さてどうしたものかと考えていると、モニカが冷ややかな視線をよこした。

「サヴァトリィ。あなた本当に呪じゆ術じゆつのスペシャリストなのかしら。私、あなたが活かつ躍やくしているところなんて見たことがないわ」

「あはっ。ひどいこと言うなぁ、モニカは」

「蓮れん教きよう徒とで五指に入る実力者──そんな凄すごい人物が同期だと聞いて昂こう揚ようしたものだけど……正直、がっかりしているわ」

「あはは。まー、半分だからねぇ」

「半分？」

　モニカが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「ボクも生きた呪いを使いつづけててね。呪いが生きてる間はそのぶんの魔力は持っていかれたままなんだよねぇ」

「呪いを使いつづけて……って、まさか」

「うん。拓真くん」

　サヴァトリィは笑え顔がおであっさりとうなずいた。

「彼にかかった呪いは凄すさまじく強いからね。あれを食い止めるには、呪いに対して〝侵しん蝕しよくを邪じや魔まする呪い〟をかけつづけるしかなかったんだ。だからボクは常に省エネモードってわけ。ま、祓ふつ魔ま師しは実績がすべて。こんなのは言い訳にしかならないけどね」

　自じ嘲ちようめいた口調だ。それに対してモニカは眼鏡の奥の瞳ひとみをきつく細める。

　そして、聞こえよがしに舌打ちして、忌いま々いましげに言葉を吐はく。

「信しん仰こうなき不届き者のためにリスクを負うなんて……ミトラルカ・シルヴェスタの件もそうだけれど、理事長もあなたも、どうして」

「敬けい虔けんな白しろ十じゆう字じ教きよう徒ととしては不服かな？」

「優先すべきは力か正義か。あなたや、理事長は……残念ながら、力のみを求めるかも。でも私は正義からはずれた力など存在するべきじゃないと思っているわ」

「堅かた物ぶつだねぇ。ま、価値観は人それぞれさ。たとえどんな考え方を持っていようとも最終的にきちんと仕事をこなせばプロだもんね」

「大変だ──ッ!!」

　そのとき、建物の外から空気を引き裂さくほどの大声が響ひびいてきた。教師二人は顔を見合わせてすぐさま声のしたほうへと走り出す。

　屋外には人だかりができていた。船乗りらしき屈くつ強きような男たちが、どこかを指さしながら必死な様子でがなりたてている。焦しよう燥そうにゆがむ青い顔。怯おびえた目。その視線の先にあるものを見て、サヴァトリィとモニカもさすがに息を呑のんだ。

　霧きりが迫せまりつつあった。岬みさきの教会を覆おおっていた濃のう霧むが鳴なる神かみ港へと流れつつあった。

　しかもその霧は赤々と染まっているのだ。混じるにおいは、血。血の霧だった。

「大変だ。急に霧が広がってきて……様子を見に行った白しろ十じゆう字じ教きようの祓ふつ魔ま師しさんが、でっけえ黒い影かげに薙なぎ払はらわれて……！　あっ。あれだ……っ……ひいっ……逃にげないと、殺さ……っ」

　もそり、と。霧の中で大きな影かげが動いた。ぎちぎちと硬かたい関節がきしむ音とかすかに翅はねを擦こするような音が不快な二重奏を奏かなでる。尋じん常じようならざる気配を持つ異質な〝なにか〟がそこにいる。

　正体は見えない。しかし獰どう猛もうな息いき遣づかいはたしかに聞こえている。

「〝ザラキエル〟！」

「不ふ動どう明みよう王おう！」

　モニカとサヴァトリィはほぼ同時に契けい約やく霊れい体たいの名を呼んだ。モニカは眼鏡。サヴァトリィは数珠じゆず。それぞれの霊枢核コアが光の衣をまとい、強力な異界の怪かい物ぶつが顕けん現げんしようとする──が。

　それを察知したのか、否いなか。影は、あっさりと霧の奥深くへと引っこんだ。

　空気を擦るばちばちという音がだんだんと遠ざかっていく。

「チッ」

　と、舌打ちして追いかけようとするモニカの前に、さっと足が差しだされた。

「てい」

「えっ……きゃあ!?」

　盛大につまずき、モニカは顔から地面につっこんだ。

　赤くなった鼻はな面づらを押さえながら、なにをするんだと言いたげな目でモニカは睨にらんだ。楽天家のはずのサヴァトリィは、しかし切せつ迫ぱくしたような引きつった笑えみを浮かべていた。

「深追い厳禁。それにこれ、ヤバすぎる。鳴神港の職員と近きん隣りん住民を避ひ難なんさせるのが先だよ」

　視界を真っ白にふさぐ濃霧の壁かべをまっすぐに見据すえて、

「たぶん……あの霧の中にいるなにかは、ボクよりもずっと強い。キミだって敵の姿が見えないままで勝てるかどうか……ここは退くのが正解だよ」

　と、サヴァトリィは冷静に断言した。




　　　　＋　＋　＋




　早朝。いつもの洋館の食堂で拓たく真まはむすっと唇くちびるをまげつつ翠すい花かのハンバーグを食べていた。

「……どうしたもんかな」

　などと、途と方ほうに暮れたような声が口をついて出る。

　昨日一日の授業で拓たく真まは思い知らされていたのだ。祓ふつ魔ま学園では、戦せん闘とうに関係のない宗教の知識まで、たんまりと勉強させられるのだと。

　各宗教の歴史。社会とのかかわり。経済、数学、哲てつ学がく……あらゆる学問と結びつき、また、絡からみあい、深く広い知識の連なりが求められる。必要のない勉強などするだけ無む駄だだと考えてきた拓真にとって、これは痛い誤算だった。

　宗教はいらない、祓魔師としての力は必要。それが拓真の価値観だったが、世間的には、逆。宗教というものが前提として存在し、祓魔師はその中で悪魔を滅めつし悪魔契けい約やく者しやと戦う役割を担になう歯車でしかない。

　悪魔祓ばらいにかかわる知識は完かん璧ぺきでも、それ以外の宗教の話なんて拓真が知るわけもなく。

「〝解析アナライズ〟で教科書を読み取れても丸暗記はできないし……まともにやるしかない、か」

「えへっ……えへへっ」

　重苦しいため息をつく拓真をよそに、ミトラはやたらとにこにこした顔でハンバーグを切り分けている。ときどき思い出したように大量のレタスを頬ほお張ばるのだが、ハムスターのような顔になって面おも白しろい。

　が、自分が不ふ機き嫌げんなときに上機嫌でいられるのは、なんとも釈しやく然ぜんとしない。

　拓真は平静を装よそおいつつミトラに話しかける。

「なにかいいことでもあったのか？」

「拓真が学園の授業についていけなさそうなので」

「……おまえにとってそれはいいことなのか」

「ああっ！　ちがいますっ！　そのとおりなのですがっ、そういう意味ではなく！」

　ミトラはフォークとナイフをふり回しながらあわてて訂てい正せいした。

　目を閉じて浸ひたるように言葉を紡つむぐ。

「前にも言ったかもしれませんが、拓真に弱点があると、ちょっと嬉うれしいのです。わたしは、自分がだめだめな自覚がありますから……強くて賢かしこくて凄すごい拓真もす、素す敵てき、ですが……すこしでも、だめだめなところが見えると、安心できるのです」

　途と中ちゆうでどもりながらもミトラは言い切った。目の間から、鼻、頬までを真っ赤にしてうつむくと、ものすごいペースでハンバーグに食いつき始めた。とはいえ、ひとくちがもともと控ひかえめだからせいぜい小鳥がすばやくついばむ程度の速さだが。

　そのしぐさを眺ながめながら拓真は、なるほどな、と思う。

　拓真の場合は、たとえば兄の隼人はやと。やむを得ず大悪魔を呼び出したために背教者の烙らく印いんを押されてしまったが、祓魔師としての実力は折り紙つきだし、賢く、人格者でもあった。隼人のどじを見る瞬しゆん間かんは、たしかに、不思議な安あん堵どを覚えた気がする。

　と、拓真がすこしばかり郷きよう愁しゆうに浸っていると、どたどたとやかましい足音が近づいて、

「じゃーん！　見よ、この最さい先せん端たんのアイテムを！」

　食堂に飛びこんできた翠すい花かが、顔の前に得意げにかかげたのは薄うすい板のような機械だった。

「なんだそれ」

「テレビチューナーつきタブレット端たん末まつ！　拓たく真まんとこのおじさまが、入学祝いにって送ってくれたのよ」

「あいつ、昔から翠花には甘いな」

　拓真は苦笑する。ちなみに父親には入学が決定したことをメールで伝えたのだが、返ってきたのは「そうか。がんばれ」という非常に短い文章だけ。ひどい差別だ。もっとも、拓真のほうも父親にそんな期待はしていないし、むしろかわいがられたりしたら気味が悪い。

「ふっふーん。日ひ頃ごろの行ないがいいからよ。ええと、天気予報、天気予報。洗せん濯たく物もの干したいし、学校にいる間に雨とか降らなきゃいいけど」

「いざとなったら乾かん燥そう機があるけどな」

「お日様のにおいがついてたほうがいいでしょ」

　自然信しん仰こうの信徒らしいことを言って笑うと、翠花は食卓の上にスタンドを置きタブレットを立てかけ電源を入れる。最初に映ったのはニュース番組だった。画面の中では、美人の女性アナウンサーと専門家風の男性がお通つ夜やのような神しん妙みような顔をならべている。

「あれ。これ鳴なる神かみ市じゃないの？」

　翠花が目を丸くして画面に見入っている。

　拓真とミトラもつられてそちらを見て、思わず食事の手を止めた。

　画面右上のワイプは真っ白だ。すこしだけカメラが引いてようやく消波ブロックや停てい泊はく中の船が見える。文字を読まなければ鳴神港だとわからないほどに現場は白一色の世界だった。

　画面全体が切り替かわり、上空からの映像が流される。白い霧きりが岬みさきのあたりを中心に広がって、教会の密集する地区の半分ほどを覆おおい隠かくしていた。

　霧の範はん囲いは鳴神港や白しろ十じゆう字じ教きよう区南部、蓮れん教きよう区と太たい陽よう教きよう区の一部。付近の住民に避ひ難なん勧かん告こくが出ていること、交通規制が敷しかれていること、自然災さい害がいではなく悪あく魔ま契けい約やく者の関かん与よの可能性が疑われていること……などなどアナウンサーのルージュを引いた唇くちびるが淡たん々たんと述べていく。

　その内容に、拓真は、わずかばかり目を細める。

「昨日、ルナが言ってた件だな」

「ルナと会ったのですか？」

「男子トイレでな」

「だ、男子トイレ……ですか。ええと、それはどういう状じよう況きようなのでしょうかっ」

　ミトラは頬ほおをかっと火ほ照てらせて、もじもじとふとももをゆすった。

「いや特に男子トイレだからどうこうってことはないけどな」

　拓真は苦笑して補足。

　するとミトラは上うわ目め遣づかいに拓たく真まを見つめて、昂こう揚ようを隠かくせないといった声で言う。

「ルナはなにか言っていましたかっ。その……入信について」

　拓真はすこし考えて、

「心の準備にちょっと時間が欲しいそうだ。あんまり急せかしてやるな」

　などと、最大限に言葉を選んだ。

　希望に瞳ひとみを輝かがやかせてミトラはうなずく。

「はい。いつ迎むかえても恥はずかしくないようにどっしりと構えていますねっ」

「ルナちゃんかー……うーん」

　横にいた翠すい花かがこめかみに指をあてて難題に直面した名めい探たん偵ていのような顔でうなる。

「あたしはまだちょっと苦手かな。滝たき先生は受け入れる寛かん容ようさこそ自然干かん渉しよう型の能力を高めるのに必要だって言ってたけど、それでも、あの子が日に本ほん神しん道とう女子寮りようを襲しゆう撃げきした事実は変わらないし」

「許すつもりはない、ということですか」

　ミトラがおずおずと訊たずねる。

　翠花はポニーテールを否定の方向に軽く振ふった。

「ただ、まだ『ごめんなさい』を言われてないから、あたし。滝先生や日本神道女子寮のみんなに対してもそう。まあ、表向きは行方ゆくえ不明ってことになってるし、なかなか表に顔を出せないからなんだろうけどさ……正直、清算はまだ終わってないと思うの」

「それは……たしかに」

「たまにはいいこと言うな、翠花」

　と、拓真は横から口をはさんで笑った。

「ひどっ！　たまにじゃなくていつもでしょ!?」

　翠花の激しいつっこみをさらりと流して、拓真はつづける。

「俺は罪だの謝罪だのには興味はない。が、敵を作ったままミトラの信者になられるわけにはいかないと思っていた」

「む……なにそれ。そんな乾かわいた理由なの？」

「祓ふつ魔ま師しには怪け我がや死の危険なんて当然のように降りかかる。その点については、仕方のないことだ。俺がどうしてこんな言い方をするのか、おまえはわかるだろ、翠花」

「う……」

　拓真がまっすぐに目を見て問うと、翠花は気まずそうに面おもてを伏ふせた。

　白しろ十じゆう字じ教きように背教者と呼ばれ、処しよ刑けいされた兄、逢あい沢ざわ隼人はやと。その罪状は、悪魔契けい約やくと具ぐ象しよう魔ま術じゆつの行こう使しだった。白十字教の本ほん拠きよ地たるヴァチカンを〝ルネサンス〟という悪魔契約者組織による攻こう撃げきから護まもるために、やむなく強力な悪魔を使ったのだが……白十字教はそれを認めなかった。

　だから拓真は〝理由のある罪〟をいたずらに咎とがめだてたりはしない。

　一度痛い目を見さえすれば、それでいい。振ふりまいた不幸に等しいだけの不幸を負ってさえいれば、それでいい。そう考えていた。

「だがミトラの、マイトレヤ教の信者になるなら、遺い恨こんは少ないほうがいい。ただでさえ多い敵を、これ以上は増やせない」

「拓たく真ま……そこまで考えてくれているのですね」

　ミトラはぽーっと惚ほうけたように深い息を吐はきながら言う。

　そんなミトラの姿をちらと一いち瞥べつし、翠すい花かは唇くちびるをとがらせた。

「とにかく！　あたしのスタンスは伝えたわよっ。そのうえで、ルナちゃんをどうするのかはミトラちゃんと拓真で決めて」

　という翠花の申し出にミトラは真しん摯しに首を縦にふってみせた。

「はい。きっとみんなが納なつ得とくできるような、世間に胸を張れる形でお迎むかえすると約束します」

「……ん。よろしい」

　ミトラの断言に翠花は偉えらぶった調子でうなずいた。




　　　　＋　＋　＋




　祓ふつ魔ま学園敷しき地ちの東側がわには実技棟とうと呼ばれるビルが存在する。

　高層というだけでなく面積も広大で、丸太のようにずんぐりとした形状。天を突つくほどの高さだが各階ごとの天てん井じようも高いために見た目よりもフロアの数は少ない。実技棟の中には闘とう技ぎ場という祓魔師の実戦訓練を行なう施設が入っていて、層を成しているからだ。

　霊れい体たいには巨きよ大だいな肉体を誇ほこる者もいるし、制せい御ぎよの難しい超ちよう破は壊かい力りよくを持つ猛も者さもいる。

　彼らが激しい戦闘を繰くり広げるためには、じゅうぶんな広さと強度を兼かね備えた空間が必要なのだった。

　その実技棟三階、第三闘技場に拓真を含ふくむ一年Ａ組の生徒たちはやってきた。

　登校し、ホームルームが始まるなり、突とつ然ぜん、影かげ縫ぬいが移動を命じたのだ。拓真とミトラの時間割では、知的精せい霊れいとの対話実習と聖水の扱あつかい方かた、霊体を突破された際の立ち回りなどを午後の授業でやるはずだったのだが、どうやら予定が変わったらしい。

　困こん惑わくする生徒たちを見渡わたして影縫が口をひらく。

「いきなりで申し訳ないけど、いまから実戦能力を測定させてもらうよ」

　という、飄ひよう々ひようとした台詞せりふに、さっそく挙手とともに食ってかかる生徒がいた。

　美み倉くら竜りゆう子こである。

「ま、待ってください。それは飛ばしすぎというものではありませんか。カリキュラムを順当にこなしていけば、より強くより有能な霊体と契けい約やくできる、というのもこの学園の方針──」

「すまない美倉くん。悠ゆう長ちように質問を受けている時間がないのだよ」

　竜りゆう子この言葉をさえぎると、影かげ縫ぬいの手から無数のかるたが舞まった。ぱらぱらと、乾かわいた音を立てて、螺ら旋せんを巻く。その隙すき間まから小さな妖精ゴブリンの姿が、いつの間にか顕けん現げんしている。妖精は目にも止まらぬ速さで動き回り、かるたを一枚一枚、生徒たちに届けていく。

　拓たく真まの手に押しつけられたのは、天てん秤びんをたずさえた騎き士しの絵が描かかれたカード。うっすらと浮かび上がった不気味な手が、どこかへと指を向けている。

「かるたの上に出てる手はこの妖精が持つ〝道案内フインガーポスト〟という能力だ。同じ絵え柄がらのかるた同士で紐ひもづけてある。その指の先にいる、同じかるたを持つ相手と、本気の試合をやってもらう」

「成績には影えい響きようするのか？」

　拓たく真まは単刀直入に訊きいた。

「私が優ゆう秀しゆうだと判断した生徒にはプラスの評価をつけるが、今回の試合で評価がマイナスになることはない。そこは安心してほしい」

「具ぐ象しよう魔ま術じゆつの使用は必ひつ須すか？」

「実戦と同じと考えてもらって構わないよ。霊れい体たいを召しよう喚かんして戦うのが一いつ般ぱん的だが、中には例外もいるからね」

　仮面からわずかに覗のぞく目が弧こを描えがき、影縫は意い味み深しんに笑った。

「そうか。なら、ミトラ」

「はい？」

　拓真が声をかけると、ミトラはきょとんとした。

「棄き権けんしろ」

「ど、どうしてですか。〝聖霊ミスラ〟は禁じられていますがわたしも毎朝特訓をしています。スイカから〝雷らい切きり〟だって貸してもらいました。勝てるかどうかはわかりませんが、挑ちよう戦せんくらいは、してみたいです……っ」

　小さなこぶしを握にぎって訴うつたえる。

　そのミトラに顔を寄せて、拓真はささやいた。

「……学園内の決けつ闘とうや試合で殺せつ生しようは禁止だ。しかし事故や大おお怪け我がが発生することは多い。もし反マイトレヤ派の生徒に当たったら、狙ねらわれるぞ」

「祓ふつ魔ま師しに危険はつきものだと拓真も言ったはずです。わたしは祓魔師になりたいのですよ」

「いまはまだ力が足りないってだけだ」

「でもっ」

「じゃあ言い方を変える。危なっかしいミトラを気にしてたら、俺も危ない。邪じや魔まされたくないからおとなしくしていてほしい。これなら、どうだ」

　本心ではない。だが譲ゆずれない。だから拓真はあえて強く言い放った。

　ミトラはうっと詰つまり、反論できずにしょぼくれて、

「わかりました……今日は、あきらめます」

　ミトラのその様子には申し訳ない気持ちもかき立てられた。が、拓たく真まは唇くちびるを噛かんですばやく視線を影かげ縫ぬいへと戻もどした。

「ミトラは棄き権けんする。構わないな？」

「いいだろう。ミトラくんに限らず、腕うでに自信のない者は棄権して構わない。対戦相手についてはあぶれた者同士でふたたび私のほうで調整する」

（なるほど、そういうことか）

　拓真は確信し、表情を引き締しめた。

（影縫の言動から察するに、腕に覚えのない者の実力を確かく認にんする必要はない──つまり、いますぐに実戦に出ても問題ない人材を選定しようとしている、と推すい測そくできるな）

　どうしていきなり？　その問いの答えは明白だ。

（鳴なる神かみ市南部の怪かい事件。人材不足に陥おちいる可能性を見据すえての保険か。なら……）

　心の中でつぶやき、次の瞬しゆん間かん、さりげなく目を細めた。意識を集中させて視野を広げたのだ。クラスメイトの持つかるたの指の方向を確認。そして、〝ある一点〟を差しているものを、それを持つ人物を特定──した。

　音もなく歩く。拓真のさりげない動きに気づく者はいない。拓真の肩かたが、その人物の肩に触ふれた。相手は、ぶつかったのが拓真だと知ると、「なにすんだ無宗教者が」と、蔑さげすんだ目を向けてくる。その手からかるたが消えていることに、男子生徒は気づいていない。

「悪いな。あとそれ、落としてるぞ」

　拓真が地面に落ちているかるたを指さすと、男子生徒は舌打ちしてそれを拾い上げた。次は周りを見て歩けよ、などと毒を吐はきながら、対戦相手を求めて歩き去っていく。

「よく見てないのはあんたのほうだけどな」

　拓真は皮肉っぽく笑い、ついさっきかすめとった、男子生徒の本来のかるたを取り出した。その指が示すほうへと歩いていき、

「よう。奇き遇ぐうだな、玖く珂が」

　と、しらじらしくも挑ちよう戦せん的に声をかける。

「くだらん手品だ。わざわざカードを入れ替かえてまでオレとヤりたかったのか」

「やっぱり、おまえには見えてたか」

「あの程度が見えない雑ざ魚こなど存在するのか？」

「あー、はいはい。ったくあいかわらず自信過か剰じような奴やつだ」

　拓真はあきれ返ったように手を振ふると、底知れない笑えみを浮かべて刀を抜ぬいた。

「どうせならちょっとしたゲームをしないか」

「ゲーム？」

　拓真の提案に暁あきらが怪け訝げんそうに眉まゆを持ちあげる。

「お互たがいに一いち撃げきを入れるたびにひとつずつ、なんでも命令できるっていうのはどうだ？」

「面おも白しろい冗じよう談だんだ。貴様、このオレに命令するつもりか」

「へえ。意外と小心者だな。負ける前提の質問なんかしてやがる」

　暁あきらの眉まゆがぴくりと動くのを拓たく真まは見逃のがさなかった。即そく座ざにたたみかける。

「臆おく病びよう者で小心者なお坊ぼつちゃんと実戦で組むのは御ご免めんなんだけどな」

「……どうやら貴様は一度、調教してやる必要がありそうだ」

　声に殺気を漲みなぎらせて暁は闘とう技ぎ場中央へとあごをしゃくった。

　拓真はひとつ含ふくみ笑わらいして、

「決まりだな」

　空気の変化を察したのか、周囲の生徒たちの動きが止まった。すでに試合を始めていた者も、まだ待機していた者も、中央へと歩いていく拓真と暁を見ている。

　視線を浴びながら拓真は体の芯しんに熱く滾たぎる何かを感じていた。戦闘技術を磨みがいてきたのは、ひとえに悪あく魔まを屠ほふり、祓ふつ魔ま師しになり、〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタを捕つかまえるためだ。手段であり目的ではない。

　しかし長年の修練の日々を経験した肉体は、強者との邂かい逅こうを渇かつ望ぼうしてしまうものだ。力を得ればより強い者と戦って力ちから試だめしをしたくなるものだ。

　昂こう揚ようを抑おさえつつ、拓真はふと足元の影かげに目をとめて、天てん井じようを見上げる。

　闘技場の天井近くに影かげ縫ぬいが浮かんでいた。風船に目がくっついたようなファンシーな悪魔の頭にあぐらをかいて、生徒たちの試合風景を見おろしている。

　拓真と目が合い影縫は小さく手を振ふった。

「ああして監かん視ししてるってことは、やばそうなら止める気があるってことだな。なら遠えん慮りよなくぎりぎりの本気で戦えそうだ」

　拓真と暁が十メートルほどの間を空けて対たい峙じする。

　周囲の雑音──拓真への嘲あざけりや暁への黄色い声せい援えんや「でももし暁さまが負けたら」という不安の声が混ざった、うるさいノイズが──消えた。いや、消した。意識を暁とその周辺にのみ集中させ、魔力の流れを見極きわめる。

　そうして、肌はだを焼くほどの緊きん張ちように支配された時間が、終わった。

「さっさと来い。マスティマ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな命令が暁の口から紡つむがれた。同時に、彼の持つ細剣レイピアに膨ぼう大だいな魔力が高速で流れこんだ。発光は一いつ瞬しゆん。フラッシュが視界を白く染めた直後、そこには──なにもない。

「ぐッ！」

　拓真はとっさに上体を仰のけ反ぞらせた。そして、鼻の数ミリ先をなにかが通り過ぎるのを見た。一瞬でも遅おくれていれば直ちよく撃げき。首を狙ねらった正確無比な攻撃。

　目の前には、武器を振り抜ぬいた姿勢の、白銀の機械兵がいた。白しろ十じゆう字じ教きようの天使。ただし、それにしては奇き妙みような点がある。
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　まず、大きさ。一いつ般ぱん的な天使は全長二、三メートルほどで人間の倍程度しかない。しかし、マスティマと呼ばれた天使の全長はあきらかに拓たく真まの身長の五倍程度はある。

　次に、武器。黒々とした長なが柄えで先せん端たんには歪わい曲きよくした巨きよ大だいな刃はがついている。死神が扱あつかうような大おお鎌がまだった。

　天使と呼ぶには禍まが々まがしく、そして、圧あつ倒とう的。しかもその巨きよ躯くでいて超ちよう高速の移動を可能とする機動力。文句なしに最強クラスの霊れい体たいだと、拓真は心しん中ちゆうで断言した。

　が──拓真の顔に浮かぶのは勝ち気な笑えみ。

「この場合は、俺が一いち撃げきを入れたことになるのかな」

「？　なにをふざけ……なっ……!?」

　暁あきらが初めて驚きよう愕がくの表情を見せた。

　マスティマの断たれた右腕うでが地面に落ちて、轟ごう音おんを響ひびかせたのだ。

　拓真の右手には名刀〝雪ゆき風かぜ〟。

　そう。マスティマの攻こう撃げきの一いつ瞬しゆん。拓真は、空気の摩ま擦さつ音と殺気から攻撃の位置を推すい定ていし、迷うことなく、そこを斬きったのだ。踏ふみこみの足りない斬ざん撃げきではあったが、風ふう神じんの加護を受けた〝雪風〟の刃やいばは厚い装そう甲こうをやすやすと裂さいてみせた。

「……いいだろう。霊体へのクリーンヒットも一撃に含ふくめてやる」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、といった体ていで暁がうなずく。

「じゃあ、さっそくひとつめの命令だ」

「いまだと……？　無む抵てい抗こうでやられるままになれとでも、言うのか？」

「アホか。そんなことしたらせっかくの楽しいゲームが台なしだろ。そんな興きよう醒ざめなことはしねえよ」

「他ほかにこの場で意味のある命令とはなんだ？　なにをさせるつもりだ」

「俺はもうすこしおまえのことを知らなくちゃいけない。だから、俺はこれから一いち撃げき入れるたびに玖く珂が暁あきらという人間について質問していく。試合が終わるころには丸まる裸はだかにしてやるよ」

「……ふん。口の減らない男だ。まあいい、最初の質問をしてみろ」

　暁は腕を組んで仁に王おう立だちし、不ふ遜そんな調子で言う。

　あまりにもらしい姿に拓たく真まは苦笑をもらしつつ、

「完全な過去視はどこから手に入れた力だ？　マスティマの能力の一部か？」

　と、質問を投げた。

　それに対して暁はしばらく考えるそぶりを見せたが、

「わからない。だが契けい約やく霊れい体たいの力ではないはずだ。物もの心ごころついたときには、すでにこの能力を持っていたからな。家族も教団の人間も誰だれに訊きいても能力の正体はつかめなかった」

　直後、左手で大おお鎌がまを拾い上げたマスティマが、ふたたび攻こう撃げきをしかけてくる。

　銀ぎん影えいがぶれたと見えるやたちまちに霧む消しよう。気配が完全に消えた。拓真は驚きよう愕がくに顔をゆがめる。右、左、背後──一秒以内に全方位に意識を向けるが、どこにもいない。見失った？　いや、ありえない。どれだけ高速で動いたとしても、あれほど存在感のある巨きよ体たいが、完全に気配を絶つなど不可能だ。

　暁の口が動く。声は聞こえない。だが動いた事実を認めた瞬しゆん間かんに拓真は〝雪ゆき風かぜ〟をかかげた。刀身に衝しよう撃げき。金属音は鳴らない。刃やいばを滑すべらせて大鎌の刃は先さきをそらし、手首を返して天使の脇わきを斬きりつけた。

　鋼はがねと鋼が旋せん律りつを奏かなで装そう甲こうがばくりと裂さける。

「二撃目だな。おまえが、俺やミトラを仲間に引き入れたい理由を答えろ。終末論はこの際、信じてやる。どうしてその結末の回かい避ひに俺たちが必要だと判断したのか、聞かせろ」

「……今年の十二月三十一日。それがおそらく、最後の日。開祖生せい誕たんの二十五日に現れる七の霊体が七の手段で七の日を費ついやして人類を殲せん滅めつした。オレはどのパターンでも最後の瞬間は見ていない。もっとも、アレらを倒たおせる者がいたとは思えないが──〝聖霊ミスラ〟や貴様の力があれば可能かもしれない。むしろ、奴やつらの正体をあぶりだすと同時に抹まつ殺さつするための鍵かぎは、銀ぎん髪ぱつよりも貴様のほうにある」

　苛いら立だたしげな早口で暁が言う。そしてまたもやマスティマの姿がかき消えた。

　しかし拓真は動じない。からくりはすでに読めていた。存在感の大きい者の気配が完全に消えるなどありえない。だとすれば消えたのは気配ではなく存在そのものだ。魔ま力りよくを目に集中。霊れい視し。微び量りようの魔ま力りよくの流れを正確に観測し、それが集束する場所へと〝雪ゆき風かぜ〟を奔はしらせる。

　刀身に手て応ごたえ。極ごく太ぶとの二本の足が横一文字に切断され、白銀の機械兵が地面に崩くずれ落ちる。

「三撃目。〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタについて。知ってることを話せ」

「…………」

　暁あきらが初めて沈ちん黙もくした。無言のまま、疾しつ駆くする。

　まっすぐに突つき出された細剣レイピアを刀の腹で受け止め、鍔つば迫ぜり合あいになる。至近距きよ離りで顔を見合わせて、拓たく真まは軽く笑った。

「やっぱりその細剣は霊枢核コアじゃなかったんだな。マスティマの霊枢核は大気中の水分か」

「いい見切りだ、逢あい沢ざわ拓真」

「あんな馬ば鹿かでかい奴やつが速かったら空間にもっと違い和わ感が生じるもんだ。瞬しゆん間かん移動に見せかけてるだけで実際には具ぐ象しよう魔ま術じゆつの高速展開を繰くり返していたんだろう。細剣を霊枢核だと誤解させるようなそぶりを見せてるのは、その高速展開自体が駆かけ引ひきを有利にするから……か」

「ハッ、浅い分ぶん析せきですべてを知った気になるなよ」

　刀身を押し合い、両者の距離が離はなれる。一瞬の間も置かず、連続の刺し突とつ。冷静に躱かわし、ときには〝雪風〟をあてがい、刃は先さきをそらした。

　ふたたび距離が近づいたとき、暁はぼそりとつぶやいた。

「ヴィオレッタは──オレの母親だ」

「は？」

　あまりにも予想外の言葉に拓真は思わず思考と動きを止めてしまった。細剣はかろうじて受け流したが、背後からの攻こう撃げきに対処が遅おくれた。黒光りする大おお鎌がまの柄えが激しく横腹を打ちつけた。

　凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそいかかり、拓真の体は十メートルほども弾はじき飛ばされた。受け身をとり、転がりながらもすぐに立ちあがる。直撃箇か所しよに左手で触ふれて〝解析アナライズ〟──肋ろつ骨こつにひび。致ち命めい的ではないが、さすがに重い一撃だった。まだ頭がくらりとする。

「チッ……さんざん偉えらそうなこと言っておいて不意打ちかよ」

「不意打ち？　違ちがうな。これは貴様が命令したことだろう。オレは貴様にしか聞こえないように答えただけだ」

「なに言ってんだ、おまえ。悪魔が人を産むなんて聞いたことがない」

「オレは自分の過去視の能力をずっと探さぐってきた。だから自分の出しゆつ自じも念入りに調べた。が、どうやらオレには父親以外に家族がいないらしい。当然、母親も最初からいない。しかし調査を進めるうちに、見つけた。〝叡智の悪魔〟ヴィオレッタについての記述と、その外見特とく徴ちようと完かん璧ぺきに一いつ致ちした女と父が肩かたをならべている写真をな」

「あらゆる宗教の開祖がかかわったかもしれない謎なぞの悪魔。すみれ色の髪かみを持つ幼い少女。人に知ち恵えを授さずけ、知恵による滅ほろびを代だい償しようとして求める者……か」

　サヴァトリィから聞かされた情報を思い出しつつ、拓真は静かに首をふる。

「信じられないな。あれが玖く珂がの母親なんて。〝解析アナライズ〟で調べられればいいんだが」

「できるのか？」

「いや……魂の情報パーソナルデータは〝現在〟の情報しか汲くみとれない。いま、おまえが親子と認にん識しきできていなければ、調べても無む駄だだろうな」

　暁あきらは歯を噛かんで、首をふる。

「役立たずめ。まあ、いい。これも仮説だ。確証はない」

　それから皮肉っぽく笑う。

「期待させて悪いが、オレが知るのはそれだけ。ヴィオレッタの行方ゆくえも知らん。まったくクソみたいに曖あい昧まいで面めん倒どうな設定を押しつけてきたものだ、神という奴やつは」

「おいおい。お仲間の白しろ十じゆう字じ教きよう徒とに殺されるぞ？」

「知るか。それよりも、逢あい沢ざわ。貴様に一いち撃げきをくれてやったぞ」

「あー……まあ、約束だからな。言えよ」

　拓たく真まは〝雪ゆき風かぜ〟をさやに戻もどして、横おう柄へいにあごをしゃくった。

　暁も細剣レイピアをおろし、

「二度とくだらん詮せん索さくをするな」

　怒いかりを押し殺すような声でそう言った。

「嫌いやならごまかせばいいのに。正直に答えるあたり律りち儀ぎな奴だな……っと」

　あきれ声で言いつつ、さりげなく地面を蹴ける。軽い踏ふみこみから生じる常じよう軌きを逸いつした推すい力りよくが拓真の体を一いつ瞬しゆんで暁の眼前へと運んだ。暁の反応も見事なもので、飛び退のきつつ右手は細剣の柄つかにのびている。だが、一いつ手て遅おそい。その手首を、拓真はすでに左手で押さえている。そしてがら空きの顔面を、右の拳こぶしで殴なぐりつけた。

「ぐあッ」

　と、小さくうめいて暁の体が倒たおれる。すばやく上体を起こして膝ひざ立だちになり、切れた唇くちびるからにじんだ血を袖そでで拭ぬぐいながらきっと睨にらみつけてきた。

　青い光を帯びた瞳ひとみをまっすぐに見返して拓真は冷然と告げる。

「くだらねえ秘密主義なんざやめろよ。勘かん違ちがいしないでほしいが、これは命令だ」

「ならもう一撃を返して、取り消させてやろう」

　暁の言葉が終わると同時にマスティマの大おお鎌がまが一いつ閃せんした。髪かみ先さき三さん寸ずん。腰こしを落として回かい避ひした拓真が左足を前へ。左腕うでをまっすぐに突つき出す。裂れつ帛ぱくの気合いとともに最短距きよ離りの突きが天使の腹部を貫つらぬこうとした。

　異変が起きたのはそのときだった。

　マスティマの銀色の装そう甲こうが黄金色に輝かがやいたのだ。そのあまりの美しさに思わず視線が吸い寄せられる。一面の黄金景色の中に浮かぶ白しろ十じゆう字じ。それが象しよう徴ちようするのは正義であり、奇き蹟せきであり、権力である。とたん、電撃に打たれたような衝しよう撃げきが拓真の脳のう髄ずいを駆かけ抜ぬけた。

　天使を貫つらぬかんとする攻こう撃げきの意志がひるがえって、強きよう烈れつな罪悪感を胸のうちに生じさせたのだ。魔ま力りよくが乱れ、経けい穴けつから逆流し、暴れ狂くるう。

　その暴走を自覚して、拓たく真まは、やばい、と思う。

　どうしようもなく自分が許せず、自分を打ちのめしたい感情にとらわれていることに気づく。そこで拓真は、突つき出しかけた腕うでを引いて、真横に跳とんだ。逃にげた。すると急激に体は軽くなり、脳内を冒おかす妙みような感覚も消え去り、数メートルほども瞬しゆん時じに離はなれることができた。

　だが、平静ではない。そんな余よ裕ゆうはない。

　びっしりと汗あせをかいている。フルマラソンを走った後のように荒あらい息を吐はいている。尾おを引くような怖おそれが頭の奥にこびりついている。

　マスティマの装そう甲こうはすでに白銀に戻もどっている。

　しかし拓真は呼吸を整えながら、訊きかずにはいられない。

「なんだいまのは……催さい眠みん術じゆつ？　洗脳の一種……か？」

「貴様は本当に勘かんのイイ奴やつだ。これも、たったの一度で理解できるのか。さすが〝叡えい智ちの悪魔〟に見み初そめられただけはあるということか」

「こら」

　暁あきらの背後から唐とう突とつに声がすると、その頭にがすっと名めい簿ぼが落とされた。

「な……」

　愕がく然ぜんとした顔で暁が振ふり返る。直前まで誰だれもいなかったはずのそこにはいつの間にか影かげ縫ぬいが立っていた。

「玖く珂が暁くん。いまのは完全に殺しにきている能力だ。練習試合にはふさわしくないよ」

　影縫は穏おだやかな口調で暁を咎とがめた。

　それから茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしている拓真のほうを向いた。

「いまのは〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟。天使マスティマの能力だよ」

「なんだそれ」

「天使マスティマは人間の敵意と悪意を試ためす存在だ。白しろ十じゆう字じ教きようの神への信しん仰こうや善性を試して、不可と断じた者を罰ばつする。その黄金色の姿を見た者は、敵対意志そのものを反射され、魔力経路と精神をずたずたに破は壊かいされる──対異教徒に特化した最強クラスの天使というわけだ」

「おいおい……反則級だな」

　拓真の口から乾かわいた笑えみがもれる。

「もしかして〝聖霊ミスラ〟より強いんじゃないか？」

「いや。それはない」

　影縫は首を振ふる。

「〝聖霊〟はあらゆる霊れい体たいの上位に君臨する。他ほかの霊体の能力による支配はいっさい受けない。あれは別格の存在だよ。暁くん、危険なわざを使ったペナルティとして、ひとつネタバレさせてもらおう」

「……好きにしろ」

　暁あきらが憮ぶ然ぜんと言い放ち、影かげ縫ぬいは長い指をマスティマに向けた。

「一見すると手のつけようのない能力だが、マスティマにも弱点はある」

「弱点……敵意と悪意の反射ということは……意志のない敵には通用しない……か？」

「そのとおり」

　影縫は軽く指を鳴らした。

「敵意も悪意もなく義務として無感情のまま暴れている霊れい体たいがいたとしたら、〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟で殺すことはできない。当然、神への信しん仰こうも善性も備えた白しろ十じゆう字じ教きよう徒とや天使も倒たおせない。たとえば空くう爆ばくや大規模魔ま術じゆつや広域呪じゆ術じゆつなんかの無差別攻こう撃げきに巻きこまれてもアウト。あるいは実力差が大きく、マスティマを敵と見なしていない者がいれば……やはり、勝てないだろうね」

「相性、か」

「そういうことさ。これを拓たく真まくんに教えた意味はわかるね、暁くん？」

「死ね、仮面男」

「まったくあいかわらず口の悪い……あの能力は祓ふつ魔ま師しの精神を崩ほう壊かいさせる。きみにとっても、拓真くんは壊こわしていい人材じゃないはずだ。もうすこし冷静になりたまえ」

「…………」

　諭さとすような影縫の言葉に暁は無言で返した。

　細剣レイピアを腰こしに戻もどしてマスティマを消失させると、暁は颯さつ爽そうと歩き出した。拓真の横を通り過ぎるとき、聞き逃のがしてしまうほどの小声でささやいた。

「貴様の言げんも一いち理りある。だが次に顔を殴なぐったら殺す」

　それに対して、拓真は気き丈じような笑えみを浮かべ、

「ああ……楽しい試合だったぜ」

「ふん。負まけ惜おしみを」

「ヒット回数は俺のほうが上だ」

「ほざけ」

　などと子どもじみたやりとりを繰くり返す。

　そうして、闘とう技ぎ場じようにて開かい催さいされた緊きん急きゆうの練習試合の時間はあっという間に過ぎていった。
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　練習試合が終わり、昼休みになると、拓真はミトラと翠すい花かと一いつ緒しよに学生食堂へ向かった。

　霧きり状の聖水噴ふん射しやで体を清め、各宗教ごとに最適化された券売機で食券を買う。完かん璧ぺきに聖別された食材を各自の文化に基づいて食せる空間。それが祓ふつ魔ま学園学生食堂のコンセプト。

　聖別食材は旨うま味みになんら貢こう献けんしない。規則的な摂せつ取しゆによって魔ま力りよくの質と量に好こう影えい響きようを及およぼす。だが血筋と天てん賦ぷの才で祓ふつ魔ま師しとしての能力の八割は確定するといわれている現在、ご利り益やくなどささいなものでしかないが。

「……ふう」

　食事を始めるやいなや、ミトラはため息をついた。

「どうした？」

「いえ、たいしたことでは……ただ、わたしって本当に弱くって、だめだめだなって」

　世界最強の祓魔師はしみじみとそう言いつつプチトマトを口に放ほうり、酸すっぱい顔をした。

　拓真はなんの冗じよう談だんかと苦笑を浮かべる。

「自信を失なくす必要はない。〝聖霊ミスラ〟が使えればミトラが一番強い。得意分野を禁止されて、それでも戦える奴やつなんて一ひと握にぎりだ。俺も霊れい体たいを絶対に使えと言われたら無能だしな」

「やーい、無能ー」

　ここぞとばかりに茶々を入れる翠すい花かに拓真は冷たい眼まな差ざしを向ける。

「二体も霊体を使って俺を倒たおせない無能がなにか言ったか？」

「うなっ！　なんかすっごいむかつく言い方なんだけど!?」

　怒いかり狂くるう翠花を無視して、拓真はミトラのかたわらに置かれた祭さい壇だんに軽く触ふれた。

「真ま面じ目めな話、いまのミトラだってじゅうぶんに俺より優すぐれたところがある。マイトレヤ教徒だっていうのに、宗教関連の授業に平気でついて行ってる」

「まだ授業が始まったばかりですし、教科書の内容もまだそれほど難しくないのですよ」

「……いや、俺はさっぱりだった」

「拓たく真まの場合は無宗教主義なのですから、しかたないかと……」

「うーん。あたしも厳しかったかも」

　拓真にやりこめられてから不ふ機き嫌げん顔でハンバーグ（三日連続本日二度目）を食べていた翠花が、ふいに言った。

「日に本ほん神しん道とう系の授業も最初から民俗信しん仰こうと文化のかかわりとか、難易度の高い内容だったしね。民俗信仰って土地ごとに微び妙みように風習が違ちがったりするから、鹿か児ご島しまとか四し国こくあたり由来の宗派についてはちょっと……他ほかの宗教になると予習復習してもきついかも」

「あー、オーケー。わかった。ストップ。頭が痛くなってきた」

　宗教っぽい会話の連続に拓真はたまらず音をあげた。

　午後に退たい屈くつな座学が待ち受けているだろうに、食事時にまでそんな話は聞きたくない。

「ミトラちゃんも異教の授業は難しいんじゃないの？」

　翠花の問いにミトラはすぐに首を振ふった。

「はい。ですが、どの宗教もとても奥が深くて……とても興味深いです」

「嫌いやになっちゃわないんだ。マイトレヤ教の授業はないのに」

「いえ。わたしはどの宗教のこともきちんと理解したいと考えているのですよ。どの授業も同じ……大切な一歩なのです」

　聖女然とした清らかな笑えみを浮かべてミトラは断言する。唇くちびるの端はしにご飯つぶがくっついていなければ、とても様になっていただろうに。

　それからえっへんと胸を張って、

「ですがわたしにだって計算というものはあるのですよ。七しち聖せい人じんになり全会一いつ致ちでマイトレヤ教を再興するには他ほかの教団の方々の信を得なければなりませんから。歩み寄ってもらうために、わたしからも歩み寄ろうという狙ねらいです」

「それは計算っていうか……」

「ただイイ子なだけよね」

　拓たく真まと翠すい花かは苦笑を向け合った。

　添そえ物もののレモンを食はんでふたたび酸すっぱい顔をしながらミトラが続ける。

「勉強ができると評価してもらえるのは素す直なおに嬉うれしいですが……それでも、足りないのです。拓真やスイカがあんなに傷ついて戦っていたのに、なにもできなかったのが歯がゆいのです」

　すると翠花が口の中に食べ物を詰つめこんだまま、「ほおねえ」と相づちをうった。一いつ瞬しゆんだけ喉のどを詰まらせかけて真っ青になり、あわてて水で流しこんでげほげほと咳せきこんでから、

「んっ、んっ……ミトラちゃんの気持ちはすっごいよくわかるよ」

「？　でも、スイカはすごく強いです」

「いや拓真に比べたら全然よ」

「そうだな」

「あんたが肯こう定ていすんな！」

　盛大につっこんで、翠花はさらに続ける。

「あたしも早く強くなりたいっていっつも思ってるもん。二人でがんばって、いつか拓真をぶっとばしちゃおう！」

「ふわっ。わたしは拓真を倒たおしたいわけではないですよ……っ!?」

「よし決定。拓真ァ、覚かく悟ごしてなさいよっ」

　ぶんぶんと首を横にふりまくるミトラの肩かたをぐっと抱だいて、翠花は指を突つきつける。

　拓真はそれをあきれた目で見返して、

「はいはい。いつでも結構。挑ちよう戦せん歓かん迎げい」

　なげやりでそう答えてからふと目を瞬しばたたかせた。

　牛ぎゆう丼どんをつついていた箸はしの先せん端たんをミトラのほうへ向けて訊たずねる。

「そういや〝聖霊ミスラ〟って神かみ喰くらいと空間制せい御ぎよ以外の能力はないのか？　たしかにそれだけでも強すぎるんだけど……どうにもそれだけとは思えないんだよな」

　霊れい体たい同士の実力は単純には比ひ較かくできない。物理特化の白しろ十じゆう字じ教きようの天使、呪じゆ術じゆつ特化の蓮れん教きようの仏、高知能で作戦行動に秀ひいでた太たい陽よう教きようの知的精せい霊れい、自然干かん渉しよう力特化の自然信しん仰こう系宗教の精霊。といった具合にそれぞれ得意分野が異なるだけでなく、個体同士でも相性の良し悪しがある。

　神かみ喰くらいと空間制せい御ぎよだけでは、まだ〝聖霊ミスラ〟を突とつ破ぱする抜ぬけ道みちがありそうなものだ。

「ええと」

　ミトラはすこし考えて、

「実はわたしもよく知らないのです。本来〝聖霊〟には七つの能力があるはずなのですが、わたしが契けい約やくしたときには神喰らいと空間制御魔ま術じゆつしか使えませんでした。〝聖霊〟は、人々の信しん仰こうによって聖なる力を蓄たくわえ、人々に奇き跡せきを還かん元げんする……と、教典には書かれていますが」

「信者が増えると強くなるってことか」

「おそらくは。断言はできませんが」

「そういえば、マイトレヤ教の信者の位階だっけか？　あれも七種類あるって話だよな」

　ミトラはうなずく。

「花はな嫁よめ、兵士、大烏クロウ、獅し子し、民たみ、太陽の使者、父の七位階ですね」

「それらと能力が紐ひもづいてる可能性はあるな。教典の中に手がかりになりそうな記述は？」

「ええと、信者組織についての記述はですね──」

　そう言ってミトラは目をとじた。すうはあと呼吸を整えて厳おごそかに口をひらく。

「父と花嫁が聖なる契ちぎりを結んだとき、新たな光が生まれた。獅子と兵士は母なる神の現うつし身みを顕けん現げんさせ、神々の死と復活を祝い、父の御おん前まえに聖なる牡お牛うしを捧ささげた。明くる日、太陽の使者に従う大烏は四枚の羽で羽ばたき呪のろわれた地を清め、天にはふたたび太陽がのぼった。太陽がもたらした豊かな大地で民たみは果実を収しゆう穫かくする。民は神々に感謝し、その行ないを真ま似ねた。ミスラの友たる大烏がまず天界へと羽ばたき、父との別れを惜おしんだ花嫁は光に導かれ天に招かれた。兵士と獅子は神々の生死を見届け天への道を往ゆき、民は太陽の使者によりすくわれた。父は光とともに最後までそこにあった──と、こんなところですね。すこし長いですが」

　朗ろう々ろうと言葉を紡つむいでいたミトラは目をあけると照れたように頬ほおを赤らめた。

　しかし拓たく真まの表情は真しん剣けんだった。聖句の羅ら列れつは苦手だが、そこに祓ふつ魔ま師しとして重要な意味が含ふくまれているとなれば、聞き流すわけにはいかない。

「神の死と復活って言葉からして、神喰らいは獅子か兵士……か？　光で導かれたというのは極ごく彩さい色しきの光に触ふれた対象を瞬しゆん間かん移動させる、空間制御の力を表してるような気もするが」

「他ほかのはよくわかんないわね」

「そもそも、信者の数と能力の数が一いつ致ちするなら、いま能力がふたつあるのは変……だな」

「はい……なので、本当に信者の位階に紐づいているかどうかは、入信儀ぎ式しきをやってみないとわからないです」

　しょんぼりと肩かたを落とす。頭のリボンもしゅんとしおれている。

「それに新しい能力を発現させても、使用が許されるとは思えません。明確な禁きん忌き事じ項こうとするには具体的な能力の内容を定義した上で七しち聖せい人じんの会議によって聖約書テスタメント・ロールを作る必要がありますから、それまでの間は使えますが……」

「まあ、使用が確かく認にんされた時点で新たに禁止されるのが目に見えてるな。一発限定だとしても〝聖霊ミスラ〟の力は凄すさまじいが……そればっかりに頼たよってはいられない」

「もどかしいです……あのっ」

　ミトラはテーブルに身を乗り出して拓たく真まの袖そでを握にぎった。潤うるみを帯びた緋ひ色いろの瞳ひとみで訴うつたえる。

「わたしは力不足です。迷めい惑わくをかけてしまいます。なので、せめて拓真は無理をせずに──」

「ミトラ」

「は、はいっ」

「座ってくれ。人の目がある」

「はうっ!?」

　拓真が淡たん々たんと指し摘てきするとミトラは周囲の注目を集めていることに気づいて赤面した。弾はじかれたように手を離はなして座り、沸ふつ騰とうせんばかりに顔面真っ赤にしてうつむいてしまう。

　恥はじをかかせてしまったかなと心配しつつ、拓真は大おお真ま面じ目めな顔で口をひらいた。

「慢まん心しんと臆おく病びようは寿じゆ命みようを縮める。無理が生存率を上げることもあるんだ。俺が戦せん闘とうで無理をするのは生き残るため。そして仲間を生き残らせるため。悪いがミトラの頼たのみはきけない」

「拓真……」

「あー。ごほんごほん。盛りあがってるところ申し訳ないんだけどさー」

　翠花がわざとらしく咳せき払ばらいをする。心なしかつまらなさそうな顔をしていた。そして、その自然な表情のまま声だけを小さくして、

「なんか見られてる感じがするんだけど、二人は気づいてる？」

「えっ」

「見回しちゃダメよ。こういうときは、こっちが気づいたことを悟さとらせないほうがいいわ」

　翠花が制するとミトラは首の動きをぐっとこらえた。

「拓真は、どう？」

「俺たちが食堂に入る前からずっと見られてるな。もともと他ほかの聖職者の視線は集まってたんだが、その中に敵意に乏とぼしい視線がひとつ混ざってる」

「やっぱり……」

「敵意がないのであれば、問題ないのでは？」

「いや、それなのに監かん視ししていて、気配を悟さとられないように意識してるんだよ。他の奴やつが敵意むき出しだから、逆に、ものすごい違い和わ感がある」

「なるほど……」

「拓真からは見える？　その視線の主」

「ああ。さいわい、顔を動かさなくてもいい範はん囲いに、いるな」

　拓たく真まは目の形も表情も変えずに遠くを見み据すえた。学生食堂の人ごみの奥。生徒たちの間に埋うもれるようにさりげなく、一人の教師が壁かべ際ぎわで紙パックのジュースを飲んでいる。黒くろ縁ぶち眼鏡の奥の鋭するどい目で、じっと、拓真たちを見つめている。

　濃こい色の髪は味気ないボブカット。女性らしい曲線を描えがく体を修道服に包んでいる。

「白しろ十じゆう字じ教きよう関連の授業を担当してる教師だな。モニカ・クレメンティ……と自己紹しよう介かいしていた女で間ま違ちがいない」

「モニカ先生、ね。あー、うん、納なつ得とくかも」

　翠すい花かが言葉を濁にごしつつ、うなずいた。

　拓真は眉まゆをひそめる。

「納得？」

「あの先生、白十字教の教皇派でさ。教皇派の中でも反マイトレヤの向きが強いグループに属してるって話なのよね。そもそも擁よう護ご派自体が少ないけど……なににせよ信用はできないわ」

　翠花の言葉に拓真とミトラも深くうなずいた。




　　　　＋　＋　＋




　濃い霧きりの幕の中を五つの影かげが駆かけていた。強い防護結界の施ほどこされた強化祭さい服ふく。呪じゆ的てき防ぼう御ぎよ力りよくを極限まで高めた蓮れん教きよう衣い。知的精せい霊れいとの霊的結合を実現する特とく殊しゆゴーグル。呪じゆ符ふがべたべたと貼はられた干かん渉しよう拒きよ否ひの巫み女こ装しよう束ぞく。それぞれ完全に武装した祓ふつ魔ま師しが四人だ。

　残りひとつの影は人のものではない。形は人に似ているが、小人ほどのサイズであり、全ぜん裸らの体は真っ青だ。生せい殖しよく器きの類たぐいはない。性別を持たない存在──太たい陽よう教きよう徒との契けい約やく霊体。知能を有し、自らの意思で行動する知的精霊と呼ばれる霊体だった。

　彼らは聖せい職しよく者しや協きよう会かいから派は遣けんされたプロの祓魔師チームである。白しろ十じゆう字じ教きよう、蓮れん教きよう、太陽教、日に本ほん神しん道とうから一人ずつ選出され、数多あまたの悪魔契約者を屠ほふってきた精せい鋭えい中の精鋭だ。

　無言のままに風のように霧む中ちゆうを走りつづける。無人の白十字教区を抜ぬけていく。目的地は、濃のう霧むの発生箇か所しよと推すい測そくされる岬みさきの教会だ。

　視界は完全にふさがれているが祓魔師たちは正確にその場所へと向かっている。先頭を行く知的精霊は地図情報を正確に記き憶おくし、主を導いていく。あらゆる電波を遮しや断だんし、ＧＰＳの機能や連れん絡らく手段を封ふうじる霧であっても、知的精霊が記き憶おくした情報は消去できない。

　そのとき、四人は同時に四方へと跳とんだ。太陽教徒は知的精霊の足をひっつかみ、十字路の陰かげへと身をひそめる。

　彼らの進行方向で黒く巨きよ大だいな影がゆらめいていた。

　空気に混じるのは血けつ臭しゆう。

　強きよう烈れつな、違い和わの気配。

　丸みを帯びた輪りん郭かくが蠕ぜん動どうする。

　先せん端たんの部分が小刻みに動く。

　ぎち、ぎち、と。適度な粘ねん性せいのある硬かたいものがひきつれるような音。

　その影かげの先端から、ごとりと丸いなにかが落ちる。傾けい斜しやした道を、そのなにかは喜劇のように転がって、白しろ十じゆう字じ教きよう徒とのつま先で止まった。

「……」

　熟じゆく練れんの祓ふつ魔ま師しは声をあげない。しかし表情にはかすかな驚きよう愕がくが浮かんだ。

　それは粘液にまみれ、じくじくと溶とけかけた頭ず蓋がいだった。

　四人は無言で視線を交かわし、うなずく。

　次の瞬しゆん間かんには白十字教徒の背後にスリムボディの白銀の天使が立っていて、腕うでに装着したクロスボウから放たれた矢が、黒い影へと飛来した。同時に蓮れん教きよう徒との仏が金こん剛ごう杵しよを投げつける。金剛杵とは両端はしが槍やりの形をした仏具のこと。それが五本、黒い影を囲うように、五ヵ所。地面に突つき刺ささる。〝死の気配〟を特定空間内に留とどめる結界だ。

　矢が黒い影の中心に吸いこまれた。ぶるりとふるえて、影は崩くずれ落ちた。

「やったか？」

「いや待て。知的精せい霊れいがなにか言ってる」

　太たい陽よう教きよう徒との腕の中で青い肌はだの小人がもがいている。小さな指が前方をさしている。

　あっ、と声をもらしたのは誰だれだったか。

　黒い影の中からさらにもうひとつの影が、びゅっ、と弾だん丸がんのように飛び出していた。

「闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハ！」

　巫み女こが霊体の名を小声で叫さけんだ。霧きりの中から唐とう突とつに現れたのは長い胴どう体たいを持つ藍あい色いろの龍りゆう。

　この数瞬の間に、なんらかの霊枢核コアを用いて具ぐ象しよう魔ま術じゆつを使った形けい跡せきはない。それもそのはずで、この龍は、作戦行動開始の時点ですでに呼び出されていたのだ。

　闇御津羽神は日本神話でも語られる水の神。雨を司つかさどる龍神である。

　濃のう霧むの中に溶とけこみ、大気中の水分に異物が混入していないかを探さぐりつつ、周囲の警けい戒かいにあたっていた。その闇御津羽神が強きよう靭じんな牙きばで小さな影に食らいついた。

　龍はぐるりと旋せん回かいして祓魔師たちのもとへと舞まい降りる。

「よくやった」

　と巫女は角の間を撫なでさすった。

「おいこっちにきてくれ。こいつが怪かい物ぶつの正体みたいだ」

　蓮教徒は、黒い影のかたわらに立っていた。

　横たわるのは巨きよ大だいな芋いも虫むしだった。五メートルほどの大きさで、ぴくりとも動かない。頭に空くう洞どうのような大きな穴があり、赤くよごれた細かい歯がならんでいる。その不気味な体に手をあて、知的精霊はふるふると首をふった。

「完全に絶命しているらしい。悪あく魔まならば具ぐ象しよう魔ま術じゆつが解かれるだけのはずだが」

「実体を持つ正しよう真しん正しよう銘めいの生物なのだろうか？」

「あるいは自然干かん渉しよう能力の一種で生物を変異させられる悪魔……か」

「見て。こっちも悪魔じゃないみたい」

　闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハの口から地面に吐はき出されたのはひょろ長いみみずのような虫だった。

　ふつうよりもやはり大きいが、寄生虫である。

　先せん端たんに細長い針がついていて、緑色の粘ねん液えきをたれ流していた。

　話し合い、状じよう況きようを分ぶん析せきする四人は冷静そのもの。さすがに精せい鋭えいの祓ふつ魔ま師しというほかない。彼らは聖せい職しよく者しや協きよう会かいでも指折りの実力者であり、祓魔師としての能力は上からかぞえたほうが早いくらいの、達人の集団だった。

　しかし彼らは熟じゆく練れんした祓魔師ゆえに気づけなかった。

　寄生虫の分ぶん泌ぴつした緑色の液体が仲間を呼び寄せるホルモンを大量に含ふくんでいたことに。魔力の流れを注視できても、現実世界に当たり前に存在する目に見えない機能には疎うとかったのだ。

　むかでなどの体液が仲間を呼ぶのは有名な話だが、相手がそれよりも遥はるかに大きな怪かい物ぶつだという事実が、彼らに失念させた。

「……！　囲まれてる……だと……!?」

　一人がハッと顔をあげたときには、もう遅おそかった。

　左方、右方、上空。無数の影かげが、ひしめいている。影はどれも異なる形をしていて、空を飛ぶもの、這はいつくばるもの、うねるもの、四足で歩くもの。さまざまであった。

　四方八方から翅はねを擦こすり合わせる音が響ひびき、うぞうぞと地を這う音も合わさっている。

「一匹じゃない……虫の悪魔ではなく、虫を操あやつる悪魔か」

「考えてる場合か。交戦準備だ！」

　スリムボディの天使が両腕うでを水平にかかげた。左右ひとつずつのクロスボウには、むりやりに計十本の矢が装そう填てんされている。

　ひゅん、という風切り音とともに矢は複数の虫を同時に貫つらぬいた。腕の装そう甲こうがぱかりとひらき、歯車の機き巧こうに押し出された矢が自動的に装填される。ふたたび、射出。一発一発が強力な矢の連射が巨きよ大だいな虫をつぎつぎと蹴け散ちらしていく。

　しかし虫の数はいっこうに減らない。どこからともなく湧わいて、押し寄せてくる。仲間の死し骸がいを拾いあげて盾たてにし、徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめてくる。

　仏がふたたび金こん剛ごう杵しよを投げようとした。陣じんを張り、外敵を排はい除じよする強力な結界を張るつもりでいたのだ。

　しかし金剛杵が手元を離はなれる寸前、仏の頭が首の部分からちぎれ飛んだ。超ちよう高速で仏の顔をもいだ虫の姿を目にして、蓮れん教きよう徒とはあっと声をあげる。

　それは鋭えい利りな翅を持つ斑まだら模様の蛾がだった。スズメガと呼ばれる種類に似ているが、規格外の大きさは明らかに自然の産物ではありえない。トンボやハエとならんで最速の虫の候補にあがるほどのスズメガが、人間を超こえた質量を持つ──それは怖おそろしいことだった。

「……!?」

　次の瞬しゆん間かん、蓮れん教きよう徒との首から上が消えていた。血しぶきをあげて、残された体がよたよたとよろめき、やがてどさりと倒たおれこむ。すこし離はなれた場所に驚きよう愕がくの表情を浮かべたままの蓮教徒の頭がぼとりと落ちてきた。

　祓ふつ魔ま師したちはうろたえる。

　残り三人の祓魔師にもなにが起きたのかは理解できた。かろうじて、見ることはできた。

　スズメガは特別なわざを披ひ露ろうしたわけではなかった。蓮教徒の顔面に突とつ進しんしただけ。ただし虫が質量に見合った速さを獲かく得とくした場合、その威い力りよくは弾だん丸がんを凌りよう駕がする。

　天使がスズメガに向けてクロスボウを乱射した。スズメガは縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回って攻こう撃げきを避さける。その背後。霧む中ちゆうからにゅっと闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハが顔を出した。龍りゆうの牙きばが蛾がを貫つらぬこうとする。

　ところが今度は横合いから飛んできた巨きよ大だい蝿ばえが龍の胴どう体たいにぶつかった。闇御津羽神はもんどりうって地面に落ちる。

　これを機と言わんばかりに、虫の軍団はいっせいに突撃を開始した。大量の虫が黒い濁だく流りゆうのように押し寄せて、天使の体をあっという間に埋うめ尽つくす。龍の肉体にも羽虫や巨大蝿が群がって、大気に溶とけこむ力も使えない。

「これまでのようだな」

　諦てい念ねんの息をもらしたのは太たい陽よう教きよう徒との男だった。

「が、ただでは死なん！」

　彼はポケットから一枚の天てん正しようかるたを取り出すと、道の端はしに放ほうり投げた。祓ふつ魔ま学園理事長である影かげ縫ぬいの扱あつかう下級悪魔、妖精ゴブリンの〝道案内フインガーポスト〟がかけてあるカードだ。

　さらに知的精せい霊れいがスズメガをも凌りよう駕がする速さでもときた道を駆かけ戻もどっていく。

（俺が死ぬ前に霧きりの外に出るのは不可能だろう。しかし、いくつもの中ちゆう継けい地点にべつの太陽教徒の知的精霊が待機している。伝言ゲームになるのは賭かけだが、しかたない）

　天使と闇御津羽神の動きも変わった。虫を倒たおすのではなく、祓魔師を護まもる陣じん形けいになる。

　死を悟さとった彼らは己おのれのすべきことを優先していた。

　時間を稼かせぎ、確実に霧の外へと情報を届ける。

　後続の祓魔師がすこしでも有利に戦えるように支し援えんする。

　彼らの頭にあるのは、ただそれだけだった。

「せいぜい食事を楽しめばいい。必ずや我らの仲間がおまえらを裁く」

　祓魔師たちが気き丈じような笑えみを浮かべる。

　そんな彼らの肉体を大量の虫があっさりと押し潰つぶした。
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　早朝。朝訓練を終え自室に戻もどると、朝食までまだ時間があるからと拓たく真まはベッドに転がった。右手首の数珠じゆずをぼんやりと眺ながめた。大おお粒つぶの珠たまがなにかを訴うつたえかけるように紫むらさき色いろに淡あわく光る。

　ふと八年前の光景が脳裏に浮かんだ。

　小こ悪あく魔ま的な、すみれ色の少女の顔。悪魔の口がささやいたのは、拓真の呪のろいがやがて大切な出会いを壊こわすかもしれないという不吉な予言。そして、呪いを解きたければ自分を求めろ、という意味深な言葉だ。

〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタの目的はなんだ？

　どうしてあの日、彼女は拓真を呪い、解かい呪じゆのすべを教え、姿を消したのか？

（玖く珂がの奴やつの言葉も気になる。人類が十二月二十五日から三十一日までの七日間で滅ほろびるって……？　あいつの母親がヴィオレッタかもしれない……って？）

　ひとりでに薄うすい笑いがもれる。ばからしいと思えたのだ。

　暁あきらの世よ迷まい言ごとに対してではない。いまだに世迷言の可能性を疑っている自分に対して、だ。

（霊れい体たいは異界の怪かい物ぶつ。奴らの操あやつる異能はこの世界の原理に縛しばられない……時間軸じくに干かん渉しようできたとしても不思議はない。あいつの言うように人類が滅ほろびるという結末はたしかに存在するのかもしれない。問題は、玖珂以外に誰だれもそれを観測できないこと……か。ヴィオレッタについては、もうすこし情報を集めてから、だな。しかし、まあ）

　拓真は暁の無愛想顔を思い浮かべ、唇くちびるをまげた。

（俺が白しろ十じゆう字じ教きよう徒となんかと協力するなんてな。ここにきたばっかりのころは、教会の鐘かねの音だけでもイラついてたっていうのに）

　と、心の中でつぶやいて、拓真ははっとした。

「教会の鐘……？」

　拓真は上半身を起こして窓の外を見る。そういえば、今日は礼拝の鐘の音が聞こえなかった。

『ひゃあッ！』

　どこからかミトラの悲鳴が響ひびいてきた。

『たっ、拓真っ、拓真っ、たたっ、助けてくださいっ』

　遠くからあわただしい足音が凄すさまじい勢いで部屋に近づいてくる。

「どうした!?」

　拓真は血相を変えてベッドから飛び起きた。不ふ審しんな気配は感じていなかったのだが、ミトラの様子は尋じん常じようではない。拓真はすぐに廊ろう下かへ飛び出すべくドアをあけ──

　限りなく裸はだかに近い少女がそこにいた。

　濡ぬれた銀色の髪かみ。雪色の肌はだと緋ひ色いろの瞳ひとみ。華きや奢しやな体にはタオル一枚。どう見ても風ふ呂ろの途と中ちゆうか風呂あがりといった格好のミトラが、拓たく真まの部屋に飛びこもうとしていたのだ。

「えっ!?」

「なっ……」

　さすがの拓真も完全にふいをつかれた。とっさに避さけることができず、

「はにゃっ!?」

　正面衝しよう突とつ。足あし腰こしの強い拓真はその場に踏ふみ止とどまったが、反対にミトラは弾はじかれて、後頭部から倒たおれそうになる。それを防ぐべく、拓真は手をのばす。倒れゆくミトラの背中に腕うでを回し、そして、倒れる勢いと重力に負け──ふたりまとめて廊ろう下かに倒れてしまう。

「あう……い、痛いです……」

「悪い……大だい丈じよう夫ぶだったか？　って……ぐっ……!?」

　拓真の頬ほおがわずかにひきつった。

　精せい緻ちな西洋人形のように綺き麗れいなミトラの顔が目と鼻の先にあった。火ほ照てった体から立つ湯気や吐と息いきが石けんの甘い香かおりを運んでくる。

　しかも、不幸にもタオルの前の部分がはだけてしまっていた。
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　完全に押し倒した格好である。ミトラの無防備な姿に一いつ瞬しゆんだけ見とれていた拓真は、はっと我に返った。右手首の数珠じゆずがかすかに鳴動を始めていたのだ。

　まずい、知りたくなる。と、拓たく真まは思った。

〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいは「知りたい」という欲求──知識欲の発生に反応する。そして、その欲求を無む尽じん蔵ぞうに増ぞう幅ふくさせようとしてくる。

　当然、性的な興味、関心も例外ではない。

　ふだんは呪いを刺し激げきしないように意識している。知的好こう奇き心しんを抱いだかないよう、自制している。しかし拓真も十五歳の高校一年生だ。他ほかのあらゆる男子と同じように、いったん意識してしまえば、そういう状態になることもある。

　サヴァトリィなんかは、拓真の自制心を鍛きたえるためにわざと（と彼女は言っているが、実際のところはただ面おも白しろがっているだけかもしれない……）胸を押し当てたりしてくるが、意図があるとわかっている件と、今回の件は、まるで意味が違ちがう。

「どうしたので……あっ」

　ミトラの目が見開かれる。

　雪色の頬ほおがまたたく間に赤く染まっていく。

「え、えと。えっと……わ、わた、わたし……」

「わ、悪い。事故とはいえ、本当に申し訳ない。あー、えーと、すぐに──」

「ミトラちゃーん。大だい丈じよう夫ぶ？」

　体をどかそうとした拓真の耳に届いたのは翠すい花かの声。

「どうしたの？　珍めずらしく大きな声だしたりし……て……」

　廊ろう下かの角を曲がってきた翠花が拓真とミトラの姿を見てびきりと表情を凍こおりつかせた。

　制服の上にエプロンをつけて、いかにも調理中にあわてて駆かけつけたという様子だ。持っていたおたまをぐにゃりと曲げて笑え顔がおを保ったまま怒ど気きを表現するという器用な芸当を見せる。

「拓真ァ……あんたはばかで無神経でひどい奴やつだと思ってたけど、まさかここまでだったとはね……早朝からミッ、ミトラちゃんを押し倒たおすなんて……」

「おいなにを誤解しているのか知らないが……その呪じゆ符ふはなんだ」

「問答無用！　お出いでませ──雷らい神じんッ」

　例のふともも付け根のケースから抜ぬき取った呪符を霊枢核コアとして使用し、翠花は狛こま犬いぬを呼び出した。さかだった黄色の毛からばちばちと怖おそろしいスパーク音が鳴っている。

「あほ！　こっちは濡ぬれてるんだぞっ。電でん撃げきを向けるなっ」

「ぬ、ぬぬぬ濡れてる!?」

　翠花の顔面が沸ふつ騰とうする。

「いっ、いやらしい！」

「おまえはいったいなにを言ってるんだ」

「神に仕える聖なる乙おと女めに破は廉れん恥ちな真ま似ねをするなんてっ、見み損そこなったわよ拓真っ。せめて苦しまないように殺してあげるわっ」

「す、スイカっ、落ち着いてくださいーっ!?」

　電でん撃げきの暴走する音とミトラの悲鳴が朝の洋館にこだました。




「……勘かん違ちがいで暴れちゃってごめんね。本当にごめんね、ミトラちゃん」

　数分後。ミトラの説得で正気を取り戻もどした翠すい花かは肩かたを落として何度も謝った。あやうく殺されかけた拓たく真まはやれやれと肩をすくめる。おそらくあの間合いならば翠花を永遠に黙だまらせるつもりで動けば対処できただろうが、それは拓真の本意ではない。

　結果オーライとはいえ、ひやりとしたのは事実だった。

「翠花はもうちょっと落ち着きを覚えろよ。そして人の話を聞け」

「あんたは死になさいよ。ばーか」

　ミトラに対してとは正反対の憎にくらしい顔でべーっと舌を出す。

　子どもか、というつっこみを口の中にしまいこんで、拓真はさてと前方に向き直った。三人がいるのは脱だつ衣い所じよ。目の前には浴室のドア。

「で、ミトラ。シャワーがおかしくなってるって話だよな？」

　拓真が訊きくと、ミトラは神しん妙みような顔でうなずいた。

「はい。途と中ちゆうまではふつうに使えていたのですが、いきなり真っ黒な水がどばーっと」

「いやいくらなんでもそんな……」

　話半分に聞きながら拓真は浴室に入る。そして。

「……うわ」

　目の前の光景に思わず声がもれた。

　浴室のタイルが黒ずんでいたのだ。シャワーヘッドから滴したたる水は真っ黒というほどではないが、ほんのすこし濁にごっている。

「すごいわね。なんか変なにおいもする」

「そうなのです。とてもびっくりして……霊れい峰ほう暮らしのころも、こんなことはありませんでしたから」

「オーケー。調べてみる」

「あっ、触さわっても大だい丈じよう夫ぶ、なのですか？」

「まあ、いきなり死ぬこともないだろ」

　心配そうなミトラへと軽く笑いかけると、拓真は屈かがみこんだ。左手で黒い水に触ふれる。左腕うでの紋もん様ようが熱を帯びたのと同時。脳内に徐じよ々じよに情報が流れこんできた。

　水の成分の中にどんな異物が含ふくまれているのか──

　十秒後。拓真はしかめ面つらになって小さくつぶやく。

「これは……ボウフラ、だな」

「ボウフラ……ですか？」

　ミトラがきょとんとして首をかしげる。

　拓たく真まは手のひらに黒い水をすくいあげて目の高さにかかげながら説明した。

「蚊かの幼虫だよ。水たまりとかにいるやつ」

「ああ、そういえば小さいころに見たことがあります」

「でもさー、拓真。こんなに大量に、しかもシャワーから出てくるなんて、ありえる？」

「水道管は水が流れているから、そんなに大量には湧わかないだろうな。ボウフラは動きのない水に湧くって聞いたことがある」

　拓真が淡たん々たんと説明すると、ミトラが感動したように緋ひ色いろの目を潤うるませている。

「とても詳くわしいのですね」

「あー。逢あい沢ざわの家ってかなり古い日本家屋なんだよ。庭には大きい池があって、ああいうところには湧きやすいんだって親おや父じが愚ぐ痴ちってたのを憶おぼえててな」

「あははっ。おじさまってめちゃくちゃ強いけど、虫は苦手なんだっけ」

「『おまえら虫を小さいと思って馬ば鹿かにしてるが、あいつらはやばいぞ。どんな毒を持ってるかわからないからな』とか偉えらそうに言ってたけど、ま、言い訳だな。家ん中で変な虫が出たらいつも兄貴か俺に取らせてたし……って、話がそれたな。悪い」

「いえ。拓真のことがわかって、楽しいですよ」

「そんな楽しい話か？　……まあいいけど」

　屈くつ託たくなく笑うミトラから視線をはずして、拓真はふたたび黒い水を見た。

「とにかくこんなに大量に湧くのは不自然だな。〝解析アナライズ〟の結果だと、あくまでもボウフラであって霊れい体たいってわけでもなさそうだし、祓ふつ魔ま師しや悪魔契けい約やく者の刺し客かくってわけじゃない……かもしれない」

「かも、ですか？」

「自然干かん渉しよう型能力の一種って可能性は捨てきれないわね」

　ミトラの疑問に翠すい花かが答えた。

　ミトラがまだ意味を汲くみとれずに首をかしげていると、翠花は人さし指をたてて説明する。

「たとえば風ふう神じんが自然干渉で風を操あやつっても、その風が持つパーソナルデータはそのへんの空気と変わらないの。だから拓真は風神の刃やいばを簡単に〝分解ブレイク〟できるのよ。自然干渉能力自体が、〝自然に起こることはほとんどないけどありえなくはない〟ことしかできないしね」

「なるほど……」

「待ってて。違い和わ感を探さぐってみるわ」

　自然干渉のエキスパートたる神しん道とうの巫み女こである翠花は手のひらをかざした。淡あわい魔力の光を通わせて、目を閉じたままじっとする。魔術の介かい入にゆうを漠ばく然ぜんとした違和感で推すい定ていしようとしているのだ。それを可能とする程度には、翠花は力のある祓魔師だった。

　やがて翠すい花かは曖あい昧まいな表情を浮かべて首をひねった。

「どうした？」

「うーん。なんか違い和わ感あるんだけど……ハッキリしないのよね……」

「こいつら自体が干かん渉しようされたわけじゃない、とか？」

「あっ。そう。そんな感じ。干渉されてるのはべつのなにかで、その影えい響きようが巡めぐり巡ってボウフラちゃんたちにきた……みたいな」

「それだ」

　拓たく真まはぱちんと指を鳴らすと、いきなり立ち上がった。

「た、拓真っ？」

「外を見てくる」

　困こん惑わくするミトラの脇わきをすり抜ぬけて、拓真は廊ろう下かを駆かけ抜ぬけ、洋館の外に出る。

　そのまま足を止めることなく、洋館の裏側がわへ。庭木を器用にのぼって枝に足をかけたまま、塀へいの向こう側に目を凝こらす。

「な……」

　目に飛び込んできた異常な光景に拓真は思わずうめいた。

　いくつかの建物と大きな道路をはさんだ先には白しろ十じゆう字じ教きよう区があるはずだった。しかし、誇ほこらしげな教会や礼拝施し設せつの姿はどこにも見えない。そこにはただ一面の白があった。

　沿岸部で騒さわがれていた濃のう霧む現象の話を思い出し、拓真はぞくりと背筋をふるわせた。中立区画が隣りん接せつしているのは白十字教区の北ほく端たんであり、現場からはかなり遠いはずなのに。

　霧きりはいつの間にか沿岸部どころか白十字教区全体を覆おおっていたのだ。礼拝施設の鳴らす鐘かねの音が聞こえなかったのは、すでに人が避ひ難なんしているか、機能していないのか。

　霧はまだ中立区画まではきていない。しかし時間の問題だろう。

　拓真は、ポケットの中からスマートフォンを取り出す。

　コールしようとした瞬しゆん間かん、本体がふるえた。画面には、まさに呼び出そうとしていた相手の名前が表示されている。

「霧の件か」

『話が速くて助かるよ』

　影かげ縫ぬいの声だった。

「うちのシャワーからボウフラの死し骸がいを大量に含ふくんだ水が出てきた。自然干かん渉しようを受けたかどうかは微び妙みようなところだが、ま、この異常な霧の中だ。一時的にでも生態系がおかしくなりかねないなにかが、あるんだろ？」

『うむ。ちょっと困ったことになっていてね』

　一いつ拍ぱくを空けて。

　ひどく深刻な口調で、影縫は言った。

『ミトラくんと翠すい花かくんを連れて、すぐに理事長室にきてほしい。理由は、あとで話す』




　　　　＋　＋　＋




　時刻はまだ七時。始業の一時間半前だが、祓ふつ魔ま学園の敷しき地ち内には大勢の人が詰つめかけていた。教室棟とう、実技棟、教職員棟のビルに三方を囲われた中庭広場に、私服姿やスーツ姿の一いつ般ぱん人が大人数、集まっている。避ひ難なん誘ゆう導どうされてきた中立区画の無宗教者たちだろう。

　白しろ十じゆう字じ教きよう区からきたと思われる祭さい服ふく姿の人々は、給仕活動に走り回っている。

　まるで災さい害がい時のような光景だ。

「拓たく真ま……いったい、なにが起こっているのですか」

　騒そう然ぜんとする人々を横目にちらとうかがって、ミトラが不安げに問う。

「わからない。まあ、ただごとじゃないのは間ま違ちがいないな」

「また……わたしのせいでしょうか。また、こんなにたくさんの人に迷めい惑わくを……？」

「あほ」

　こつ、とミトラの頭を小こ突づいて、拓真は下手な作り笑いを浮かべる。

「自分のしてないことまで責任を感じてたらキリがないぜ。単なる異常気象だとしても、悪魔契けい約やく者のしわざだとしても、おまえの責任なんかであるもんかよ」

「ですが、わたしへの襲しゆう撃げきの一いつ環かんだとしたら……」

　ミトラは目を伏ふせる。

「だとしてもミトラのせいじゃない」

「…………」

　うつむいたまま、ミトラは口をつぐんだ。緑色のリボンがくたりとしおれる。

　拓真はそれを黙だまって見ながら歩いていたが、もやもやした気持ちが胸の中に生まれ、渦うずまき、醸じよう成せいし……やがて耐たえられなくなって、銀色の頭に手を置き、わずかに顔を寄せた。

　そんないきなりの動きにミトラの背中の祭さい壇だんがからんと音を立てる。困こん惑わく顔のミトラの耳に口を近づけて、拓真は小さくささやいた。

「もっと前向きに考えてみろよ。不安がってる無宗教者がこんなにいるんだ。あいつらのために働き、不安をやわらげてやれば、マイトレヤ教に入信してくれるかもしれない」

「あっ。その発想はありませんでした。で、ですが、わたしのせいで迷惑しているかもしれないのに、わたしが得をするような行ないをして良いのでしょうか」

　まだ不安げなミトラに、拓真ははぁと深いため息をついた。

「マイトレヤ教は、人を助け導くことはできないのか？」

「そんなことありませんっ」

　拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめて言い切るミトラ。

「なら、互たがいのためになるんだから問題ない。たとえ今回の件がミトラを狙ねらったものだとしても、悪いのは敵のほうだ。結果的にまきこんじまった人間には他ほかのことで穴あな埋うめしてやればいい。それ以上の責任なんか取る必要はないし、取るべきじゃない。どんな罪だろうと、なにもかもを背負いこむなんて、俺は許さない」

　拓たく真まの口調は自然と強まった。

「おまえの優やさしさはすぐ自己犠ぎ牲せいに向かう。もうすこし柔じゆう軟なんになってみろよ」

「うう……そう言われましても」

「そういうところも美徳だが、人のためと思うなら、ひとつだけ心がけておけ」

　拓真の冷たい視線に射抜ぬかれてミトラはびくりと硬こう直ちよくする。

　不安げにおずおずとうなずいて緋ひ色いろの瞳ひとみでじっと拓真の顔を見返した。

　拓真はその目を見つめたまま、きっぱりと言う。

「信者でなくても、俺や翠すい花かは仲間だ。おまえがいらない罪までかぶろうっていうのは、ある意味では俺たちへの裏切りでもあるんだぞ」

「そんな……」

「ミトラに罪はない。だから肩かた入いれしているんだ。その意味をもうすこし考えてくれ」

　拓真がそう言い終えるとミトラは真ま面じ目めな顔になって愛らしいうなり声をもらした。

　笑え顔がおではないが、その顔に浮かぶのは悲ひ愴そう感や不安でもない。

　ただただ真しん剣けんに己おのれの為なすべきことを考えている。そんな顔だ。

　一部始終を隣となりで見ていた翠花は、ずっとなにかを言いたそうにしていたが、ミトラの様子を確かく認にんすると安あん堵どの息を吐はき出した。すぐに突つっかかってくる幼なじみだが、今回ばかりは空気を読んで気を利きかせてくれたのだろう。なんだかんだで悪い奴やつではないのだ。

　自動ドアをくぐり、教職員棟とう一階のエレベーターホールに入る。

　すると、エレベーター待ちをしていた三人の生徒が、近づいてきた拓真たちを振ふり返った。

「おおッ、逢あい沢ざわクンじゃーん」

　喜き色しよく満まん面めんで手を振っているのは、チャラチャラした蓮れん教きよう徒と、クラスメイトの佐さ伯えき虎こ太た郎ろうだ。

　その隣となりにいる金きん髪ぱつは玖く珂が暁あきら。さらにその長身の陰かげにひっそりと隠かくれた小こ柄がらな人影。フードを目ま深ぶかにかぶって顔とツインテールを隠しているが、ルナ・フェルマーで間ま違ちがいなさそうだ。

　翠花もルナのことに気づいたのか、すこしだけ気まずそうな顔をしている。

「珍めずらしい組み合わせだな。おまえら、仲良かったのか？」

　と、拓真は事情にうすうす気づきつつも、あえて茶化した。

「ほざけ。偶ぐう然ぜん、この場に居合わせただけだ。こんな雑ざ魚こに興味はない」

「逢沢クン、助けてくれよー。こいつさっきからずっとこんな調子でさぁ。おれってば暗ーい雰ふん囲い気きって苦手なんだよね。そこのちっちゃい子も一言もしゃべらないしさぁ」

　当然だ。ルナは指名手配中の悪あく魔ま契けい約やく者。その所在を知るのは限られたマイトレヤ擁よう護ご派の人間のみだ。顔も声も魔ま力りよくも、いたずらにさらすわけにはいかない。

「っていうかなーんで黙だまってるわけ？　人見知りなの？」

「…………」

　虎こ太た郎ろうがフードの中を覗のぞきこもうとし、ルナは静かにあとずさった。

　顔は見えない。が、なんとなく困っている気配は察した。なので、

「嫌きらわれてるってことだよ。察しろ」

　と、拓たく真まは助たすけ舟ぶねを出した。すると虎太郎はショックを受けたような顔になり、

「冷たッ！　逢あい沢ざわクンめっさ冷たいわー」

　などとわかりきったことをわざわざ言った。

　エレベーターが到とう着ちやくした。全員で乗りこんで最上階へと向かう。稼か働どう音とともに上じよう昇しようしていき、そして──

「チッ。クソ忌いま々いましい景色だ。神もくだらんイレギュラーを起こしてくれる」

「おっほー！　あれが噂うわさの深い霧きりってヤツかぁ。おれってばわくわくしてるぅ」

「すごいわね。鳴なる神かみ市の南半分全部覆おおわれてるんじゃないの」

「とても……不吉です」

　暁あきら、虎太郎、翠すい花か、ミトラがそれぞれ、そこに広がる景色について感想を口にした。

　窓から見える南の方角。中立区画。そして白しろ十じゆう字じ教きよう区の街並み。

　いま、そこは真っ白な霧に覆おおわれていた。飛行機の中から雲を見おろしているような光景だ。おととい拓真が見たときとは、霧の規模がまるで違ちがっている。

　霧の侵しん蝕しよくがこれで終わりだとは拓真には思えない。

　白い闇やみは刻一刻と迫せまりつつある。鳴神市全域が呑のまれるのも時間の問題だろう。




　理事長室の椅い子すに深く腰こしかけたまま両腕うでを広げ、影かげ縫ぬいは六人の少年少女を迎むかえた。

「やあやあ若き祓ふつ魔ま師したちよ。朝早くに緊きん急きゆうの呼び出し、すまなかったね」

　底そこ意いの読めない芝しば居いがかった調子で影縫は言う。

「時間が無む駄だだ。要件だけ言えよ」

　と、拓真は冷たく言い放つ。

　それに対して影縫は表情ひとつ変えずに、手のひらで応接用のソファを示した。

「かけたまえ」

「立ったままでいい。さっさと要件を」

「かけたまえ」

　今度は低く、強い、命令の意図のこもった声だ。

　拓真は軽く舌打ちしてソファに腰をおろす。隣となりにミトラ。つづけて翠花が座り、テーブルをはさんで反対側のソファにはルナ、暁、虎太郎が座った。

　行ぎよう儀ぎよく並んだ六人を見回して影かげ縫ぬいは満足げにうなずく。

「それでいい。どうやら最終確かく認にんも問題ないようだね。これで心おきなく実戦に投入できる」

「じ、実戦？」

　狼ろう狽ばいしたような反応を見せたのは虎こ太た郎ろうだ。ミトラを除けば、おそらくこの中で一番経験に乏とぼしい学生のはずだから、戸と惑まどうのも致いたし方かたない。

「そう」

　影縫は即そく答とうし、

「命令に従える人間かどうかを判定するためにソファにかけてもらった。残念ながら時間がないのは本当だ。ゆっくりとティータイムとしゃれこむわけにはいかない」

　高らかに指を鳴らすと、部屋のすみから妖精ゴブリンが現れて、拓たく真またちの目の前にレポート用紙の束を配布していった。

「行き渡わたったかな？　それは作戦概がい要よう書。今回、諸しよ君くんにお願いする任務についての、必要な情報と、具体的な指示内容が記されている。口頭でも説明するが、詳くわしいことはそれを読んで頭にたたきこんでくれたまえ」

「ちょっ、ちょっ、ちょっ。待ってください影縫理事長！　それ本気で言ってんすか？　おれたちってばまだ入学したばっかりで、実戦なんて無理っすよ！」

　虎太郎が必死の形ぎよう相そうで訴うつたえる。

「なに、実戦といっても後こう方ほう支し援えんだ。直接交戦するのは先せん輩ぱいたちだよ」

　影縫はふっと微ほほ笑えんだ。立ちあがり、窓に歩み寄り、鳴なる神かみ市の景色を見おろす。

「諸君もすでに知っているとおり、白しろ十じゆう字じ教きよう区南部で発生した濃のう霧む現象が徐じよ々じよに広がっている。鳴神港を含ふくむ沿岸部、白十字教区全域と中立区画の一部、太たい陽よう教きよう区の一部、蓮れん教きよう区の一部にはすでに避ひ難なん勧かん告こくを出していてね。数名の住民が行方ゆくえ不明、霧きりの中から出てこられた者も、謎なぞの奇き病びように冒おかされ高熱に苦しんでいる」

「つまり……あたしたちの仕事って」

　翠すい花かの言葉に影縫はうなずく。

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいは濃霧の発生原因を特定し、悪あく魔ま契けい約やく者の関かん与よが認められれば、これを排はい除じよするべく動いている。祓ふつ魔ま学園にもその援えん助じよの要よう請せいがきたんだ」

「霊れい害がいレベルは？」

「四、とされている。最大は五だが、四はもっとも厄やつ介かいな段階でね」

　拓真が問い、影縫が答えた。

　すると虎太郎が首をかしげる。

「ん？　最大の五が一番厄介なんじゃねえの？」

「レベル五だと七しち聖せい人じんに緊きん急きゆう出動を要よう請せいできるのよ。レベル四だと他ほかの仕事が優先」

　翠花があきれたような目を向けた。

「ほえー。なるほどなー」

　などと、虎こ太た郎ろうはのんきな声を出す。

　拓たく真まは苦笑して、

「祓ふつ魔ま学園の学生に依い頼らいが回ってきたってことは人員不足ってことか。聖せい職しよく者しや協きよう会かいの要所だっていうのに、情けない話だな」

　ルナの襲しゆう撃げき時にも活かつ躍やくできなかった祓魔師たちへの皮肉をこめて言った。

　影かげ縫ぬいは振ふり返り、苦笑する。

「同感だ。が、そう言っていてもしかたない。まずは資料を読みながら話を聞いてほしい」

　ミトラたちは静かに資料をめくり始め、拓真は〝解析アナライズ〟で内容を理解した。

　だいたい想像していたとおりの内容で、それほどたいしたことは書かれていない。

「まず現在の状じよう況きようだが、聖職者協会の調査員十五組、計百人あまりが行方ゆくえ不明になっている」

「な……」

　この場にいる全員が息を呑のんだ。聖職者協会の祓魔師といえば自分たちの卒業後の姿かもしれないのだ。カリキュラムを終え、修練を積み、実戦経験豊富な祓魔師たちがことごとく帰き還かんしない。その事実は、理事長室に重苦しい影かげを落とした。

「そのうち最も優ゆう秀しゆうなチームが知的精せい霊れいを利用して霧きりの内部の情報を持ち帰ってくれた。残念ながら彼らはその後、消息を絶っているが……最後まで職務をまっとうしてくれたのだろう」

　影縫は指を仮面の眉み間けんの部分に当てて一いつ瞬しゆんだけ瞑めい目もくし、追つい悼とうの意を表する。

　そして目をあけると、強い眼まな差ざしで拓真たちを見つめた。

「その情報によれば、霧の中に潜ひそむのは巨きよ大だいな虫だそうだ」

「虫……？」

　拓真はボウフラの死し骸がいを大量に含ふくんだ黒ずんだ水を思い出していた。あれも虫だ。おそらく無関係ではないはず。

「それは悪魔なのか？」

「いいや。れっきとした生物だという。おそらく関かん与よしている悪魔は大悪魔サブノックだ」

「サブノック……？」

「自然干かん渉しよう型の上級悪魔だ。生きている虫を体内で育成し、突とつ然ぜん変異を起こしてから、この世界に産み落とす。異常に巨きよ大だい化した虫は異界の怪かい物ぶつに匹ひつ敵てきする戦せん闘とう力を誇ほこり、しかもサブノックの指揮のもと、まるで軍隊のように統とう率そつのとれた動きを見せるという」

「霧もその悪魔のしわざなのか？」

　拓真が訊きくと、影縫はやや困ったようにあごを撫なでさすった。

「うーむ。それがね、サブノックには水分操作の能力はないはずなんだ。おそらくはもう一体べつの悪魔がかかわっている」

「敵は複数か。それとも一人が二体の悪魔と契約しているのか」

「ほぼ間ま違ちがいなく複数だね」

「どうして言いきれる？」

「水分操作が可能な霊れい体たいは数多いが、街全体を覆おおう勢いの大規模な霧きりを発生させられるとしたら……同じく大だい悪あく魔まのヴェパールあたりではないかと、我々は睨にらんでいるんだ。サブノックもヴェパールも、契けい約やくの代だい償しようがハンパなく大きい。さすがに一人の肉体では耐たえきれない」

「そうか。まあ、一人でも二人でも、変わらないか。俺たちが気をつけなきゃいけないのは、悪魔の本体と、大量の巨きよ大だいな虫ってわけだ」

　拓たく真まが端たん的てきに言うと、翠すい花かと虎こ太た郎ろうは露ろ骨こつに顔をしかめた。虫の大群と交戦する姿を想像してしまったのだろう。

「関かん与よしている悪魔がわかっているなら、熱病の解かい呪じゆ法は、もうわかってるのか？」

　その問いに影かげ縫ぬいは静かに首を横にふった。

「いや。代償が大きすぎる悪魔のせいか、過去に契けい約やく者の例が少なくてね。しかも唯ゆい一いつの前例の悪魔契約者は呪じゆ詛そ返がえしを怖おそれて呪術を使わせなかったらしいんだ……情報がないのだよ」

「なるほどな。だから、学生か。教師は解呪法の考案が最優先、ってわけだ」

「まあ、そんなところかな」

　影縫は仮面の隙すき間まから覗のぞく目を細めて、学生たちを眺ながめ渡わたした。

「先日の練習試合での成績、動き、霊体使用の熟じゆく練れん度を評価し、一年生からは諸しよ君くんを選せん抜ばつすることに決めた。やはり入学直後から使える人材はほとんどいなかったが……もともと一年生まで動員するのは異例中の異例の事態だからね」

「えっ。じゃあなに。ここにいるのってＡ組代表じゃなくて、一年生全体の代表なの？」

　翠花がパッと表情を輝かがやかせる。

　すこしばかり不ふ謹きん慎しんな反応だが、翠花らしいな、と拓真は心の中で笑った。

「そうだね。三年生からは十数組、二年生からは数組、すでに調査部隊を編成して任務にあたらせているが……一年生は一部隊のみ。ここにいる四人だけだ」

「四人？」

　暁あきらが怪け訝げんそうに眉まゆを動かす。

「説明しろ、影縫。ここには六人いるが？」

　鋭するどい眼光が影縫を射抜ぬく。影縫は動じることなくミトラとルナを同時に指さした。

「その二人はお留守番だ。作戦行動の間、この理事長室に待機してもらう」

「えっ!?」「……」

　ミトラが小さく声をあげる。ルナは黙だまったままで、フードの下の表情はうかがえない。

「ま、そうなるだろうな」

　影縫の言葉を予想していた拓真は、困こん惑わくするミトラの頭にそっと手をのせた。

　緋ひ色いろの目が拓真を見あげる。瞳ひとみは疑問と不安にゆれている。胸をちくりと刺さされるような気がして、拓たく真まは目をそらした。

「ミトラは練習試合を辞退した。当然、評価もされていない」

「ですが、それは」

「たしかにおまえは最強だ」

　ミトラの反論をさえぎって、突つき放すような声で言う。

「が、〝聖霊ミスラ〟を使えなきゃ実戦には出せない。出られるレベルじゃない」

「……っ」

　ミトラは胸をつかれたような顔になる。

　返す言葉が思いつかなかったのか、唇くちびるを噛かんでうつむいたまま、一言もしゃべらなくなった。

　翠花がキッと非難の目を向けてくる。それを、拓真は無言で受け流す。

（わかってるんだよ）

　護まもられるままになるのは嫌いやだと言って、ミトラはがんばっている。素す直なおで純じゆん粋すいで飲みこみも早い。戦せん闘とう技術のセンスはないが、三年間、きちんと訓練を積めばそれなりに戦えるようになる。

　だけど、それでは足りない。悪あく魔ま契けい約やく者しやとの戦闘は付つけ焼やき刃ばではどうにもならない。それに、ミトラにはまだ圧あつ倒とう的に欠けているものがある。

　彼女はよく無理をしないでと言う。だがその言葉が出る時点で致ち命めい的にずれている。

　戦闘において危険がゼロになることはありえない。一分一秒、すべての場面が危険。それを理解できていないと、いざというときに動けなくなる。踏ふみこめば危ないと体が勝手に判断して、立ち止まる。現状維い持じこそ安全だと錯さつ覚かくする。

　自分に戦闘訓練を施ほどこした父親の受け売りだが、それは正しいと拓真は実感していた。

　いまのまま悪魔契約者と戦えば、おそらく即そく死しだ。情報不足のままミトラを護りきるのは難しい。ならば今回はおとなしくしてくれていたほうが自分も安心して戦える。

　そう。邪じや険けんに扱あつかいたいわけではない。大事に思うからこそ、突き放すのだ。

「だが、影かげ縫ぬい。ミトラを残して大だい丈じよう夫ぶなのか？　いつまた誰だれがこいつを狙ねらうかわからない」

「もちろん考えているさ」

　影縫は軽く笑って、

「拓真くんたちが出しゆつ撃げきしている間、ミトラくんの護衛はきみに任せたい」

　と、ルナに声をかけた。名前を呼ばないのは虎こ太た郎ろうの存在を気にしているのだろう。

「きみの炎はすばらしい威い力りよくだが濃のう霧むの中は水中とほぼ同じだからね。おそらく使いものにならないだろう。学園内であれば問題なく力を使えるはずだ」

「…………」

　ルナは無言のままこくりとうなずいた。

「まあそれほど気を張らなくていい。二、三年生と教員数名が先行して濃霧の発生場所──岬みさきの教会を目指している。一年生は彼らの後ろについて、神具や法具、霊枢核コアの予備などの備品を運んでくれればいい。もちろん警けい戒かいは怠おこたってはいけないが……頼たのまれてくれるかい？」

「……ま、やるしかないよな」

　拓たく真まはすぐに答えた。暁あきらの過去視にない事件だとすれば、ミトラが生きているからこそ起きた事件──つまりミトラを狙ねらった事件かもしれない。ならば、早く解決したほうがいい。

　大なり小なり任務への使命感はあるのか、他ほかの面々も首しゆ肯こうする。

「よろしい。では、さっそくだが──」

　影かげ縫ぬいはにこやかな顔で足元を指さした。

「着き替がえてきたまえ。下の更こう衣い室しつに強化結界を施ほどこした装備を用意してある」
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　女子更衣室に足を踏ふみ入れた翠すい花かを熱い抱ほう擁ようが出で迎むかえた。

　いきなり抱だきついてきた相手は、胸のあたりに赤毛の頭をこすりつけて、うへへへと変態的なだらしない笑えみを浮かべている。蓮れん教きよう徒との非常勤講師、B.バンデラL.ラハマサヴァトリィだ。

　胸むな元もとからじわじわとせりあがってくるようなくすぐったさに翠花は思わず身をよじる。

「ちょっ。サヴァちゃん!?　いきなりあっ、やめっ……」

「よいではないか、よいではないか。んー。また大きくなった？　どんどん成長してるね」

「なにナチュラルに触さわって……ひゃっ」

　ぴくんと体がふるえ、手足から力が抜ぬけて、床ゆかに押し倒たおされた。

　翠花のあとから更衣室に入ってきたミトラとルナが目を丸くして見おろした。

　サヴァトリィは二人を見あげて、からからと陽気に笑い、

「二人も混ざる？」

「誘さそうなーっ！」

　翠花が壮そう絶ぜつなつっこみをいれた。

「もしかしてサヴァトリィも作戦のメンバーなのですか？」

　ミトラが目を瞬しばたたかせて訊きいた。

「んーん。参加したいところなんだけどねぇ」

「なにか問題でもあるの？　サヴァちゃん」

　サヴァトリィの手を胸の前でガードしながら、翠花。

「例の、霧きりからの帰き還かん者がかかってる熱病について、調べなきゃいけなくてね。蓮れん教きようの呪じゆ術じゆつ体系の外にある理り屈くつらしくて、解かい析せきに時間がかかってる。たぶん悪あく魔まの呪術だとは思うけど」

「拓真の能力……〝解析アナライズ〟なら、特定できるのではないですか」

　ミトラの素そ朴ぼくな疑問に、サヴァトリィは難しい顔をする。

「うーん。患かん者じやの体力がもつなら、それもいいんだけどねぇ」

「体力、ですか」

「外部から干かん渉しようしようとすると病状が一気に悪化するんだよね。呪のろいの原因を特定されるのを体が嫌いやがってるみたいに……いまは蓮れん教きよう徒と総そう出でで文ぶん献けんを漁あさってる」

「なるほど……あれ？　それでは、サヴァトリィはどうしてここに？」

　ミトラの問いに、サヴァトリィはにやりと笑った。

「みんなの着き替がえをガン見みしに！」

「しばくわよ!?」

「やーん、翠すい花かちゃん怖こわーい。まあ冗じよう談だんは置いといて、みんなに支給する装備に防ぼう呪じゆをかけて準備していたってところさ。さあさあ。そこのクローゼットをあけるがいい！」

「と、とりあえず先にどいてよ」

「あっごめんごめん。心地ここち好よすぎて、つい」

　悪びれない様子でそう言って、サヴァトリィが体をどかす。

「あの。わたしたちも呼ばれたのですが、お留守番なのに、装備があるのですか」

　ミトラがおずおずと訊たずねる。

　サヴァトリィはあっさりとうなずいた。

「とーぜん。霧きりの侵しん蝕しよくは止まってないからねぇ。祓ふつ魔ま学園もいつまで安全かわかったもんじゃない。念のため呪術を遮しや断だんする防呪仕様の装備に変えておいたほうがいいよぅ」

　うながされて、三人は着替え始めた。

　クローゼットには巫み女こ服、それから二着のワンピース。ミトラとルナの私服に似ている。

「ふたりの普ふ段だん着ぎと同じデザインのを取り寄せといたよん。そのほうがなじむでしょ？」

　と、サヴァトリィが笑った。

　更こう衣い室しつに衣きぬ擦ずれの音。制服のリボンが解ほどける音。翠花とミトラはスカートのホックをはずして下着姿になる。

　翠花は上下ともに橙だいだい色いろの明るくさわやかな下着。中学卒業直後に買い揃そろえたものだが、さっそくきつくなり始めていて、白い胸がブラの端はしから窮きゆう屈くつそうに顔を出している。

　ミトラのほうは純白のキャミソール。華きや奢しやな体にぴったりとフィットしていて、西洋人形めいた印象をさらに後押ししていた。

「絶景だねぇ」

　二人の下着姿を眺ながめていたサヴァトリィがしみじみとつぶやいた。

　翠花がじと目になって、

「同性同士でもセクハラって成立するのよね。前科二十七犯の記録、スマートフォンの録音機能と日記帳で全部残してあるんだけど、そろそろ懲ちよう戒かい免職されてラクになりたい？」

　そう脅おどすと、サヴァトリィは愕がく然ぜんとした。

「な、なんだってー!?　うう、侮あなどってた……翠花ちゃんにそんなしたたかさがあったなんて」

「前々から思ってたけど、拓たく真まもサヴァちゃんもあたしのこと馬ば鹿かにしすぎよね!?」

　翠すい花かとサヴァトリィがじゃれあっていると、ふいにもうひとつ、ぱさりと布の音がした。

「あ……」

　翠花が小さな声をもらす。

　ルナ・フェルマーがフードを脱ぬいで、素す顔がおを見せていたのだ。そこにふだんの自信にあふれた艶あでやかな笑えみはなく、どこか気まずそうに床ゆかを見つめている。

「…………」

　振ふり返った翠花もまた沈ちん黙もくし、顔をそらした。

　一気に更こう衣い室しつは静かになった。サヴァトリィもさすがにはしゃげないらしく、あははと苦笑したまま部屋のすみにひっこむ。

　翠花は唇くちびるを結んだまま長なが襦じゆ袢ばんに袖そでを通し、腰こし紐ひもをお腹なかの前できつく結んだ。上から白衣を羽織り、腰帯でくくる。緋ひ袴ばかまをはいて伊だ達て締じめ、帯を順に巻いていく。

　淡たん々たんと、いつもの巫み女こ装しよう束ぞくに着き替がえ終えた翠花はミトラにも声をかけず、部屋を出ていこうとする。その目の前にさっと立ちはだかる人ひと影かげがあった。

　ドレスワンピースに着替えたミトラである。

　言葉はない。緋ひ色いろの瞳ひとみがなにかを訴うつたえるように、じっと翠花を見つめていた。

　翠花が立ち止まり、目を細める。

「それはずるいよ。あたしはいまの時間でチャンスをあげてるんだから」

「…………」

「……はあ。ちょっと拓真に似てるところあるわ、ミトラちゃんも」

　あきれたようにため息をついて、翠花は振り返った。

　そこには気まずそうにうつむくルナの姿。からすのぬいぐるみを強く胸に抱だいている。

「あの」

　と口をひらきかけて、ルナはすぐに言葉をひっこめてしまう。複雑に渦うずまく感情を噛かみつぶすように臙えん脂じ色いろのワンピースの肩かたがわずかにふるえる。やがて決心したように胸の奥底から声を絞しぼりだした。

「日に本ほん神しん道とう女子寮りようへの襲しゆう撃げきについて。実は謝るべきかどうか、ずっと迷っていたの」

「謝るべきじゃないかもしれないって考えがあったの？」

　翠花が低い声で問う。

　ルナは静かに首を振った。

「意味がないんじゃないかって」

「意味って……なにそれ。そんな言葉、べつに聞きたくないんだけど」

「誤解しないでよ。不快にさせたいわけじゃないの。ただ、ミトラおねーさんは結果的に無傷で済んだから、謝れたの。おねーさんの気持ちに、決定に、甘えられた。だけど日本神道女子寮の人たちには──住む場所を奪うばって、傷つけて……それは許される罪じゃないから」

「ん？」

　ルナの言葉に翠すい花かははっとした。

「待って、ルナちゃん。あなた、もしかして──元白しろ十じゆう字じ教きよう徒と？」

「え？　そうだよ。出身はドイツだし。田舎いなかだったけど……ドイツ教区の神父に誘ゆう拐かいされて、悪あく魔ま契けい約やく者しやにさせられるまでは、ずっと白十字教を信じてた」

「あー。なるほど。なるほどね。どうりで食い違ちがうわけだ」

　翠花は納なつ得とくしたように何度もうなずくと、いきなり大きな声で笑いだした。

「あはははっ！　なんだなんだそういうことかぁ」

　お腹なかをかかえて遠えん慮りよなしに笑う。あまりに唐とう突とつな反応に、ルナだけでなくミトラやサヴァトリィまでもがきょとんとしていた。

「翠すい花かおねーさん？」

「ん。ごめんごめん。白十字教には『許すか許さないかを決めるのは神であり、人ではない』って考え方があるでしょ？　大きな罪になればなるほど、人に許しを請こうものではない、って。拓たく真まのお兄さんもそんなこと言ってたわ」

　翠花はルナの頭に手を置いてあっけらかんと笑ってみせた。

「ドイツとかヨーロッパの一部にはその価値観が文化として根づいてるらしいわね。でもね、逆に日本には神しん道とうの『罪を認めて謝ったら水に流しましょう』って価値観があるわけよ。禊みそぎとか。まあ許せるラインってのは人それぞれだけどさ。少なくともあたしに対しては『ごめん』でいいよ。他ほかの子や滝たき先生には……そうね、できれば本人たちに謝りに行ってほしいかな」

「……うん」

　ルナはぬいぐるみを抱だく腕うでに力をこめた。澄すんだ碧へき眼がんが今度はまっすぐ翠花を見つめる。

　そして。

「ごめんなさい」

　はっきりと、謝罪を口にした。
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　一方、男子更こう衣い室しつ。

　拓真が制服を脱ぬいで防ぼう呪じゆ仕様の私服に袖そでを通そうとしたとき、ふいに虎こ太た郎ろうが腕うでに触ふれてきた。虎太郎はほほうと感心したような声を出す。

「これが逢あい沢ざわクンの強さの秘密ってヤツ？　うわさには聞いてたけど、かっけえ彫ほりモノじゃん」

「いちいち触さわるなよ。うっとうしい」

「つれないなぁ……もっと気楽にいこーぜ？　なあ、暁あきらクンからもなんか言ってやってよ」

「黙だまれクズ。貴様は口をひらいていないと死ぬ病気にでもかかっているのか」

「なにこのハンパないアウェー感!?」

　冷たくあしらわれて、虎こ太た郎ろうは大げさに天てん井じようを仰あおぐ。しかしめげた様子はない。蓮れん教きよう衣いを羽織り、鏡の前で決めポーズなどを取ってみせながら、会話をつづける。

「まあ実際アウェーっていうか、おれってばまだ二人のこと知らないじゃん？　共同作戦前にいろいろ知っておきたいんだけどなー。たとえば逢あい沢ざわクンって、翠すい花かちゃんとミトラちゃんとはどんな関係なん？　どっちかと付き合ってんの？　まさか……二人とも!?」

「おまえホントうるさいのな……翠花は幼なじみで、ミトラはただの護衛対象だよ」

　拓たく真まは不快そうに顔をしかめつつも律りち儀ぎに答えた。

　噓うそはついていない。それ以上でも以下でもない、と、拓真は思う。誰だれかに特別な感情を寄せるということを拓真は意識したことがない。

　より正確に言うならば、意識すべきではないと考えている。〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいは知りたいという感情をくすぐり、もてあそぶ。特定の大切な存在を理解し破は壊かいしてしまう可能性がある。

　サヴァトリィの数珠じゆずと拓真の自制。その両方が揃そろって、初めて呪いの侵しん蝕しよくは止められる。

　兄の代わりに逢沢家を継つぐには〝叡智の悪魔〟の呪いは絶対に解かなければならない。それは拓真がヴィオレッタを求める理由のひとつだ。

　自分のためだけではない。兄の代わりに。その思いもあって、拓真は長年修しゆ行ぎようを積み重ねることができたのだ。

「堅かた物ぶつだなぁ。二人ともあんなにかわいい上にどう見ても……まあいいや。じゃあさ、暁あきらクンはどうなん？　あのフードの子はカノジョ？」

「奴ど隷れいだ」

「奴隷!?　なんか想像の斜ななめ上うえの答えが返ってきた!?」

「冗じよう談だんだ」

「な、なんだ冗談か」

「正確には調教中だ」

「調教!?」

　暁の返答に虎太郎は驚きよう嘆たんする。暁の表情があまりにも変わらないので、からかっているのか本気なのか、まったくわからない。




　そんなくだらないやりとりを交えつつ、三人は着き替がえを済ませた。

　暁はいつもと同じ白しろ十じゆう字じ教きようの祭さい服ふくで、虎太郎も一いつ般ぱん的な蓮教衣だ。ただしどちらも、高度な防ぼう呪じゆが施ほどこされた一段上の一品のはずだった。

　男子更こう衣い室しつから出ると、まだ着替えを終えていないのか、女子の姿はなかった。そういえば翠花はいつも着替えるのが遅おそかったなと思いだし、拓真はため息をつく。

「ま、しばらく待つか」

「ちょうどいいわー。おれまだ全然頭に入ってなくてさ」

　虎こ太た郎ろうが、廊ろう下かのベンチに腰こしをおろして、作戦概がい要よう書をめくった。

　それを見て、拓たく真まは苦笑いした。

「あんまり役に立たないと思うけどな」

「へ？　どして？」

「想定される状じよう況きようごとに取るべき行動が書かれてるが、だいたい、事前の打ち合わせどおりには動けないんだよ。特に俺たちみたいな即そく席せき部隊だとな」

　フリーで祓ふつ魔ま師しの活動をしていたころに、何度か他ほかの雇やとわれ祓魔師と組んだことがある。が、連れん携けいなど取れるはずもなく、結局はどちらも好き勝手に行動した。

　むしろそうしなければうまくいかなかったと、拓真は思っている。

「読むなとは言わない。でも、そこに書かれてることに縛しばられないほうがいい」

「へえ。そういうもんなんだな。しっかし実戦か……へへ。緊きん張ちようするぜ」

「自信がないなら辞退すればよかっただろ」

「いやまあ誰だれかはやらなきゃいけないっしょ。敵に呪じゆ術じゆつ使いがいる可能性が高いってんなら、最低でもひとりは蓮れん教きよう徒とがいなくちゃなー。まっ、他にマシなのがいなかっただけだろうし、おれがいたところで気休めにしかならないだろうけど」

「気休めにもならない、の間ま違ちがいだろう。蓮教のプロ祓魔師が原因を特定できていないのに、貴様ごときがどうこうできるとは思えんな」

「あのな、玖く珂が。おまえも、もうちょっと言葉を選べよ」

　容よう赦しやのない暁あきらの物言いに、拓真があきれた調子でつっこんだ。

「黙だまれ。この喋しやべり方はわざとだ。オレには必要なことだからな」

「必要……？」

　拓真は復唱し、眉まゆをひそめる。奇き妙みような台詞せりふだ。その意図を探さぐるべきかと思案して、すぐに、その必要はないと思い直す。

　正解に思い至ったのだ。

（そうか。玖珂の天使マスティマの能力は敵意と悪意の反射。だからこいつ、反感を買うようなことばかり言ってるのか。周囲の人間に対し、常つね日ひ頃ごろから敵意、悪意を醸じよう成せいするために──なるほど、面おも白しろいな）

　もちろん良い意味で。

「待たせたわ」

　聞き慣れた声がして顔を向けると女子更こう衣い室しつから翠すい花か、ミトラ、フードをかぶったルナ、それから何な故ぜかサヴァトリィも一いつ緒しよに出てきた。

　すると見計らったようなタイミングでエレベーターの戸がひらき、影かげ縫ぬいも現れた。

「全員、準備が終わったみたいだね。では出しゆつ撃げき前の最終確かく認にんだ」

　影かげ縫ぬいは着き流ながしの袖そでの中から取り出したなにかを、ひょいと投げつける。くるくると回転して飛来するそれを拓たく真まが二本の指でつかむ。二枚重ねのかるた。練習試合の組み合わせを決めるときに使ったものだ。

　二枚のかるたからは透とう明めいな手が浮きあがり、それぞれべつの方向を指さしている。

「これは？」

「妖精ゴブリンの能力〝道案内フインガーポスト〟だ。岬みさきの教会付近まで到とう達たつできた班がこれの片割れを現場に残してきてくれた。霧きりの中でほとんど視界を封ふうじられてしまうが、その手は魔ま力りよくを集中させて注視すれば、どんな環かん境きよう下でも見える。向こう側がわでもう一枚のかるたが破られない限り、その指の導きに従えば目的地の近くまで行ける」

「もう一枚のほうは？」

「私のいる場所を指している。私は呪じゆ術じゆつ解かい析せき班と一いつ緒しよに文ぶん献けんを漁あさることになっているから、その指の導きに従えば、祓ふつ魔ま学園まで帰ってこられるはずだよ」

「なるほどな。これと同じものをすべての班に持たせてるわけか」

「そういうことだ。虚きよ弱じやくな妖精でも意外と使い道があるものだろう？」

　拓真は素す直なおに感心した。そして同時に自分を顧かえりみる。はたして影縫と同じように動くことが自分にできるだろうか。影縫は異例の事態に対し、己おのれの契けい約やく霊れい体たいの特性を活いかした戦略を立案し、犠ぎ牲せいを払はらいながらも着実に解決へ向けて動いている。

　敵もレベルが高い。霧の中でゲリラ的に襲しゆう撃げきや呪術を繰くり返して、徐じよ々じよに聖せい職しよく者しや協きよう会かい側がわを疲ひ弊へいさせる。戦略の緻ち密みつさは驚きよう異いと呼んでいい。

　もし交戦した場合、自分は勝てるのか、否いなか。

　そんなことを考えていると、ふいに影縫が意外なことを口走った。

「リーダーは拓真くんに任せようと思っている。異論はあるかい？」

「オレは構わん。人間性はともかく、経験値を考えれば、妥だ当とうな判断だろう」

　意外にも最初に答えたのは暁あきらだった。

「リーダーはあたししかいないでしょ！　──って言いたいところだけど、まっ、悔くやしいけどあんたがふさわしいと思うわ」

　翠すい花かは腕を組んで、何な故ぜか上から目線で言った。

「まあおれはよくわかんないし、他ほかのみんながイイっていうならなんでもいいぜ」

　などといい加減に回答したのは虎こ太た郎ろう。

　ミトラとルナは出撃メンバーではないものの他の三人に同調するようにこくこくと首を何度も縦に振ふっていた。

「おい、本気で言ってるのか」

　反対の声をあげたのはむしろ拓真自身だった。悪魔祓いの経験はあっても、リーダーの経験はない。それどころか協調性にはあまり自信がないくらいだ。

　影かげ縫ぬいは拓たく真まの肩かたに手を置いて無責任な笑えみを浮かべる。

「まあ拓真くんならなんとかなるだろう。本当は団体行動の授業をいくつか受けさせてからの実戦投入が望ましいんだけどね……人材不足と後方支し援えんにも実力的に信しん頼らいできる人物を据すえなければならない状じよう況きようなのだよ。頼たのまれてくれないか」

　余よ裕ゆうの表情を浮かべながらも低い声からは深刻さが感じられる。拓真とていつまでもだだをこねるほど愚おろかではないし、時間を無む駄だにできないことも理解していた。

　だから──仲間となる翠すい花か、暁あきら、虎こ太た郎ろう、それからミトラとルナの顔を見回して、観念したように、長いため息とともに首しゆ肯こうした。

「わかった。とりあえずは俺がリーダーをやる。言っとくが、自分の身は自分で護まもれよ？」

　翠花は当然だと言わんばかりに鼻を鳴らし、暁は無言のままふいと顔をそらし、虎太郎はええっと不安げな顔をしている。三者三様。まったく統とう率そつ感のない反応に、拓真はひそかに思う。

（悪くない。即そく席せきのチームなら、これくらいアクが強いほうが、半はん端ぱに協調性があるよりも、遥はるかにマシだ）

「それではさっそく出発してくれ。諸君が支し援えんするのは三年Ｂ組の芦あし田だ班だ。学園の校門前ですでに待機している。合流し、そこで三年のリーダーから指示を受けてくれたまえ」

　うなずいて、拓真たちはエレベーターに乗りこもうとした。

「あのっ……拓真っ」

「ん？　どうした」

　意を決したような声に拓真は振ふり返る。祭さい壇だんを背負うためのショルダーの紐ひもを強く握にぎって、ミトラが、不思議な揺ゆらぎを見せる瞳で拓真を見つめていた。

　期待、羨せん望ぼう、決意、そして不安、嫉しつ妬と、迷い。瞳の赤の濃のう淡たんがさまざまな思いにうつろうような、そんな錯さつ覚かくに陥おちいる。

「拓真のいない間。わたしはわたしにできることをしようと思います。いえ、します」

「ああ。それでいい。強くなることも大事だが、ミトラの目標はマイトレヤ教の再興と信者集めなんだからな」

「拓真も絶対に帰ってきてください」

「大げさだな。ただの後方支援だ。心配しなくていい」

　噓うそだった。拓真は戦せん闘とうを目前にして事態を過小評価しない。だがこのときはごまかすようにミトラの銀ぎん髪ぱつを、ぽん、ぽん、と二度たたき、すばやく踵きびすを返した。

　不安げな視線を背中に受けながらエレベーターに乗りこむ。

「まったくもう。本当に不器用っていうか、なんていうか」

　隣となりで翠花のあきれ声が聞こえたような気がしたが。

　拓真は当然、それを無視した。

　的確な言い訳を思いつく自信がなかったために。




　　　　＋　＋　＋




　校門前で三年Ｂ組の班と合流すると、段取りの確かく認にんの後、すぐに行動を開始した。

　三年生の内訳は、白しろ十じゆう字じ教きよう徒と二人と蓮れん教きよう徒と一人、太たい陽よう教きよう徒と一人に南米の民間宗教を信しん仰こうするシャーマンが一人。やや近接戦せん闘とうに偏かたよった編成の五人組だ。彼らは先頭を行き、鳴なる神かみ市の大通りを駆かけていく。車は使わない。学生のみの部隊だから免許がない、という理由だけではない。今回は奇き襲しゆうを得意とする相手。車両に固まっていると、たった一いち撃げき、奇襲が成功するだけで、全員まとめて殺される可能性がある。リスク回かい避ひの意味が強かった。

　必要最低限の装備で、身軽に街路を疾しつ走そうする三年生たちに比べ、拓たく真またちの走りは遅おそい。もともと距きよ離りを置いて、後ろからついていくことになっているとはいえ、想定していた距離よりもずっと離はなされている。

　運動能力、魔ま力りよくのコントロールの器用さ、どちらを取っても三年生はさすがだった。

　それに加えて。

「く、悔くやしいっ。こんな馬ば鹿かみたいな荷物がなければっ」

　翠すい花かが、悔しげな声をもらす。

　背中に神具や呪じゆ具ぐのたっぷり詰つまったリュックサックを背負い、両腕うでに大きなポリタンクを抱かかえている。十八リットルのポリタンクになみなみと注がれているのは聖水だ。これらはすべて三年生の所持品である。

「だいたい霧きりの中じゃ聖水の成分比率なんて保てないわよ。意味ないじゃない」

「プラスチックを遠えん隔かくで破は裂れつさせられる霊れい体たいがいるんだとさ。悪魔の口にのませて体内で破裂させようって魂こん胆たんなんだろ」

「ぐぬ……拓真、あんたどっちの味方よ」

「文句言うな。きついのはお互たがいさまだ」

　拓真と虎こ太た郎ろうも同じような格好をしていた。暁あきらだけが完全に手ぶらで、

「どうした。遅おくれているぞ」

　などと涼すずしい顔でのたまい、

「あんた男のくせにラクしてるんじゃないわよ！」

　と、翠花から痛つう烈れつな批判を浴びせられていた。

　悪びれた様子もなく、暁は、

「提案したのは、逢あい沢ざわだ。文句ならばリーダーの逢沢に言うことだ」

　と、拓真を一いち瞥べつした。

「拓真ぁ。納なつ得とくできないんだけど。どうにかしなさいよ」

「いや、これでいい」

　翠すい花かの怒いかりの視線を受け流し、拓たく真まは断言した。

「玖く珂がはこの中で霊れい体たいの展開速度が一番速い。こいつには荷物を持たせず、周囲の警けい戒かいに徹てつしてもらったほうが安全だ」

「むう」

「それに奴やつらも、どうやらそれをお望みのようだしな」

　拓真が遥はるか前方を行く三年生たちの後ろ姿を睨にらみつけた。その言葉の意味するところを汲くみとって、翠花は顔をしかめる。

「……まあね。ホント、あいつらむかつくわ」

　数分前。校門前にやってきた拓真たちをひと目見ると、三年生たちはたちまち不ふ機き嫌げんな顔になって、ひどく投げやりな対応をした。荷物をすべて押しつけ、「いいからついてこい」とだけ言い放ち、走り出したのだ。

　白しろ十じゆう字じ教きよう徒との二人は教皇の血筋である暁あきらにだけは恭うやうやしく礼をし、荷物も渡わたさなかったが。

　無宗教主義者である拓真の評判が上級生にも伝わっていたのだろう。そのうえ、下級生へのゆがんだ優ゆう越えつ感が合わされば、負の化学反応が起こることなど想像に難かたくない。

　一年生組と三年生組の距きよ離りはどんどん離はなれていく。

　中立区画の終わりに差しかかり、眼前には真っ白な濃のう霧むの壁かべが立ちはだかった。

　ここから先は白十字教区だ。

　先頭を行く三年生五人の姿が霧きりにまぎれる。その影かげを追って、拓真たちもその中に飛びこむ。

　その瞬しゆん間かんに空気がしんと冷えた。心の芯しんまで忍しのび入り、氷の手で撫なでられたような怖おぞ気けに、背筋がぶるりとふるえる。上も下も右も左も怪あやしい銀景色。天国か、あるいは地じ獄ごくかと思わせるような、異様きわまる空間に足を踏ふみ入れたのだ。

　上着のポケットから影かげ縫ぬいのかるたを抜ぬき、目的地と帰り道を確かく認にん。それから他ほかの三人を振ふり返り、声を張る。

「全員、この距離を保て。俺の影を見失うな。ついてこられなきゃ、置いていく」

　無む慈じ悲ひな宣言に慄おののいたのは虎こ太た郎ろうだけだ。翠花と暁は真しん剣けんな表情で首を振る。小学中学の横ならびの教育とはまるで異なる世界、常に死に臨した世界であると理解しているのだ。

「佐さ伯えきも気を抜くな。前衛は三年生だが、後衛だって完全に安全ってわけじゃない。玖珂は引き続き警戒。翠花と佐伯は──いまのうちに具ぐ象しよう魔ま術じゆつを使っとけ。襲おそわれてから呼び出してもたぶん遅おそい」

「お、おうよ」

「……わかったわ」

　今回ばかりは翠花も素す直なおにうなずく。

「パス」

　翠すい花かはポリタンクのひとつを拓たく真まのほうに放ほうる。それを拓真は、走行を止めないまま足で宙に蹴けりあげる。ふわっと浮いたポリタンクが頭の上にのる。

　翠花のあいた手が呪じゆ符ふを抜ぬく。

「お出いでませ──風ふう神じん！」

　求めに応じて現れたのは白毛の狛こま犬いぬだけ。相あい方かたの雷らい神じんの姿はない。

「雷神は？」

　と拓真が訊きくと、翠花は首をふった。

「あの子は体に溜ためた電気を自在に操あやつるわ。でもこの霧きりの中だと放電の怖おそれがあるから」

「なるほどな。ほら、返す」

　頭を軽く動かして、ひょいとポリタンクを返す。

　受け取って、翠花はむすっとむくれた。

「そのまま持っててくれてもいいのに」

　すこし遅おくれて虎こ太た郎ろうも詠えい唱しようを始める。たわんだ袖そでを振ふるうと、小さな壺つぼのようなものが転がり落ちた。香こう炉ろである。虎太郎の体からあふれた魔ま力りよくの光が香炉に注がれていく。

「真実不ふ虚きよなる毘び盧る遮しや那な仏ぶつよ。その五光にて恵めぐみと慈じ悲ひと光こう明みようを与あたえ、迷いを転じて覚さとりに導きたまえ……ッ！」

　黄金の光が円えん環かんを描えがく。太陽を模もしたような輪りん郭かく。だがよく見れば、その環わは無数の小さな仏像の連なりだ。仏の太陽の中心に人間ほどの大きさの影かげが浮かぶ。

　それは座して宙に浮く仏像だった。強い聖性を感じさせながらも、微び弱じやくな魔力しかまとっていない。強い霊れい体たいの力を祓ふつ魔ま師しの未み熟じゆくさでもてあましている、といった雰ふん囲い気きだ。

　毘盧遮那仏はホバリング状態のまま水平方向に移動した。鈍どん重じゆうそうな寸ずん胴どうの体ながら、拓真たちの後ろからぴったりとついてくる。

　拓真たちは周囲を警けい戒かいするように視線を動かしつつ、濡ぬれた地面を蹴けって、跳はねるように駆かけていった。

　途と中ちゆう、拓真の隣となりに追いついた翠花が顔をしかめて訴うつたえる。

「襦じゆ袢ばんが肌はだに張りついて気持ち悪い」

「この湿しつ気けはやばいな。海の中と変わらない。毒じゃなくても体力がどんどん削けずられる。水分操作が得意な祓魔師がいればよかったんだけどな」

「たぶん、いたとしても難しいわね。水分操作系能力でトップレベルの巫み女こが霧を払はらえなかったって話だから。相当な支配力よ、これ」

「風神の大気操作は？」

「風は動かせるみたい。でも霧は消えない」

「そうか……止まれッ」

「えっ。きゃっ」

　いきなり、拓たく真まは翠すい花かの前に腕うでを差しだす。高速移動中にいきなり制止をかけられた翠花は腹部を基点にぐるりと一回転し、どさりと地面に落ちた。とっさに荷物を捨てて受け身をとっていたため怪け我がはない。が、翠花は怒いかりに顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「いっ、いきなりなにすんのよばかっ」

「静かに。三年生が交戦してる」

　拓真の耳は前方で行なわれているであろう戦せん闘とうの音を拾っていた。硬こう質しつな甲こう羅らの音。わしゃわしゃと関節が擦こすれる音。重金属の打ち合わされる音。

　それらの音に確信を得た拓真は仲間たちに告げる。

「ここからは速度を落とす。戦闘が発生したら適切な位置で待機、って命令だからな」

　仕事はあくまで後方支し援えん。荷物運びや応急手当などの雑用だ。特別に命令が追加されない限りは積極的に戦ってはいけないことになっている。

　戦闘音を聞き取れる位置で待機。やがて音が消えると、拓真の合図で全員が動き出す。

「うおっ、なんじゃこりゃ!?」

　そのとき、虎こ太た郎ろうが素すっ頓とん狂きような悲鳴をあげた。

「これは……なかなか」

「ひどいわね」

　拓真も思わず息を呑のみ、翠花はしかめ面つらで鼻をつまむ。

　そこは怪かい物ぶつの墓はか場ばだった。あたり一面に異様に肥ひ大だい化した虫の死し骸がい、死骸、死骸。見た目はいろいろで、統一された種という感じではない。はじけた石榴ざくろのような〝内側がわ〟が外気にさらされ、ひどい悪あく臭しゆうが漂ただよっている。

「うわさの虫ってのはこいつらか。どうやら三年生が倒たおしたらしい。さすがに実力は本物だな」

　拓真が平静さを取り戻もどして、死骸に左手をかざす。

（〝解析アナライズ〟）

　左腕がかっと熱を帯びる。十秒。怪物の持つ魂の情報パーソナルデータが脳内に最初からあったようにポッと浮上した。一体の〝解析〟が終わると次の一体へ。

　三体目を調べたところで、拓真の顔がさっと青ざめた。

「……まずい」

「どうしたの？」

　翠花が不安げに顔を覗のぞきこむ。

　拓真は勢いよく立ちあがり、鋭するどく叫さけんだ。

「全員、警けい戒かいしろ！　こいつらは〝斥候パトロール〟だ。本隊が近くにいる！」

　すぐさま翠花が腰こしを落として、風ふう神じんが牙きばをむいて低く唸うなる。毘び盧る遮しや那な仏ぶつが虎太郎の背後に回り、大きな手のひらで見み得えの構えをとる。暁が細剣レイピアの柄つかに手をかける。

　そして。




「う、うわあああああああああああああああ!!」




　濃のう霧むの先、遥はるか前方から凄すさまじい絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。

　平時の声こわ音ねなど残っていなかったが、拓たく真まの耳は正確に聞き分ける。先行していた三年生の一人の声と同じものだ。

　拓真たちが声のもとに駆かけつけると、そこには凄せい惨さんな光景が待ち受けていた。

　ぼやけた視界の中に五人の祓ふつ魔ま師したちの亡なき骸がらが転がっている。街路には飛散した血の痕こん跡せきが残り、彼らの霊枢核コアであろう十じゆう字じ架かなどの品物がことごとく破は壊かいされていた。

「うっ……これは、ちょっと……だめかも」

　翠花が絶句し、ふらりとよろめいた。暁あきらと虎こ太た郎ろうも顔面蒼そう白はくで平静は保てていない。

　拓真は背筋を這はいあがる恐きよう怖ふを一呼吸で押し殺し、冷静に周囲を見渡わたした。虫の死し骸がいはひとつもない。つまり三年生は反はん撃げきすらできず、一方的に虐ぎやく殺さつされたことになる。

　ここにいるのは一年生。ポテンシャルはともかく、共同作戦の経験は三年生には及およばない。他ほかの班の場所はわからない。前衛が全ぜん滅めつ。ならば、後方支し援えん隊がとるべき行動はひとつだ。

「……撤てつ退たいだ」

　激情を抑おさえるような低い声で拓真は言う。

　内心では、かなり焦あせっている。まずいと、思っている。

　三年生を倒たおした虫が目の前に現れたら、自分は勝てるか？　と問われたら、勝てると答えるかもしれない。だが、その戦せん闘とうは望むところか？　と訊きかれれば、答えは否いな。

　自分一人が生き残るだけならまだしも、翠花、暁、虎太郎の三人を護まもり抜ぬくのは不可能だ。そこまでの強さは、悔くやしいが、まだない。

　だから、逃にげる。逃げなければいけない。

　そんな拓真の判断を嘲あざ笑わらうかのように。

　退路に無数の気配が生じた。霧きりの中、唐とう突とつに。ぎちぎちと、硬こう質しつな、関節のひきつれる音がする。ぶぶ、と翅はねの擦こすれる音。四方八方を異質な音が取り囲んでいた。

　音の洪こう水ずいにまぎれて、ひゅっと風切り音が鳴った。なにかが眼前の霧の壁かべを切り裂さき、一いつ閃せん。ふいの一撃が拓真の首を刈かり取るべく正確な軌き跡せきを描えがく。

　ぎん、と金属を打ち合わせる音。拓真が瞬しゆん時じに〝雪ゆき風かぜ〟を抜ばつ刀とうし、攻こう撃げきを受け止めたのだ。刃やいばに弾はじかれて霧の中に消えたのは、緩ゆるやかな弧こを描く緑色の鎌かま。

「あれは……蟷螂かまきりか……！」

「逢あい沢ざわ。貴様は下がっていろ」

　暁の声。直後、霧の一部が散って、巨きよ大だいな蟷螂の姿があらわになった。緑色の細長い胴どう体たいと鋭するどい鎌を持つ怪かい物ぶつは唐とう突とつに晴れた視界に戸と惑まどうように触しよつ角かくをぴくりとふるわせる。その刹せつ那な、意識の間かん隙げきに、銀ぎん閃せんが奔はしった。

　周囲の水分を霊枢核コアとして使用し、顕けん現げんした天使マスティマが大おお鎌がまを振ふり抜ぬいたのだ。蟷螂かまきりの右の鎌がばね仕じ掛かけのごとく跳はね、攻こう撃げきを受け止める。が、直撃の瞬しゆん間かん、蟷螂の腕うでは根元からもげて宙に舞まった。

　そして大鎌は、蟷螂の首を刎はねた。青い血を噴ふん出しゆつさせながら緑の巨きよ体たいが地に伏ふす。

　霧きりの奥で、ぎぎ、とノイズが響ひびく。異様な生物たちが、猛たけり狂くるっているかのような声を出す。

　と、今度はマスティマの周囲から四つの影かげが同時に飛びだした。足元には蛇へびのような巨大ミミズ。左右からはバッタ。頭上から急降下してくるのは蝿はえである。

「〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟の使用を許可する。殺やれ、マスティマ」

　暁あきらの命令を受けて天使の甲かつ冑ちゆうが強きよう烈れつな黄金の光を放った。光にあてられた虫たちは、劇的な反応を見せ始める。ミミズは自らの体を絡からませ、締しめつけ、悶もだえ狂った。バッタは跳ちよう躍やくの向きを変え、硬かたいコンクリートへと頭からつっこんでいき、蝿は首をぐるんと背中側がわへ回して、薄うすい翅はねを食いちぎった。

　敵意や悪意を反射し、自じ滅めつを誘さそうそのわざの見事さに、拓たく真まはしばし言葉を失った。自分も虫と同じ目にあっていたかもしれないと思うとぞっとする。

　黄金に輝かがやきつづけるマスティマに、かがり火に集まる虫のごとく大群が押し寄せる。一匹、二匹……と数える間もなく、天使の足元には自じ滅めつした虫の骸むくろが積みあがっていった。

「む？」

　ふいに、暁が怪け訝げんそうな声をもらした。

　虫の攻撃がぴたりと止まったのだ。

「全滅させた……わけじゃないな。まだ、気配がある」

　周囲に視線を巡めぐらせながら拓真は真しん剣けんな表情で言った。

　そのとき、

「うおっ!?」

　という虎こ太た郎ろうの悲鳴と同時に、毘び盧る遮しや那な仏ぶつの体がかしいで、地面に落ちた。腹に大穴をあけられた仏はうっすらと霞かすむように消えていく。

　腰こしを抜かした虎太郎は怯おびえた目で拓真を見あげ、ふるえ声を出した。

「い、いま、いきなりなにかが横切って、毘盧遮那仏をっ」

　虎太郎の言葉を聞き終えるよりも早く、拓真は直感で危険を察知していた。〝雪ゆき風かぜ〟を斜ななめにかざして盾たてにし、強く地面を踏ふみしめる。すると、弾だん丸がんのような速度で飛来してきたそれは、直前で刃やいばを躱かわすように軌き道どうを変えた。

　顔の真横を黒い塊かたまりが横切っていく。拓真はその姿をしっかりと視界に収めていた。

　鋭えい利りな翅とスリムな体を持つ、巨大なスズメガである。スズメガは霧の中を高速で行き来し、かく乱するような動きを見せた。右、左、右──そして、背後。

「くっ……っそ！」

　とっさに前転。髪かみ先さきをかすめ、スズメガはふたたび霧きりにまぎれる。

（見えるし、感じられる。だけど、体が追いつかない……！）

　拓たく真まは立ちあがり、舌打ちする。

「クソ。なにをやっている逢あい沢ざわ！」

　暁あきらは悪態をつきながら、拓真の背中に背中を合わせた。マスティマが暁と拓真を護まもるように、仁に王おう立だちになった。

　すると、スズメガの攻こう撃げきが、ぴたりとやんだ。ただ、翅はねの音だけは、近くで聞こえている。滞たい空くうしたまま様子をうかがっているようだ。

「ふん。虫けらのくせに、マスティマの力に怯おびえる程度の知能はあるらしい」

　暁が不敵に笑う。

　だがその言葉に、拓真は愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。

「いや、そのとおりだ。あいつら、マスティマには勝てないと理解して、攻撃対象を玖く珂が以外に絞しぼってきやがった。が……それはいいニュースじゃない」

「なに……？」

「奴やつらにそのレベルの判断力があるとすれば、狙ねらわれるのは俺たちじゃなく……翠すい花か！」

　すこし離はなれたところで身構えている翠花へと、拓真は大声で呼びかけた。伏ふせろ、と命令するつもりだった。腰こしが抜ぬけている虎こ太た郎ろうはともかく、立っている翠花はスズメガにとって良い的になってしまう。

　しかし、拓真の声よりも、スズメガの攻撃のほうが早かった。

　拓真でさえ反応できなかった速さで翠花の背中をめがけて飛んでいく。だめだ、と、拓真は思った。死角をつかれたら、避さけられない。直撃する──！

「っ────はぁっ!!」

　という気合いとともに、翠花は、その攻撃を受け流した。

「なっ……え？」

　翠花の死を覚かく悟ごしていた拓真は、予想外の展開に目を見開いた。

　スズメガは空中で旋せん回かいし、ふたたび翠花を襲おそう。しかし、翠花は舞まうような足さばきで、その攻撃を軽くいなしてみせた。

「あれは、合気道の演えん武ぶ、というやつか」

　暁がつぶやく。

　拓真は茫ぼう然ぜんとしたまま、ああ、と声をもらした。そして安あん堵どの笑えみを口元に浮かべる。

「ははっ。そうだ……あいつは、〝受け〟限定なら誰だれよりも強いんだった」

　深い霧の中では敵の位置がつかめない。だが敵は虫特有の感覚器官で正確に攻撃してくる。これは人間にとって絶望的に不利な状じよう況きようだ。

　だから、翠すい花かは安易に〝攻せめ〟に出られない。

　だからこそ、いまの翠花は強い。

　スズメガは幾いく度どとなく高速タックルを繰くり出す。しかし、翠花は流れを完かん璧ぺきに読み切った動きで、そのすべてを受け流した。

　何度目かの攻こう防ぼうの後、スズメガは攻こう撃げきの手を休め、困こん惑わくしたように滞たい空くうした。その瞬しゆん間かん、

「風ふう神じん！」
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　白毛の狛こま犬いぬが風の刃やいばを放った。大気が鳴動し、スズメガを襲おそう。スズメガは数メートルほど一いつ瞬しゆんで移動し、回かい避ひした。

　しかしそこにはもう一枚の風の刃が向かっていた。流れを完全に読み切っていた、翠花は、あらかじめ移動先へ向けて攻撃を放っておいたのだ。

　スズメガの薄うすい翅はねが風の刃に裂さかれて無残に散る。

　翅を失った世界最速の虫を、追おい討うちのように大気の奔ほん流りゆうが襲った。巨きよ大だいな体はこま切れになって、すり潰つぶした枯かれ葉はのような残りかすが、さらさらと霧きりの中に溶とけた。

「ふふん。どんなもんよ！」

　翠花はポニーテールを華か麗れいに舞まわせて、拓たく真まに駆かけ寄ると、憎にくらしいほど得意げに笑った。

　拓真は安あん堵どに胸を撫なで下ろしつつ、素す直なおな称しよう賛さんの気持ちをこめて翠花の肩かたをぽんとたたく。

「ああ。完かん璧ぺきだった。翠花のああいう戦い方は最高だ」

「そ、そうでしょー？　って、あんたに素す直なおに褒ほめられると、それはそれでなんかかゆい！」

　顔をわずかに赤らめて、翠すい花かは拓たく真まの腹を小こ突づいた。

「どうやら敵もオレたちに勝てないと踏ふんだらしい。今度こそ、思い知ったようだな」

　暁あきらが周囲を見み渡わたしてつぶやく。

　たしかに、霧きりの向こう側がわの気配はすっかり消えていた。翅はねの音も関節のきしむ音もない。

　拓真は深くため息をついて、それから、仲間たちに声をかける。

「引ひき際ぎわを見極きわめてるあたりが不気味だな。こいつは即そく席せきチームでどうにかできる相手じゃない。一度、学園に戻もどって、それから作戦を立て直したほうがよさそうだ」

「ふん。オレは、あの程度の虫けらに殺されるとは思わんがな」

　という、暁の不敵な発言に、

「い、いやいやいやいや。無理っ。無理だってば！　戻ろうぜ！」

　と、虎こ太た郎ろうが蒼そう白はくな顔で反論した。

「貴様は役立たずにも程ほどがある。先の戦せん闘とうでなにをした」

「い、いやあ……えっと、あの弾だん丸がんみてえな虫の初撃を防いだ……みたいな？」

「たわけ。的になっただけだろう。雑ざ魚こめ」

「なんとでも言えよっ。と、とにかく撤てつ退たいだろ？　リーダーもそう言って──」

「待って」

　憔しよう悴すいしきった虎太郎の台詞せりふをさえぎって、翠花が片手をあげた。街路の先を指でさす。

「あそこに、小さな人ひと影かげが……あっ、待って！」

　翠花はいきなり走りだした。

「おい待て」

　拓真はとっさにその腕うでをつかむ。

「はぐれたら合流できなくなるぞ」

「でもあそこに子どもの影が見えたのよ。避ひ難なんしそこねた一いつ般ぱん人かもしれないし、消息不明の祓魔師の生き残りかもしれないわ」

「この視界が悪い中だぞ？　見間ま違ちがいでした、が許される状じよう況きようじゃない」

「敵に襲おそわれたら、また返かえり討うちにしてあげるわ。それよりも、放ほうっておいたらあの子が虫に殺されちゃう」

「あの虫たちには学習能力があった。次に遭そう遇ぐうしたら勝てるとは限らない。ここは撤退だ」

「拓真！」

　翠花が責めるような眼まな差ざしを向ける。

　拓真はぎりっと強く歯を噛かんだ。拓真だって見捨てていいと思っているわけではない。しかしいまの拓真はこのチームのリーダー。仲間を生きたまま帰き還かんさせる義務がある。

「拓真が撤退するなら、それでいいわ。あたしは一人で行く」

　強い意志を感じさせる黒い瞳ひとみに見つめられ、拓たく真まは、

「くそっ。めんどくさいな、おまえは」

　と、思いきり髪かみをかきむしって、悪態をついた。

　そして、暁あきらたちを振ふり返る。

「翠すい花かが見た人ひと影かげを追いかける」

「ええっ!?」

　悲鳴のような声をあげたのは虎こ太た郎ろうだ。

　拓真は、大だい丈じよう夫ぶだ、と首を横にふった。近くに倒たおれている三年生に近づいて、その服をまさぐった。そして一枚のかるたを取り出して、暁へと投げ渡わたす。

「妖精ゴブリンの〝道案内フインガーポスト〟のカード……逢あい沢ざわ、これはいったいなんのつもりだ」

　暁が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「先に帰ってろ。玖く珂がは翠花と佐さ伯えきを護まもってやってくれ」

「貴様、一人で行くつもりか」

「一人のほうがましだ。他ほかの奴やつを気にしながら戦うことになるよりかは、な」

「はあ!?　ふざけないで。あたしも行くに決まってるでしょっ」

　すると翠花が不満を叫さけぶ。

「おまえな……わがままもいいかげんにしろよ」

「自分で言いだしておいて、拓真一人に行かせるなんて、あたしの正義が許さないの！」

「あのなぁ」

　拓真はあきれ返って息を吐はく。これだから聖職者は面めん倒どうなんだ、と心の中で愚ぐ痴ちをもらす。

「おい。どうする気だ」

　暁がじれったそうな様子で訊きいた。

　一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんし、拓真は強くうなずく。

「わかった。俺と翠花で行く。玖珂は佐さ伯えきと一いつ緒しよに学園に戻もどって報告してくれ」

「しくじるのは許さんぞ、逢沢。貴様は、最後の七日間に必要な男だ」

「無理はしない。子どもを見つけたら俺たちもすぐに戻る」

　拓真が断言すると、暁はくるりと虎太郎のほうを振り向いた。

「いいだろう。おいクズ。まずはその荷物を全部捨てろ。全力で帰き還かんする」

「え、荷物捨てちゃっていいの？」

　虎太郎は目を丸くする。

　暁は心の底から蔑さげすむような冷たい眼まな差ざしを向けた。

「貴様はそんなことも理解できんのか。聖水や神具──貴様らが運んでいたガラクタは、そこの三年生どもの能力がなければ使えないだろう」

「あっ、なるほど」

　能天気にぽんと手を打つ虎こ太た郎ろうに、暁あきらは頭痛をこらえるような顔をした。

　そうして暁と虎太郎は拓たく真またちを一いち瞥べつすると、勢いよく地面を蹴けった。二人の姿はあっという間に霧きりの中へと消えていった。

　その姿を見送ると、拓真は深い息を吐はいて、翠すい花かを睨にらみつける。

「本当はおまえにも帰ってもらいたかった」

「なに言ってんの、この環かん境きようならあたしのほうが強いんでしょ？」

「その慢まん心しんが怖こわいんだよ……まあいい、行くぞ。子どもが危ないかもしれないんだろ」

「そうね。急がないと」

　うなずきあって、拓真と翠花は濃のう霧むの先へ足を踏ふみだした。

　真っ白な世界のどこかから、遠く、ざあざあざあと潮しお騒さいが聞こえている──。




　　　　＋　＋　＋




　重く悲しげな旋せん律りつ。暗く深い海の底を漂ただようような音が教会堂を流れていく。曲調はやがて嵐あらしのごとく荒あれ狂くるう。不安定な、それでいて統一美を感じさせる曲だった。白く細い指が軽快に、豪ごう快かいに、パイプオルガンの鍵けんの上を躍おどる。

　オリヴィア・ドゥ・シレーヌは黙もくしたまま音を奏かなでていた。澄すんだ色の瞳ひとみには、いっさいの感情が浮かんでいない。

　アレクサンダー・ツェムリンスキーの『人にん魚ぎよ姫ひめ』──交こう響きよう詩しをオルガン用に編曲した、彼女のお気に入りの楽がく譜ふである。

　人間になることを望んだ人魚姫が海の魔ま女じよと契けい約やくして足を手に入れた。愛する王子が他ほかの娘むすめと結ばれれば、泡あわとなって人魚姫は死ぬ。王子の血を浴びれば、泡とならずにすむと言われていたにもかかわらず、人魚姫は泡となる道を選んだ。

　そんなロマンチックな物語をもとに作曲されたこの『人魚姫』は、主人公の人魚姫のゆれ動く情動を音おん符ぷにのせた、至高の一曲。

（オリヴィアは……ぎゃく）

　意識の狭はざ間までオリヴィアは思考した。

　ねちゃりという音がそばで鳴って、オリヴィアの手が止まる。オルガンの音も消える。気けだるげに首をかたむけて、粘ねん着ちやく質な音の鳴ったほうへと目を向けた。

　産まれたての虫。尋じん常じようならざる大きさの虫がうねうねと蠢うごめいている。

　灰はい褐かつ色しよくの世界。粘ねん糸しで紡つむがれた繭まゆがいくつもたれさがり、いくつかはすでに破れていて、青い液体をたらしている。ここがかつて教会であったなどと、誰だれが信じるだろうか。

　祭さい壇だんのあった場所には糸の玉座が据すえられて、不気味な悪魔が座っている。下半身は青ざめた馬。上半身は王おう冠かんをかぶった重じゆう装そう甲こうの騎き士し王おう。大悪魔サブノックである。

　四足を折りたたみ、悠ゆう然ぜんと座っていたサブノックは、ふいに立ちあがった。唐とう突とつに馬の背中がばくりと割れる。その内側がわから、糸にくるまれたかたまりが、風船のごとく膨ぼう張ちようしていく。それはごとりと地面に落ちて、ころころと転がっていく。

　サブノックは体内に取りこんだ虫を強制的に肥ひ大だい化させ、自らの手先として利用する。いましがた産み出された繭まゆも、やがて巨きよ大だいな虫となり、軍団の兵となるのだ。

　教会の屋根の上では人魚の悪あく魔まヴェパールが〝隔かく絶ぜつの霧きり〟を吐はき出しつづけている。

（作戦……ノエリアと、オリヴィアの、やりかた……きりでかくして、むしでたたかう……）

　自分の存在意義を確かく認にんするように、オリヴィアは思考する。

（たまに、おもいださないと……わすれそうに、なる）

　オリヴィアの契けい約やく霊れい体たいである大悪魔ヴェパールは、契約者から言語機能と歩行能力を奪うばう。車くるま椅い子すがなければどこにも行けないし、ノエリア以外の人間とはまともな会話なんてできない。

　だが、悪いことばかりでもない──

「ノエリア」

　オリヴィアは小さくそうつぶやくと、振ふり返った。すると、糸の玉座の裏。床ゆか板いたが持ちあがって、黒くろ髪かみの少女が顔をだした。

　ノエリア・マーズはかけ声とともに地上に出ると、上着の袖そでで額の汗あせを拭ぬぐった。

　オリヴィアは無表情のまま車椅子を動かした。

「おかえり。どう……だった？」

「侵しん入にゆう者も殺やり残のこしもいなかった。例の秘密も持ちだされた形けい跡せきはない」

「ん。なら、よかった……かも。ふぁーざーの、ひみつは、まもれそう」

「うむ。しかしあれはいつ見ても面めん妖ような光景だったよ……まあ、こんな奇き虫ちゆうの根ね城じろを作っている私が言えたことではないかもしれんが」

　ノエリアが口元に自じ嘲ちようぎみの笑えみをたたえる。それからふと、心配げに目を細めた。

「体の調子は大だい丈じよう夫ぶか？」

　オリヴィアはこくりとうなずく。

「ん。オリヴィアは……へいき。それより、ノエリアは……」

「案ずるな」

　オリヴィアの不安そうな言葉を、ノエリアは笑い飛ばした。

「指導者フアーザーの望みを果たすまでくたばるものか。オリヴィアにはつらい思いをさせるが……私が使命を終えれば自由の身だ。それまではどうか付き合ってほしい」

「…………」

　オリヴィアは、返答しない。

　パレオを握にぎる手に自然と力がこもる。

　本当にいいのだろうか、と彼女は思う。恩人たる指導者への忠誠を貫つらぬき、命を捧ささげる。幼いころから、その誓ちかいのもと、二人で手を取り合って生きてきた。

　しかし、ここにきて胸のうちに芽生える、不安。焦あせり。異なる道があるのではないかという、ひそかな期待と甘いささやき。

　それをノエリアにもわかってもらおうと、口をひらく。

「ノエリア」

「ん？」

「ノエ……やっぱり……ちが……じゃなくて、えっと」

　だけど思いは言葉にならない。言いたいことは明白なのに。この上なく切実なのに。言語化しようとすると、頭の中がぼんやりとして、曖あい昧まい模も糊こな言葉しか出てこない。

　そうして、数秒ほど黙だまり──ふいにオリヴィアははっとしたように顔をあげた。

「きこえる。ちかづいてくる」

　がたり、と車くるま椅い子すを倒たおして、床ゆかに這はいつくばる。強く、床に耳を押し当てる。

　オリヴィア・ドゥ・シレーヌは極度の異常聴ちよう覚かく者だ。その耳は数十キロメートル先の足音でさえ正確に拾い、なおかつそのささいな違ちがいを聞き分ける。もちろん天然の力ではない。言語能力と足を引ひき換かえに大だい悪あく魔まヴェパールから授さずかった権能のひとつだった。

「あしおと……すごく、はやい。ふたつ……ある」

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいの祓ふつ魔ま師しか」

「音のかんじは、つよそう……かたほうは、おとこのこ。もうひとりは、おんなのこ」

「ふむ。念のため各所に分散してある虫をここに集めておこう。踏ふみこまれたら、私とサブノックで迎むかえ撃うつ」

　ノエリアはオリヴィアの体を抱だき起こす。車椅子を立て直して、丁てい寧ねいに座らせると、玉座にたたずむ王おう冠かんの騎き士しを振ふり仰あおいだ。

「サブノック。全軍をここに集めてくれ。建物の守備を最優先に」

　その瞬しゆん間かん、いん、と、人間の可か聴ちよう音域の外にある音をオリヴィアは聴きいた。それが、大だい悪あく魔まサブノックの声であると、彼女は知っている。

　極大蝶々マキシマム・バタフライが天てん井じようからひらりと舞まい、鱗りん粉ぷんを散らして教会の外へ飛んでいった。

　それを見送って、ノエリアは歩き出した。

「極大蝶々が他ほかの虫を匂においで呼ぶ。私も行くとしよう」

　が、一歩、二歩と進んだところでふらりとその体がかしいだ。力が抜ぬけたように膝ひざをつく。げほ、げほ、と乾かわいた咳せきが出る。

　オリヴィアは悲鳴をあげてノエリアに近づいた。

「ノエリア……っ」

「あ、案ずるな。たいしたことは、ない」

　ノエリアは片手でオリヴィアを制して気き丈じような笑えみを浮かべる。だがその顔は、死人のように青い。しかも口の端はしを伝うのは、淡たん紅こうの血だ。

「むりは、だめ。いのち……だいじに」

　オリヴィアはひざかけでノエリアの口元を拭ぬぐう。そして、自らのパレオをおもむろにまくりあげた。あらわになったのは、真っ白な脚あしと、付け根にきざまれた無数の傷きず痕あと。

　髪かみをとめる貝のかんざしを抜ぬいて、傷の上からぷすりと刺さす。鈍にぶい痛みに、「んっ」と熱い吐と息いきがもれる。ぷくりと肌はだに浮いた血の珠たまを指ですくい、ノエリアの口元へ持っていく。

「……すまない」

　ノエリアはうつむきがちに言うと、おずおずと目の前の指を咥くわえた。指先から伝わる甘美な感覚に、一いつ瞬しゆん、オリヴィアは恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

　やがて血の滴しずくを舐なめ終えると、ノエリアの唇くちびるが離はなれ、唾だ液えきがわずかに糸を引く。すると、青ざめていたはずのノエリアの顔は、もとの健康的な血色の良さを取り戻もどしていた。

「いつもいつも本当に迷めい惑わくをかけてすまない。まったく難なん儀ぎな代だい償しようだ」

「うん……オリヴィアは、だいじょうぶ」

　オリヴィアは薄うすく笑いながらも心の中でくすぶる不安を払ふつ拭しよくできずにいた。

（発ほつ作さの間かん隔かくが短くなってる）

　そう。オリヴィアの契けい約やく霊れい体たいは人魚の悪魔ヴェパールだが、彼女たちの置かれた状じよう況きようと楽曲のモチーフにもなった童話『人にん魚ぎよ姫ひめ』のエピソードは、まるで正反対。

　オリヴィアは言語機能と足を捨て悪魔契約者に身を堕おとした。その血は破は壊かいされていく組織、細さい胞ぼうを強ごう引いんに回復させ、死にゆく体をこの世に繋つなぎ止める。自分以外の誰だれかに対してのみ、その力は発揮される。

　それはひとえにノエリアを死なせないため。大だい悪あく魔まサブノックの代だい償しようによって体内の組織を寄生虫に食われつづける彼女の延命装置──それがオリヴィア・ドゥ・シレーヌだった。

（助け合わなければ、生きていけない）

　ノエリアなしでは私生活を送れないオリヴィア。

　オリヴィアなしでは生きられないノエリア。

　その関係は永遠ではないことを、彼女は知っている。

　指導者フアーザーの望みはそこにはないと、彼女は知っている。

　それを絶対の正義と信じて、オリヴィアはノエリアとともに生きてきた。

（でも……ほんとうに、それは……正しい？）

　ふとももに刺さし傷きずの痛みを感じながら、オリヴィアは自らに問いかける。

　しかし浮かび上がった疑問も、熱っぽい頭ではあっさりと立ち消えてしまう。

　そして残されたのは指導者への忠誠心。

　今回の任務を確実にこなすのだという、強きよう迫はく観念にも似た使命感だけだった。
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　およそ一年前の、その日のことを、ルナ・フェルマーは回想する。

　数年間の監かん禁きんを経て、悪あく魔ま契けい約やく者しやにさせられ、また長い年月を〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟として飼われつづけ──そして迎むかえた、ある日の出来事を。




　悪魔契約者としての記き憶おくが見せるのは常に冷たい鳥とり籠かごの中だ。

　頑がん強きような鉄てつ格ごう子し。魔ま法ほう陣じんの描えがかれた紙が貼はられた結界の檻おり。手首は鈍にび色いろの武骨な枷かせに拘こう束そくされている。天てん井じようからのびる鎖くさりにつながれた、やせ細った体がまとうのは、生き地じの薄うすい襤ぼ褸ろだった。
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　ここに連れてこられたばかりのころは、腕うでの痛みに泣いて、父と母の顔を思い出しては泣いて、おぞましい実験をされては恐きよう怖ふに泣いていた。

　涙なみだはもう出尽つくした。いろいろなことをあきらめて、心はむしろ凪なぎのようにおだやかだった。

　教区長の気まぐれで悪魔フェネクスと契約させられたときも、怒いかりを通りこしてどこか投げやりな気持ちにまでなっていた。

　籠かごに囚とらわれ、一日二回の食事とその他の世話のとき以外に、人間らしい時間は過ごせない。

　その生きざまは飼われた鳥そのものだ。

　神に祈いのったこともあった。正義と力の象しよう徴ちようたる十じゆう字じ架かに。白しろ十じゆう字じ教きようの神に。

（ああ、主しゆよ。聖なるつとめを果たす教会の方々に、どうして罰ばつせられているのか、私は知りません。せめて、私に罪を自覚する機会をお与あたえください。このままでは納なつ得とくできません）

　つながれた両手を合わせることができなかったから、ただ瞑めい目もくして祈った。

　神の返答はない。思い返してみれば、いまも昔も、神の声が聞こえたことなどなかった。

　信しん仰こうは一方的で、恵めぐみも一方的。双そう方ほう向こうに見えて、そうではない。

　親もいない。神もいない。友達も仲間も自由も、なにもかもがここにはない。

　いや、ひとつだけ、あった。

　悪あく魔ま契けい約やく者しやとなり、圧あつ倒とう的な力を得ているにもかかわらず、この脆ぜい弱じやくな鳥籠を破は壊かいして大空に飛びだしてしまわない理由。自分も人間なのだと実感させてくれる唯ゆい一いつの存在。

「今日はルナさまの大好物をご用意しましたよ」

「…………あ」

　やわらかな声こわ色いろにルナ・フェルマーはゆっくりと顔をあげた。

　清せい楚そな雰ふん囲い気きの修道女シスターが、人ひと懐なつっこい表情を見せている。

　深雪のような真っ白な長ちよう髪はつを持つ、美しい顔立ちの女性──シスター・クラウディアだ。

　彼女は大きな鍋なべを木机に置いて、ふたをあけた。真っ白な湯気がふわっともれだし、芳ほう醇じゆんな香かおりが鼻先をさわさわとくすぐる。

　きゅう、と情けない音が鳴った。口の中で分ぶん泌ぴつされた唾だ液えきが塩しお辛からい。

　ヒューナーズッペ──黒くろ胡こ椒しようや香こう草そうを混ぜて煮にた濃のう厚こうなスープに、たっぷりの鶏とり肉にくと野菜を投入する豪ごう快かいな料理。ドイツの家庭料理のひとつだ。

　もの欲しそうな眼まな差ざしを向けるルナに、修道女はくすりと笑んだ。

「うふふ。ルナさまは本当に鶏肉が大好きなのですね」

　すり鉢ばち状の陶器になみなみとスープを注ぎ、銀のスプーンを添そえて、籠の前まで歩いてくる。片手の指でとんとんと格こう子しをたたくと、すぐさま魔力の光が通り、正方形の切れ目が入った。

　中に足を踏ふみ入れると、彼女はスプーンでひとさじ、スープをすくいあげ、ふうと息をふきかけた。何度か息をふくと、「うん」と満足げにうなずいて、ルナの口元へと運ぶ。

「あむ……ん……こくっ」

　勢いよく食らいつき、口の中で転がして、じっくりと味わった。

　旨うま味みの染みこんだ鶏肉は噛かむと濃厚なスープが滲にじみ出て、頬ほおも自然と緩ゆるんで、冷えきっていた心も徐じよ々じよに熱を取り戻もどしていった。

　やがて餌えさやりのような食事が終わると、修道女は用心深くあたりを見回して、ルナの耳元に口を寄せた。

「ルナさま。内ない緒しよのお時間でございます」

　いたずらっぽくささやいて、彼女は十じゆう字じ架かの霊枢核コアで具ぐ象しよう魔ま術じゆつを使い、籠かごの外に一体の天使を呼び出した。白銀の装そう甲こうが放つ聖なる光は、細かな粒りゆう子しとなってルナの体にまとわりつく。

　鎮ちん痛つうの光。痛みや苦しみを消し去る救いの光だ。

　永遠の拘こう束そくで硬こう直ちよくし鈍どん痛つうを発しつづける手首や体中の神経が癒いやされていく。

「シスター・クラウディアは……どうしていつも、こんなことをするの？　どうせ私は不死鳥の契けい約やく者しや。どれだけ痛めつけられても死なないのに」

「不死身でも、痛みはあるのでございましょう」

「……あるけどさ」

「であれば、この行ないには意味があるということです」

　たおやかに指を組んで、シスター・クラウディアは優やさしく断言した。

「そっか」

　ルナの表情がほころぶ。

　ふと、シスター・クラウディアの端たん正せいな顔が憂うれいを帯びた。

「以前から申し上げようと思っていたのですが」

「ん？　なあに？」

「あまりわたくしを信用なさらないように……わたくしもドイツ教区の修道女シスター。ルナさまに、このような過か酷こくを強しいている。信しん頼らいされる人間ではありません」

「そういえば、あなたもドイツ教区の白しろ十じゆう字じ教きよう徒とだったね。すっかり忘れてたよ」

　乾かわいた笑えみがこぼれた。それからルナはわずかに首をかたむける。

「だって、他ほかの白十字教徒とはちょっと違ちがうんだもん」

「違いませんよ」

「違うよ。あなたは神を信じてるけど、教会を疑ってる」

「……主しゆは、われわれドイツ教区の者を許さないでしょう」

　彼女は柳りゆう眉びをゆがめると、鳥籠の外に出て、鍋なべをかき混ぜ始めた。

　スープの渦うずをぼんやりと見つめたまま、ひとりごとのようにつぶやく。

「幼い子どもをさらって〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟の実験体にする。あまつさえ悪あく魔まと契けい約やくさせるなんて。行き過ぎた科学は神の行ないを模も倣ほうする。こんなことをつづけていれば、わたくしどもにはいずれ罰ばつがくだることでしょう」

「でもあなたは悔くいている」

「……ッ」

　ぱしゃ、とスープの跳はねる音。

「教会の意思に疑問を持って、私を丁てい寧ねいに人として扱あつかってくれる。どうして？　どうして私に良くしてくれるの？」

「おやめください……」

　ぱしゃ、ぱしゃ、と水音は鳴りつづける。激情のように激しく飛沫しぶきをあげる。

「おやめください……おやめ……くださいッ……！　本当に……ッ……これ以上……ッ！」

　シスター・クラウディアが勢いよく振ふり返ると同時に、鍋なべが床ゆかに落ちて凄すさまじい音が響ひびいた。中身のヒューナーズッペがぶちまけられて、鶏とり肉にくのきつい香かおりがむわっと広がる。

「わたくしを信用するのはおやめください……そんな目を向けられてしまったら、耐たえられなくなってしまうではありませんか!!」

「シスター……？」

　白い髪かみを振り乱し悲痛な叫さけびをあげると、彼女は自らの胸むな元もとを強くつかんでひざまずいた。

「わたくしは来年で成人を迎むかえます。二十歳になるのです」

「ああ、そういえば私と同い年だもんね。悪あく魔ま契けい約やく者しやになって今年で七年目。来年で八年目か。あのときは同い年だったのに、いつの間にかずーっと大人になっちゃったね」

　すこし笑って、

「シスターが毎年お誕たん生じよう日びを祝ってくれなかったら、本当の年ねん齢れい、忘れちゃってたよ」

　と、ルナは言った。

　シスター・クラウディアは苦々しげな顔で肩かたをふるわせる。

「どうして同じ年齢なのか、ご存知ですか」

「どうしてって？」

「たまたま悪魔契約者になったタイミングでたまたま同い年の娘むすめが世話係に任命される……この偶ぐう然ぜんはけっして神の導きなどではありません！」

「えっ」

　ルナは目を丸くした。

「ごめん。意味がわからないよ。どうしてそんなに悲しい顔をするの？　だって、偶然じゃないとしても、私になじむように同い年の子を連れてきた可能性だってあるよ。いや、むしろ、そう考えたほうが自然だし」

「教区長がフェネクスの不老不死の権能に目をつけ、実験が第二フェーズに移行した段階で、〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟の実験体は二人、生き残っていました」

　ひとつ区切り、シスター・クラウディアは低い声でつづける。

「ルナさまと、わたくしの、二人です」

「なっ……」

　予想外の言葉にルナは愕がく然ぜんとした。

　シスターは平へい伏ふくし、潤うるんだ瞳ひとみでルナを見あげる。

「大悪魔フェネクスの契約者に選ばれたくない一心で、わたくしは身も心も尊厳もドイツ教区に捧ささげるからと教区長を説得しました。ルナさまに重責を負わせたのはこのクラウディアです。だから……信しん頼らいの目を向けるのはやめてください。どうか」

「ふうん……そっか。それで、贖しよく罪ざいのつもりで」

「はい。お世話のときも、常に敬意を忘れず、せめて人らしい時を過ごしてほしいと……我ながら偽ぎ善ぜんに満ちた言葉だとあきれてしまいます」

　自じ嘲ちよう気味に微ほほ笑えむと、シスター・クラウディアはポケットから一本の鍵かぎを取り出した。

「これは手て枷かせの鍵です。ルナさまが望むなら、いつでも──」

「だめだよ」

　ルナは朗ほがらかに笑ってみせた。

「ドイツ教区は裏切り者を許さない。私を逃にがしたらあなたが死ぬ。だから、私はまだこの籠かごから逃げていないの」

「あ……っ」

　シスター・クラウディアが背後からの気配を察してとっさに振ふり返る。部屋の片かた隅すみに飾かざられていた丸いからすのぬいぐるみ──彼女自身が誕たん生じよう日びにプレゼントとして買ってきた品物に、眩まばゆいオレンジ色の光がまとわりついている。

　祓ふつ魔ま師しならばその現象がいったいなんの兆ちよう候こうか、知らないはずがない。

「具ぐ象しよう魔ま術じゆつでございますか」

「うん。フェネクスの炎ほのおはたぶん鳥籠も教会の建物もまとめて吹ふき飛ばせるだけの力がある。逃げるだけならいつでもできるよ」

　笑え顔がおで言うと、ルナは手のひらをぐっと握にぎりこんで、魔力の注入をやめた。ぬいぐるみの光が消え、気配が霧む散さんする。

　稀き代だいの手品師を見るような唖あ然ぜんとした表情でシスターは身を乗りだした。

「それほどの力があって、どうしていままで一度も脱だつ出しゆつを試みなかったのですか？　……いや、そうでしたか。ああ、なんということ……残されることになるわたくしの身を案じて？」

「半分正解。もう半分は私の最初の罪とやらがなんなのか、教区長に問いただすことかな。もしもその罪が納なつ得とくできるものなら、私はあらためて神に許しを請こわなきゃいけないから」

　ルナのまっすぐな言葉に、シスターは強く唇くちびるを噛かんだまま首をふる。

「敬けい虔けんな白しろ十じゆう字じ教きよう徒ととは、本当はあなたのような人のことを言うのでしょうね」

　それから表情を引き締しめて、指につまんだ鍵を左右にゆらした。

「望まれれば、他ほかの司祭たちに内ない緒しよでお散歩ぐらいなら、できます」

「外……かぁ。そういえば、しばらく見てないね」

「一緒に見ましょう。夜になると、星が綺き麗れいですから。お誕生日の記念にでも」

　シスター・クラウディアは思いつめた表情をほんのすこしやわらげた。それでもどこか哀あい愁しゆうを感じさせる、作ったような笑みに見えた。

　そして。二は十た歳ちの誕たん生じよう日び。約束の日。

　深夜の〝お散歩〟が教区長にバレた。

　そして、シスター・クラウディアは──ルナの逃とう亡ぼうをほう助したとして、処しよ刑けいされた。




「宗教……か」

　ルナは記き憶おくを掘ほり起こしながら小さくつぶやく。

「ミトラおねーさんは気にしないって言ってくれたけど……本当に、悪あく魔ま契けい約やく者しやを入信させてもいいのかな……」

　親しい人間が罰ばつせられた過去がルナの胸を強く締しめつける。思考がうまくまとまらない。どこか物もの憂うげに細い息を吐はき出した。

「……ん」

　昇しよう降こう口前。階段の手すりに背中を預けたまま、ふと眼下に目をやった。

　そこには学園の敷しき地ちを埋うめ尽つくす中立区画の住民たちと、その間を駆かけ回る銀ぎん髪ぱつの少女の姿。

　重そうな祭さい壇だんを背負ったミトラが危なっかしい手つきでトレイを運び、昼食のスープを配っている。影かげ縫ぬいの許可を得て、理事長室横の調理場でミトラ自身が作ったものだ。

　ちょこまかと動き回っていたミトラはトレイが空っぽになると小走りに戻もどってくる。

　膝ひざに手をついて呼吸を整えながら、ミトラはすがすがしく微ほほ笑えんだ。

「喜んでもらえたみたいでよかったです」

「マイトレヤ教には入信してもらえそう？」

「えっ、入信？」

「おねーさんさ……布教活動に行ったんじゃなかったっけ」

「えっ……と……あ、ああっ、そうでした！」

　ルナの冷静なつっこみにミトラは本気で忘れていたと言わんばかりに声をあげた。

　あまりに無む垢くな反応に肩かたからどっと力が抜ぬける。『聖せい職しよく者しや協きよう会かいからの支給品は味のないパンだけなので、きっとお口が寂さびしいだろうなと思いましてっ』などと言って、鶏とり肉にくのスープを作り始めたあたりから、なんかずれてるなと、ルナは首をかしげていたのだが。

　あれでは完全にただの給仕だ。

「うう。美お味いしいと言ってもらえるのが嬉うれしかったので、つい他ほかのことを忘れていました」

「くすっ」

　ふいにルナの口から笑みがこぼれた。

「面白いなぁ、ミトラおねーさんは。邪じや教きようの教祖様とは思えないよ」

「ううっ。拓たく真まやスイカにもよく言われます。わたし、そんなに威い厳げんがないですか」

「ないね」

「はうっ」

　涙なみだ目めになって縮こまる。その姿は威厳などという言葉からは程ほど遠とおい。

　しかし、

「だからこそ、良いトップになる……のかな」

「え？　なにか言いましたか」

「なーんでもなーいよ」

　首をかしげてぱちぱちと瞬まばたきするミトラに、ルナは気にするなとばかりに手をふった。

「しっかしまあ」

　からすのぬいぐるみをぎゅっと抱だきしめて、鋭するどく目を細める。

「ほんとにもう、めんどくさい奴やつら」

　給仕中の聖職者たちの視線が、これでもかというほど、ミトラに集まっている。

「邪じや教きようの教祖だ」「霊れい害がい時の心の隙すき間まをついて布教活動をしているぞ」「なんと卑ひ劣れつな」

　そんな、ミトラのことをなにもわかっていないささやき声も、聞こえてくる。

　それだけではない。

　それだけならば、嫌いや味みったらしい聖職者の言うことだからと、無視すればいい。しかし。

（なーんか変なのも、感じるんだよね）

　──とびっきりの怪あやしい視線がひとつ。混ざっている。これは、はいそうですかと、なにも考えずに流してしまうには、危険すぎる。

　視線の主は、特定している。視界の中にいる。教職員棟とうのビル内。四階の廊ろう下か。窓からルナとミトラのほうを見おろしている人物の姿。

　眼鏡をかけた濃こい髪かみ色いろの修道女だ。

　ルナは記き憶おくを検けん索さくする。教員名めい簿ぼを利用して、小さな頭にたたきこんだ、教職員全員の名前と顔。それと照合する。

　モニカ・クレメンティ。白しろ十じゆう字じ教きよう徒との女性教師だ。

（いきなり襲おそってくるつもりはないようだけど……うっとうしいなぁ、もう）

　などと考えていると、ミトラがすっとルナの顔を覗のぞきこんだ。

「どうかしましたか」

「んーん。なんでもない」

　はぐらかすように笑って、ルナはかかとを起点にくるりと回った。

　校舎の中へと足を踏ふみだし、ひらひらと片手をふる。

「ほら、理事長室に帰るよ、おねーさん。私にもご馳ち走そうしてよ、鶏とり肉にくのスープ」

　ルナがそう言うと、ミトラは明るい声で答えた。

「もちろんですっ。渾こん身しんの一品ですよっ」




　　　　＋　＋　＋




　肉の裂さける音。緑色の血しぶき。

　体の中央から真っ二つ。一刀のもとに斬きられた体が横に倒たおれていく。その一連の流れを冷たい眼まな差ざしで見届けると、拓たく真まは〝雪ゆき風かぜ〟を一、二度、軽く振ふって血を払はらった。

　隣となりでは翠すい花かが、逆さか巻まく風の刃やいばに刻まれて紙ふぶきのように四散する極大蝶々マキシマム・バタフライの、鱗りん粉ぷんと欠片かけらを浴びて得意げに胸を張る。

　二人の背後には無数の虫の屍しかばねが山と積みあがり、いままた二匹ひきが追加された。

　拓真は軽く髪かみをかきあげると、じと目で翠花のほうを流し見る。

「結局、こんなところまで来ちまったな。おまえ、あの子どもが罠わなだったら、どうしてくれるんだよ……一ヶ月は奴ど隷れいみたいにこき使ってやろうか」

「ちょっ、使用人からさらに格下げ!?　ううっ、あたしもまさかあの子の影かげが、こんな場所に逃にげこむなんて考えてもみなかったから」

　翠花は真っ赤な顔で言い訳した。

　二人がいるのは波の音も程ほど近い教会の前だった。カトリックな気配の建物は真っ白な糸で覆おおわれていて、どこか荒こう廃はいした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。濃のう霧むの中にたたずむ姿は、まぎれもなく虫の巣す。どう見てもこの場所こそが今回の事件の発生源──岬みさきの教会だ。

「途と中ちゆうからおかしいとは思ってたんだけどな。俺と翠花が全力で追いかけても、追いつけない。そんな子どもがいるわけないしな」

「なによ。わかってたなら、どうして黙だまってたの」

　不満たらたらといった様子で唇くちびるをとがらせる翠花。

　拓真は一いつ瞬しゆんだけ返答に窮きゆうした。

「すこし曖あい昧まいな理由なんだが……怒おこるなよ」

「べつに。あんたにはいつでも怒ってるわ」

「なんとなく……ここに来なくちゃいけない気がした。呼ばれてる気がしたんだ」

　スピリチュアルなことを言っている自覚はあったが、拓真の表情は確信に満ちていた。

　翠花も怒っていいのか笑っていいのか迷うような微び妙みような顔で、ただ口をへの字にしてわずかばかりの反はん抗こう心しんを表現している。

　追つい跡せき中、子どもの影は拓真たちの視界からぎりぎりはずれないように、一定の間かん隔かくを保ったまま、ひょいひょいと逃げ回っていた。影が目に入るたびに、拓真の右手首の数珠じゆずがきしりと音をたてて両腕うでの紋もん様ようの下──皮ひ膚ふの内側がわが弱い熱であぶられた。

　知りたい。知るべきだ。この先にある〝なにか〟を見ろ──〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタの、小悪魔的な少女の甘いささやきが耳の奥をくすぐるのだ。それに。

「戦っていて気づいたが、翠花ひとりだけなら護まもりきれそうだったからな。おまえも、かんたんにやられるほど弱くないし」

「ふん。あたしが護られる側がわとか、なに言ってんの？　生意気」

　ぷっくと頬ほおをふくらませて翠すい花かは拓たく真まの足を踏ふもうとする。もちろんそれを簡単によけて、拓真は教会の戸を振ふり返った。

「ここで退いても霧きりの侵しん蝕しよくは止まらない。ルナの言葉を信じるなら、今回の事件はミトラが生きているからこそ、起きている。止められるなら、ここで止めたほうがいい」

「そうね。他ほかの班は誰だれもここに着いてないみたいだけど……ううん、だからこそ」

「まっ、命令違い反はんだけどな。三年生の前衛が負けた時点で撤てつ退たいすることになっていたわけで」

「迷子になっちゃったってことで」

「それはいい」

「で、拓真。作戦は？」

「そうだな……」

　どこか期待するようなきらきらした翠花の目を見返して、拓真はにやりと笑ってみせた。

「正面突破ストレートでいこうか」

「最高クールね！」

　翠花の言葉と同時に拓真は教会の扉とびらに向けて強きよう烈れつな前まえ蹴げりを放った。閉ざされた扉は蝶ちよう番つがいごと破は壊かいされてあっさりと吹ふき飛び、重低音を響ひびかせながら教会内を派手に転がっていく。

　入口に待機していた数匹ひきの虫はその衝しよう撃げきに巻きこまれ、生き残ったものも、直後に生じた旋せん風ぷうに切り裂さかれた。

　拓真と翠花は滑すべるように建物の中に飛びこみ──足を止めた。

　姿を探すまでもない。教会の最さい奥おう。祭さい壇だんに設しつらえられた糸の玉座に敵は鎮ちん座ざしていた。

　頭に王おう冠かんをのせ、右手に剣けんを、左手に盾たてを構えた騎き士し王おう。

　不気味なことに、下半身は真っ青な馬である。背中からは濡ぬれた細長いものが数本、ひょろひょろとのびている。もとの種類が特定できないほどに存在を捻ねじ曲げられた奇き形けいの虫だ。

　奇怪な虫ワームは歯のない空くう洞どうのような口と、針のついた尾おをもつ。

「たった二人であの軍勢を散らしてくるとは……祓ふつ魔ま師しとはいえ、滅め茶ちや苦く茶ちやな奴やつらだ」

　あきれたような色を帯びた、アルトボイスが響ひびいた。騎士王の悪魔のかたわらにすっと歩み出たのは、鋭えい利りな印象の中性的な少女だった。女め豹ひようのごとくすらりとのびた脚あしやひきしまった体を露ろ出しゆつ多めの服につつんでいる。

　そのかたわらには車くるま椅い子すに腰こしかけた清せい楚そな見た目の少女もいた。

　拓真は、刀の切っ先を、少女たちに向ける。

「いちおう確かく認にんしとく。あんたらが外の霧と虫を操あやつってる犯人。ってことで間ま違ちがいないな？」

「問答が必要か？」

　黒くろ髪かみの麗れい人じんは、口元に薄うすい笑えみをたたえた。

「ま、文句なしに黒だろうよ。で、あんたはどこのどいつだ？」

　目を細めて、問いかける。

　暁あきらの見た未来のパターンに存在しない異い端たんの襲しゆう撃げき者。いったいどこの誰だれが、なんのために、鳴なる神かみ市に未み曾ぞ有うの霊れい害がいを引き起こしたのか。

　ミトラを狙ねらう者だとすれば、うしろだての組織はどこなのか。

「ノエリア・マーズ。だが、憶おぼえなくていいぞ、祓ふつ魔ま師し。貴様らはここで死ぬのだからな……サブノック！」

　奇き形けいの虫が鞭むちのようにしなやかな動きを見せて、激しく空くうを裂さきながら拓たく真まを薙なごうとする。壁かべや地面を派手に削そぎ落として怒ど涛とうの奔ほん流りゆうとなって迫せまりくる、その攻こう撃げきの軌き跡せきを見定め、一いつ閃せん。〝雪ゆき風かぜ〟が水平に奔はしる。

　風をはらんだ斬ざん撃げきが、一息に虫の波を打ち払はらった。生じた隙すき間まに体を捻ねじこませるように、一気にサブノックへと肉にく薄はくし、渾こん身しんの一刀を叩たたきこむ。金属音。火花。手て応ごたえはない。

　眼前にかかげられた盾たてに阻はばまれた。反動で上体を押しやられた拓真は、横から気配を感じ、宙返り。つま先すれすれを厚い剣けんが薙いでいく。

　そのとき、拓真の着地点へと奇き形けいの虫が押し寄せた。左右同時。そして、速い。斬撃で防げるのは片方だけだ、と、拓真は思った。そして。

「な!?」

　驚きよう愕がくの声をあげたのは、ノエリアだった。

　拓真が、その場で回転しながら飛びあがり、右方の虫の首に刀の先をひっかけ、左方の虫に向かって強ごう引いんにぶつけた──その一連の超ちよう人じん的な動きに圧あつ倒とうされたのだ。

　サブノックはつぎつぎと虫を繰くり出して縦じゆう横おう無む尽じんな攻撃を展開する。

　しかし拓真はそのすべてをたった一本の日本刀で防いでみせた。

　埒らちがあかないと思ったのか、サブノックは不ふ可か聴ちよう音域の叫さけびをあげて、自ら動き出した。拓真の頭へとまっすぐに剣を振り下ろす。

　だがその動きは虫の攻撃に比べてあまりにも鈍どん重じゆうだった。サブノックの剣先は深く床ゆかをえぐっただけ。そこにはすでに拓真の姿はない。

　騎き士し王おうの悪魔がはっと顔をあげる。その首をめがけて〝雪風〟の白はく刃じんが閃ひらめいた。乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃。天使の装そう甲こうをも軽く両断してみせる刃やいばが直撃。する、直前。

　サブノックの頭部が破は裂れつした。

「ぐ……!?」

　回かい避ひ不可能の必殺の攻撃を仕し掛かけていた拓真は、それゆえに対象の爆ばく発はつに対応できなかった。衝しよう撃げきに巻きこまれて吹ふき飛ばされ、体のあちこちをぶつけながら転がり、翠花の足元で止まる。

「拓真っ」

「くっ……そ……油断したつもりはなかったんだけどな」

　拓真は翠花の肩かたを借り、歯を食いしばって立ちあがる。

　サブノックは頭を失っていたが、いまなお立ちつづけていた。首の断面に淡あわい魔力の光が注がれていく。光の源はノエリアの手だ。契けい約やく者しやによる具ぐ象しよう魔ま術じゆつの再構築──いわゆる霊れい体たいの修復作業である。

　ぼこぼこと傷口が泡あわだち、王おう冠かんの騎き士しの頭部がもとの形を取り戻もどしていく。

　その不気味な光景を見て、それから、拓たく真まは天てん井じようを見あげた。糸にまみれた楕だ円えん状の繭まゆのようなものがぶらさがっている。天井につながる鎖くさりと凝こった意い匠しようから、かろうじてシャンデリアだとわかった。

　シャンデリアの陰かげに、尾おをぐるりとまいた巨きよ大だいな怪かい魚ぎよが潜ひそんでいる。全身のいたるところにあいた穴から、うっすらと水蒸気がもれていた。

　鎧よろいのような外骨格に覆おおわれた頭を動かして拓真たちのほうを向く。そして、体の穴のそばの空気がわずかにゆがむ。

　それを見て、拓真は翠すい花かの体を抱だきかかえると、近くの椅い子すの裏に飛びのいた。

「うえっ!?　ちょっと、いきなりなによっ」

「おとなしくしてろ。くるぞ！」

「え……!?」

　天井の存在に気づいていなかったのか、翠花は、目を丸くした。

　驚きよう愕がくの声は、その直後に轟とどろいた爆ばく音おんにかき消される。

　さっきまで拓真たちの立っていた場所を、目に見えない衝しよう撃げきが襲おそった。

　床ゆかは陥かん没ぼつ。壁かべには砲ほう弾だんの直撃を受けたような大穴が穿うがたれた。

　その攻こう撃げき痕あとは水に濡ぬれたように暗く湿しめっている。

「なんなのいまの攻撃!?」

「シャンデリアだ。あそこから、撃うってきた」

　拓真が指を上に向けると、翠花もようやくもう一体の悪魔に気づいて、顔をしかめる。

「あんなところに……でも、いったいどうやって？」

「水みず鉄でつ砲ぽうだ」

　拓真は見たものをありのままに表現した。

　翠花がきょとんとした顔になる。

「水鉄砲って……子どものころに遊んだような、アレ？」

「原理としては同じだろうな。だが、あれはただの水鉄砲じゃない。音速の水鉄砲だ」

「音速……なるほど、たしかに一定以上の質量の水の塊かたまりを超ちよう高速で撃ちだせば、ちょっとした兵器になるわね。あの魚みたいな外見は……大悪魔ヴェパール、かな」

　拓真はうなずいて、低く告げる。

「霧きりを操あやつっているのも、たぶんあいつだ」

「くくっ。どうした祓ふつ魔ま師し。さっきまでの威い勢せいはどこへ消えた？」

　ノエリアが嘲ちよう笑しようし、サブノックをけしかけた。

　青ざめた馬がゆったりと起きあがり、背中の奇怪な虫ワームをうごめかせながら歩み寄る。勝利を確信したような笑えみを浮かべているノエリアに、拓たく真まはうっすらと笑い返した。

「なんだ。想像以上に弱いな、あんたら」

「なにを言っている。強がりもたいがいに──」

「そりゃそうだよな。強かったら、わざわざこんな回りくどいことはしない。ルナみたいに、ストレートに襲しゆう撃げきしてくるはずだからな」

　ノエリアの言葉を完全に無視して拓真はひとりごとのように言う。

　怒いかりに頬ほおをひきつらせる敵を一いち瞥べつすると、拓真は、翠すい花かの体を床ゆかにおろした。肩かたをたたき、耳元で問いかける。

「ヴェパールのほうは任せる。翠花ならたぶん余よ裕ゆうだ。理由は言わなくてもわかるな？」

　翠花は、ふん、と勝ち気に胸を張った。
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「当然よ。あたしにやられるためにいるような悪あく魔まね、あいつ」

「俺はサブノックのほうを倒たおす」

「しくじるんじゃないわよ」

「それはこっちの台詞せりふだよ」




　憎にくまれ口ぐちの応おう酬しゆうは唐とう突とつに終わり、合図もなしに拓真と翠花は左右にわかれて跳とんだ。

　翠すい花かは巫み女こ服の袖そで口ぐちから呪じゆ符ふを抜ぬいて、すばやく詠えい唱しようする。具ぐ象しよう魔ま術じゆつ。呪符が光をまとい、直後、黄色の体毛を誇ほこらしげになびかせた狛こま犬いぬが姿をあらわした。日本に伝わる神話の中でもひときわ存在感のある存在──雷らい神じんだ。

　霧きりの中では使用を自じ粛しゆくしていたが、いま、教会の中に霧はなく、放電の心配もない。

　ヴェパールの穴のそばでふたたび空気がゆらめく。大気中の水分をかき集めて水の弾だん丸がんを作ろうとしているのだろう。だが水蒸気を水に変える過程に時間をかけすぎている。

「遅おそすぎ」

　ふん、と笑うと、翠花は雷神へと目をやった。

「雷神、水びたしの悪魔なんてあなたの敵じゃないわ。ぶっぱなして！」

　翠花の過激な命令に雷神は咆ほう哮こうで応こたえた。雷神の口から雷光の矢が放たれる。

　口内で折った牙きばに電気をまとわせ、電でん磁じ砲ほうの要領で射出する、電撃と物理攻こう撃げきの二つの側面をそなえた荒あら業わざだ。

「ヴェパール。オリヴィアは、めいじる」

　車くるま椅い子すの少女──オリヴィアがつぶやいた。

　ヴェパールの鱗うろこが急速に変色していく。潤うるおいは消え、表皮は、からからと乾かわいた砂のような色に染まった。これは、水分操作の能力。体表の水分を体内にひっこめたのだ。

　雷神の電流が体全体を蹂じゆう躙りんすることはなくなるし、硬かたい外骨格に覆おおわれたヴェパールの体を獣けものの牙きばごときが貫つらぬけるわけもない。しかし。

「うん。知ってる。そういうことができるってことぐらい、簡単に予想できたわ」

　翠花の表情から余よ裕ゆうの笑えみは消えなかった。

　雷光の矢が怪かい魚ぎよの悪魔に直撃する。その瞬しゆん間かんに、ぱぁん、と空気の破は裂れつする音とともに空間全体を揺ゆるがすほどの凄すさまじい爆ばく発はつが生じた。

「……!?」

　オリヴィアが感情に乏とぼしい顔をわずかにゆがめる。全身を炎ほのおにまかれた怪魚は、ぐにゃりと体をくねらせながら落下。粉ふん塵じん。声なき声をあげて悶もん絶ぜつした。

「いったい……なにが……」

「知ってる？　雷かみなりの通ったあとの空気って一時的に一万度を超こえてるのよ。雷神の牙も超ちよう高温の物体ってわけ。そんなものが水蒸気の塊かたまりにぶつかったら水蒸気爆発を起こすに決まってる。直前で水分をひっこめたのは賢けん明めいだけど──水みず鉄でつ砲ぽうを放つために穴のところに集めていた水分は動かせなかった。そうよね」

「…………」

　オリヴィアは無言だが、それは肯こう定ていと同じ意味だった。

「水鉄砲を連射してこなかったのもそのせいね。ヴェパールは支配力の高い大規模な水分操作が可能だけど、能力の発動が致ち命めい的に遅い。だから、あんたは弱いの。少なくとも近接戦せん闘とうにおいてはね！」

　雷らい神じんが疾しつ駆くする。

　苦しみもがくヴェパールの鱗うろこの隙すき間まにがぶりと牙きばをたてる。

「さあ、ビリビリいくわよ！」

　黄色の体毛がざわざわとさかだった。牙を通して強力な電気が流れ、怪かい魚ぎよの体が痙けい攣れん。

　電流は、ヴェパールが体内に待たい避ひさせた大量の水を伝って、神経を焼き切りながらばすんばすんと音をたてて全身を巡めぐった。穴という穴から煙けむりを噴ふき出して、悶もだえ狂くるう悪あく魔ま。

　そのすぐそばの床ゆかに、剣けんが刺ささった。正確には剣を握にぎったサブノックの右腕うでである。

　拓たく真まと大悪魔サブノックの戦せん闘とうは一方的な展開だった。

　一いつ閃せん、二閃、三閃。〝雪ゆき風かぜ〟が奔はしる、舞まう、躍おどる。いくつもの斬ざん撃げきの軌き跡せきが宙に残り、装そう甲こうに覆おおわれた悪魔の体が徐じよ々じよに、削そぎ落とされていく。

　やがてぐらりと体をかたむけた隙を拓真は逃のがさなかった。

　両腕を失って、こけしのようになった胴どう体たいに、鋭するどい蹴けりを叩たたきこむ。吹ふき飛ばされた騎き士し王おうは感電し悶もん絶ぜつしているヴェパールに覆おおいかぶさるようにして倒たおれた。

　それを見届けるよりも早く、拓真はノエリアに接近した。

　両腕をあげて身構えるノエリア。しかし拓真に半はん端ぱな防ぼう御ぎよなど通用しない。

　腕の隙間から左手を差しこみ、顔面をつかむと、軽く足あし払ばらいをかけてやった。宙に浮いたノエリアの頭を床に叩きつける。

「がッ!?」

　後頭部をぶつけた彼女の口から声がもれた。

「ノエリア！」

　オリヴィアが悲痛な叫さけびをあげる。

　車くるま椅い子すを動かし、ノエリアに近づこうとした彼女の眼前に、二匹ひきの狛こま犬いぬが立ちふさがった。

「終わりよ、終わり。ゲームセット。観念なさい」

　と、翠すい花か。

　オリヴィアは愕がく然ぜんとした顔で青い唇くちびるをふるわせる。そして。

「だめ……」

　ぽつりと、こぼした。

「だめ……だめ……ノエリア！　ノエリアっ」

　オリヴィアの絶ぜつ叫きようはノエリアには聞こえていないだろう。後頭部を強打したために、拓真の左手の中でノエリアはすでに気絶しているのだから。

　そう。呼び声に応こたえられるはずがないのだ。

　だというのに。

「ウ……ア……」

　何な故ぜか、聞こえる。暗い淵ふちから這はい上がろうとしているようなくぐもった声が聞こえる。

　そして、ノエリアの唇くちびるの隙すき間まから、ごぽり、と血けつ塊かいがあふれだした。

「な……」

　拓たく真まは絶句し、思わず手を離はなしてしまう。

　頭に打だ撃げきを加えたとはいえ吐と血けつするほどの攻こう撃げきではなかったはずだ。とめどなく血を吐はきつづけるノエリアを茫ぼう然ぜんと見つめていると、拓真の左腕うでがかっと熱を帯びた。

〝解析アナライズ〟終しゆう了りようの合図。

　ノエリア・マーズの魂の情報パーソナルデータを、その深しん淵えんを覗のぞいていく。

　すると……見つけた。やはり、打撃が原因では、なかった。




『ノエリアの肉体はサブノックの操あやつる異界の虫に寄生されている』

『異界の虫は寄生対象から魔ま力りよくや栄養、生命維い持じに必要なあらゆるものを喰くらい、大悪魔サブノックの本体に霊チ的ヤ接ネ続ルし、〝女王〟に送る。すなわち寄生された人間は〝女王〟誕たん生じようのためのいしずえ。あるいは、えさ』




　それが拓真の得た答え。

　それが頭に浮かんだ瞬しゆん間かん、拓真はすばやく背後を振ふり返った。

　そして知る。

　何な故ぜ、大悪魔サブノックの外見が騎き士しであるのか。

　何故、王おう冠かんなどつけていたのか。

　青ざめた馬にまたがる騎士王の悪魔──それ自体が、女王を護まもる騎士であり、いずれ女王に存在を取って代わられる、王の象しよう徴ちようを所持するにふさわしい尊い存在だったからだ。

　契けい約やく者しやであるノエリアだけではないだろう。霧きりからの帰き還かん者を襲おそう謎なぞの熱病も、サブノックに栄養を送るために異界の虫が寄生した結果にちがいない。

　金属の裂さける音が響ひびいた。騎士王の鎧よろいを突つき破る、かぎ爪づめのついた二本の脚あし。それからすこし遅おくれて目玉模様の翅はねがぶわっという音とともに広がる。

　ぼこぼこと水み泡なわのごとき派手な細さい胞ぼう分ぶん裂れつを経て、そのシルエットはみるみる膨ぼう張ちようしていく。

　蒼あおい甲こう殻かくに覆われた胸部は蟷螂かまきりのようにすらりと細く、腹部は蟻ありや蜂はちのようにふくれている。

　無表情な人の顔を模した頭部は生理的な不気味さを感じさせた。

　それは、異い形ぎようの昆こん虫ちゆうだった。

　羽う化か。騎士というさなぎからこの世ならざる虫が産み落とされたのだ。

　大きさは軍団の虫とは比べものにならない。

「相当やばいな、こりゃあ。近接戦せん闘とうが弱いのは本体じゃなかったからってことか」

　拓真は言った。

「とんでもない奴やつらだな。あんな化け物を育てるために自分の身を捧ささげてたってんだからな。それが〝ルネサンス〟の教義なのか？」

「……！　オリヴィア、たちのこと……しってる……の？」

　オリヴィアの目が拓たく真まの左腕うでに吸い寄せられた。

　戦せん闘とうのおりにやぶけた袖そでから紋もん様ようが覗のぞいている。

「〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ののろい……そう、それで調べたの……？　まさか、あいざわ、たく……」

　オリヴィアのたどたどしい言葉をさえぎって、ノエリアが激しく咳せきこんだ。そして、吐と血けつ。

「ノエリア！」

　ノエリアの体は小刻みに痙けい攣れんし、顔も血色を失っていく。

　その鼻先に〝雪ゆき風かぜ〟の刃は先さきが向けられた。

　なにをしているの、と言いたげな翠すい花かの視線を受けて、拓真は軽くあごをしゃくってみせた。

「こいつを殺してサブノックを消す。悪魔契けい約やく者しやが死ねば魔力の供給が断たれて具ぐ象しよう魔ま術じゆつが解かれる」

「や、やめて！　ノエリアは殺さないで！」

　オリヴィアは悲鳴のように言った。

「おまえらは何人殺したんだ？　虫はどれだけの一いつ般ぱん人じんを喰くってきた？」

「ノエリアを殺しても、かわらない。あれは、さぶのっくじゃ、ない、から。成虫、した……じょおうさまは……ただの悪魔じゃ……ない」

「言い逃のがれか？　──いや」

　拓真は思考する。

　事実、ノエリアは気絶しているのに〝女王〟は消えていない。そもそもそれで消えてしまうのであれば、サブノックの成虫能力にはなんのメリットもないではないか。

　宿主の命を喰らって〝女王〟を産むというシステム自体が矛む盾じゆんをはらんでいるではないか。

　魔力の燃費は霊れい体たいによって違ちがうから、気絶即そく消しよう滅めつとはならない場合もある。が、あれほどの強きよう烈れつな覇は気きをもつ悪魔をお手軽な量の魔力で維い持じできるわけがない。

　そうか、と拓真は口の中で小さくつぶやいた。

「〝女王〟は他ほかの虫と同じで、正しよう真しん正しよう銘めいの実体……霊体じゃないのか」

　サブノックが厄やつ介かいなのは、悪魔に匹ひつ敵てきする怪かい物ぶつを、実体として産み落とすがゆえ。

〝女王〟のような強大な存在が契約者からの魔力供給に頼たよらずに活動しつづける。その点こそが、サブノックが有する最大の強みなのだろう。

「だったら正面突破ストレートでぶち倒たおすまでよ！　風ふう神じん、雷らい神じん、全力で！」

　翠花の命令と同時に雷らい光こうと風ふう刃じん、ふたつの超ちよう常じようの力が〝女王〟を貫つらぬこうと殺さつ到とうした。

　凄すさまじい轟ごう音おんをともなった爆ばく風ふうが教会全体をなぶる。風から顔を守る両腕の隙すき間まから状じよう況きようを確かく認にん。舞まいあがった粉ふん塵じんが晴れていくと、拓真のちいっという舌打ちが鳴った。

〝女王〟は無傷だった。

　二本の指のようになっているかぎ爪づめをわずかにひらくと、その隙すき間まから牙きばの弾だん丸がんが落ちる。受け止めていたのだ。さらに左側がわの脚あしが地面に深々と突つき刺ささっている。弾丸を止めつつ電流はアース線のようにして地面に受け流したのだろう。

　それだけではない。翅はねが小刻みにふるえている。おそらくは風の刃やいばを、同程度の風をぶつけることで相そう殺さいした。風ふう神じん雷らい神じんの能力のしくみを理解しきった、むだのない動き。

「そんな……」

　愕がく然ぜんとたたずむ翠すい花か。注意が散さん漫まんになったその一いつ瞬しゆんのうちに状じよう況きようは一変した。

〝女王〟のかぎ爪が数メートル離はなれた場所にいた風神と雷神を一息に刺し貫つらぬいていたのだ。脚の関節から白くて弾力のあるゴムのようなものがのびて、先端にかぎ爪がついている。二匹ひきの狛こま犬いぬが消しよう滅めつし、呪じゆ符ふに戻もどると、かぎ爪は、ひゅんと音をたてて脚に戻る。

「糸の弾力を利用した高速の攻こう撃げきか。厄やつ介かいではあるが……」

「ふん。スズメガのほうが何倍も速かったわ」

　拓たく真まも同じことを思っていた。

「あたしが〝女王〟の攻撃を流すわ。拓真は、その隙すきに関節のもろい部分を叩たたき斬きって」

「しくじるなよ」

　胸を張って〝女王〟と対たい峙じする翠花の背後で拓真は〝雪ゆき風かぜ〟を正せい眼がんに構えた。

　タイミングさえ間ま違ちがえなければ勝てる。敵にべつの攻撃手段があったとしても、〝受け〟の翠花なら流しきれるだろうし、拓真も異常事態イレギユラーへの対応は得意分野だ。

　だが次の瞬間、拓真は己おのれの認にん識しきの甘さを自覚することになる。

〝女王〟は唐とう突とつに節々を折りたたみ体を丸めた。同時に関節のあちこちから粘ねん糸しが噴ふき出し、教会の壁かべに付着。巨きよ大だいな甲こう殻かくの球と化した〝女王〟は糸にくるまりながら勢いよく跳ちよう躍やくする。

　巨大な鉄球を射出するカタパルト──身も蓋ふたもない言い方をすれば、パチンコだ。

　糸が弓の弦げんとなり、ぎしぎしと建物がきしむ。

「おい……これはさすがにやばいだろ」

　拓真は蒼そう白はくな顔でつぶやいた。

　速度はスズメガに劣おとるかもしれない。だが一秒後にくるであろう〝女王〟の攻撃には圧あつ倒とう的な強みがひとつあるのだ。

　単純に〝女王〟の体が大きいこと。

〝女王〟は丸まってもなおスズメガの三倍の大きさを誇ほこる。ゆえに受け流すことも、回かい避ひすることも、受け止めることも難しい。大きさは単純だが確かな強さのバロメーターなのだ。

「逃にげるぞ！　翠花！」

「なに言ってるのよ、ここで退くわけには」

「言ってる場合か！　殺されるぞっ」

　動こうとしない翠すい花かの体を背後から強ごう引いんに抱だきかかえて、拓たく真まは教会の入口へと駆かけだした。

　鉄球のごとき〝女王〟の体が射出されたのはその直後。

　隕いん石せき。そう錯さつ覚かくするほどの圧あつ倒とう的な攻こう撃げきが床ゆかに着ちやく弾だんする。

「────ッ」

　腹の底に響ひびくような大地の揺よう動どうが拓真と翠花の悲鳴をかき消した。

　教会の床が抜ぬけて拓真たちの足元が盛大に崩くずれていく。

　拓真はとっさに翠花の体を胸に寄せてかばう。

　そして。

　崩ほう落らくに呑のまれ、二人の姿は、落ちていく。

　深く、暗い、奈な落らくに。




　　　　＋　＋　＋




「どうしたの、おねーさん？」

　鶏とり肉にくのスープを頬ほお張ばりながら、ルナ・フェルマーはわずかに首をかしげてそう言った。

　目の前に座っていたミトラが窓の外に不安げな眼まな差ざしを向けていたからだ。その視線の先には霧きりに覆おおわれた鳴なる神かみ市の姿が見えるだけ。霧の侵しん蝕しよくは勢いを増して、祓ふつ魔ま学園の周囲をぐるりと囲むほどになっている。むしろ学園だけが取り残されているような気さえした。

「なにか見えるの？」

「いえ、そうではないのですが……ごめんなさい。なんだか胸むな騒さわぎがして」

　ドレスワンピースの胸むな元もとをぎゅっと握にぎりしめてミトラは眉まゆ根ねを寄せた。

「おにーさんたちのことが心配なんだね」

「……はい」

「あっはっはー。ばっきばきに骨を折ってくれたおにーさんとか細剣レイピアでぶっ刺さしまくってくるアキラなんかは痛い目みればいいのにね。ざまぁ！」

　ルナはあっけらかんと笑った。しかし。

「…………」

　ミトラはくすりともしない。

　ルナは深々とため息をついた。

「って、冗じよう談だんが通じる感じでもないか。まあ、大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？　おにーさんはこの私を追い詰つめるほどの実力者だし。他ほかのメンツもやり手だし、そこは信用してあげれば？」

「〝絶対に帰ってきてください〟という言葉に、拓真は帰ってくるとは答えませんでした。あの人は自信のあることにかんしては、曖あい昧まいな言い方はしないはず、なのです」

「ふぅん。よく知ってるんだねぇ」

「そ、それは、一いつ緒しよに暮らすようになって、だいぶ経たちますから、その……これまでに、何度も護まもってもらって……そのたびに、よく見ていたので」

　ミトラはわずかに頬ほおを赤らめた。

　芳ほう醇じゆんな香かおりを放つスープをひとくちすすって、ルナはどこか遠くを見るような目になった。夢ゆめ見み心地ごこちなふわふわした口調でこぼす。

「いいね。騎士ナイト様がいるってうらやましいなぁ」

「うらやましい……ですか。そういうもの、ですか」

「私の騎士様は殺されちゃったからね」

　ルナがそう言うと、ミトラはあっと声をもらし、気まずそうにうつむいた。

　以前に迷めい宮きゆう結けつ界かいの中でした話を思い出したのだろう。

「シスター・クラウディア……ですか」

「うん。一方的に護まもられてたってわけでもないんだけど。私を大切にしてくれた人だし、私の唯ゆい一いつ大切な人でもあるからね」

「訊きいてよいのかわかりませんが、ご両親は……？」

　ミトラの問いにルナの表情は一いつ瞬しゆんだけ凍こおりついた。

　が、すぐに口元に自じ嘲ちよう的な笑えみを貼はりつける。

「ドイツ教区を殲せん滅めつしたあと、一回だけ会いに行ったんだけどね。二は十た歳ちになってるはずの私がまるで成長してなかったのと、そのころにはヴァチカンから指名手配されてたから」

「受け入れてもらえなかった、と？」

「悪あく魔ま契けい約やく者しやは去れーって怖こわい顔で怒おこられちゃった」

　くす、とルナはわざとらしく噴ふき出した。

「敬けい虔けんな白しろ十じゆう字じ教きよう信者だったからねー、うちの一家は。ま、どうせそんなコトだろうと思ってたし、ショックはあったけど、それほどでもなかったよ。私には一人で生きていくだけの力が……聖せい職しよく者しや協きよう会かいの祓ふつ魔ま師しさえも圧あつ倒とうできる力があったから」

　スープを食べる手を止めて、霊枢核コアとして愛用しているからすのぬいぐるみを抱だきしめた。

　ミトラの口からため息のような声がもれる。

「ルナは、すごいのですね。襲しゆう撃げき事件を肯こう定ていするわけにはいきませんが、その強さは尊敬するのですよ」

「ミトラおねーさんも同じじゃん」

「わたし、ですか？」

「おねーさんも強いよ。ってか私のフェネクスなんて一発で食べられちゃうし。そりゃあ邪じや教きよう指定されてちゃ〝聖霊ミスラ〟は使えないけど……そんなのおねーさんの気まぐれひとつでひっくり返っちゃう力関係なんだからね」

　それは揺ゆるがぬ真実だ。ミトラの力は封ふうじられているのではなく、禁じられているのだから。

「ここの学生どもは勇気あるよね。それとも、ばかなのかな。最強の祓ふつ魔ま師しが暴走したら雑ざ魚こばっかの祓魔学園なんて一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ぶのに。止められるのはおにーさんぐらいだよね」

「わたしは、そんなことしませんよ」

「知ってる。だからみんな、そんなおねーさんの甘さ、優やさしさに助けられてるってのに。感謝するどころかますます嫌ヘ悪イ感トを向けてくるなんてさ。むかつく」

　ルナは、んべ、と舌を出して不満を口にした。

　それに対して、ミトラは小さく苦笑して、また切なげに目を伏ふせる。

「ですが記号としての〝最強〟にどんな価値があるのでしょうか」

「……どゆこと？」

「拓たく真まは強いです。その強さでわたしを護まもってくれています。だから」

　そう、だから、とミトラは繰くり返す。

　触ふれられないどこか、目に見えない大切なところに高く積みあがった「それ」を切りくずすように、切実な言葉を紡つむいでいく。

「強くならなければと思うのです。強さをもってるルナを、尊敬するのです。肩かた書がきだけの、お飾かざりの〝最強〟なんてわたしはいりません。拓真やみんなと肩をならべたいのです」

　ふるえる声でミトラは言った。

　その手にはさやに収められたひと振ふりの短刀、比ひ良ら坂さか家秘蔵の名刀〝雷らい切きり〟を握にぎっている。

「毎日、おにーさんに稽けい古こつけてもらってるんだっけ」

「はい……全然、うまくいきませんが」

　ミトラはしゅんとうなだれると、ソファのかたわらに置いた祭さい壇だんに軽く触ふれた。

「あるいは聖せい職しよく者しや協きよう会かいにまだ禁じられていない能力を発現させることができれば……ですが、それも一時しのぎ。やはりもっともっとわたし個人が強くならないと……」

「能力の発現？」

　ルナが怪け訝げんそうに訊きく。

「実は……」

　と切り出して、ミトラはルナに説明した。

〝聖霊ミスラ〟には本来七つの能力が備わっているらしいこと。

　覚かく醒せい条件や詳しよう細さいな能力の内容は知らないが、教典によれば信者の信しん仰こうによって覚醒するのではないかと考えていること。

　マイトレヤ教の七位階の信者組織と関係しているかもしれない、ということ。

「ふーん」

　話を聞き終えたルナの態度には、どことなく他ひ人と事ごとのような素っ気なさがある。

　ミトラが説明している間も、ルナはずっと冷めた目をしていた。

　冷えきった眼まな差ざしでミトラの緋ひ色いろの目を見つめる。胸のうちの熱意が炎ほのおとなって表出したのではと思わせる鮮あざやかな緋ひ色いろの瞳ひとみを。

「おねーさんは、力が欲しいから、信者を集めたいの？」

　ルナはいじわるな顔で問いかける。

　その答え次し第だいで自分の気持ちは決まるような気がした。

　そして、

「否定しません」

　ミトラは、断言した。

「マイトレヤ教は友を尊ぶことを教義にかかげています。そして争いを望まない完全な平和主義を謳うたって静かな集落でひっそりと暮らしてきました──ですが、争わなかったためにみんな……お父様も、お母様も、大切な信者さんたちも、みんな殺されてしまいました」

　精せい緻ちな人形めいた綺き麗れいな顔に決意に満ちた表情が浮かんでいる。華きや奢しやな体がまとうのは、あの圧あつ倒とう的な〝聖霊ミスラ〟の気配をかすかに漂ただよわせる洗練された魔ま力りよくの影かげ。

「だからわたしは、大切な人を護まもる力と、戦う意志が欲しいです。力強く戦う拓たく真まの姿を見ていて、もっともっと強く、そう感じるようになりました──信者さんから力を借り、信者さんやわたしの大切なモノを護る……それがわたしの目指す新しいマイトレヤ教の形なのですよ」

〝雷らい切きり〟を握にぎりしめて言い放つミトラの姿を、ルナはしばらく茫ぼう然ぜんと見つめた。

　そして、幼い容姿には似合わない色気を含ふくんだ唇くちびるをわずかにゆがめる。

「そっか……おねーさんは……」

「ルナ？」

「ううん。なんでもない。それより──」

　ルナの表情から色が消えた。優ゆう雅がにソファから立ちあがると、指の上でぬいぐるみを回転させながら、ドアのほうを睨にらみつける。

　そして低い声で言った。

「おかしいな。どうして、影かげ縫ぬい理事長が誰だれもこられないようにしておいたこの部屋に向かって、近づいてくる人がいるんだろうね」




　能面をつけた巫み女こ服姿の女性だった。

　彼女はしずしずとドアをあけて入室すると、ルナの顔を見て一いつ瞬しゆん、凍こおりつく。しかしすぐに視線をそらして、きょとんとするミトラの前に歩み寄ると、深々とこうべをたれた。

「ミトラルカ・シルヴェスタさん。影縫理事長から命じられ、聖せい職しよく者しや協きよう会かいからの言こと伝づてを届けにまいりました」

　こもったような声で能面の巫女は言った。

　ミトラはわけがわからないといった様子でぱちぱちとまぶたをはじく。

「滝たき先生」

　その名前が耳に入り、ルナはぴくりと頬ほおを動かす。

　翠すい花かが言っていた。

　日に本ほん神しん道とう女子寮りようの寮りよう監かん──ルナが、顔を焼いてしまった相手の名だ。

「憶おぼえてくださったとは光栄ですね。美しき〝聖霊ミスラ〟の姫ひめ君ぎみ」

　精せい霊れい学がく担当教師──滝たき鳳ほう仙せんはおだやかな声こわ音ねで、かつ、大げさにミトラを讃たたえた。対応に困るようにわずかに頬ほおを赤らめつつも、ミトラはすぐに訊たずねる。

「言こと伝づてとは……いったいどのような話なのですか？」

「けっして取り乱さず、心して聞いてくださいね」

　言い聞かすように鳳仙は言った。

　なにかしらの予感をたたえて、ミトラの瞳ひとみがすこしだけゆれる。

「濃のう霧むの発生源を特定するための調査は失敗。祓ふつ魔ま学園の作戦チームはすべて消息不明。霧きりの侵しん蝕しよくも止まっていません」

「消息……不明……？」

　鈍どん器きで殴なぐられたような衝しよう撃げきにミトラは茫ぼう然ぜんとつぶやいた。鳳仙の言葉はまるで遠い国の呪じゆ文もんのようで頭の中にすっと入ってこない。意識が朦もう朧ろうとしてうまく思考できない。

　ふっとひとつの名前が口から出たのは、ほとんど条件反射のようなものだった。

「拓たく真まは……？」

「残念ながら」

　鳳仙は静かに首を振ふった。

「連れん絡らくがとれていません。死し亡ぼうが確かく認にんされたわけではありませんが、理事長の〝道案内フインガーポスト〟がありますので、存命であれば逃にげ帰ってこられるものと思われます。ただ、なんらかのトラブルで〝道案内〟のかるたを失い、霧の中に取り残されている可能性も……」

「探します！　わたしに、行かせてください！」

　ミトラはすがるように鳳仙につかみかかった。必死の顔で懇こん願がんする。

「おねーさん!?　ちょっとなに言って……!?」

　面食らったルナはとっさにミトラの肩かたをひいた。

「いまのおねーさんが行ってもどうにもならないよ」

「ですがっ……だって……だって、拓真がっ、スイカが……っ」

　丁てい寧ねい語ごが消えて、ミトラは子どものように駄だ々だをこねる。

　そのミトラの目を見て、ルナははっとした。

　ついさっきまでの強い意志が噓うそのように、その瞳には、弱々しい光しか残っていなかった。ミトラ自身の中で、なんらかのスイッチが押されてしまったかのように。

　そのとき、

「ご安心くださいな。わたくしがここに参じたのは、そのためですから」

　と、鳳ほう仙せんがかしこまった声で言った。

「そのため、ですか？」

　ミトラが涙なみだ声ごえで訊きく。

　鳳仙はうなずいて、

「今回のレベル四の霊れい害がいを重く見て、聖せい職しよく者しや協きよう会かいが決定をくだしました。七しち聖せい人じんの全会一いつ致ちにより、〝聖霊ミスラ〟の使用を一時的に認める……と」

「えっ……」

「はぁ!?」

　ミトラはわずかに表情をほころばせ、ルナは唖あ然ぜんとした。

「〝聖霊〟の解禁にともない、影かげ縫ぬい理事長も祓ふつ魔ま学園の学生としてミトラルカ・シルヴェスタの作戦投入を決定しました。命令の内容は単純明快」

　一いつ拍ぱくをあけて、鳳仙は言った。

「悪魔契けい約やく者しやが関かん与よしていた場合は対象の悪魔をすみやかに神かみ喰くらいの力で抹まつ殺さつせよ、と」

「わかりました。わたしでお役に立てるならば是ぜ非ひ！」

　ミトラは即そく答とうする。

「ちょっ、待ってってば」

　ミトラの肩かたを押して背後に追いやり、ルナは鳳仙との間に体を割りこませた。

　無機質な能面をきつく睨にらみあげる。

「まず、聖約書テスタメント・ロールを見せて」

　一いつ瞬しゆんの間。

「どうして？」

「七聖人の決定は、聖職者協会の決定。口だけじゃすまない──見せてよ。七聖人の決定のさいには必ず発行される聖約書を」

「緊きん急きゆう事態ですので聖約書はまだ……」

「もーひとつ。おばさん、どーして私のこと無視すんの？」

　ルナはあえて強い言葉を選ぶ。

　鳳仙は、自分が暴走していたときに、迷めい惑わくをかけた人かもしれない。

　謝るべき相手かもしれない。

　だが、いまはそこに引け目を感じているべきときではない。

「私の顔に見覚えがあるはずなのに、あえて無視するんだね。とっても不自然」

　すると、

「……くっ」

　耐たえきれなくなったように、鳳仙の肩がふるえた。

　く、くくっ、と、喉のどをふるわせて、不気味に笑う。

「なるほど。手を貸せばいずれ出会えるとはこのことでしたか。ああ、もう。あとでじっくりと、と思っていたのに。そんな目をされたら耐たえられないではありませんか」

　鳳ほう仙せんは腰こし帯おびにくくりつけていた鉄てつ剣けんを抜ぬきざま、ルナの胴どう体たいに叩たたきつけた。鋼こう鉄てつの塊かたまりで腹を打ち据すえられて、肋ろつ骨こつが数本まとめて折れ、ぞわっとした悪お寒かんが背筋を駆かけ抜ける。

　ひるんだ隙すきに、さらに一いち撃げき。

　鉄剣の刃やいばのついていない部分で横よこ面つらを殴なぐられる。

　衝しよう撃げきに脳をゆらされたルナが膝ひざをつくと、下段から振ふり上げるようにもう一撃。顔に当たる。

「ルナ!?　滝たき先生、いったいなにをするのですかっ」

「ふ、うふははは。行方ゆくえ不明中の悪あく魔ま契けい約やく者しやを発見したので排はい除じよしているだけです。なにか！　おかしなことを！　していますか!?」

　言葉の合間合間に鳳仙は何度も鉄剣を振ふり下ろしてルナの体を痛めつけた。

　剣道の達人が繰くり出す猛もう攻こうに、ルナは、歯を食いしばって耐たえる。

　──この鳳仙という女、学習してる！　斬ざん撃げきではなく、打撃を繰り返している。これならば体液の炎えん上じよう能力は使えない。こちらも倒たおれないけど、反撃もできない……！

　こんな状じよう況きようだというのに具ぐ象しよう魔ま術じゆつでフェネクスを呼び出すことはできない。せまい理事長室でフェネクスが暴れれば部屋はたちまち燃えてしまう。影かげ縫ぬいの私物など知ったことではなかったが、高層階で火事を起こすのは危険すぎる。

　最適解が浮かばないままにルナは横転し、鉄剣を回かい避ひ。きゅっと唇くちびるを引き結び、つばを吐はく。つばが──体液が巫み女こ服の合わせ目あたりに付着した。ルナはすぐに魔力を練りあげて、唾だ液えきを燃やそうと試みる。が、

「九きゆう尾びの狐きつね！」

　それよりも早く、鳳仙は具象魔術を使用していた。いきなり現れた九つの尾おを持つ妖あやしの狐が、鳳仙の胸むな元もとに食らいついた。美しい黄金色の毛を灼しやく熱ねつの色に染めあげる。

　体液から生じた炎ほのおを九尾の狐は食っていた。体内に取りこんでいた。

　以前に九尾の狐が見せた異能は防熱の術である。それは炎を体内に吸収する性質がもたらした恩おん恵けいだったのだ。

　狐が食らいついた勢いで合わせ目がずれて、巫女服がはだけてしまう。薄うすい襦じゆ袢ばん一枚。ほとんど胸をあらわにした姿でもなお、鳳仙は恥はじらうそぶりも見せず、鉄剣を振りあげた。

「わたくしの顔を焼いた罪の重さ──その身に刻みなさい！」

　もはやこれまでか。ルナは抵てい抗こうの意志を失い目をとじた。痛みに備える。




（罪……か）

　ルナは思う。

　教会に囚とらわれていたころは神に許しを請こうべき罪の形もわからなかった。それは作られた罪なのだから当然だったのだが……月日を経て、自分は本当に罪を犯おかしてしまったのだ。

　ドイツ教区を殲せん滅めつし、鳴なる神かみ市を襲しゆう撃げき。関係のないミトラを巻きこみ日に本ほん神しん道とう女子寮りようを焼いた。理由はわからないが、火傷やけどを負った鳳ほう仙せんが、こうしてミトラを陥おとしいれようとしている。間接的にふたたびミトラにも迷めい惑わくをかけてしまったのかもしれない。

　罪の塊かたまりではないか。

　そんな人間でも入信を受けつけるとミトラは言ってくれた。

　だが罪人に優やさしくした者は正義の旗のもとで聖職者に殺されてしまう──。

　悪あく魔ま契けい約やく者しや。そう、ルナ・フェルマーにはどこまでも罪がつきまとう。

　新しい神を信じる資格などありはしない。

　ミトラのような純じゆん粋すいな聖女と肩かたをならべるべき人間ではない。

　このまま鳳仙に罰ばつせられるぐらいがちょうどいい──。




　数秒。しかし、衝しよう撃げきはおとずれない。

　何な故ぜ？　薄うすく目をひらく。

　そこにあったのは、ミトラの小さな背中だった。

「おねーさん!?」

　ミトラは鉄てつ剣けんに〝雷らい切きり〟の刃やいばを合わせ、鍔つば迫ぜり合あいをしている。達たつ人じん級の面打ちは速さも重さも尋じん常じようではない。素人しろうとの太た刀ちなど容易にはじく。

　だというのにミトラは柄つかを離はなさない。それは、朝の特訓の成果にちがいなかった。

「どういうおつもりですか、ミトラルカさん。悪魔契約者に加担すると？」

「ルナはわたしの大切な友人です。いじめるのはやめてください」

「悪魔契約者の討とう滅めつは祓ふつ魔ま師しの本ほん懐かい。やめよとおっしゃるのはいかがなものかと。聖せい職しよく者しや協きよう会かいに報告すれば、どうなるのか……わからないほど愚おろかではないでしょう」

「どうしてしまったのですか、滝たき先生。わたしは先生の授業に感かん銘めいを受けました。理解の外にあるいろいろなものを受け入れることこそ、精せい霊れい学がくの本質ではないのですか」

「くくっ。邪じや教きようの小こ娘むすめなどにわかるものですか。わたくしがどんな思いでいるのかなど」

　怒いかりのこもった声こわ音ねでつぶやく。そして。

「まあよいでしょう。あなたがルナ・フェルマーを擁よう護ごするというのであれば、そちらを理由にあなたを殺してもいっこうに構わないわけですからね」

　絶ぜつ叫きようのような声とともに鉄剣を雨のごとく打ちおろしていく。ぎぃん、ぎぃんと、〝雷らい切きり〟と鉄剣が鈍にぶい金属音を奏かなでる。防戦一方。ミトラはどうにかこうにか持ちこたえていたが、顔には焦しよう燥そうが浮かび、緊きん張ちようと疲ひ労ろうでとめどなく汗あせが噴ふき出した。

「目をそらさない。目をとじない……しっかり……見る……！」

　ミトラはつぶやき、斬ざん撃げきを一回、一回、確実に防いでいる。

　しかし、やはり苦戦。攻せめに転じることができない。

「おねーさん!?　危ないよ、下がっ」

「下がりません！」

「私は死なないから大だい丈じよう夫ぶだって！　おねーさんはやられたら死んじゃうんだよ!?　悪あく魔ま契けい約やく者しやの私のために、おねーさんが傷つく必要なんてないよっ」

「必要があるとか、ないとか、そんな話では、ありません。たとえ悪魔契約者だとしても、わたしはルナ・フェルマーという一人の人間を信じています。それに──」

　ミトラはすうっと息を吸い、ぎんっと刃やいばを弾はじくと同時に、叫さけんだ。
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「死ななくても、痛いはずですっ」

「……っ」

　ルナは、息を呑のんだ。

　ミトラの背中にシスター・クラウディアの影かげが重なった。

（ああ……）

　景色がゆがむ。胸の奥が、きゅ、と締しめつけられる。

（私、なに迷ってたんだろ。どこに迷う理由があったんだろ）

　いや。自問するまでもなく、理解してはいるのだ。

　ふたたび宗教と向き合おうとしたとき、ルナは自分のせいで死んだ人間がいるという事実を思い出したのだ。優やさしさに甘えればまた失うかもしれない。だからこそ本当にこのままミトラの信者になっていいのかと、足あし踏ぶみしてしまった。

（たしかにシスター・クラウディアは私のせいで処しよ刑けいされた……でもあのときの私は囚とらわれていた。彼女のそばにいなかった。だから護まもれなかった。でも──）

　ルナは表情を変えると力強く床ゆかを蹴ける。

「今度は──この手で……護る！」

　ぬいぐるみを高くかかげ、体内の魔ま力りよくを練る。

　からすは赤々と発光。

　霊れい鳥ちようの影かげが浮かびあがる。

「むっ……」

　鳳ほう仙せんの反応はすばやい。

　動き出したルナを警けい戒かいし、視線をわずかに泳がせたまま、軽く鉄てつ剣けんをかたむけて牽けん制せいする。だが次の瞬しゆん間かん、鳳仙は己おのれの判断を後こう悔かいすることになる。

　何な故ぜなら──ルナが具ぐ象しよう魔ま術じゆつを使わなかったからだ。

（これはブラフ！　この隙すきに……おねーさん！）

　祈いのるような気持ちでミトラへと視線を向ける。正直なところ、一瞬の隙を作ったところで、剣道の達たつ人じんたる鳳仙にミトラが勝てる見込みは薄うすい。だが可能性はゼロではない。

「はあっ！」

　気合一いつ閃せん。掛かけ声ごえとともに刃は風かぜをはらんだ一いち撃げきが鳳仙の脇わき腹ばらに叩たたきこまれる。

　しかし鳳仙もさすがに達人。身をよじって鉄剣を引き、盾たてとすることに成功。金属の衝しよう突とつ音。乾けん坤こん一いつ擲てきの攻こう撃げきはあっさりと防がれた。

「まだです！」

　瞬間。

　ミトラの全身から群青色の魔力が放出された。

　洗練された魔力が〝雷らい切きり〟の刀身に注がれると、ばしゅっと音を立てて、青白い光が迸ほとばしる。

　雷らい神じんの加護を受けた刃やいばが強きよう烈れつな電気をまとい、弾はじけたのだ。

「!?」

　鳳仙が、ふいをつかれて動きを止める。

　勝機。

　ルナはぬいぐるみを捨てて鳳仙のふところに飛びこむ。そして、その手首をとると、鉄剣の刃をみずからの肌はだに滑すべらせた。

　血しぶき。巫み女こ服に、能面に、点々と赤い滴しずくが付着する。

「ごめんなさい。私はあなたにひどいことをしたね。そのことは謝るよ。でもね」

　血に魔力が流れこむ。

　九きゆう尾びの狐きつねが跳とびかかり、炎ほのおを喰くらう準備に入るが、その方法で防ぐには血のついた箇か所しよがあまりにも多すぎた。

「ミトラおねーさんに──私の教祖様に手を出す奴やつは許さない！」

　ルナが言葉を発し、

「う、うあああああああああああ!!」

　鳳ほう仙せんの体は激しく燃えあがった。

　鮮あざやかな灼しやく熱ねつを背景にルナはツインテールをなびかせ、ミトラを振ふり返る。

「あはっ。私たちの勝ちだね」

「ルナ……ありがとうございます。助かりました」

　戦せん闘とうの余よ韻いんに顔を火ほ照てらせてミトラは弱々しい笑えみを浮かべた。

　ルナはふるふると首をふり、

「ううん。最初に助けてくれたのはおねーさんだし。感謝するのは私のほう。それより──」

　一呼吸を置き。決意をこめた碧へき眼がんでミトラをまっすぐに見つめる。

　そして、言った。

「私、マイトレヤ教の信者になる──よろしく。教祖様」

　すると、ミトラはぱあっと表情を華はなやがせて、

「もちろん。大だい歓かん迎げいですっ」

　と言ってから、はっとして、苦笑した。

「でもいまは入信儀ぎ式しきよりも……逃にげましょう」
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　ミトラとルナが理事長室を飛びだすと、ちょうどエレベーターのドアがひらいた。

「な……っ」

　降りてきた人物の姿にルナは警けい戒かい心しんをあらわにする。

　白しろ十じゆう字じ教きよう徒との女教師モニカ・クレメンティだった。

「ああ。やっぱり面めん倒どうなことになっているわね」

　モニカはおもむろに眼鏡をはずして放ほうり投げた。くるくると回転する眼鏡が、落下の途と中ちゆうで、強きよう烈れつな光をまとう。

　具ぐ象しよう魔ま術じゆつの光。天使のシルエットが浮かびあがるのを見て、ルナははっと表情を変える。

「この……っ、やっぱりあんたはっ」

「ノ。ガキは粋いきがらないでちょうだい」

　モニカは跳とびかかろうとするルナを制止するように手を差しだした。あまりにも自然な動作に虚きよをつかれてルナは思わず硬こう直ちよくする。

　モニカの視線はルナの頭上を素す通どおりしてその先。理事長室のドアに向いていた。

「滝たき先生。いえ、鳳ほう仙せん。あなたを拘こう束そくさせてもらうわ」

　その言葉に、ルナとミトラは、はっと振ふり返る。

　鳳仙と九きゆう尾びの狐きつねが立っていた。巫み女こ服はぼろぼろで上半身もあらわ。能面もはずれていて、素す顔がおをさらしている。

　純和風の端たん正せいな顔。しかし頬ほおの部分には十字型の火傷やけどがくっきりと残っていた。その目には言い知れぬ憎ぞう悪おの炎ほのおが燃え盛さかっている。

「憎にくしみに駆かられて悪あく魔ま契けい約やく者しやと手を結ぶとは。見下げ果てた女ね、鳳仙」

　モニカが口元に嘲ちよう笑しようを浮かべて言った。

　鳳仙はとぼけたように薄うすく微ほほ笑えむ。

「なんの話かわかりませんね」

「今回の悪魔契約者の襲しゆう撃げきにかんして、影かげ縫ぬい理事長は当初から自然干かん渉しようを得意とする教団を疑っていたのよ。大規模な霧きりの魔術。この支配力を上回るだけの祓ふつ魔ま師しが鳴なる神かみ市に存在するのかどうか──という情報もなしに、敵は動けないはず。ならば、自然干かん渉しよう能力の祓魔師についてよく知っている人物が情報を流していたのではないか……と」

「それがわたくしだという証しよう拠こはあるのですか？」

「見苦しい格好で女の子を追い回しておいて、よく言うわ」

　モニカは鳳仙が頬をひきつらせるのを愉たのしげに見返して、

「捕つかまえるには状じよう況きよう証しよう拠こでじゅうぶんよ。詳くわしいことはあとでゆっくり掘ほり返してあげるわ」

「なんと横暴な……なるほど白しろ十じゆう字じ教きよう徒とらしい判断です。が、わたくしがどうして悪魔契約者と手を結ぶ必要がありましょう」

「ルナ・フェルマーに復ふく讐しゆうするチャンスをやるとでも言われたんでしょ」

　鳳仙は、はん、と鼻で笑う。

「戯たわ言ごとを。動機としては不十分で……」

「あなたの素す性じようを調べさせてもらったわ。滝鳳仙。九尾の狐を祀まつりし歴史ある稲いな荷り神社の巫女。伝統的にこの神社ではとある資質を巫女に求めている」

「資質……ですか？」

　ミトラの問いに、モニカはうなずく。

「美しさよ」

　モニカの発したその言葉に鳳仙の表情があきらかに変わった。

「九尾の狐は絶世の美女に変化し人里にまぎれていたと言われているわ。神しん道とうがまだシャーマニズムを推すい奨しようし〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟が禁きん忌きとされていなかった時代は、九尾を降ろせるのは九尾が〝なりたい〟と思えるほどの絶世の美女でなければならないと考えられていた」

「〝生体霊枢核〟……待ってよ。でもそれっていまは関係ないんじゃないの。シャーマニズム全ぜん般ぱんがすでに禁止されてるわけで……」

　と、ルナは疑問を口にする。

　それに対してモニカは首を振ふった。

「制度が変わっても文化や伝統が変わるには時間がかかるのよ。彼女の家は九きゆう尾びの狐きつねと契けい約やくするには美び貌ぼうを保つ必要があると考えている。ゆえに、顔の醜みにくい者は世よ継つぎになれない」

「じゃあ……あの人は、私のせいで……」

　ルナが茫ぼう然ぜんとつぶやく。すると。

「ふ、ふふふふふふふふふ。あははははははっ」

　鳳ほう仙せんは腹をかかえて盛大に笑った。肩かたをふるわせて、身み悶もだえするように笑いつづけた。そして、怒ど気きをはらんだ凄せい絶ぜつな目でルナを睨にらみつけ、九尾の狐に猛もう火かの鎧よろいをまとわせる。

「そうだよルナ・フェルマァアアア！　おまえのせいでわたくしは相続権を失った！　一族の名めい誉よと誇ほこりのため、他ほかのあらゆる娯ご楽らくから目をそむけ、祓ふつ魔ま師しとして鍛たん錬れんしてきた時間のすべてが無む駄だになった！　殺す！　殺せないのであれば、永遠に串くし刺ざしにしてやる！」

　怒いかり狂くるい、声を荒あららげる鳳仙。

　その姿をじっと見ていたモニカはふいにため息をついた。

「はあ……祓魔学園の教師もレベルが落ちたものね」

「なに!?」

「不幸なのは理解したわ。ルナ・フェルマーを気に入らないというのも同意。というか、私もべつに彼女のことは許してないから──で？　だから許されると、そう思ってるの？」

　獰どう猛もうに吠ほえかかる九尾の狐の眼前に天使が立ちふさがった。白銀の装そう甲こうには無数の切れこみが入っていて、胴どう回まわりがやたらと太く、不格好なシルエットだ。武器らしき武器は見当たらない。

「私はルナ・フェルマーと同じくらいあなたも許さないわよ。今回の霊れい害がいで散っていった同どう胞ほうたちに懺悔ざんげなさい──滝鳳仙！」

「九尾の狐！　あの寸ずん胴どうの天使を焼き殺せ！」

「〝ザラキエル〟──見ていいわよ」

　そのとき、天使の体に刻まれた切れこみが、いっせいにひらいた。

　目、だ。ザラキエルの体には無数の目玉が浮かんでいた。

　その目に見つめられたとたんに、九尾の狐は力が抜ぬけたように床ゆかに倒たおれた。鳳仙も悪お寒かんに襲おそわれたようにぶるりとふるえた。顔と唇くちびるの色が濃こい紫むらさきに変色していく。

「モニカ……いったい、なにを……」

　鳳仙は弱々しくうめいた。

　モニカは冷然と答える。

「私が物理戦せん闘とう特化の白しろ十じゆう字じ教きよう徒となのに、調査隊の一員に加えられなかった理由はこれよ。私の霊れい体たいは敵が見えなければ力を発揮できない。逆に、見えてしまえば敵はいないわ」

　見るだけで相手を衰すい弱じやくさせる。それが、神に仕える天使でありながら、邪じや悪あくな存在と勘かん違ちがいされることもあるザラキエルの魔ま眼がんの力。

「白しろ十じゆう字じ教きようを、この私を敵に回したことを後こう悔かいしなさい」

　魔眼がひときわ強く輝かがやいた。

　九きゆう尾びの狐は肉体を保てずに消しよう滅めつし。

　鳳ほう仙せんは、何度も呪じゆ詛そを吐はきながら、ゆっくりとまぶたをおろしていく──。




　校舎ビル前。

　連行されていく鳳仙を見送ると、ルナはモニカの顔を見あげた。

「まさか助けてくれるなんて思わなかった」

「やっぱり疑われてたのね。尾び行こうは得意じゃないからバレてるだろうとは思ってたけどね。私はサヴァトリィと同じく理事長からあなたたちの監かん視しを命じられてるだけよ。立場としては、完かん璧ぺきにマイトレヤ擁よう護ご派ね」

　モニカは涼すずしげにそう言った。

　ミトラは驚おどろいて大きな目をぱっちりと見ひらいた。

「根強い反マイトレヤ派ではないのですか？」

「よく勘かん違ちがいされるのだけど、私はただ正義と悪の線引きをきちんとしたいだけ。悪であれば罰ばつしたいけれど、不当な手段でミトラルカを処しよ刑けいさせようなんて思わないわ。メンゲルの件も鳴なる神かみ教区の中に不届き者がいるとわかっていれば、もっと早く対処したのだけど……」

　モニカは細く息を吐く。眼鏡のずれを直しながら教職員棟とうへと歩き出した。

　その背中に一歩近づき、ミトラは声をふりしぼる。

「あのっ。滝たき先生が悪あく魔ま契けい約やく者しやとつながっていたのはわかりました。今回の霧きりの事件がわたしに〝聖霊ミスラ〟を使わせるために起こされたものだろうということも、理解できました。ですがひとつ教えてください……拓たく真まの安否は、本当に」

「わからないわ。学生部隊に帰き還かん者がいないのは確かよ」

「そんな……」

　ミトラは祭さい壇だんのショルダーを強く握にぎりしめてうなだれた。

　その痛ましい姿から目をそらしたルナは、ふと、校門のほうに見慣れた人ひと影かげを見つける。

「あれっ？　アキラたちだ」

　何な故ぜか、暁あきらの祭さい服ふくは糸がほつれて、ぼろぼろになっていた。

　二人はルナたちの姿に気づいて、近づいてくる。

「おっかえり～。ぷぷっ。ズタボロにされてるじゃん。だっさ」

　ルナは日ひ頃ごろの扱あつかいのお返しにと小こ馬ば鹿かにするように笑った。

　すると暁は、無表情のままルナのお腹なかにぷっすりと細剣レイピアを突つき刺さして、

「黙だまれ金きん髪ぱつ。刺さすぞ」

　と言った。景気よく血が噴ふき出して、ルナは飛びあがる。

「っきゃー！　刺してる！　たったいま刺してるよばかああああっ！」

「わめくな金髪。そもそも、この服は敵にやられたわけじゃない」

「じゃあ誰だれにやられたの」

　暁あきらが苦い顔でうしろの虎こ太た郎ろうを振ふり返る。

「この雑ざ魚こが、帰り道に虫と遭そう遇ぐうするたびにぎゃんぎゃんとわめきながらオレの服にしがみついてきた。勇ましく髪かみを立てているくせにヘタレな男だ」

「だだだ、だってよぅ。マスティマのそばが一番安全だったからよぅ」

　虎こ太た郎ろうは半泣きになりながら情けなく言い訳した。

「あの、拓真とスイカの姿が見えませんが」

　ふいに、ミトラが耐たえきれなくなったように口をはさんだ。

　虎太郎はばつが悪そうに頬ほおをかき、暁は、ふん、と気き障ざったらしく鼻息をもらす。

「撤てつ退たいすべき状じよう況きようだったが、奴やつらは一いつ般ぱん人じんの影かげを見かけたと言って、先へ進んだ」

「えっ……それではまだあの霧きりの中にいるということですか」

「ここに帰っていないのであれば、そうだろうな」

　そんな、と、ミトラはこの世の終わりのような蒼そう白はくな顔でおろおろとうろたえた。なにかしなければ、と思うのに、なにもできない。ジレンマがありありと表情に浮かんでいる。

　ルナは、ほんのすこし考えて、それから口をひらいた。

「おねーさん。さっき、言ってたよね？」

「さっき、ですか？」

　ミトラが首をかしげる。

　ルナはうなずき、

「信者の獲かく得とくによって〝聖霊ミスラ〟に新たな能力が発現するかもしれないって。私はおねーさんの信者になることに決めたって言ったでしょ。いまここで入信儀ぎ式しきをしてみれば……」

「新しい能力が使えるかもしれない……？」

　ミトラのつぶやきに、ルナはからすのぬいぐるみを強く抱だきしめて、うなずいた。

「賭かけてみよう。〝聖霊〟の新しい能力に」
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「いててて……もう。なによここ」

　翠すい花かは埃ほこりっぽくて薄うす暗ぐらい場所で目を覚ました。

　あたりには瓦が礫れきが散乱している。見あげると、何層もの大穴があいていた。その先には真っ白に煙けむった空があるだけで、天てん井じようもシャンデリアも見当たらない。

　腕うでを軽く打ちつけたみたいだが、それ以外に異常はなさそうだ。厚みのあるなにかが下した敷じきになっているから、きっとクッションの役割を果たしてくれたのだろう。

「目覚めたんならさっさとどけ、ばか」

「はあ!?　ばかってなによ。っていうか姿が見えないけど、あんたいったいどこにイィッ!?」

　言葉の後半は状じよう況きようを認にん識しきしたことによって口から出た絶ぜつ叫きようである。

　拓たく真まの声はすぐ近くで聞こえた、というか、翠すい花かは完全に馬乗りになっていたのだ。しかし、ただそれだけならば目覚めたときに拓真が下にいることに気づけたはず。どうして気づけなかったのかというと、顔が見えていなかったからだ。

　翠花の目の前には拓真の、拓真の目の前には翠花の、下半身が向けられていた。

「なに人のおしりに向かって話しかけてんのよっ。最低！　ばか！　変態！」

　翠花は罵ば声せいとともにげしげしと拓真の顔を蹴けろうとする。もちろんそれはすべて顔の動きだけで回かい避ひされていたのだが、混乱している翠花に気づけるはずもなかった。

「落ち着けばか。もたもたしてる場合じゃないだろ」

「ぐ……っていうかあんた、起きてたんならさっさとあたしをどかせばよかったでしょ。なんでのんきに人のおしりを……ハッ、まさか」

「おまえは本当にアホだな」

「はあ!?」

「落ちるときに腕、キメられてるんだよ。人の体に抱だきつくのはいいが、なんでそうピンポイントに腕の関節を押さえてるんだよ」

　翠花の両腕と両脚あしが見事に拓真の両腕を封ふうじていた。このマウントポジションは、そうそう抜ぬけ出せるものではない。合気道が体に染しみついているために、とっさに体が動いたのだろう。

「～～～～～～っ！」

　翠花は顔を真っ赤にして体を離はなした。

　きっと眉まゆをつりあげて、しかし、言葉を吐はき出せない。自分に落ち度があるとわかっているからだ。

　そんな苦く悩のうを知ってか知らずか、拓真はひょいと立ちあがって平然と服の埃ほこりを払はらっている。

「すこしはあたしのこと意識しなさいよ……ばか」

「そういうのはなしだって言ってるだろ。付き合い長いくせに何度も言わせるなよ」

「うっさい！　こういうのはひとりごとなんだから、聞こえないふりしときなさいよばか！」

　きんきんと響ひびく高い声で反論する。照てれ隠かくしの意味もあった。かっと熱くなった頬ほおを押さえて、翠花は逃にげるように顔をそむける。

　すると暗がりの奥のほうに、廊ろう下かがつづいているのが見えた。

　拓真が隣となりに立って、目を細める。

「そういえば、この教会はメンゲルのバックについてた派は閥ばつの教会だったな」

「えっと、それって、反マイトレヤ派の中でもかなり過激なほうの……白しろ十じゆう字じ教きようの反教皇派で科学技術と祓ふつ魔ま技術を融ゆう合ごうさせようとしていた派閥、だっけ？」

「ああ。魔ま力りよく炉ろと寄生装置パラサイト・デバイスは迷めい宮きゆう結けつ界かいにしかなかったようだが、ここでもなにか作っていたのかもしれない。地下室なんて露ろ骨こつに怪あやしいしな」

　そのとき、頭上から、ずん、と重い音が聞こえた。空間がわずかにふるえて砂すな埃ぼこりが落ちる。天てん井じようを見あげ、拓たく真まは軽く舌打ちする。

「〝女王〟が移動してる。どこかへ行くつもりか、俺たちを探してトドメを刺さそうとしてるのか……いずれにしてもさっさとケリをつけてやらなくちゃな。風ふう神じんは出せるか？」

「うん。えっと……あれ!?」

　巫み女こ服の袖そで口ぐちから呪じゆ符ふを取りだすと、翠すい花かは素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　落下のさいにどこかにひっかけたのだろうか、呪符はすべて破けてしまっている。

「……使えねー」

　冷たい眼まな差ざしを向けられて、翠花はうっとたじろいだ。

「わ、悪かったわよ」

「他ほかのモノを霊枢核コアにできないか？」

「ごめんむり。風神と雷らい神じんは高位霊れい体たいだから。聖性付ふ与よを施ほどこした呪符じゃないと具ぐ象しよう魔ま術じゆつを受けつけてくれないのよ」

　それは祓魔師のかかえるジレンマのひとつ。〝聖霊ミスラ〟にミトラの祭さい壇だんが不可欠であるように、強力な霊体ほど限られた霊枢核でしか呼び出せない。

　旧ふるい神社や寺院が縁ゆかりある特定の神仏精霊とその霊枢核を祀まつっているのは、文化的な側面だけでなく、どこの馬の骨とも知れない祓魔師に契けい約やくさせないためでもあった。

「高さは十メートルちょっとか。一人ならよじ登のぼれるかもしれないけど……まあ、無理だな。しゃーない、歩くか。上に行く方法もあるだろ」

　あきれたように笑いながら、拓真は歩き出す。

「うん……ごめん」

　翠花もしょんぼりとうなだれながら、拓真のうしろについて歩き出した。

「べつにいいっての。謝るぐらいなら……そうだな……体で払はらってくれ」

「へっ？」

　唐とう突とつな台詞せりふに翠花はぼんっと顔面を沸ふつ騰とうさせた。

　拓真は顔色ひとつ変えずに、

「ミトラの朝練習。対人戦の次の段階では霊体との戦せん闘とうも訓練させたいんだ。そのときには、翠花が風神雷神を使って相手になってやってくれ」

「うん知ってた。拓真なら絶対にやらしい話のわけないわよね、そうよね」

「は？」

「ううん、こっちの話。っていうか、交こう換かん条件にしなくてもミトラちゃんのためならいくらでも協力してあげるわよ。あんたのためだけならおことわりだけど」

「どうして俺限定でそんなに厳しいんだおまえは」

「ふーんだ。女の子を大事にしないからでしょ。いまは従順にしてくれてるかもしれないけど、ミトラちゃんだっていつか不満爆ばく発はつして、嫌きらわれちゃうかもよ」

　唇くちびるをとがらせてつんつんした態度で翠すい花かは言う。

　拓たく真まは困ったように頬ほおをかいて、

「俺はべつに、ミトラも翠花も、嫌きらいじゃないんだけどな」

「……ふん。もっと女の子らしく扱あつかいなさいってことよ」

「ご機き嫌げんうるわしゅうお姫ひめ様さま──みたいな？」

「そういう人を食ったような態度がむかつくって言ってんの！」

　きーっ、と翠花が口を「い」の字にして怒おこる。しかしあきれたことに拓真は翠花のほうを見ていなかった。暗がりの奥のほうをぼんやりと見つめている。

「ちょっと。人の話をきい──」

「向こうから声がする」

　翠花の言葉をさえぎって、拓真は言った。

　言われて耳をすましてみれば、なるほどたしかにすすり泣きのようなものが聞こえてくる。

「ねえ」

「そうだな」

　たったそれだけの言葉をかわして、翠花と拓真は同時に声のほうへと踏ふみ出した。

　一歩進むたびに声は大きくなっていく。少女の声だ。なにかに語りかけている。名前を、呼んでいる。繰くり返し、繰り返し。

　ノエリア、と。

　泣き声の正体はオリヴィアだった。膝ひざの上に、気絶しているらしいノエリアをのせて必死に呼びかけている。オリヴィアの声はかすれ、蒼そう穹きゆうのような瞳ひとみからは滂ぼう沱だの涙なみだが流れている。

　車くるま椅い子すが近くに横よこ倒だおしになっているのを見るに、どうやら彼女たちも崩ほう落らくに巻きこまれ、この地下空間に落ちてしまったらしい。

「……っ！」

　こつん、という翠花の足音に反応して、オリヴィアがすばやく顔をあげる。ノエリアの頭を抱だき寄せて、仇かたきを見るような目で、翠花と拓真を睨にらみつける。まだ気を失っているらしく、ノエリアのほうはぴくりとも動かなかった。

　拓真は無言のままさやから〝雪ゆき風かぜ〟を抜ぬいて、オリヴィアたちに歩み寄る。ひゅん、と刃は風かぜが鳴り、鈍にぶく光った刃やいばの先せん端たんが美び貌ぼうの前に突つき出された。

「ちょうどいい。詳くわしい話を聞かせてもらう。いろいろと知りたいことがあるんだ」

「……オリヴィアに、話すことなんて、ない」

　気き丈じように目をそらしてオリヴィアは拒きよ絶ぜつした。

　それを意に介かいさず、拓たく真まは無表情につづける。

「おまえらただの悪あく魔ま契けい約やく者しやじゃないだろ。誰だれの差し金で鳴なる神かみ市を襲おそった？　いったいなにが目的だ？　どうしてノエリアの魂の情報に〝ルネサンス〟の文字があった？」

「ノエリアは、みのがして。オリヴィアは、ころしてもいいから」

「答えろ。答えれば、考えてやる」

「……指導者フアーザーはうらぎれない。お願い、オリヴィアをころして。ノエリアをなおしてあげて」

「その指導者とやらがおまえらのバックについてる奴やつか。個人か？　組織か？　答えろ」

「指導者はうらぎれない。お願い、オリヴィアをころして。ノエリアをなおしてあげて」

　オリヴィアはプログラムのように同じ回答を返した。

「すこし優ゆう秀しゆうすぎるな」

　と、拓真はつぶやいて、おもむろにオリヴィアの頭に手をのばす。頭の、貝のかんざしに。わずかにやぶれた袖そでからのぞく拓真の左腕うでの紋もん様ようが淡あわい紫むらさき色いろに発光した。

〝解析アナライズ〟を使用した証あかしである。拓真はにい、と笑った。

「ビンゴ。やっぱり、洗脳されてたみたいだな」

「洗脳？」

「無む尽じん蔵ぞうに〝愛情〟を増ぞう幅ふくする呪のろいだ。指導者とやらへの愛を最大までふくらませている」

　翠すい花かの問いに拓真は静かに答えた。そして茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態のオリヴィアを見おろす。

「あんた、ノエリアへの愛情は天然物ホンモノなんだろ？　指導者とノエリアのどちらを優先すべきか、かなり悩なやんでたんじゃないか」

「なにを……？　違ちがう。オリヴィアは指導者のために……」

「いまあんたを束そく縛ばくしてる鎖くさりを壊こわしてやる。そうしたら取引だ。あんたとノエリアは殺さない。そのかわりに指導者について、〝ルネサンス〟とあんたらのつながりについて、話せ」

　拓真は右手のかんざしを強く握にぎりしめた。

「〝分解ブレイク〟」

　魂の情報を理解した呪いの品を、その呪いごと破壊する。

　理解と同時に破は壊かいを呼ぶ〝叡えい智ちの悪魔〟から授さずかった異能の力。サヴァトリィに安易な使用を控ひかえるようにといわれていたなと思いだし、これはしかたないと拓真は心しん中ちゆうで言い訳した。

　呪いのこめられた品物を破壊するときは、内部の術式ごと壊こわさなければならない。そうしないと効果が残るかもしれないからだ。それだけならまだしも、よけいに厄やつ介かいな呪いに変ずることさえある。

　拓真の手の中で貝のかんざしは見る影かげもなく粉ふん砕さいされた。

「……あっ」

　オリヴィアは顔をあげて、背筋をぴんとのばした。

　まるで憑つき物ものが落ちたかのように、焦しよう点てんの定まっていなかった目に色が戻もどっていく。

「指導者フアーザーとやらへの盲もう目もく的な信しん仰こうは消えただろ。ここから先はあんたの選せん択たくだ。自分はどうしたいのか、素す直なおに、感情のままにしゃべってみろ」

「助けて……生きたい……生きたい……！　オリヴィアと、ノエリア……二人でっ」

「どういうこと？」

　オリヴィアの劇的な変化に翠すい花かが驚おどろきの声をあげた。

　拓たく真まはかんざしの破片をぱらぱらと地面にこぼしつつ、翠花に顔を向ける。

「大だい悪あく魔まヴェパールの代だい償しようについての記述、翠花は憶おぼえてるか？」

「え？　まあいちおう。作戦の概がい要よう書にも関かん与よしてる可能性がある悪魔ってことで書かれてたし……ええと、下半身の身体機能と言語機能に異常をきたす、だっけ」

「そう。この場合の言語機能ってのは、ざっくり言えば頭の中で認にん識しきし、言葉を整理して表現する力のことだ。そこに問題があるなら、噓うそや建前はうまくないはずなんだよ」

「ああなるほど！　それで洗脳の可能性を疑ったのね」

　翠花が納なつ得とくしたようにぽんと膝ひざを打った。

　拓真はふたたび脅おどすように〝雪ゆき風かぜ〟の刀身をノエリアの喉のど元もとに添そえる。

「さあオリヴィア。指導者の正体と〝ルネサンス〟との関係、鳴なる神かみ市を襲おそった理由を答えろ。そうすればいまここでおまえらを殺したりはしない」

「ホント？　しゃべる。オリヴィア、あなたたちに、教える」

　オリヴィアは顔をきらきらと輝かがやかせて身を乗り出した。地面に手をついて這はい寄り、拓真のズボンをひっぱる。つかんでいるのとは逆の手で暗がりの奥を指さした。

「あっち。あっちにある」

「行こう」

　拓真は起こした車くるま椅い子すにオリヴィアをのせ、ノエリアの体を両腕で抱だきあげた。




　四人は通路を進む。風の通りはよく、空気は冷たい。崩ほう落らくに巻きこまれていた部分を過ぎると、まだ電気が通っているのか、天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが点てん滅めつしている。

　壁かべの向こう側がわから、ごう、ごう、と音が聞こえる。

「そういえば、ここは岬みさきに建ってる教会の地下だったな。ってことは、この壁の向こうは、崖がけ。すぐ下には海があるのか」

「海辺の闇やみ組織って任にん侠きよう映画を思い出すわね。『コンクリに詰つめて沈しずめたるでぇオラァ！』って顔に傷のある人たちがドンパチやる映画」

「翠花……おまえってイイ趣しゆ味みしてるのな」

　拓たく真まはげんなりした顔で言った。

　皮肉に気づいていないのか、翠すい花かは満面に笑えみを浮かべる。

「でしょー？　強くて渋しぶい男、いえ、〝漢おとこ〟の物語よ。日本映画って派手なの少なくてつまんないと思ってたけど、任にん侠きようモノはドラマが熱いから最ッ高に面おも白しろいわ」

「なんて〝らしい〟趣しゆ味み……しかしまあ、あながち的はずれな話とも言えないかもな」

「教会が任侠ってこと？」

「任侠から離はなれろ、あほ」

　拓真はあきれたようなじと目になり、

「海辺のほうがいろいろな後始末がラクそうだって話だよ」

「もうすぐ」

　オリヴィアが静かに言った。

　通路の先に扉とびらがある。木の扉だ。それほど頑がん強きようそうな印象は与あたえない。両手のふさがっている拓真は、翠花に向けてあごをしゃくった。

　翠花はドアノブに手をかけると、

「……拓真」

　青ざめた顔で振ふり返る。拓真は無言でうなずく。扉の向こう側がわから漂ただよいくる濃のう厚こうな血けつ臭しゆうには数十歩も前の地点で気づいていた。念のためにノエリアの体を片腕うでで抱かかえなおし、〝雪ゆき風かぜ〟の柄つかに手を添そえる。

　翠花がドアを押しあけた。空気のにおいが塗ぬり替かわる。死体か、敵か。室内の光景についていくつかの可能性を頭に浮かべていた拓真だったが、そのいずれも正解ではなかった。

「なにこれ……」

　ふるえ声で翠花は言った。

　拓真も言葉にこそしなかったが、思わず息を呑のむ。

　そこはとんでもなく広い屠と畜ちく場だった。部屋を縦断するように金属のレールが走り、いくつもの動物の死し骸がいがフックに吊つるされている。六つの長方形の台には、水すい槽そうや木箱。その中身は目を覆おおいたくなるほどに真っ赤ななにかである。

「動物実験か」

　種類は統一されていない。うさぎ、牛、豚ぶた、犬、猫ねこ、鶏にわとりをはじめ動物園か海外にしか棲せい息そくしていないような動物まで。古こ今こん東とう西ざいありとあらゆる獣けものの姿がある。

「輸入に制限がかけられてそうな危険な爬は虫ちゆう類るいもいるな……そうか、海辺の教会っていうのは密輸するのに絶好の環かん境きようってことか」

「でも拓真。鳴なる神かみ市には厳重な海上警備体制があるはずよ。今回みたいに霧きりにまぎれてるならともかく、ふだんは警備の目をかいくぐることなんてできないでしょ」

「ここらの管かん轄かつは白しろ十じゆう字じ教きよう区だろ。内部の人間にとっては、警備なんていないも同然だ」

「あっ……そうか」

「しかし、この場所がいったいなんなんだ？　おまえらの襲しゆう撃げきとなんの関係が？」

　拓たく真まが訊きくと、オリヴィアはゆっくりと腕うでを持ちあげて、死し骸がいを指さした。

「白しろ十じゆう字じ教きようの、反教皇派は〝ルネサンス〟の残党と、共同で、研究してた。メンゲルが捕つかまったので、オリヴィアとノエリアは、教皇派の調査を妨ぼう害がいするためにここにきた」

「残党……〝ルネサンス〟に生き残りがいたのか」

　拓真は唇くちびるを噛かみしめた。〝ルネサンス〟の襲しゆう撃げきは兄の隼人はやとが処しよ刑けいされることになった原因のひとつでもある。その生き残りがのうのうと活動していると思うだけで怒いかりがこみあげた。

　だがその怒りをぐっと押しこめて、拓真はつづきをうながす。

「その〝ルネサンス〟が反教皇派と共同研究、か。いったいなにをしていたんだ？」

「あたらしい、神様の、創造」

「神の創造……動物を使って？」

　オリヴィアの言葉と、この部屋の状じよう況きようが、いまいち頭の中で結びつかない。

「既き存そんの神仏精せい霊れいに頼たよらない、新しい力……を。〝ルネサンス〟は、預言を実行、する、ために。第二の〝聖霊ミスラ〟を創つくりあげるために」

「第二の〝聖霊〟……？」

「オリヴィアも詳くわしいことは、知らない。ただ、ノエリアのサブノックも、本当はもうすこし育ててから、この実験のえさにされる予定だった……」

　オリヴィアはとぎれとぎれに言葉を紡つむぐ。

「サブノックは、強い自我をもって契けい約やく者しやを害する悪あく魔ま……〝女王〟は契約者から命を吸い、契約者に死の危険が迫せまると産まれる。たとえ具ぐ象しよう魔ま術じゆつが解かれても消えない怪かい物ぶつになる。オリヴィアはノエリアの命をつないで、〝女王〟をより強く、育てろと、言われていた」

「なによ……なによそれ。あなたたち明らかに利用されてるだけじゃない。〝女王〟を産んだら用済みと思われてたってことでしょ!?」

　翠すい花かが怒いかりに声をふるわせた。

　拓真も同じ気持ちだった。人のことを利用するだけ利用して、なんの罪悪感もなく切り捨てる。それは英えい雄ゆうであるはずの兄を処刑した当時の白十字教徒たちと同じだ。

「指導者フアーザーはオリヴィアとノエリアの恩人。育ての親。ノエリアはたぶん、自分が犠ぎ牲せいになってもいいと思ってる。でも、オリヴィアは……」

「それが嫌いやだから俺たちに情報を提供している」

「……そう」

　オリヴィアが弱々しくうなずき、拓真は真しん剣けんな表情で思考した。

　彼女の言葉は断片的で曖あい昧まいだが、なんとなく事の全容は見えてきた。

　指導者は〝ルネサンス〟の残党で、白十字教の反教皇派と手を組み、動物実験をしていた。

　その実験は第二の〝聖霊ミスラ〟──天然の神仏精せい霊れいと異なる神の創造を目的としていた。霊体ではない動物にどんな処置を施ほどこせば新たな神となりうるのかはまったくわからないが。

　サブノックの産みだす〝女王〟も、第二の〝聖霊〟の材料にするつもりだった。

　今回の襲しゆう撃げきは実験についての情報を聖せい職しよく者しや協きよう会かい側がわに渡わたさないよう隠いん蔽ぺいするためのものだった。

　と、すると。

「どうして教会を破は壊かいしなかったんだ？　研究成果を隠かくしたいだけなら資料だけ持ちだして、建物は壊こわしてしまえばいいだろ。どうしてこの場所を拠きよ点てんにして長期戦に持ちこんだんだ？　長引けば長引くほど聖職者協会に有利になるし、いずれ攻こう略りやくされる。現に、こうして俺たちが追い詰つめて、情報はほとんどもれてるわけで」

「それは……たぶん、ミトラルカ・シルヴェスタの排はい除じよも同時に行なう必要があったから……だと、思う……鳴なる神かみ市に混乱を起こして、〝聖霊〟を動かさせるのが目的、だと思う」

「……そんなところか」

　予想通りの返答に拓たく真まは深いため息をついた。

「指導者フアーザーとやらがなにをやりたいのかまるでわからんが、ミトラも無関係じゃないだろうとは思ってた。しかし〝ルネサンス〟からも狙ねらわれてるのかよ……人気者だな、あいつ」

「たぶん指導者にとって〝聖霊〟の存在は──」

　と、オリヴィアが発しかけた言葉は、背後で生じた凄すさまじい轟ごう音おんにかき消された。




　　　　＋　＋　＋




「Guilty.Guilty.だよオリヴィア・ドゥ・シレーヌ。それはこのワタクシ様──指導者への愛、無む窮きゆうの愛を投げ捨てるってことでいいのかナ」




　振ふり返ると入口のドアと壁かべが無残に破壊されていて、額がく縁ぶちのような穴から〝女王〟の姿が覗のぞいていた。強きよう靭じんな脚あしが瓦が礫れきをかき分けて、のそりとこちらの部屋に入ろうとしている。

　声は、〝女王〟の頭の上から聞こえていた。頭の奥に直接響ひびいてくるような、どこかで聞いた覚えのある声だ。虫の額のあたりに細い脚を華か麗れいに組んで一人の幼い少女が座っていた。

　肌はだにぴったりと吸いつくスーツを身につけていて、体の輪りん郭かくがくっきりと浮かびあがる。

　蝋ろう人にん形ぎようを思わせる白い肌はだ。奇き妙みような光をちらつかせる妖よう艶えんな瞳ひとみ。そしてすみれ色の長い髪かみ。

「……！」

　拓真は言葉を失い、その幼い少女の姿を凝ぎよう視しする。

　それは〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ヴィオレッタによく似た外見の少女だった。

　見つけた。という声が口をついて出そうになった。その直前。

　少女はこらえきれないとでも言いたげに肩かたをふるわせた。

「ぷっ、くくく。いい顔をするね逢あい沢ざわ拓たく真ま。でもでも残念残念ザンネンネ。このワタクシ様はベ・ツ・ジ・ン。てかあんな腐くされBitchのヴィオレッタちゃんと一いつ緒しよにすんなよくそったれ」

　少女は挑ちよう発はつ的に舌を覗のぞかせた。

　たしかに八年前に出会った少女とは印象が違ちがう。ヴィオレッタはいたずらっぽい笑みが特とく徴ちよう的で、もっと女らしかった。ではいったい目の前のこの少女は何者なのか。

「ワタクシ様は〝愛あい憎ぞうの悪あく魔ま〟イシュタル。人間のちっこい脳みそでも名前は憶おぼえられるよね。うぷぷ。やーやーしかし、あの腐れBitchの力を授さずかった人間がこんなにあっさりと陽動にひっかかるとは思わなかった。でもミトラルカが存命だったりメンゲルがしくじったり、神しん託たくがことごとく的をはずしてるのは気になるな～。あいつ、なんかやったのかな」

　と、意味のわからないことをつぶやき、

「まあいいや。鳳ほう仙せんがしくじったのは予定外だったけど、こっちは順調にコトが運んでるみたいだし」

　イシュタルの言葉に拓真は片かた眉まゆをあげた。

「順調？　あんたの手て駒ごまは俺たちに追い詰つめられてるわけだが？」

「そうだね。オリヴィアとノエリアは順調に追い詰められてくれたね」

「ハッ。負まけ惜おしみかよ」

「うぷっ。『負け惜しみかよ』だってさ！　うふふふふっ。誰だれがこの教会までお招きしてあげたのか忘れちゃったのかなぁ？」

　イシュタルの嘲ちよう笑しように、拓真ははっとした。

　霧きりの中で誘さそうように逃にげ回っていた子どもの影かげ。その正体はイシュタルだったのか。

「おまえがわざと俺たちをここに誘った……だと……？」

「霧の攻こう防ぼうでの戦いぶりを見たんだけどさァ。ここで確実にお掃そう除じしちゃったほうがよさそうなヨカンに胸がキュンキュン締しめつけられちゃったのネ。だ・か・ら、ちょこっと予定よりも早くなっちゃったけど〝女王〟ちゃんに産まれてもらいましたとサ」

　オリヴィアが車くるま椅い子すを動かして拓真の前に躍おどり出た。ぎりっと歯を噛かんでイシュタルの顔を睨にらみあげる。

「〝愛憎の悪魔〟イシュタル……オリヴィアたちの指導者フアーザー」

「なにその反はん抗こう的な目。嘆なげかわしい。嘆かわしいネ。ヴェパールとサブノックの契けい約やく者しやとして幼女のころから育ててきたっていうのにどーしてそう反抗的な態度なんだろうね～。信しん仰こう心しんが足りないよ信仰心が。オリヴィアはさァ」

　狂きよう気きを帯びた獰どう猛もうな視線がオリヴィアに注がれる。

「虫が体内に入ってる限り魔力と生命力を提供しつづけることになるっていうのに、喜んで体を捧ささげたノエリアを見習おうよ。ほら、こうやって〝女王〟が傷つくと──」

　イシュタルがパンと両手を合わせると手品のように銀の剣けんが現れる。その刃やいばが〝女王〟の額に深々と突つき刺ささった。

　奇き怪かいな色の血が噴ふき出して、〝女王〟は悶もだえ苦しんだ。しかしすぐに細さい胞ぼうが活性化し、傷口がふさがっていく。

「──ッ、がっ……ふっ……」

　そのとき、拓たく真まの腕うでの中でノエリアが激しく咳せきこんだ。口からごぽりと血けつ塊かいがこぼれる。

（……！　〝女王〟が傷を修復するための魔ま力りよくを吸われているのか）

　彼女の体にかけられた呪のろいを思い出して、拓真は瞬しゆん時じに起こった現象を理解した。

　理解したが、それはとうてい許されることではないと思った。

「ぷ、くくくくくっ。そう。そんな感じ。駒こまならおとなしく駒に徹てつしてもらわないとネ。最後の仕事はきちんとこなしてよ～？　オリヴィア、ノエリア」

「最後の仕事……？」

　怪け訝げんな顔をするオリヴィアへと、イシュタルは酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。

「立派な死体になって聖せい職しよく者しや協きよう会かいに発見されるだけのカンタンなお仕事だよ～。くぷぷっ」

「なっ……どういう、こと……？」

「今回の作戦は鳳ほう仙せんとキミらのせいで失敗なの。仕方ないからワタクシ様は〝女王〟を回収してこの施し設せつをぶっ壊こわすだけで妥だ協きようしてあげることにしたワケ。撤てつ退たい戦、撤退戦。だ・け・ど、聖職者協会がとりあえず納なつ得とくのいく形で終わらせてやらないと奴やつらシツコイからネ」

「つまり事件のすべての責任をオリヴィアとノエリアだけに取らせるってことか？　物言わぬ死体にして」

「ワタクシ様の作戦どおりに動けなかった懲ちよう罰ばつだし。当然だよネ」

　場ば違ちがいなほど明るい声こわ音ねでイシュタルは言った。

　拓真は、ふるえる。

　蒼そう白はくな顔で痙けい攣れんを繰くり返すノエリアの姿が、拓真の表情に冷たい怒いかりを浮かびあがらせる。

「オリヴィア。今回の件のすべての指揮を執とっていた元げん凶きようはあいつってことでいいんだな？」

「そう」

　拓真が確かく認にんするとオリヴィアは敵から目をそらさないまま強く首を縦に振ふった。

「翠花。頼たのむ」

「うん。任せて」

　詳しよう細さいな説明など長い付き合いの翠花には必要なかった。

　ノエリアの体を翠花に託して、拓真は〝雪ゆき風かぜ〟を手にイシュタルと〝女王〟の前に歩み寄る。その切っ先は斜ななめ四十五度、敵の眉み間けんへとまっすぐに向いた。

「すべての責任を負うべき奴がのうのうと生きているのが俺にとっては一番むかつく。〝ルネサンス〟の残党だかなんだか知らないが、ミトラを狙ねらい、街にこんな迷めい惑わくをかけた上に仲間を捨て駒にして自分だけ逃のがれるって？　──本当にそんなことが許されると思ってるのか？」

　怒ど気きをはらんだ声で言い放つと、一瞬後、拓たく真まは地を蹴けった。

　ふいをつかれた形でありながらイシュタルの顔から余よ裕ゆうは消えない。

「速いネ。だけどワタクシ様の支配下にある〝女王〟はもっと速いヨ」

　その台詞せりふで拓真は察する。オリヴィアを洗脳していた愛あい憎ぞうの呪のろいをかけることで〝女王〟をも操あやつっているのだと。イシュタルへの愛情を増ぞう幅ふくさせ臣しん下かのごとく従わせているのだと。

〝女王〟は六本の大きな脚あしを器用に動かして前を向いたまま後ろ方向に走りだした。

　巨きよ体たいに似合わぬ高速の後方移動。拓真も追いかけるが、距きよ離りは縮まらない。足を止めてはいけない。距離を離はなされれば、あのカタパルトのような鉄球の攻こう撃げきを発動する隙すきを与あたえてしまう。

　逃にげながら、〝女王〟は、びゅおう、と糸を吐はき出す。弾だん丸がんのごとき糸の塊かたまりを回かい避ひしながら、徐じよ々じよに距離を詰つめていく。が、届かない。もう一歩が、及およばない。

　拓真は速度を緩ゆるめないまま低姿勢に。瓦が礫れきの中から拳こぶし大だいのコンクリート片を拾いあげ、鋭するどく腕うでを振ふるった。風切り音。投とう擲てきされた欠片かけらはイシュタルへとまっすぐに飛来する。

〝愛憎の悪あく魔ま〟は動じない。銀の剣けんを眼前に振りおろし、攻撃をあっさりと弾はじき返す。

　だが矢はひとつではなかった。一いつ瞬しゆんとはいえ視線が目の前に集中したせいでイシュタルは、二の矢の存在に気づくのが遅おくれた。

　翠すい花かの風ふう神じんの加護を授さずかった〝雪ゆき風かぜ〟の放つ、風の刃やいばである。

　旋せん風ぷうがイシュタルの足をすくい、その体を宙に舞まいあげた。〝女王〟に振り落とされる形になったイシュタルだったが、嘲ちよう笑しよう的な表情はやはり崩くずれない。

「惜おしいネ。六十点」

　宙に浮いた彼女の体を飛んできた糸が絡からめ取った。〝女王〟は逃にげ足あしを保ったまま主を回収し、かしょかしょと不気味な足音を残して後退していく。

　やがて、すぅっと、消え入るように、〝女王〟の体が白く霞かすんだ。

　拓真は急停止すると、凝ぎよう然ぜんと目を瞠みはった。

　消えた？

　いったい、なにが起きたのか──〝女王〟はそんなわざを持っていたのか？

「ああ……そういうことか」

　拓真は天てん井じようを見あげて、ぼそりとつぶやいた。

　そこには大穴があいている。ここは拓真と翠花が落下してきた空間なのだ。床ゆかだけでなく、教会の壁かべや天井も一部が壊こわれているのだろう。建物の外を覆おおい尽つくしていた霧きりが、時間を経て教会に流れこみ、穴を通って、この地下空間にも入りこんでいたのだ。

　しかも不幸なことにこの空間は地下の中でもかなりの広さを誇ほこっている。巨きよ大だいな〝女王〟が縦じゆう横おう無む尽じんに動き回れる程度の広さがある。

「ヴェパールは倒たおしたはずだが……まだ消えていなかったのか。それとも、大規模な自然干かん渉しようをすると、悪魔が消えてからも元の環境に戻もどるまでに時間がかかるのか……」

　拓たく真まは油断なく〝雪ゆき風かぜ〟を構えて一歩ずつ霧きりに近づく。聴ちよう覚かくと直感を研とぎ澄すませて、敵の息いき遣づかいを肌はだで感じようとする。

　見えないからといって、距きよ離りを取るのはいけない。これは近接戦せん闘とうなのだと、相手に思わせなければいけない。そうしなければ鉄球の破は壊かい攻こう撃げきで地下空間そのものを破壊される。だから、隙すきを見せればいつでも斬きれるのだ、という、プレッシャーを与あたえつづける必要がある。

　右。

　そちらの方向から、思考の間かん隙げきをつくように、脚あしが突つき出された。刀身をかぎ爪づめに噛かませるようにして受け止める。

　正面。

　今度はそちらからべつの脚。左手で持ったさやで受け止める。

　ふたつの攻撃の方向から敵の位置を推すい測そく。右斜ななめ前方。二本の脚を受け流して、拓真はその方向へと疾しつ駆くしようとした。

　だが敵の三撃目は背後からきた。

「……!?」

　嫌いやな予感に従って体をわずかに横にそらす。真後ろからのびた脚の先せん端たんが横腹を浅く抉えぐった。

　拓真は顔をしかめた。この程度のかすり傷に泣き言をもらすような鍛きたえ方かたはしていないが、予想外の攻撃を受けた事実そのものが、看過できることではない。

（そういえば関節から先の部分だけをとばして攻撃できるんだっけか、あいつ……そうなると立ち回り方次し第だいでは全方位から攻撃できるな。攻撃の方向から位置を特定することもできないとなると……厄やつ介かいだな、これは……っと！）

　ふたたびかぎ爪が眼前に迫せまり、拓真は刀で打ち払はらった。思考する隙すきもない。

　しかも、次は、四方。同時に視し認にんできない四つの攻撃が一いつ斉せいに襲おそってくる。常人であれば、絶対に対応できない一連の攻撃。それに対して、拓真は、右手の〝雪ゆき風かぜ〟と左手のさやを水平にかかげ、勢いよく体をひねる。

　回転。鋭するどい刃は風かぜが鳴って刀身が二本の脚を同時に断つ。さやは一本の脚を弾はじき、もう一本の脚はかぎ爪づめにひっかけて、無効化する。

（しのいだ……いや！）

　背後に、気配。体を斜めに傾けて左方に逃のがれようとする。だがその攻撃は脚のそれよりも、すこしばかり、速かった。霧きりを裂いて現れたのは銀色の剣けん。

（イシュタル!?　しまった……回りこまれた！）

　これは自分のミスだ、と拓真は思う。

〝女王〟の存在に気を取られ、イシュタル本人が動く可能性を失念していた。

　致ち命めい的な直撃は避さけた。しかし斬ざん撃げきそのものは避けられなかった。

「あっ」

　と、抜ぬけた声がもれる。直後。

　右腕うでが、舞まった。

　焦しよう燥そうが、脳を灼やき。

　悪お寒かんが、心しんの臓ぞうを冷たく包む。

　一いつ拍ぱく、遅おくれて。勢いよく血が噴ふき出すのを自覚すると同時に。

「──────────ッッ!!」

　神経が捻ねじ切きれるような激痛が脳天まで突つき抜けた。絶ぜつ叫きようはかろうじて喉のど奥おくにとどめた。だが、叫さけんでしまえたら、思考を捨てて悶もだえ狂くるえれば、どれだけラクだろうか。

　思考の放ほう棄きは、死。自分にそう言い聞かせて、拓たく真まはすばやく振ふり返る。

　そこにいるイシュタルを強く睨にらみつける。

　勝ち誇ほこったような、例の嘲ちよう笑しようを浮かべて、こちらを見ている。

　その顔に、落ちてきた拓真の右腕が重なる。ちぎれた袖そでがめくれあがっている。内側がわに紋もん様ようが覗のぞいている。手首には紫むらさき色いろの数珠じゆず──。

　電源を落としたように急激に視界がブラックアウトする。

　意識が泥でい濘ねいに足をとられて沈しずんでいく。腰こしから下の力が抜ける。無事なはずの左腕も焼やき印いんを押されるような灼しやく熱ねつ感に襲おそわれる。

　たかが腕一本。だが切断による痛覚は意識を急速に刈かり取っていく。

　だめだ。耐たえろ。倒たおれれば、翠花が危ない。ミトラにも危険がある。イシュタルと〝女王〟はここで倒さなければならない……！

　どうする。どうすればこの状じよう況きようを打開できる？　どうする。どうする──。

（知りたい）

　意識が閉じる直前に、拓真はそう思った。

　そのとき、暗黒色の視界の中にちらりと淡あわいすみれ色がちらついた。

　頭の奥の深い深い底の底で軽かろやかな少女の笑い声が聞こえてくる。




〝腕を切り離はなしたぐらいじゃあたしの呪のろいからは逃にげられないよ〟




　いたずらっぽい、少女の声。何年もの間、追い求めていた少女の声が、頭の中に響ひびく。

　その声は悪あく魔まのささやきを拓真の精神に直接叩たたきつけてくる。

　それに対して拓真は、薄うすれゆく意識を必死につなぎとめながら、対話を試みる。声には出さない。強く念じて心で呼びかける。




〝こんなときに俺に話しかけているおまえは、なんだ？〟

〝そんなこと、どうだっていいじゃない〟

〝おまえは俺の呪のろいそのもの、なのか〟

〝そんなことよりも知りたくはないの？　どうやったらこの場を切り抜ぬけられるのか。「知らない」というのはとても悔くやしいことで、時に命にかかわるほど切実なリスクだと思うの〟

〝そうだな。ああまったく同感だ〟

〝そうね。本質を理解していれば虫もイシュタルもあなたの敵じゃないもの〟

〝本質……〟

〝知りたい？〟

〝……ああ……知りたい……〟

〝もっと強く宣言して〟

〝知り……たい……〟

〝もっと強く〟

〝知りたい〟

〝もっともっと！〟

〝知りたい！〟




　すみれ色の光が視界を埋うめ尽つくし、意識が急速に現実世界に引き戻もどされる。

　眼前には銀の剣けんを振ふり下ろした〝愛あい憎ぞうの悪あく魔ま〟イシュタルの姿。

　どうやら時間は一秒も経たっていないらしい。

　だがたったそれだけの間に状じよう況きようは一変していた。

　宙を舞まっていた右腕うでの紋もん様ようが勢いよく広がって拓たく真まの肩口にのびている。粘ねん着ちやく質しつな革かわ製の鞭むちのごとく切断面にうぞうぞと潜もぐりこむ。紋様であった奇き妙みようなすみれ色のなにかが、右腕を引き寄せ、ぴたりとあるべき場所にはめこんだ。

　うぞうぞ、うぞうぞ、と紋様がうごめき、腕の中でなにかが這はいずるような感かん触しよくに襲おそわれる。骨や筋肉や神経が強ごう引いんに縫ほう合ごうされていく。

　血が通う。神経が通る。そこに「ある」と自覚できる。手も握にぎれる。痛みも違い和わ感もない。

　そのかわり、身を焼かれるほどの強きよう烈れつな知識欲が体の芯しんから無む尽じん蔵ぞうに湧わきあがってくる。

　見れば斬ざん撃げきの衝しよう撃げきで封ふう印いんを施ほどこしていた紫むらさき色の数珠じゆずが、手首からはずれてしまっていた。

「以前とは比べものにならないぐらいに、きっついな、これ……」

　拓真は額に汗あせをにじませて言う。

「とはいえ。これは勝機でもある、か」

　皮肉っぽい笑みを浮かべて〝愛憎の悪魔〟イシュタルへと一歩を踏ふみ出す。

　悪魔の表情から初めて嘲ちよう笑しようが消えた。ついさっきまでの、遊びを感じさせる雰ふん囲い気きはいっさいなくなっている。そこには死神のような冷れい徹てつさだけがある。

「〝女王〟──愛すべきワタクシ様の下げ僕ぼくちゃん。逢あい沢ざわ拓真はもういいや。慈じ愛あいと憎ぞう悪おをこめて、ここら全部ぐっちゃぐちゃにしちゃってヨ」

　イシュタルの体が霧きりの中にまぎれるように消えた。

「逃にがすかよっ」

　拓たく真まは地を蹴けり、腕うでで霧を薙ないだ。両の手のひらに触ふれた霧が解かれて、ぱぁっと視界がひらける。霧の隙すき間まに、イシュタルの驚きよう愕がくする顔が覗のぞき見えた。払はらった霧は徐じよ々じよに元どおりになろうとしていく──この方法では、一時的に視界を保つことしかできない。

（だが一いつ瞬しゆんあればじゅうぶんだ……！）

　拓真は思い切り腕をのばす。

　直後、彼女の片手が勢いよく振ふられる。投とう擲てきされた銀の剣けんが輝かがやかしい尾おをひいて眼前に迫せまる。それはすみれ色の右手が触れると、ぱぁん、とはじけた。

　イシュタルが苦々しげに唇くちびるを噛かみ、すみれ色の髪を乱して天てん井じようを仰あおぐ。

「ああもうめんどいめんどいめんどい！　愛すべきワタクシ様の下げ僕ぼくちゃん──ヴェパール！　慈じ愛あいをもってワタクシ様を護まもりなさい！」

「……!?」

　頭上から接近する凶きよう悪あくな気配の塊かたまりに向けて、とっさに両手を頭上にかかげる。手のひらに触れるとともにはじけて消えた存在の情報が頭に流れる──水。

　霧の中でゆらゆらと揺ゆれるのはこの世ならざる怪かい魚ぎよの影シルエツトだ。

「生き物だけじゃなく霊れい体たいも洗脳できるのか」

「支配力次し第だいではネ。うぷぷ。さあさあこれでFinishかナ！」

　さっきの攻こう撃げきを防いだ隙すきにイシュタルの姿は消えていた。そして、地下空間全体が足元から突つき上げるような鳴動に襲おそわれる。壁かべ、床ゆか、天井が悲鳴のような音をたてる。

（まずい……あいつ、俺を狙ねらわないつもりだ……！）

　触れた瞬間に理解と破は壊かいを同時に起こす現在の状態であれば、〝女王〟の巨きよ大だいな鉄球も、防ぐことができる。だが、地下空間を壊こわすことだけを優先し見当はずれな方向に攻撃されてしまえば、なにも見えない霧の中では対応できるはずもない。

（どうする？　わからない。どうすれば？　わからない。ヴィオレッタ！　〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟を名乗るなら、俺に知識を、知ち恵えを、よこせよ……！　いま、どうすればいいかを、教えろ！）

　答えはない。腕がつながった瞬間にすみれ色の悪魔の気配は消えている。

「うぷぷ。余よ裕ゆうないネ、キミ。だっさ。そのまま潰つぶれちゃいなヨ！」

　イシュタルの嘲ちよう笑しようがどこから聞こえてくるのかも、拓真にはわからない。

　空間が軋きしみ、振しん動どうが強くなっていくにつれ、のしかかる重圧が増していく。

　そこらに漂ただよう水気が渦うずをまく。

（渦──？）

　違い和わ感。拓真ははっと顔をあげる。

（空気の流れがおかしい）

　風が吹ふいている。

　暴風のごとく激しく荒あれ狂くるいながらも、吐と息いきのように優やさしく肌はだを撫なでる──存在するはずのない矛む盾じゆんした風が大穴からふき下ろしてきている。

「あれは……」

　遥はるかな高みに太陽を背にした影かげが誇ほこらしげに羽ばたいている。

　威い風ふう堂々たるその姿を目にとめて拓たく真まは茫ぼう然ぜんとつぶやいていた。

「鴉からす……？」
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　清せい廉れんな気配をまとった風が、鳴なる神み市を覆おおう霧きりを払はらっていく。シールを剥はがしていくように、絨じゆう毯たんをめくっていくように、眼下の景色が元の街並みに塗ぬり替かえられていく。

　神風を放ちながら空を闊かつ歩ぽしているのは漆しつ黒こくの翼つばさを広げた全長十メートルの怪かい物ぶつ。獅し子しの顔と鴉の翼、双そう頭とうの蛇へびの尾と竜りゆう鱗りんに覆おおわれた四足をもつ混こん淆こうの獣けもの。

　世界最強の霊れい体たいとされる神かみ喰くらいの神──〝聖霊ミスラ〟がその威い容ようを堂々とさらしている。地上から見れば巨きよ大だいな鳥が滑かつ空くうしているように見えているかもしれなかった。

　背中には二人の少女の姿がある。

「わぁ、素す敵てき。ドローイングショーみたい」

〝聖霊〟の背中から大きく身を乗り出して、ルナは無む邪じや気きな声をあげた。ばさばさと重い音をたてて金色のツインテールが暴れている。

「あ、危ないですよ」

　たてがみにしがみついて必死に空圧に耐たえながらミトラは背後のルナに声をかけた。師し匠しようから施ほどこされた訓練の一いつ環かんで無人の霊れい峰ほうで練習したことはあったが、やはり〝聖霊〟の背にのるのは慣れない。腕うでがぷるぷるふるえるし、腰こしから下の感覚がすっと遠のいて不安になる。

　そんなミトラの不安などどこ吹く風でルナは両手を離はなしてはしゃいでいる。

「落ちたって死なないもーん。それにおねーさん、縮こまってたら下の様子を確かく認にんできないよ。おにーさんたちを助けるんでしょ？」

「それは、そうなのですが」

「入信儀ぎ式しきのときはあんなに威い厳げんたっぷりだったのにな～。あははっ。でもそーいうところはおねーさんらしくってとっても素す敵てき！」

　ひとしきり笑ってから、ルナはふと首をかしげた。

「でもおねーさん。これっていったいなにが起きてるの？〝聖霊〟の新しい力って、この霧を払えるほどの大規模な自然干かん渉しよう能力だったの？」

「い、いえ。どうやら違ちがうようなのです」

　ミトラは高所の恐きよう怖ふと緊きん張ちようでかちこちに固まった顔をかろうじて横に振ふってみせた。

「ルナに入信の誓ちかいをたてた直後、わたしは〝聖霊ミスラ〟の声を聞きました。この奇き跡せきの本質は力でも支配でもない。現界は現界、異界は異界。理ことわりの交わりをなかったものとして、すべてをあるべき姿に戻もどす力なのだ……と」

「うっわ反則級。神かみ喰くらいの力もそうだけどとびっきりダイナミックだね。自然干かん渉しよう能力とか呪じゆ術じゆつの支配を完全に無効化するなんて」

「教典の内容にも一いつ致ちしているように思えます」

「へえ。わかってて私をそこに入信させたんじゃないんだ？」

「はい」

　ミトラははっきりと断言すると、恐怖を押しこめて体を傾かたむけ、ルナの目をまっすぐ見つめた。

「大烏は開祖の友であり案内人として暗い洞どう窟くつを進む明かりとなりました。だからですよ」

　ルナは大きくあけた碧へき眼がんをぱちん、ぱちんとはじいて、ぽかんとする。

「私、迷めい惑わくをかけたことしかないよ？」

　ミトラの口元にふっと笑えみが浮かぶ。

「祓ふつ魔ま学園に入学する前はまだどうするべきなのかわからないでいました。拓たく真まと出会ってからも。ルナ・フェルマー。あなたのしたことは反省すべきことですし、簡単に許されることではありません──ですが、わたしにとっては、拓真とどう接していくべきか、どれほどの覚かく悟ごをもって祓魔師を目指すべきなのか……それを考えるきっかけになったのも事実なのですよ」

「……ふうん。そっか。ふうん」

　ルナは気のない返事をしながらも、ふっと耐たえきれなくなったように笑みをもらす。碧眼のわずかな潤うるみをごまかすようにワンピースの袖そででひとつ拭ぬぐって、ふいに眼下を指さした。

「いたよ！　あそこ！」

　岬みさきの先にある大きな教会は、なにがあったのか、屋根や壁かべがほとんど崩くずれ落ちている。中の講堂がむき出しになり、真ん中に大穴があいていた。

　穴のふちから中を覗のぞきこむ怪かい魚ぎよの悪魔。ぎりぎりと粘ねん糸しの弓を引き絞しぼる鉄球のように丸まった巨きよ大だいな虫。愕がく然ぜんと見あげる少女の目と──そして、いた。

　勝機を得たとばかりに笑う拓真の顔が目に入り、胸のうちに温かな安あん堵どの念が広がっていく。

（怒おこられるでしょうか）

　心配しなくていい、と拓真は言った。それなのに理事長室を抜ぬけ出してきたことを、あの厳しい拓真は怒るだろうか。

（どっちでもいいです。わたしはいまのわたしができる精せい一いつ杯ぱいでみんなを護まもりたい……！）

　ミトラは顔をあげる。胸を張って、堂々と地上の拓真の顔を見る。そして。

「拓真ッ!!　助けにっ！　きましたよっ！」

　臆おくすることなく恥はじることなく、はっきりとそう言った。
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　霊れい鳥ちようフェネクスから放たれた炎ほのおの弾だん丸がんが紅ぐ蓮れんの軌き跡せきを描えがいた。それはヴェパールのわきを通り過ぎ、〝女王〟の張っていた糸にあたると、またたく間に炎えん上じようする。

　強きよう靭じんな糸は焼き切られることはない。だが炎は糸を伝い、頭を目指して駆かけあがった。

　怖おそれるようにぐるりと眼めを一回転させると、〝女王〟は糸を解放リリース。ぶちりと根元で糸がちぎれ、巨きよ体たいをかたむけながら、壁かべを削けずるようにずるずると落下してくる。

〝女王〟の甲こう殻かくが音をたてて剥はく落らくしはじめた。ふくらんだ下腹部にぼこりぼこりと穴があき、緑色の液体がとめどなく流れていく。全体のシルエットまで収縮しているように見えた。限界まで膨ぼう張ちようしていた体がまるでふつうの虫に戻もどろうとしているかのように。

　その変化に抗あらがうように〝女王〟は六本の脚あしをめちゃくちゃに暴れさせる。

「〝聖霊ミスラ〟……悪あく魔ま契けい約やく者しやを取りこんでまで力を覚かく醒せいさせた……？　ミトラルカ・シルヴェスタは牙きばを抜ぬかれた戦う意志をもたない民族の生き残りでしかないはずなのに……？　う、うぷぷっ。Guilty.Guilty.だよイシュタルちゃん。これはキミの失態だヨ！」

〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルは憎ぞう悪おの念をありありと表情に浮かべて絶ぜつ叫きようした。

「これほどの材料は他ほかにはないっていうのに……ああっ！　還かえってしまう！　愛によって食しよく物もつ連れん鎖さの華か麗れいなる逆転を実現させたというのに！　オリヴィアのノエリアへの無む窮きゆうの愛とノエリアの忠誠心があってようやく産みだされた〝女王〟が神風ひとつで還ってしまう！　ううう、憎にくらしい！　憎らしい！」

　顔を絶望の色に染めてイシュタルが叫さけんだ。

　拓たく真まは敵意をこめた眼まな差ざしで〝愛憎の悪魔〟を射抜ぬく。

「人の感情を自在に操あやつっておいて、よくも愛なんて恥はずかしいモンを語れるな、あんた」

「ハア？　ワタクシ様は愛と憎悪を司つかさどる悪魔だヨ？　この世界に存在するすべての愛憎に触ふれる権利があるの！」

「へえ。まあ、それはどうでもいいんだけどさ」

　狂きよう乱らんしたように言葉を重ねつづけるイシュタルに、拓真は嘲ちよう笑しようを浮かべてみせた。

「あんた、余よ裕ゆうないな」

「……！　人間のくせに生意気言ってんじゃ──」

　意い趣しゆ返がえしの挑ちよう発はつに、青筋をたてたイシュタルの言葉が、とぎれる。

　拓真が動いたからだ。イシュタルは俊しゆん敏びんに飛び退のいて攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれる。それを見て、拓真は即そく座ざに判断する。イシュタルに攻撃をあてるのは難しい、と。

（だったら……こっちだ！）

　足にためこんだ魔ま力りよくを一息に放出し、拓たく真まは一いつ瞬しゆんにして〝女王〟に肉にく薄はくした。

「ギィッ」

　金属の擦こすれる甲かん高だかい鳴き声とともに粘ねん糸しが一いつ閃せん、二閃と、空中に白い跡あとを残して奔はしった。口から脚あしの先から関節から。眼前左右さまざまな方向からいっせいに放たれる糸。

「──っっ……はぁっっ……ッ！」

　つま先を尋じん常じようではない勢いで踏ふみこむと、床ゆかが浅く陥かん没ぼつし、粉ふん塵じんがあがる。常じよう軌きを逸いつしたタメから爆ばく発はつ的な反発力を得て拓真の体が激しく回転した。すみれ色の竜たつ巻まきと錯さつ覚かくするほどの回転は〝女王〟の攻こう撃げきのすべてをいとも簡単に薙なぎ払はらう。

「ガアアアアアアアアアアッッッ!!」

　最後のあがきとばかりに〝女王〟は絶ぜつ叫きようとともに鋭するどい牙きばのならぶ口を大きくあける。

　その強きよう靭じんな牙へと、拓真は拳こぶしを叩たたきこむ。

　異界に呪のろわれた虫の牙と〝叡えい智ちの悪魔〟に呪われた拓真の右手が交こう錯さくし、すみれ色の光が、無数のアーチとなって飛び散った。

　オリヴィアとノエリアという二人の悪魔契けい約やく者しやの相愛によって強く大きく育てあげられた、〝女王〟の異い形ぎようは、その魂たましいがもつ二人ぶんの儚はかない情報を拓真へと伝えると、体の真ん中から、まるで最初からなにもなかったかのように解かれた。




「はあ……はあ……チッ。あいつには逃にげられたか」

　息をつき、振り返ると、すでに〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルの姿はどこにもなかった。地面には一枚の紙切れが落ちている。本の一頁ページのようだ。その内容を読む前に、紙は薄うす紫むらさき色の火に覆おおわれて灰になってしまう。

「そうか……悪魔ってことは、具ぐ象しよう魔ま術じゆつを解けば異界に逃げられるってことか……ハッ、偉えらそうな態度のわりには、逃げ足の速い奴やつだ」

[image: ]

　頭を襲おそう痛みに顔をしかめて拓真は天を仰あおいだ。こちらへと降りてくる〝聖霊ミスラ〟の上で大きく手を振ふっているミトラとルナへ、ひらひらと手を振り返す。

「拓真！」

〝聖霊〟が降り立つと同時にミトラは駆かけ寄ってくる。満面に安あん堵どをあらわして、緋ひ色いろの目に涙なみださえ浮かべて、両手を広げて抱だきつこうとしてくる。

　もちろん拓真はそんなミトラを正面から──迎むかえずに、ひょいと体を横にずらした。

「ひゃんっ」

　勢いあまってつまずいたミトラが、かわいらしい悲鳴をあげる。赤くなった鼻をおさえて、ミトラはさっきとは別の意味で涙ぐんだ目を拓真に向けた。

「うう、ひどいです……もしかしてわたしのこときらいなのですか」

「実はそうなんだ」

「ええっ」

「ってのは噓うそだ」

　拓たく真まは肩かたをすくめて地面に落ちている紫むらさき色の数珠じゆずへとあごをしゃくった。

「悪い。それ、俺の手首につけてくれ。このままじゃなにも触さわれない」

「はわっ。そうでしたか。わたしとしたことがうっかり……いま拾いますね」

「触れるようになったら、まずデコピンな。勝手に理事長室を抜ぬけ出した罰ばつとして」

「ええっ」

「ってのは冗じよう談だんだ」

　拓真はすこし笑って、軽く頭をさげる。

「正直、助かった。ありがとな、ミトラ」

　ミトラは嬉うれしそうに頬ほおを紅潮させて、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「はい……っ」
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　ミトラの助けを借りて（ミトラはかなりおっかなびっくりだったが）封ふう印いんの数珠じゆずを装着しなおすと、すっと潮がひくように知識欲が収まっていき、拓真は肩の力を抜ぬいた。

　そのとき暗がりの奥から瓦が礫れきを踏ふむ音が近づいてくる。

　翠すい花かとオリヴィアだ。ふたりともこの世の終わりのような真っ青な顔をしている。なにごとかと思い近づいて、拓たく真まとミトラ、遅おくれて〝聖霊ミスラ〟の背から飛び降りたルナもハッとした。

　翠花の巫み女こ服の上、白衣に真っ赤な花のような染しみがついていたのだ。その血が、彼女が腕うでに抱だいているノエリアの口から吐はき出されたものなのは、誰だれが見てもあきらかだった。

　すらりとした肢し体たいはびくびくと痙けい攣れんしていて、血けつ臭しゆうを含ふくんだ咳せきをつづけている。

「〝女王〟は倒たおしたが……そうだな。サブノックとの契けい約やくが切れるわけじゃない」

　拓真が言うと、オリヴィアは力なくうなずいた。

「サブノックが〝女王〟を産むのはあくまで能力のひとつ……〝女王〟が死んでもサブノックは死んでない……それに仮にサブノックが死んだとしても異界の虫は消えない。あれは、本体からの命令がないと、消えない……らしい」

　苦しげに喘あえぐノエリアを一いち瞥べつしてオリヴィアは目を伏ふせる。

「血をのませたから、そろそろ落ち着くと、思う。でも……しょうもう、してて……限界、かも……」

「病院に連れていこうと思うんだけど、でもこれ、蓮れん教きよう徒とでも治せないんだよね？」

　翠花が自信なさげに言った。

　拓真はうなずく。

「〝解析アナライズ〟によれば異界の虫は、寄生先の人間から自分が取り除かれそうになると激しく抵てい抗こうするらしい。解かい呪じゆすれば寄生された人間の体が保もたないかもしれない」

　そう言ってから拓真はふとかたわらのミトラに目を向けた。

「〝聖霊〟のさっきのわざで呪のろいを解けるか？」

「ごめんなさい……〝聖霊〟が言うには、あれは風が直接あたらないと効果がないのです」

　ミトラは申し訳なさそうにしゅんとうつむいて、弱々しく首をふった。そうか、とつぶやいて拓真は次にルナのほうを振り向く。

「悪あく魔ま契けい約やく者しやってのは悪魔との一方的な契約解除はできないのか？」

「下級悪魔ならできるけど、私のフェネクスや死にかけおねーさんのサブノックみたいな上級の──大悪魔って呼ばれるレベルの悪魔だと無理かな。あっちにも強い意志みたいなのがあってね、悪魔自身が契約を解除したいと思わなければ、契約者から離はなれないよ」

「…………」

　拓真の脳裏にある考えがよぎった。だが口には出さなかった。それは言葉にするのがためらわれることだったから。

「かふっ……ど……け……っ」

　そのとき、ノエリアが身じろぎして翠花の胸を強く押した。

「えっ……きゃっ」

　どさっと翠すい花かがしりもちをついて、ノエリアの体が地面に投げ出される。

「ノエ──」

「うるさい！」

　近づこうとするオリヴィアを鋭するどく制止すると、ノエリアはふるえる脚あしを叱しつ咤たするように立ちあがる。自らの吐はいた血で真っ赤になった歯を覗のぞかせて彼女は威い嚇かくするように拓たく真またちを睨にらんだ。

「意識は、かすかにあった。貴様ら……指導者フアーザーを、よくも……」

「ノエリア……違ちがう。指導者は、オリヴィアたちを……」

「ああ知っていたとも！　だが私の忠義と信しん仰こうがその程度で揺ゆらぐものか！　指導者のためならいつだって死ねると、私たちはそう誓ちかったはずだオリヴィア！」

　そして、血を吐くような勢いで、言う。

「そうでなければ、命を捨てて尽つくしてきた人生はいったいなんだったというのか……！」

　まるで自分に言い聞かせるようなかすれた絶ぜつ叫きようだった。凄せい絶ぜつな訴うつたえに彼女の相棒であるオリヴィアさえも言葉を失って沈ちん黙もくする。この場にいる誰だれもが彼女の問いには答えられない、そう思われたとき。

　ノエリアの眼前に黒いなにかが振ふり下ろされた。

「なっ……」

　驚きよう愕がくし目を見ひらいた彼女の顔面にがすりとたたきつけられたのは、丸っこくてやわらかい不細工なからすのぬいぐるみ。

　ルナ・フェルマーが背せ伸のびをして長身のノエリアに一いち撃げきをかましていた。

　初対面の妖よう艶えんなる金きん髪ぱつの幼女に攻こう撃げきされてノエリアはきょとんと目を瞬しばたたかせる。

「忠誠心アピールはいいんだけどさ。騎き士しを気取るならいさぎよく負けを認めなよ」

「からすのぬいぐるみと金色の髪かみ……貴様、ドイツ教区を殲せん滅めつした悪あく魔ま契けい約やく者しやか。メンゲルが殺やり損じた不老不死の……死も老おいもない娘むすめが私を諭さとすつもりか？　冗じよう談だんも大たい概がいにしろ」

　鋭するどい睥へい睨げいを軽く受け流してルナはあきれたように肩かたをすくめた。

「ばーか。あなたのほうが百万倍救いがあるっての。なにせ私と違って悪魔契約を解除できるチャンスがあるんだからね」

「おいルナ。おまえ……無理をする必要はないぞ」

　拓真が眉み間けんにしわを寄せて口をはさんだ。ルナは艶あでやかな流し目を拓真に向ける。

「おにーさんはやっぱり気づいてたか」

「どういうこと？」

　翠花やミトラやオリヴィアが意味がわからないというように困こん惑わくの表情で拓真とルナを見た。

　拓真は苦い顔で口をひらく。

「〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟を使えば霊れい体たいと意識を同化させて行動を制せい御ぎよできるはずなんだよ。〝聖霊ミスラ〟みたいに特定の霊枢核コアでないと具ぐ象しよう魔ま術じゆつを受けつけない霊体は無理だろうが、市販のぬいぐるみでも呼び出せるフェネクスとほぼ同格の悪あく魔まなら……おそらく霊枢核コアは自由だろうしな」

　ミトラと翠すい花かがあっと気づいたような顔になる。拓たく真まは真顔でうなずいた。

「そう。ノエリアがルナの体を〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟として利用し具ぐ象しよう魔ま術じゆつを使えば、サブノックの意思を制せい御ぎよできる──つまり契けい約やくを解除できる。大悪魔なんざ体に宿したら何回死ねるかわかったもんじゃないし、どれほどの苦痛に襲おそわれるか……」

　拓真は眉まゆをひそめてそう言った。

　するとルナはくすりと艶あでやかな笑えみをこぼして、ノエリアに向き直る。

「フェネクスとの契約が解けたら死んじゃうかもしれないから、私は同じ手で契約を解除できないんだよね。だからあなたのほうがまだまし」

　それから指の上でからすのぬいぐるみをくるくると回転させながら言った。

「取引しない？　オリヴィア、ノエリア」

「取引……だと……？」

　茫ぼう然ぜんとするノエリアにルナは余よ裕ゆうの笑みを浮かべてうなずいた。

「今回の事件やバックについてる奴やつらの情報を私たちや聖せい職しよく者しや協きよう会かいに提供してくれたら──私の体を貸してあげる」

　ミトラは、えっと声をあげる。翠花も「ちょっと、それは」と、ルナに一歩近づいた。

「いいから」

　ルナは厳しい声こわ音ねで二人を制した。

「いまの私はマイトレヤ教の信者ルナ・フェルマー。いつか世界に胸を張って名乗るために、どんな苦痛も受け入れてみせるよ。聖職者協会が文句を言えないくらいに、尽つくして尽くして尽くしつくす──不老不死の特権を最大限に利用して、ね」

　ルナの決意に満ちた瞳ひとみに魅み入いられるように全員が絶句していた。

　拓真だけがあきれたようにふっと息を吐はいて、ルナの頭をこつん、と小こ突づく。

「好きにしろ。だがオリヴィアとノエリアにはあらかじめ言っておく。ここで悪魔との契約を解除できても無罪放ほう免めんさようなら、というわけにはいかない」

「……ころ、される……？」

　不安げにつぶやくオリヴィアに対して、拓真は、わからない、と首をふった。

「ルナと違ちがってあんたらは聖職者協会の祓ふつ魔ま師しを殺しすぎた。だが今回の大規模な霊れい害がいの首しゆ謀ぼう者は指導者フアーザー……〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルだってことは証言してやる。どんな判決がくだされるかは……ま、天運に任せることだな」

「ノエリア」

　オリヴィアがノエリアの手を握にぎる。

「賭かけて……みよ？　このままだとどっちにしても死ぬ……チャンスがあるなら、儲もうけ」

「だが、私は、指導者の──」

「もう負けたの。〝女王〟がやられて、オリヴィアもノエリアも、いらないの」

　おだやかな声に諭さとされてノエリアの勝ち気な瞳ひとみから涙なみだがあふれる。

　悔くやしげに強く唇くちびるを引き結び、くそ、くそ、と毒づきながらその場に崩くずれ落ちた。

「決断を。悪サ魔タ契ニ約ス者ト」

　ルナが真顔で問う。

　ノエリアはうなだれたまま、ぽつりと答えた。

「感謝……する」






[image: 終章]

　彼女は覚かく醒せいする。

　石いし壁かべに囲われた灰色の部屋だった。彼女が寝ねていたものも含ふくめて七つの寝しん台だいと七つの灯とう籠ろうが置かれている。それらの位置関係は奇き妙みようで、彼女の目からはなんの規則性も見いだせなかった。

　部屋の真ん中には箱型の小さな祭さい壇だんがある。

　ゆっくりと上体を起こした彼女の肩かたがぶるりとふるえた。

「……寒い」

　空気は、しんと冷えている。暖を取ろうと自分の身を抱だこうとして、ようやく気がついた。

　彼女は一糸まとわぬ裸はだかだった。成長しきった胸もへそも臀でん部ぶも冷たい外気に触ふれている。肌はだにはびっしりとすみれ色の紋もん様ようが刻まれていた。もぞもぞと体をゆすって、彼女は思う。

　はしたない──と。自分はいたずらに肌をさらしてはいけないはずなのに──と。

（だって自分は……）

　思考がとぎれる。あれ、と首をかしげる。

（自分は……えっと？）

　頭の中がぼんやりしている。意識がはっきりしない。

（自分は……神しん道とうの、巫み女こ……だった気がする。たしか、聖せい職しよく者しや協きよう会かいからの勅ちよく命めいを受けて、霧きりの中を、仲間と……）

　無数の巨きよ大だいな虫が殺さつ到とうしてきたところで、記き憶おくは、ぷっつりととぎれている。

「……っ」

　ふと背筋にぞくりと悪お寒かんが走って彼女は勢いよく背後を振ふり返った。暗がりの中からにじみ出るように、すみれ色の人影がすっと浮かびあがった。

　蝋ろう人にん形ぎようのような白い肌はだをもつ少女だ。少女は挑ちよう発はつ的な笑えみを口元にたたえている。

「さすがに勘かんがイイネ」

「だれ……？　ここは……？」

　彼女の問いに、少女は意い味み深しんに笑うだけで答えない。無言のまますっと腕うでを持ちあげる。その指は彼女の隣となりの寝しん台だいに向けられていた。つられてそちらを振り返り、彼女ははっとする。

　さっきは気づかなかったが、そこには一人の精せい悍かんな男性が眠ねむっていた。彼の体も彼女と同じ紋もん様ようでびっしりと埋うめ尽つくされている。

　すこしだけ、思い出した。この男性は、一いつ緒しよに作戦行動に参加していた白しろ十じゆう字じ教の祓ふつ魔ま師しだ。クロスボウを操あやつるスリムな体たい躯くの天使の使い手。頼たよりになるリーダーでもあった。

（そのはず、だけど……あれ？　でも、どうして聖職者協会の命令に？）

　彼女は静かに首をかしげる。

（彼も、自分も、聖職者協会の──いや──敵だったような──違ちがう──気がするん……だけど……──そうじゃなくて──）

　思考が乱れる。彼女は頭痛に顔をしかめ、頭をおさえて背中を丸めた。

　気持ち悪い。まるで頭の中に自分ではない誰だれか別人の意識が介かい在ざいしているような違い和わ感。

「うぷぷ」

　ふと、こらえきれなくなったとでもいうように少女が奇き妙みような笑しよう声せいをもらした。

「メンゲルと滝たき鳳ほう仙せん。ふたりも候補を失なくしちゃってさ、やってらんないって思ってたケド。こんな最高級の拾いモノをするなんて──そうそう神しん託たくの運命は変わらないってことかナ」

　彼女はうつろな目で人形のように首をかたむける。

「いったい……なんの、話？」

「愛と正義のハナシ」

　少女はあっけらかんと答えた。

　くるくると道化のように踊おどりながら中央へ。ぐでっと祭さい壇だんにもたれかかる。

　そして、曰いわく言いがたい流し目を向けた。

「ようこそワタクシ様の愛すべき友。そして、七の魔ま人じんの一人」

「七の……魔ま人じん……」

　彼女は少女の言葉を反すうする。呪じゆ文もんのように。自分への暗示のように。

　彼女の目の前に少女の小さな手がさしのべられる。

「信者になりなさい。愛すべき我が熟じゆく練れんの祓ふつ魔ま師し──闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハの巫み女こよ」

　彼女──聖せい職しよく者しや協きよう会かいきっての実力派祓魔師であり水の神、闇御津羽神と契けい約やくしている巫女は、ゆっくりとその手を取った。

　とたん、祭さい壇だんと床ゆかに刻まれた線が淡あわい光を放った。そこで彼女は知る。

　寝しん台だいの配置に、規則性はあったのだ。

　祭壇を中心に見事な七しち芒ぼう星せいが暗く冷たく輝かがやいている。

　とてもきれいだ、と彼女は思った。




　　　　＋　＋　＋




　ハンバーグの香こうばしいにおいを嗅かぎフライパンの上で油がはじけるぱちぱちという音を聞きながら、比ひ良ら坂さか翠すい花かはぽーっと昨日のことを思い出す。初めての実戦。初めての拓たく真まとの共同作戦の興奮がまだ冷めずに尾おをひいている。

　同時に、残念なことも、ひとつあった。まさか日に本ほん神しん道とう女子寮りようの寮りよう監かんだった滝たき鳳ほう仙せんが〝愛あい憎ぞうの悪あく魔ま〟イシュタルにそそのかされてミトラを陥おとしいれようとしたなんて。理由があるとはいえ、許されることじゃないわよね、と翠花は思った。

　しかし、同時にある思いも胸の中にもやもやと渦うずまいている。

「長い長い努力の結果が否定されて無む駄だになる、か……たしかに、つらいかも」

　そういえば、最後の最後まで降こう伏ふくを拒きよ否ひしようとしたノエリアも、これまでの人生はなんだったのかと絶望を口にしていた。その気持ちはわかるなー、などと、翠花は思う。

　拓たく真まの護衛として幼い日を過ごしてきた翠花には、なんとなくその気持ちがわかる。いつの間にか拓真は手の届かない高みにいて、護まもり手てとして生きることしか考えていなかった翠花としては、はしごをはずされた気分で、寂さびしいと感じることも、ある。

「ま、あたしは違ちがうもんね」

　翠花はひとりごとをつぶやいて、フライパンの握にぎりをぎゅっとつかんだ。

　──全力で駆かけあがって拓真の隣となりに並び立つ！　そうすればきっとまた、頼たよってもらえる。いつかくるその日のためにがんばりつづければいい。というか昨日だって霧きりの中では拓真以上に活かつ躍やくできたんだし、余よ裕ゆうよ、余裕。

「……って、わあっ!?」

　ぷすぷすと肉にく汁じゆうの蒸発する音と炭化しかけた肉の独特の香かおりに翠花は飛びあがった。あわてて火を消したそのとき、玄げん関かんのほうからドアノッカーのかんかんという高い音が聞こえてきた。

　そして、

「おーーーーい」

　というほんのすこし艶つやを含ふくんだ幼い声が。

　翠すい花かは張り合うように、大きな声で。

「はーーーーい」




　返事があってすこし経たつと、ぱたぱたと足音が近づき、がちゃっとドアがあいた。そこから出てきたのは制服の上にエプロンをつけた翠花である。

　おはよーと声をかけて、ルナ・フェルマーはぺこりと頭をさげた。

　翠花の顔を正面から見ることができている、その事実に、ルナは思わずはにかんでいた。

　やっぱりなにもしないままになんとなく許されていたときとは、自分の気持ちが違ちがう。すべての罪が消えるわけじゃなくても、祓ふつ魔ま学園や仲間のみんなにすこしでも恩を返せたというだけで、ホッとできる。

　悪魔との契けい約やくを解除したオリヴィアとノエリアがこの後どうなるのかは、わからない。自分も本当は彼女たちと同じように牢ろう獄ごくにいなければいけない存在なのかもしれない。

　──でーもー、また鳥とり籠かごの中に戻もどるのは、嫌いや。ちゃんと何倍も何十倍も何百倍も返してみせるから。不老不死の特権を最大限に活用して、未来永えい劫ごうをかけてでも償つぐなってみせるから……だから許して、神様。あ、もちろんいま信じてる神さまはマイトレヤの〝聖霊ミスラ〟さまだけど。

　などとルナが考えていると、

「あれっルナちゃん……と、玖く珂がくん？　こんな朝早くにどしたの？」

　翠花は目を丸くして、ルナと、そのうしろで無表情で髪かみ先さきをいじる暁あきらに目をやった。

　ルナはわざとらしくびしっと敬礼してみせて、

「ミトラおねーさんの敬けい虔けんなる信者として朝のお出で迎むかえだよ」

　それから小こ馬ば鹿かにするような顔で背後の暁に親指を向ける。

「あ、これは下げ僕ぼくね」

　と、茶化してみる。べつに嫌きらいなわけじゃない。どちらかといえば、逆。

　暁は高こう慢まんで自信家ですこし臆おく病びような男だが、こう見えて意外と拓たく真まのことを気にかけていたり、優やさしいところも──

「調子にのるな、金きん髪ぱつ」

　ぶすり。

　──訂てい正せい。最悪しねばか鬼おに悪魔！




「っきゃああああああ！　痛い痛い痛いっての、ばかああああああああああああっっ！」

　ルナが悲鳴をあげてわめき散らすと、玖珂暁は、背中から腹部にかけて貫かん通つうさせた細剣レイピアを抜ぬき、血がびゅーっと噴ふき出すのを眺ながめながら、ふん、とつまらなさそうに鼻を鳴らした。

　ふざけるな、どうしてこのオレが逢あい沢ざわと銀ぎん髪ぱつの家に出向いてやらねばならんのだ。と思うが、ルナの保護観察者を任じられている以上はしかたのないことなのだろう。腹立たしい。

　傷口が燃えふさがると、ルナは仇かたきを見るような目で暁あきらを睨にらむ。

「そんなんだと友達できないよっ？」

「不要だ」

「なーにが不要なのさ。絶対的過去視で見えないことには自信なさげなくせに。この先、拓たく真まおにーさんやミトラおねーさんと組んだ場合の未来なんて見えてないんでしょ。戦せん闘とうにも課題が多いって言ってたじゃん」

　昨日の作戦行動で暁は自分の弱点を自覚した。マスティマの〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟は強力だが、敵が暁を相手にせず他ほかの仲間を狙ねらった場合にはまるで意味がない。

　おそらく〝断罪神鏡〟を一度見た拓真にも二度目は通用しないだろう。敵に情報を与あたえてしまったときに、どう応用し、敵の対策の上を行くか……それを考える必要がありそうだ。

「なるほど、たしかに貴様の言うとおりだ。慧けい眼がんに感服する」

　暁は、素す直なおにうなずく。

「でしょー？　もっと私を敬いなさいよ」

「わかった。最大限尊重する。これからもよろしく頼たのむぞ」

　そう言って、暁は細剣レイピアをルナの腕うでに刺さした。

「言ってることとやってることが痛あああああああああああい!!」

　ふたたび、やかましい悲鳴があがった。




　　　　＋　＋　＋




「朝っぱらからうるさい奴やつら……」

　朝訓練の汗あせを流すためのシャワーを終えて脱だつ衣い所じよにいた逢沢拓真は、シャツに袖そでを通しながらあきれたように息を吐はいた。どうせ朝食は今日もハンバーグだろうし、翠すい花かのことだから、抹まつ茶ちやの準備もなくてジュースを出してくるだろうし。献こん立だても周りのテンションも濃のう厚こうすぎて胃もたれしそうだ。

　ふと洗面所の鏡に映った自分の体に目をやって、拓真はわずかに顔をしかめた。

　筋肉質な引き締しまった上体。厚みのある肩かたから鎖さ骨こつにかけて黒い紋もん様ようが覗のぞいている。つい先日までは肩の部分までしかなかった紋様が首にまで侵しん蝕しよくしていた。

「ホント、厄やつ介かいな呪のろいをくれたもんだな……ヴィオレッタ」

　すべてをあるべき姿に戻もどす〝聖霊ミスラ〟の神風に、呪のろいの紋様は触ふれたはずだった。それでも、呪いは消えていない。〝聖霊〟の支配さえ上回っているのか、あるいは、ただの呪いとは本質的ななにかが違ちがっているのか。

「サヴァトリィにもこってりしぼられちまったしな」

　拓たく真まは不服そうに唇くちびるをとがらせて、昨夜の記き憶おくを掘ほり起こす。

『本当の本当にどうなっても知らないからね。ボクは忠告した。封ふう印いんをきちんと管理できるかどうかはキミ次し第だいだからね』

　昨夜、封印の点検のさいにサヴァトリィは珍めずらしく真しん剣けんな顔でそう言った。今回の呪のろいの解放はしかたなかったとはいえ、もっと気をつけていれば不覚を取らずに済んだかもしれないだろうと、口を酸すっぱくして言われた。

　そういえば、〝愛あい憎ぞうの悪あく魔ま〟イシュタルについて報告したとき、サヴァトリィも影かげ縫ぬいも、そんな悪魔はまるで聞いたことがないと断言していた。

〝ルネサンス〟の首しゆ謀ぼう者しやはひげ面づらの中年男性ですでに処しよ刑けいされているはず。全国ニュースでも放送された有名な話である。

　──ならば、あれはいったいなんなのだろうか？

〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタとよく似た姿の悪魔……〝ルネサンス〟の指導者を名乗り、謎なぞの動物実験をして、第二の〝聖霊ミスラ〟を創つくろうとし、ミトラの命も狙ねらっていた。

「知りたいな……奴やつの狙い、正体は……」

　人知れずつぶやくと、右腕うでで乾かわいた音がした。

「あっ」

　はっとして右腕を見ると、黒い紋もん様ようがほんのすこしだけすみれ色に発光していた。数珠じゆずにも小さなひびが入っている。

「いけね……だめだ、興味をもつな。好こう奇き心しんを、おさえろ」

　拓真は首をふると、すうはあと深呼吸した。鼓こ動どうが落ち着くと右腕の紋もん様ようも黒に戻もどる。

　そのとき、こんこん、と戸がノックされた。

「拓真、いま大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ミトラの声だ。

「ん。ちょっと待ってくれ……いいぞ」

　拓真は紋様を隠かくすように手早くシャツのボタンを留めてから返事をした。

「では失礼して……わ、いいにおい」

　ミトラは戸をあけると耳まで真っ赤にしてふやけた声を出した。

「なにぼーっとしてるんだ？　用があったんじゃないのか？」

「え？　あっ、いえシャンプーのにおいが甘かったので、つい」

　えへへと照れくさそうに頬ほおをかいて、ミトラはつづけた。

「ルナと暁も朝食を一いつ緒しよにすることになりハンバーグが足りなくなったそうです。二人ぶん、別のメニューを即そく席せきで作ることになったのですが……拓真はＢＬＴサンドでもいいですか」

「お、いいな」

　拓たく真まは素す直なおにそう言った。

「翠すい花かがきてから、ミトラのレタス料理を食べる機会、減ってたしな。あれ美う味まいんだよな。抹まつ茶ちやの次に気に入ってる」

「うう、そこは一番と言ってほしいところです」

「修しゆ行ぎようを積んで、目指すことだな」

　と、拓真はあえて偉えらそうなことを言って、ふっと笑ってみせた。

　すると急にリボンがくてんとしおれて、ミトラはしょんぼりとうなだれる。

「修行といえば……さっきもわたし、だめだめでしたね……まるで成長していません」

「ゆっくりでいい。かんたんに成長できるなら人類総最強になっちまうだろ」

　拓真はごくごく当然のことを言って、ミトラの銀色の髪かみにぽんと手を置いた。

「それより、せっかく信者第一号ができたんだ。マイトレヤ教再興に一気に近づいたんだぞ。もっと胸を張れよ」

「そ、そうでした。戦せん闘とうはだめだめですが、教祖としてはわたし、すごいですよねっ」

「ああ。入学直後にこれなんだから、卒業するころには一大勢力だ」

「がんばりますっ。おーっ」

　ミトラは上じよう機き嫌げんに片手を振ふりあげる。背負っている祭さい壇だんが、がしゃんと誇ほこらしげに音をたてた。

　そう。焦あせる必要はないのだ。ミトラのマイトレヤ教再興という目標は長い年月を経てようやく達成できるような途と方ほうもないもので、達成できるかどうかもわからないけれど。オリヴィアやノエリアのように人生を賭として信じてきたものが崩くずれ去ることもあるかもしれないけれど。

　だがすくなくともそこに希望を見て、一歩ずつでも前に進めている間は、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　自分も焦あせる必要はない。たとえ〝愛あい憎ぞうの悪あく魔ま〟イシュタルがなにかしらの企たくらみをもって動いているとしても、火の粉こがふりかかったときに払はらえばいい。焦あせらず、ゆっくりと、ミトラを護まもり、卒業までの三年間を過ごしていけばいい。

　いつか〝叡えい智ちの悪魔〟ヴィオレッタと会い、理解と破は壊かいの呪のろいを解き、感情に鍵かぎをかけなくてもいい日がくることを信じて。

　世界最強の教祖様がたった一人の信者獲かく得とくに喜び、

　そんな姿を無宗教主義の祓ふつ魔ま師しがどこか微ほほ笑えましい気持ちで眺ながめ、

　神しん道とうの巫み女こ、白しろ十じゆう字じ教きよう徒と、マイトレヤ教徒の悪魔契けい約やく者しやというごった煮にの面々の声が響ひびく。

　そして拓真は制服の上着の袖そでに勢いよく腕うでをつっこむ。

　今日も始まるのだ。

　大勢の気に入らない聖職者とほんのすこしのましな聖職者に囲まれた、祓魔学園での一日が。

　礼拝の鐘かねの音が、誇ほこらしげに朝を告げた。






　　　あとがき




　霧きり！　虫！　作戦行動！　仲間たちのドラマ！　主人公の無む双そう！　ヒロインのハダ（検けん閲えつ）

　今回も自分が面おも白しろいと思うモノ全部のせでお送りしました。一巻から引き続き買ってくださった方も、何らかのご縁えんで二巻から手に取ってくださった方も、楽しんでいただけたのであればさいわいですが……。趣しゆ味み全開すぎたような気もしますが大だい丈じよう夫ぶですか。大丈夫ですよね。

　趣味といえば。私の場合、実はジャンルや題材だけでなく、作中の細かい部分にも趣味が反映されています。たとえば今回の『祓ふつ魔ま学がく園えんの背教者ミトラルカⅡ　─ミスティック・ミスト─』では、とあるキャラがオルガンをひくシーンがあるのですが、ここで演奏する『人にん魚ぎよ姫ひめ』は個人的に好きな楽曲だったりします。執しつ筆ぴつ中にクラシックを聴ききながらコーヒーをすする──なんて書くとカッコつけてるようで気き恥はずかしいのですが、本当に、執筆中にはよくクラシックを聴くんです。ボーカルが入っていない曲は音楽の世界観に素す直なおに浸ひたれるといいますか、集中を程ほどよく高めてくれるのです。

（さて真ま面じ目めでカッコいい話をしたからこっそり付け加えても誰だれも気づかないだろうと思いつつ）あ、ルナ・フェルマーが永遠に十二歳の外見を維い持じする設定とか、彼女が過去に○○（ネタバレ防止のために伏ふせ字じ）されているシーンとかも趣味です。

　………………………………………………………………………………うん。まあよかろう。




　さて。わずかながらですが、私にもお手紙やＷＥＢ（ツイッターやブログ）を通してメッセージが届くことがあります。送ってくださった読者の皆みな様、ありがとうございます。すべてにお返事することはできませんが、大切に読ませていただいていますので、あとがきやツイッターなど何らかの機会にお応こたえできればなと。

　前シリーズ『ウィザード＆ウォーリアー・ウィズ・マネー』のころから感想をくださっている方も、きちんと読ませていただいておりますので、『祓魔学園の背教者』でもぜひぜひ送ってくださいね（ミトラかわいい！　とか、拓たく真まかっこいい！　とか。とても励はげみになります）。




　謝辞です。

　今作の出版に携たずさわった関係者の皆様、私の粗あらすぎる原げん稿こうに根気強く向き合ってくれた担当さん（九時間コースの打ち合わせは初めてでした）、ありがとうございました。

　イラストのukyo_rstさんも一巻から引き続き素す敵てきな絵をありがとうございます！　ミトラのかわいさはおかげさまで大変評判が良いとか。これからもよろしくお願いしますね。

　ここまで読んでくださった読者の皆様にも最大限の感謝を。

　次回もぜひ手に取っていただければさいわいです。ノーマル趣味の三み河かわごーすとでした。
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三み河かわごーすと

１９８８年生まれ。所属宗教なしの小説家。

好きな日本語は「臨機応変」。

将来の夢は荒廃した世界でぶらりと旅をすること。

はい。ダメな奴の思考を最大限カッコイイ日本語で書いただけですね。いいのさダメで。人間だもの。
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ukyo_rst

最近、寒くて布団から出るのが辛くなってきたので

布団を纏ったまま起きて行動する技を身につけました。

なにかに負けたような気分です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「三河ごーすと先生」係

「ukyo_rst先生」係











本書は書き下ろしです。
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祓ふつ魔ま学がく園えんの背教者ミトラルカII




─ミスティック・ミスト─








三み河かわごーすと
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